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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























口絵・本文イラスト　梶島正樹









　目次







１「選せん択たくと再さい会かい」

２「希望と平へい穏おん」

３「合同訓練旅行」

４「平へい穏おんと狂きよう気きの洗せん礼れい」

５「迷いと決意」




　あとがき








　　１「選せん択たくと再さい会かい」







　全すべての人間に平等に訪おとずれるのは、生せい誕たんと死だ────よく言われる事だが、しかし平等なのは、あくまでその瞬しゆん間かんのみであり、生まれて死ぬまでの過か程ていにおいては、あまりにも不平等である。




　タラント襲しゆう撃げきによる犠ぎ牲せい者しやの中に、ＧＰアカデミー学生が居いた件けんで、正まさ木き霧きり恋こと雨あま音ね・カウナックは、緊きん急きゆう招しよう集しゆうを受けたＧＰ本部０１２４４５会議室前の廊ろう下かで、少し青ざめ緊きん張ちようした表ひよう情じようで簡かん易いベンチに座すわっていた。眼がん前ぜんの壁かべ全面の窓まどから見える、蒼あおく輝かがやくアカデミー本星には、ちょうどＧＰアカデミーのある大陸が見えていた。

『……西せい南なちゃん』

　霧恋は、衛えい星せい軌き道どう上じようからも視し認にんできるＧＰアカデミーの施し設せつを眺ながめながら、エルマから事情を聞かされているであろう西南が、どれほどの衝しよう撃げきを受けているかを想そう像ぞうし、さらに表情を歪ゆがめた。それに気付いた雨音は、ゆっくりと霧恋の握にぎり締しめられた手に自分の手を置いた。

「雨音……」

　雨音も同じ事を考えていたのであろう、霧恋と同じ場所をじっと見つめていた。

「ん？　会議が終わったみたいね」

　と、急に霧恋の手に置かれた雨音の手の重みが緩ゆるんだ。

「……そうみたいね」

　雨音の言葉に、霧恋は会議室の気配が弛し緩かんしたのに気付いた。だがそこから漂ただよう雰ふん囲い気きは、決して和わ気き藹あい々あいとしたものではなかった。

　ドアが開き、会議室から出て来たＧＰの幹かん部ぶ達の表情は一様に硬かたく、ブルー系けいの制せい服ふくを着たＧＰの者達と、グリーン系の制服を着た軍部門の者達の間に流れる、憎ぞう悪おにも似にた感情は、両者の事情を知らない者達の目から見ても明らかなほどであった。

「チッ」

　一人の軍関係の幹部が、霧恋達を見て、あからさまに侮ぶ蔑べつの表情を見せた。

　──こんな小こ娘むすめ共が何な故ぜここにいる。

　霧恋達が誰だれに呼よばれてこの場所に来ているかは、その幹部も知っていた。だが彼女達がＧＰ側としてこの場所にいるために、八つ当たりの意味も含ふくめ、あからさまな不ふ快かいの目を叩たたき付けているのだ。もっとも、美び貌ぼうの雨音を直ちよく視しするのは、さすがの彼等も気き恥はずかしいらしく、その視線は微び妙みように雨音から逸そらされていた。

「……………あっ」

　雨音は居い心地ごこちの悪い雰囲気の中に、一人の男を見つけた。

　九く羅ら密みつ吟な鍛きた────九羅密美み兎と跳との夫であり、美み星ほしの父親だ。雨音も幼おさない頃ころからの顔見知りだった。

「おじさま……」

　心細さを感じていた雨音は、すがるように吟鍛を見た。……が、しかし彼から返って来たのは、他ほかの幹部連と同じ厳きびしい目だった。まるでご主人に叱しかられた子犬のように、雨音は一歩下がりうなだれ、幹部連が通り過すぎる間、微び動どうだにせず佇たたずんでいたのだった。

「ご苦労様」

　会議に出席した幹部達の姿すがたがなくなった頃、会議室から出て来た美み守かみは、苦く笑しようしながら霧恋達に声をかけた。

「別の場所で待っててもらえば良かったわね」

　美守はしょげている雨音の肩かたにそっと手を置いた。

「いえ、お気になさらないで下さい」

　雨音の言葉に、ニッコリと笑えみを浮うかべた美守は、そのまま幹部達が向かったのとは反対方向の通路を歩き始めた。と、美守について歩き出した霧恋達の後ろに、分ぶ厚あつい隔かく壁へきが下ろされ、窓まども不ふ透とう明めい化かし、その通路は完全防ぼう音おんの密みつ室しつと化した。

「銀ぎん河が連れん盟めいが組そ織しきされて一万年以上が経たつというのに、いまだに世せ二に我わと樹じゆ雷らいの関係を引きずったまま、というのは困こまったものだわ」

　美守にしては珍めずらしい、愚ぐ痴ちめいた言葉を聞いた霧恋は、少し驚おどろいたような表情を浮かべた。

「あの……会議で何かあったのですか？」

「ホホホ、何も進しん展てんがないから困っているのよ。こういう事じ件けんが起こる度たびに繰くり返す、ＧＰの装そう備び強化かＧＰ軍の規き模ぼ拡かく大だいか……変わりばえしなさ過ぎて時間の無む駄だね」

（恐おそらく美守様と吟鍛様との間で、かなりやりあったんでしょうね）

　美守が愚痴めいた事を言うのは、軍備拡大論ろんの代表が吟鍛だからだ。世二我の実じつ質しつ的な支し配はい者しやである九羅密家、その一番の実力者である美守を相手に、軍関係者はどうしても一歩引いてしまう。彼女に面と向かって臆おくせず、それなりに物が言えるのは吟鍛くらいのものである。だからこそ、軍部は何かと吟鍛を前面に押おし出して来るのである。
















「ＧＰはもともと、九羅密家の私し設せつ軍が母体ですから、そういう考えが根強いのは仕方ない事かと……」

「別に吟鍛を庇かばう必要はありませんよ。それがあの子の仕事ですからね……ごめんなさいね。年とし寄よりの愚痴を聞かせちゃって、ホホホ」

「……あの、私達がここに呼ばれたのは、やはり西南君の事についてなのですか？」

「ええ、あなた方には今回の事件の真相を知っておいてもらおうと思ってね」

「真相……ですか？」

　公式発表では『中ちゆう継けいステーション艦かんが何者かに襲おそわれ全ぜん滅めつ』という事だった。それを真相と言うからには、詳くわしい襲しゆう撃げき者しやを知りつつ、あえてその情じよう報ほうが伏ふせられている事を意味していた。

「念のために言っておきますが、今から話す事は他言無用。伝えるべき相手には、それなりの人間が通達するようになっています。いいですね？」

「はい」

　霧恋と雨音は一度、お互たがいに顔を見合わせると、ゆっくりと頷うなずいた。それを確かく認にんした美守は、大きく息を吐はき、

「襲撃者はタラント・シャンク」

　厳きびしい表ひよう情じようでそう告げた。

「！」

　美守の言葉を聞いた雨音と霧恋は目を見開き、思わず息を吞のんだ。

　海かい賊ぞくといっても、ＧＰとの間に暗あん黙もくのルールがあり、一定以上の収しゆう穫かくがあればそれ以上の攻こう撃げきは行わない。だが多くの海賊の中には、やはり凶きよう悪あくな者達、楽しみのために人の命を奪うばう事を何とも思わない連中も多い。タラントという男はその中でも正しよう真しん正しよう銘めい、海賊という名に相応ふさわしい凶悪な男だ。二人は瞬しゆん時じに、情報が伏せられた理由を理り解かいした。

「西南君の存そん在ざいは、銀河連盟にとって無む視しできない程ほどのものになりつつあります。でもそれを歓かん迎げいしない意見もある……それは何も海賊側だけに言える事ではないわ」

「西南君の存在が軍にとって、煩わずらわしいものになっているという事ですか？」

「ＧＰにとってもね」

「そんな！」

「確たしかに西南君のおかげで、多くの悪質な犯はん罪ざい者しやを大量に逮たい捕ほできているわ。しかし犯罪予備軍も大量に引き寄せている、という疑ぎ問もんもあるの。それが結果的に、犯罪を誘ゆう発はつさせる可か能のう性せいもあるのではないか？……とね」

「根こん拠きよのない言いがかりです。少なくとも地球ではそんな事実はありませんでした！」

「そして海賊達の報ほう復ふくがあるのではないか？」

「それは！」

　西南による海賊の大量捕ほ縛ばくは、海賊側の勢せい力りよくを激げき減げんさせる。力を失う事を恐おそれた海賊達は焦あせり、時には自じ暴ぼう自じ棄きとなり、ＧＰとの暗黙のルールも破やぶって来る恐れがあるのだ。美守の言葉に、霧恋は反論する事が出来なかった。

「今回の件が……そうなのですか？」

「襲われた囮おとり部門第二課所しよ属ぞくの移い動どう中継ステーション艦には、瀬せ戸と様さまの作戦時に捕とらえたラディ・シャンク、アル・シャンクの二人が秘ひ密みつ裏りに隔かく離りされていたの」

「ではタラントの目的は彼等の奪だつ還かん!?」

　だが霧恋の言葉に、美守は静かに首を横に振ふった。

「その艦にいた被ひ害がい者しやは、その二人を含ふくめ、ほぼ全員が遺い伝でん子し確認をしなければならない状じよう態たいだったそうよ。そして我わが校の生徒三名を含む八十五名が連れ去られたわ」

「そん……な」

　霧恋と雨音は美守の言葉の意味に、呆ぼう然ぜんとその場に立ちつくした。

「ではタラントの次の目標は……西南君？」

「それがもっとも効こう果か的と考えるでしょうね」

「効果的？」

「自分の父親兄弟を、助けられる状じよう況きようにありながら殺害したところを見ると、タラントという男はかなりプライドの高い人間なのでしょう。ラディとアルを捕らえたのは樹雷、瀬戸様……。幹かん部ぶクラスを捕らえられた報復として見合うのは水みな穂ほ様、兼かね光みつ殿どの、瀬戸様クラスの殺害でしょう」

「そんな、いくら何でもそれは……」

「ええ、それはあまりにもリスクが高い。樹雷というのは上に行くほど、組そ織しきではなく個こ人じんが強くなる国ですからね。一番無む防ぼう備びな時を狙ねらおうとしても、『皇おう家けの樹き』を持つ皇族クラスに太た刀ち打うちなど、正攻法では不可能……といっても、樹雷の情じよう報ほう部ぶを握にぎっている瀬戸様をどうにかしようとしても……」

「まあ考え得うる、最悪にタチが悪い相手だよな。瀬戸様の手が届とどかない所にいればこその安全だけど、それにちょっかいをかけるとなると、ただじゃ済すまないわね」

「飛んで火に入る夏の虫……ですね」

「そうなるわね」

　この時、美守は何も言わなかったが、タラントはすでに幾いくつかの組織を使い、瀬戸の関係者へ行動を起こしていた。だがその全すべてを殲せん滅めつさせ、さらにその中の幾つかは組織の逆ぎゃく探たんを行っていたのである。

「それで狙い易やすい西南君を……」

　霧恋のその言葉に反はん応のうするかのように、美守は少し距きよ離りを置いて立ち止まると霧恋達の方を振り向いた。

「一時間ほど前、ＧＰや関係各所、マスコミに、連れ去られた全員分の映えい像ぞうカタログが送られて来たわ」

　美守は無表情のままそう言った。そこには希望といった雰ふん囲い気きは微み塵じんもなかった。

「それは……遺い体たいの身みの代しろ金きん……」

　霧恋は無む意い識しきのうちに呟つぶやいていた。

「ＧＰ本部としてはその取引を拒きよ否ひ。次は当然、直ちよく接せつ遺い族ぞくへの接せつ触しよくをするでしょう……遺族関係者にはその事が知られないよう、全員に監かん視しを付けてあります。もちろん協力いただける方には真実をお話ししますけどね」

「情報協定があるといっても、今までの例で言えば、知られるのは時間の問題ではありませんか？」

「多発的にネットに流されれば抑おさえようが無いものな。タラントの場合、愉ゆ快かい犯はん的な所があるから、逆効果で反感をかう事は問題にしないだろうし……」

　タラントの最終的な目的は西南だ。世よ論ろんでも個人でもいい、西南に結びつく情報が得られるなら構かまわないのだ。

「たった一人でも、西南君に反感を持って、行動を起こしたら……」

　霧恋は表情を曇くもらせ、そう呟いた。

「西南の運の悪さを考えれば、その危き険けん度どは高いわね。銀ぎん河がアカデミーって、そういうトラブルが多い場所だしなぁ」

「ですから、この事じ件けんは速すみやかに静かに圧あつ殺さつする事が肝かん要ようです。しかしファイルのばらまきの件なら問題はありません」

「すでに対たい処しよがされているのですか？　でもどうやって？」

「不幸中の幸いと言っては何ですが……今回の新システム導どう入にゆうが役に立ったわ。それらしいファイルはネットに載のせた瞬しゆん間かんに削さく除じよ、関係者は全員特定して拘こう束そくしています。あとは直接的な噂うわさ話ばなしや、メモリーでの配はい布ふですが、そちらはエキスパートの方に対処をお願いしています」

（エキスパートって……きっと鷲羽わしゆう様さまね。……でも）

　鷲羽の生せい存ぞんは、まだ公おおやけにはされてはいない。もしそれが知られれば、アカデミーは大だい混こん乱らんになるかもしれないのだ。

「よろしいのですか？」

「受けて下さった以上は、そういう事でしょう」

　だが今回のような場合、彼女の存そん在ざいは心強い。アカデミーの『牢ろう名な主ぬし』様のあだ名は伊だ達てではない。アカデミー内という結界の中において、彼女が本気になって手に入れられない情報は皆かい無むである。

（そういえば、今回導入したシステムも、鷲羽様のものだったわ。だけど……）

　だが鷲羽は瀬戸同様、霧恋達を甘あまやかしてはくれない。こちらが解かい決けつするべき作業のハードルが途と轍てつもなく高いのだ。こちらが少しでも怠なまければ、時には命を落とすような状じよう況きようであっても、放置されてしまうのだ。

「そもそもなぜ移い動どう中ちゆう継けいステーション艦かんのようなものに、そんな重要人物を乗せたんでしょうか？　一体誰がそんな決定を……」

「アカデミーでのシステムダウンを理由に移送したらしいわ。裏うらをかいたつもりだったのでしょうね」

　霧恋の言葉を遮さえぎるようにそう言うと、美守は振ふり向いて再ふたたび歩き出した──それはこれ以上の話題を追つい及きゆうする事を拒きよ否ひするという意味だった。

（今さら原げん因いんを追及しても仕方がない。ＮＢの現げん象しようについてはアイリ様に聞くとして、それより問題は西南ちゃん……）

　霧恋と雨音は美守を追いかけるように歩き出した。

「最悪の情報を教えなくても、友人が殺されたという事実だけで、彼等には衝しよう撃げき的な事でしょう。ですから午後に新入生を全員集めて今回の事件説明を行い、その後、自じ己こ心理ケアの実習授じゆ業ぎようをします。……少し早いけれど、これが最初の適てき性せい試し験けんになるわね」

　美守は淡たん々たんとした口調で、背せ中なかを向けたまま言った。だが彼女の背中からは苦く悩のうといった、重苦しい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　美守が霧恋達と会議の結果について話している頃ころ、軍部門の首しゆ脳のう陣じんも、完全防ぼう音おんの密みつ室しつ化かされた専せん用よう通路を、会議の時とは違ちがい、にこやかな表情すら浮うかべ歩いていた。

「うまくこちらの思惑おもわく通りに進みましたな」

　首脳陣の一人が満足そうにそう言った。それをきっかけに、他の者達も饒じよう舌ぜつに話し始めた。

「山やま田だ西南の囮おとり部ぶ門もんへの配はい属ぞくは、いわば当然の流れだが、正木霧恋を、我われら側の監かん視し者しやとする事が出来たのが大きい」

「さよう。彼女は正木の人間とはいえ、もともと軍の情報部員……しかもとびきり有能ですからな。それをＧＰ側の監視者にされずに済すんだのですからな」

「しかし入学シーズンの人手不足は、何とかならんものですかなぁ。軍の情報部員まで、入国管理に借り出されるのではたまらん」

「まったく。あの美守老に、彼女を強ごう引いんにＧＰアカデミーに転属させられた時は、驚おどろきましたからな」

　そう言いながら、その首脳の一人は吟鍛を見た。

「山田西南の管理という事ならば、仕方がないでしょう。だがそのおかげで、あの山田西南をこちらの鎖くさり付つきに出来たのですからね」

　吟鍛の答えに、首脳達は満足げに肯うなずいた。

「まさしく、まさしく。これで囮部門の役やく割わりを、海かい賊ぞく共の討とう伐ばつへと移行できれば……」

　囮部門は本来、海賊の襲しゆう撃げきを引き寄よせ、荷物を安全に目的地に送り届とどけるのが主目的である。もちろん海賊を野放しにするわけではないが、大量に稼か働どうしている囮艦かんに、いちいち軍艦やＧＰ戦艦を付けるのは採さい算さんに合わない。だが高こう確かく率りつで海賊を引き寄せる事が出来るのであれば、囮ではなく、討伐へと移行も可か能のうである。

「……我らの必要性も高まり、囮部門を軍へと編へん入にゆうする事も可能だ」

　その首脳がそう言った時、吟鍛は高官専用ポート入り口で待つ美み咲さ生おに気付いた。

「では、私は急ぎますので、失礼」

　吟鍛は逃にげるように、早足で彼等から離はなれると、美咲生と共に送そう迎げいに来ていた艦に乗り込こんで行った。

「お疲つかれ様です」

「ご苦労」

　艦のブリッジへと早足で駆かけ込んだ吟鍛は、敬けい礼れいをしているクルーに敬礼を返すと、高官用の席に座すわった。

「会議はうまくいったようですね」

　吟鍛の隣となりの席に座った美咲生は、外部監視用モニターに映うつった、軍の首脳陣達を見ながらそう言った。

「上官の顔色を見て、詮せん索さくするような真ま似ねはよせ」

「対照的に……結構、へこんでいましたね、美守様のお供とものお姉様方は……」

　睨にらむ吟鍛に、美咲生は平然とそう言いながら、艦長へ手を振ふった。それを合図に、吟鍛達の乗る艦は宇う宙ちゆうへと発進して行った。

「私の立場上、ああいう態たい度ども仕方ない。雨音嬢じようちゃんはＧＰ、しかも美守伯お母ばの部下として来ていたのだからな。公こう私し混こん同どうは嬢ちゃんの立場にも影えい響きようする」

　吟鍛は美咲生をチラッと見、そして困こん惑わくの表ひよう情じようで、ため息混まじりにそう言った。

「もちろんそれは存ぞんじております。ただ雨音さんはもちろん、霧恋さんとも直ちよく接せつ的な繫つながりが出来ましたから、最終的に被ひ害がいが来るのは僕ぼくなんですよ。少しくらい愚ぐ痴ちを言わせていただく権けん利りはあるかと」

　美咲生にはマシスという、近々結けつ婚こんする婚約者がいる。彼女は美咲生の姉、美星の元同どう僚りようで、現げん在ざいは瀬戸の養女となっている。雨音は友達、霧恋は親しん戚せきとなるのである。

「お前も、あのクソババア連合の鎖付きにされたか……やれやれ」

「僕は今の状じよう況きようには満足していますがね」

「フン……まあ、がんばれ」

「それにしても、相変わらず無む駄だな会議ですね、父上。こんな事に費ついやす時間は、本当に無駄以外の何ものでもないと思いますが？」

　美咲生が父上と呼よんだのは、彼の発言が本来、上じよう層そう部ぶ批ひ判はんにあたるからだ。だからこの会話は、あくまで親子のものなのである。

「だが話し合いの場がなければ、さらに無駄な対立の溝みぞが広がるだけだ。根本的な解かい決けつにはならなくとも、それなりの土産みやげは持たしてくれる」

「ほう……では例の山田西南君が囮おとり部ぶ門もんへ？」

「もっとも、彼の特とく性せいを考えれば、それ以外の選せん択たく肢しは無いだろうがな……」

　そう言うと、吟鍛は目を閉とじてイスに深くもたれ掛かかった。とその時、

「ねえ、あなた。西南ちゃんがどうしたんです？」

　本来その場に居いるはずのない美兎跳が、モップを持って吟鍛を覗のぞき込んでいた。

「ねえ美咲生ちゃん。西南ちゃんがどうしたの？」

　吟鍛が目を逸そらしたのを見た美兎跳は、今度は美咲生を見つめた。

「山田西南君が、囮部門へ配はい属ぞくされる事が決定したんですよ。でもまだ正式な辞じ令れいも出されてはいませんから、内ない密みつに願いますよ」

「あらあら。じゃあ、正式発表されたら、お祝いわいしなくちゃねぇ」

　美兎跳の神しん出しゆつ鬼き没ぼつっぷりに慣なれている二人は、さほど驚おどろくでもなく、美兎跳がずっとそこに居たかのように話を続けた。しかし、ブリッジのクルーは、少なからず動どう揺ようを表に出していた。

「も、申し訳わけありません。出港時の艦かん内ないチェックには異い常じようは……」

　配属されたばかりのオペレーターが、慌あわてて計器類のチェックを始めた。

「落ち着け。あの方が美兎跳様だ。お前のせいじゃない」

「えっ？………あの女性が、あの？」

　上官の苦く笑しようした表情に、落ち着きを取り戻もどしたオペレーターは、チェックの手を止めて美兎跳の方を見た。

「でも囮部門という事は……西南ちゃん、軍属になるんですか？」

「おいおい、まだ辞令どころか、卒業も、それ以前に、この前入学式があったばかりだからな。当分先の話だ。それより美兎跳。これはまだ機密事じ項こうなのだから、あちこちで茶飲み話にしちゃダメだぞ！　たとえそれが山田西南の関係者でも、本人でもだ！」

「は～～～～い」

「では、任にん務むに戻りなさい。私と美咲生も仕事があるからな」

　そう言うと、吟鍛と美咲生は書類データを開き、チェックを始めた。美兎跳は満足げにモップを持って床ゆかの掃そう除じを始めた。

（軍用艦の定時稼か働どう中に、ブリッジで清せい掃そう部ぶが鼻混じりに掃除をしてるなんて……）

　その妙みような違い和わ感に、若わかいオペレーターは居い心地ごこちが悪そうに作業をしていた。だが彼は平静に見えたベテランクルー達が、ちゃんと美兎跳を意い識しきしている事に気付いた。

（そうか……この状況はちゃんと異常なんだな）

　そう認にん識しきした若いクルーは、逆ぎやくに安心したかのように作業に集中し始めた。彼の動どう揺ようが収おさまったのをきっかけに、ブリッジはいつもの雰ふん囲い気きへと戻って行った。だが吟鍛は別の意味で混こん乱らんしていた。

（樹雷の鬼おに姫ひめ殿どのが、山田西南を囲い込まなかったのは、今回の事じ態たいを予想しての事だろうな……）

　銀ぎん河が連れん盟めいが設せつ立りつされて以い降こう、連盟内の治安は急速に安定して行った。それに伴ともないＧＰ軍の役やく割わりは減へり、警けい察さつ業ぎよう務むや宅たく配はい業がその活動の中心となった。それは治安の安定の他ほかに、ＧＰの母体ともなった、世二我の私し設せつ軍という威い圧あつ感を、多くの星々が嫌きらったせいでもあった。もちろんＧＰ軍には樹雷を始め、多くの星々の軍が参加してはいるが、やはりＧＰ軍は圧あつ倒とう的に、世二我の発言力が強かったのである。

　連盟中から人の集まりだしたＧＰは、ゆっくりとその組そ織しき形態を改変させて行った。アカデミーからの技ぎ術じゆつ供きよう与よによる、警察部門と軍部門の装そう備び差の減げん少しようもそれを加速させ、ＧＰとしての組織は拡かく大だいさせつつ、軍の規き模ぼは縮しゆく小しようされ、現げん在ざいはＧＰ警察部門内の特とく殊しゆ課か扱あつかいとなっていた。

　軍課は対連盟外の存そん在ざいからの防ぼう衛えい、極きよく論ろんすれば軍の最大の存在意い義ぎは海かい賊ぞく対たい策さく、それも逮たい捕ほではなく討とう伐ばつにほぼ限げん定ていされていたのである。山田西南によって捕ほ縛ばくされた海賊の数や、アカデミー本星での大量犯はん罪ざい者しや捕縛は、軍の存在意義を揺ゆるがすに十分なものであった。

（軍幹かん部ぶ連中の動揺は想そう像ぞう以上だったからな……山田西南を、半分でもこちらのコントロール下に置けたおかげで、連中の不満を抑おさえる事が出来た）

　軍は警察部門の要よう請せいがなければ一いつ切さい、動けない。その中で囮部門は対海賊の性せい格かく上じよう、比ひ較かく的、軍の発言力が強い所なのだ。

（こちらの護衛監かん視しが正木霧恋君とはな……こちらに人材が居ないわけではないが、あれだけ山田西南に近い人間も居ない。最終的には軍ではなく山田西南寄よりの行動をとるだろうが……とはいえ彼女がＧＰ側の護衛監視者となれば、もっと厄やつ介かいだし、軍の動揺は大きいからな）

　そこまで考えた吟鍛の脳のう裏りに、ニンマリと笑えみを浮うかべた瀬戸の姿すがたが浮うかぶ。

（あのクソババア……そこまで読んでいたに違ちがいない。体てい良よく樹雷にとっても最良の人材を押おし付けられたわけだ）

　そう考えつつも、吟鍛は満足げな微笑ほほえみを浮かべていた。







「本当に、寮りようの建物まで送らなくていいの？」

　車の窓まどから顔を出し、エルマは心配そうに西南を見上げていた。

「ええ。ありがとうございました」

　西南はエルマに微笑みかけながらそう言うと、踵きびすを返し歩き始めた。その背せ中なかは堂々としていて、つい先さき程ほどまで車のシートにうずくまって泣いていた少年のものとは思えなかった。だがエルマは、それが逆ぎやくに痛いた々いたしく思えた。

「西南君……」

　エルマは自分でも気付かぬうちに、西南の裾すそを摑つかんでいた。

「??　エルマさん？」

　西南は一いつ瞬しゆん、裾が何かに引ひっ掛かかったかと思い、裾に手をやった。しかしそれがエルマの手だと分かると、不ふ思し議ぎそうにエルマを見た。

「……芝しば猪いのししには気をつけてね」

　エルマは自分の行動に戸と惑まどいつつ、西南の顔をじっと見つめ、西南の表ひよう情じようの中に死の匂においを感じない事を確かく認にんすると、ようやく手から力を抜ぬいた。

「えっ？……あっ、そうですね。じゃあ行ってきます」

　寮の周辺で何度も、芝猪の暴ぼう走そうに巻まき込まれた事を思い出した西南は、慎しん重ちように周りを確たしかめると、エルマに一礼をし、再ふたたび寮に向かって歩き出した。

（何かを手に入れるとすぐにそれを失ってしまう……それに慣なれすぎているのね）

　その後ろ姿を見送りながら、エルマは大きなため息をついた。

（西南君は……ただ生きているだけ。何か大きなものを欠けさせたままで、人として生きていないんだ）

　エルマは西南の中に、大きな穴あながポッカリと空いているように見えた。いつしかその後ろ姿はカゲロウのように滲にじみ始めた。

　エルマは滲んだ涙なみだを拭ぬぐうと、少し乱らん暴ぼうにエアカーを走らせ始めた。




　西南は寮へ向かう道路を見回しながら、感かん慨がい深げに歩いていた。

　緊きん急きゆう招しよう集しゆうがかかっているとはいえ、寮への集合時間にはまだ十分な余よ裕ゆうはある。もちろん、できるだけ早く着くに越こした事はないし、いつもの西南ならすぐさま寮へと向かった事だろう。しかし今の西南には、ほんの少しだけ考える時間が必要だった。

「ここへ来て、ほんの一ヶ月ほどなのに……」

　西南はアイリに送られ、初めてここへ来た時の事を考えていた。

　希望に満ち溢あふれた気持ちで歩いた道──西南にとって、それは至し上じようの幸福だった。だが今はＧＰに居いるという現実、霧恋が懸け念ねんした最悪の『死』という現実を見せつけられているのだ。

（最悪か……でも、それが俺おれの日にち常じようなんだよな…………）

　巨きよ木ぼくの中を通された遊歩道を歩きながら、西南はぼんやりとそう考えていた。

「宇う宙ちゆうに居たい、もっと遠くへ行きたい。瀬戸様や多くの人が、俺の不運を必要だと言ってくれた。だから俺はここが好きなんだ……でも俺……ここに居ていいのかな？」

　西南の迷まよっているのはその事だった。




　────もしかして美み希き先せん輩ぱいは俺と知り合ったから、あんな目に……。




　西南はその恐きよう怖ふを追い出すように頭かぶりを振ふった。

「俺がいろいろ嫌いやな目に遭あうのは慣れている。でもそのために他の人が……」

　この事は、西南が幼おさない頃ころから自問自答して来た事だった。西南が全すべての可か能のう性せいを捨すてて来たのは、この考えのためだ。さんざんいろいろな痛みを感じて来た西南は、自身の肉体的、精せい神しん的痛みに対たい処しよする方法に長たけていた。だがそんな西南だからこそ、他人の痛みに対して、恐怖にも似にた過か剰じよう反応をしてしまうのだ。

「本当は……地球へ帰るべきなんだろうけど…………でも」

　一度手にした大事なモノを手放す事は、西南にとっては日常茶さ飯はん事じだった。だがここで手にしたそれは、まさに『至福』と言うに値あたいするモノである。それを手放す事は、西南にとっても容よう易いではない。

　ここに居たい──西南にとって、今までの人生の中で、最大のワガママだった。

「でも俺は、ここに居たい……居たいんだ！」

　西南は決意するように、大声で叫んだ。

（瀬戸様が俺に言ってくれたように、必要とされる人間になろう）

　そう結けつ論ろん付けた西南は、寮りようへ向かって走り出した。そして芝猪の定期周回に巻き込こまれたのだった。

　　　　×　×　×

（エルマさんが気をつけろって言ってくれたのに……）

　幸いな事に、芝猪の群むれは小さいモノで、ほどなく西南は脱だつ出しゆつに成功し、寮へと辿たどり着いていた。

　寮はエルマが言っていたように、重苦しい雰ふん囲い気きが支し配はいしていた。そしてその雰囲気の中心は明らかに自分であると、同級生達からの反応で西南は知った。

「今回の事……俺達どう言ったらいいか……」

　同級生達の言葉は、近親者や家族の者にかける慰なぐさめの言葉であった。

「ありがとう。俺は大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そ……そうか」

　同級生達は、西南のしっかりした表ひよう情じようや笑え顔がおに、多少の違い和わ感を覚えつつ、安あん堵どしたように通り過すぎて行く。西南はそれを見送るでもなく、足早に自室を目指した。

「あっ、西南君」

　自室では暗い表情のラジャウが、そしてその奥おくには、さらに暗い表情のケネスや友人達が部屋を埋うめ尽つくすように座すわっていた。

　──まるでお通つ夜やみたいだ。

　その様子を形けい容ようしようとした西南は、無む意い識しきのうちにそれを止めていた。それは過か去この嫌な記き憶おくを思い出させるからだった。

「みんな、大丈夫？」

　そう声をかけて近付く西南を、ケネス達は泣き腫はらした目で見つめた。だがその目は西南が近付くにつれ、悲しみから戸と惑まどい、さらに苛いら立だちへと変わって行った。

「お前……何でそんな顔しているんだ？」

「えっ？」

「美希先輩が死んだのに、何でお前はそんな笑っていられるんだ？」

「笑ってる??」

　西南は戸惑いながらケネスを見た。口調は緩おだやかだが、その目には明らかな怒いかりが浮うかんでいた。

「……身近な人間が死ぬって不幸も、お前にとっては日常茶飯事なのか？」

「ケネス君！」

「……悪かった」

　思わず苛立ちを西南にぶつけたケネスだったが、ラジャウの言葉に少し冷静さを取り戻もどしたのか、小さな声で謝あやまった。

「でも西南君……君の表情は、今の僕ぼく達にはちょっと辛つらいですよ」

　不思議そうな顔をする西南に、さらにラジャウは言葉を続けた。

「ねえ西南君は美希先輩の事を聞かされた時、どうでしたか？」

「えっ？」

「今と同じだったんですか？　悲しいとか、そういう気持ちは無かったんですか？」

　それはどこかすがるような目だった。ラジャウの言葉の意味に気付いた西南は、美希の訃ふ報ほうを聞いた時の事を思い返した。

「……最初に、美希さんの事を聞かされた時は、何が悲しい事なのか、よく分からなかった。正直、それは今でもそうなんだ…………泣いたのは、美希先輩のお父さんの事を考えた時だった」

「そうですか……きっと西南君は、自分の不幸に対する耐たい性せいが高すぎるんですねえ」

　ラジャウは、深いため息をつくかのように言った。西南は笑っているわけではなく、いつも通りの表情をしていただけなのだ。この異い常じよう事じ態たいに、普ふ通つうの日常と同じ空気を纏まとっていただけなのだった。

「西南！　じゃあ、お前には悔くやしいとかって気持ちは無いのか？　美希先輩を襲おそった奴やつらを捜さがし出して、敵かたきを討うとうとかいう気持ちは無いのかよ？」

　ケネスは立ち上がり、涙なみだ声ごえで捲まくし立てた。

「そうだ！　西南はアイリ様とも知り合いだ。いろいろと相談すれば、便べん宜ぎを図はかってくれるはずだろ！」

「西南は『樹雷の鬼おに姫ひめ』にだって伝つ手てはある。皇おう家けの船でも何でも使って、今すぐにでも現げん場ばに行こうって、考えないのか？」

　友人達も、そう口々に言い始めた。恐おそらくそれは、西南がここに来るまでに話し合った結けつ論ろんなのだろう。彼等の勢いきおいは、今にも噴ふん火かしそうな火山に似にていた。

「…………」

　だが西南はその言葉に、少し苛立ちを覚えた。それは彼等の意見が、あくまで自分達が心地ここちよいだけの、無む責せき任にんで他力本願なものでしかなかったからだ。

　少年達がしようとしている事は、ただの無む策さく無む謀ぼうでしかない。彼等は美希が襲われた詳くわしい状じよう況きよう情じよう報ほうはおろか、乗じよう艦かんしていた中ちゆう継けいステーション艦の位置すら知らないのだ。

（そんな状況で、トップシークレットの『皇家の船』を貸かしてくれる程、瀬戸様は甘あまくない）

　現場に行く事すら難むずかしいのに、まだ未み熟じゆくな少年達だけで、現場に行って事じ件けん解かい決けつなど出来たら、それこそ奇き跡せき。ＧＰの存そん在ざい意い義ぎなど皆かい無むだ。

（それに……一番の問題は、俺が居いるって事なんだ……）

　西南が一いつ緒しよに宇う宙ちゆうに上がれば、何が起こるか分からない。そしてそれに対たい処しよする術すべを西南を含ふくめ、そこにいる少年達は持ってはいないのだ。事件を解決しに行くどころか、他者にお守りをしてもらわなければならない人間など、邪じや魔まなだけだ。

　もちろん少年達のその情熱は貴き重ちようなものである。しかし、それに任まかせて突つっ走る危き険けん性せいを西南は熟知していた。西南にとって不幸とは繰くり返すモノである。その不幸を嘆なげくよりも、次に来るであろう不幸に対処する術すべを考え、それを身に付ける事の方が、西南にとっては重要な事こと柄がらなのだ。

「……………」

　彼等の期待に反し、西南は沈ちん黙もくしたままだった。そして彼等が焦じれ始めた頃ころに西南が言ったのは、

「俺達に何が出来るか伝えるために、招しよう集しゆうがかけられたんだろ？」

　その一言であった。

「！」

　それは彼等にとって、絶ぜつ望ぼうに近い言葉であった。

　ある者は西南に侮ぶ蔑べつに近い言葉を発し、ある者は無言で、そしてある者は安あん堵どの表情でその場を去って行った。だがその場に残されたケネスは複ふく雑ざつな表情であった。

「みんな冷静になれば、分かってくれますよ」

　ラジャウはニッコリと笑うと、西南の肩かたに手を置いた。

「すまんな西南。お前の言う事は正しいんだろう……でも俺は簡かん単たんには割わり切れない」

　ケネスが一人、西南達に背せを向けて呟つぶやくように言ったその時、

『寮りように待機している全一学年は、ＧＰアカデミーへ向かうように』

　との放送が流れた。

「行きましょう」

　ラジャウは、気まずい状況から解放される安堵感に、大きく深しん呼こ吸きゆうをしながら、そう言った。

「ねえラジャウもみんなと同じ意見？」

　呼び止めるようにそう言った西南の目は、驚おどろくほど冷れい徹てつなものだった。

「えっ？」

「だったら、ちゃんと準じゆん備びをしなくちゃね。その後だったら……瀬戸様に頼たのんでみてもいいよ」

「…………」

　ラジャウは凍こおり付いたように、その場に立ちすくんだ。

　ラジャウは、瀬戸に『皇家の船』を借りるなどという意見が、絶対に実現不ふ可か能のうであると理解していた。ただその意見に同調する事が、心地良かっただけなのだ。もちろんそれは、さっきまでそこに居たクラスメート達も同じである──ただの勢い、そこへ達するための具体的な方策など有りはしない。時間が経たち、頭が冷えれば、その遠い道のりを踏とう破はし、美希の敵かたきを討ちに行こうと、本気で考える者はいなくなるだろう。

『西南が行くなら付いて行く』

　少年達の考えは、その程てい度どでしかなかった。

　情じよう熱ねつに任まかせ、瀬戸に相談に行って断ことわられる──そして不ふ甲が斐いない上じよう層そう部ぶへの愚ぐ痴ちを言って満足するだけ。自分の気持ちに収おさまりを着けたいだけなのだ。

　西南の目は、それを見み透すかしたものだった。それでも尚なお、友人達が望むなら、出来うる限かぎりの情じよう報ほうを集め、瀬戸が少しでも納なつ得とくする提てい案あんを持って行こうと言っているのだ。

「…………みんな冷静になれば、無む謀ぼうだって事が分かると思いますよ」

　西南の意い識しきの違ちがいに、恐きよう怖ふにも似にた思いを抱いだいたラジャウは、逃にげ出すように、まだ座すわり込んでいるケネスに歩み寄よった。

「さあ、行きましょう。立てますか？」

　ラジャウはケネスを持ち上げるように立たせると、大きなため息をついた。

（僕も精せい神しん的には、けっこうタフなつもりなんですけどね……西南君ほどの確かく率りつに偏かたよりのある人間が生きて行くというのは、こういう事なんですね）

　ケネスと西南を見み比くらべながら、ラジャウは再ふたたび大きなため息をついたのだった。







　ＧＰアカデミーに集合した一年生達は、一ヶ所に集められる事はなく、個こ々このスペースの端たん末まつから、事じ件けんの状じよう況きようの説明をされた。

　────あなたはどう考え、そしてどうしたいのですか？

　事件の状況説明が終わった後に、全員にされた質しつ問もんがこれであった。そしてその質問を皮切りに始まったのは、選せん択たく肢し型のアドベンチャーゲームであった。

　自分が進みたい選択によって、その可か能のう性せいを示し唆さされる。それは時として数千にも及およぶ膨ぼう大だいなモノだ。もちろんこちらが質問をすれば、答えられる範はん囲いでアカデミー側から情報も得られる。学生達が独どく自じのルートで、アクセス可能な場所から、様々な情報を得る事も自由。それらの情報を組み合わせ、どこまで行けるか試ためすのだ。ただしあくまで個人の判はん断だんのみで行い、他者の意見に左右される可能性のある、学生同士の話し合いは禁きん止しされていた。

　最初の数分で席を立った生徒は、ＧＰアカデミーを去る決心をした者達だった。

　その次は、ＧＰアカデミーに残るため、心理的カウンセリングを受けに行く者達。

　次に、帰き宅たくする者達。

　最後に残ったのは、美希について何らかの行動をとろうと思った者達だった。

　西南は帰宅組と共に席を立った。自分がどの程度の事が出来るか、試したい気持ちもあったが、それより気にかかる事が、西南にはあった。

　まだシークレットウォールが張はられたままの、ケネスとラジャウのスペースを一いち瞥べつすると、西南は早足にその場を去った。

　　　　×　×　×

　美守のお供ともをし、そのまま校長室のコントロールルームのモニターで西南達を見ていた霧恋は、小さく安あん堵どのため息をついた。

「とりあえずＧＰに残るつもりのようね」

　霧恋と同じように、安堵の表情で雨音が話しかける。

「と、いう事は、少しは欲よくが出て来たって所かな？」

「そうね」

「で、どうする？」

「しばらくはそっとしておきましょう。それより雨音、他の生徒達の様子は？」

　霧恋は美守の方をチラッと見ると、冷静な口調で言った。

「今の所は予想の範囲内よ。退たい学がくする生徒も少ないし……シミュレートをしている生徒も、結構がんばってるわ」

「……確たしかに、適てき性せい検けん査さにはうってつけの状況ね」

　そう言いながら霧恋は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

（やれやれ。今後の事を考えれば、西南君が心配で、何も考えずに飛び出して行く位の方が、いいのだけど……）

　その様子を見ていた美守は、少し困こん惑わくしたように微笑ほほえみ、

「正木先生、カウナック先生。状況も落ち着きましたので、もう、ご自分の職しよく務むに戻もどって下さって結構ですよ」

　二人に背せを向けるようにして、そう言った。

「えっ？　しかし……」

「ちょっと早いけど、昼飯にしよう。行こ行こ」

　雨音は強ごう引いんに、霧恋を引きずるように校長室を出て行った。雨音にされるがままだった霧恋は、校長室を出た所で雨音の手を乱らん暴ぼうに振ふり払はらった。

「どういうつもり？」

「気を利きかせてくれたんだよ。西南の事でさ」

「えっ!?」

　雨音の言葉に、霧恋は真っ赤になってしまった。それは美守相手とはいえ、あっさり表情を読まれたからであった。

「でも今は、仕事中よ。公こう私し混こん同どうは……」

「生徒の心配をするのも仕事のうちでしょ？　被ひ害がいにあった他ほかの二人と親しかった子達にも、専せん属ぞくでカウンセラーが付くんだからさ」

「それは……そうだけど……」

「ん？」

　雨音は霧恋の表ひよう情じようから、彼女が就しゆう業ぎよう中の私的行動を躊ちゆう躇ちよしているだけではない事に気付いた。

「何だか西南に会うのを怖こわがっているように見えるんだけど……何かあるの？」

　だが雨音の問いに答えず、霧恋は逃にげ出すように歩き出した。雨音はそれ以上問い詰つめるでもなく、霧恋を追って歩き出した。







　理事長室のある、アイリ所有の小型宇う宙ちゆう船せんに到とう着ちやくしたエルマは、すぐさま自分のオフィスへ向かった。

　アイリの身の回りの世話から、メールや通信の応おう対たい、接せつ客きやく、スケジュール管理、書類の作成管理など、秘ひ書しよの仕事は様々である。ましてや哲てつ学がく士し方面まで含ふくめれば、秘書と呼よばれる者達は、末まつ端たんまで数えれば数千人にも及およぶ。理事長室のあるアイリの宇宙船にオフィスを構かまえているのは、秘書の中でも特別な者達だ。

　だがエルマの立場はどちらかといえば書生に近かった。彼女のオフィスは宇宙船後部のマンション型の居きよ住じゆう区くにあり、西南達と同居をするまではここに住んでいたのだ。約三十畳じよう程ほどのワンルームには作業用の机つくえやベッド、少し大きめの食しよく卓たく位しか無く、壁かべに高こう性せい能のうの圧あつ縮しゆく収しゆう納のうがあるとはいえ、生活を感じさせる雑ざつ多たさは無かった。

　エルマは作業机に座すわり、すぐさまモニターを起動させると、ざっとメールの確かく認にんを済すませた。

「アイリ様からの呼び出しは無し……か」

　そう呟つぶやくと、アイリの秘書特とつ権けんを行使し、ＧＰの高機き密みつ領りよう域いきへとアクセスを始めた。そして数分後……、

　────ダンッ！

　今回の事じ件けんの真相を知ったエルマは、怒いかりを堪こらえきれず作業机に拳こぶしを叩たたき付けた。

「なんて事を……」

　歯を食いしばり、しばし考え込こんでいたエルマのモニターに、アイリの呼び出しコールが表ひよう示じされた。

「アイリ様!?…………ＳＯＳゥ!?」

　それはアイリからの非ひ常じようコールだった。エルマは、イスを倒たおさんばかりに勢いきおいよく立ち上がると、すぐさま部屋を飛び出して行った。




「やっぱりここに、美希さんのお父さんは居いないか」

　そこは以前、西南が拉ら致ちされ、実験されようとしていた地下施し設せつのあった場所だった。片かた付づけのために、いつもそこに居るはずの美希の父親、博ひろ司しの姿すがたは無く、西南はすぐさま別の方角へと向け走り出した。

「やっぱりあそこだ」

　西南には最初から、今から向かおうとしている場所に博司が居るという確信があった。グラウンドへ最初に行ったのは、あくまで念のためである。西南は一番近くにある、あの石いし畳だたみの遊歩道へ向かった。

「右、左……」

　美希に教えられた通りに移い動どうし、サークルを二周し、三時方向から中心に向かう。転送された先にある石柱へ手を置き、さらに転送された先の、暗い通路の側そく壁へきに手を当てながらゆっくりと進んだ。

「それにしてもずいぶん暗いな……前に来た時は…………わっ！」

　そう考えている時、唐とう突とつに手に岩いわ肌はだの感かん触しよくが無くなった。

　崩くずれそうな体たい勢せいを整え、西南は辺りを見回した。そこはまだ暗くら闇やみで、見上げる空も薄うす暗ぐらく、星が満天に瞬またたいていた。その時、西南はＧＰアカデミーとこの場所に、約六時間の時差がある事を思い出した。

「そうか、ここはまだ夜なんだ」

　得心した西南は、そのまま岩壁に手を当てながら慎しん重ちように通路を進んだ。角を曲がったその先にある東あずま屋やには、西南が予想した通り、明かりが灯ともっていた。

　迷まい子ごになった子こ供どもを見つけた時のような安あん堵どを覚えた西南だったが、逆ぎやくにその足取りは重く、遅おそくなって行った。

「こんな所にのこのこやって来て……なんて言えばいいんだ？」

　娘むすめを亡なくした父親にかける言葉など想そう像ぞうもつかない。それどころか、そこに居るであろう美希の父の、深い悲しみに触ふれる事は、西南にとっては恐きよう怖ふであった。だがそれでも、ともすれば引き返したくなるような気持ちを奮ふるい立たせ、西南は東屋へと向かった。

　──ねえ西南君。お父さんの事、お願いできないかしら？

　西南を動かしているのは、美希のその言葉だった。一歩一歩、薄はく氷ひようを踏ふむような思いで、ようやく東屋へ入って行った西南は、上の階へと続く階かい段だんを上り始めた。だがその時、西南は上の階に、複ふく数すうの人間の気配がするのに気付いた。

（？…………霧恋さん？）

　そっと上を覗のぞいた西南は、そこに見知った顔を見て、慌あわてて顔を引っ込めた。

（いや、霧恋さんじゃない……あれは、月つき湖こおばさんだ！　でもなんで月湖おばさんがアカデミーに？）

　上の階に居たのは博司と霧恋の母、月湖であった。混こん乱らんしている西南の耳に、二人の話し声が聞こえて来た。

　　　　×　×　×

「ここは全然変わっていないわね。懐なつかしいわ」

　月湖は窓まど辺べに腰こし掛かけ、月明かりに映うつし出された外をボンヤリと眺ながめていた。そして博司は、石のベンチに腰をかけ、うつむいたままだった。

「……よくここが分かったね」

「忘わすれたの？　ここは私が教えてあげたんでしょ」

「…………そうだったね。よくあいつと三人でここに来た」

「前に来たのはいつだったかしら？　確たしかあれはまだ霧恋が……」

「まだ霧恋ちゃんが赤ちゃんだった時だよ。でも彼女、本当に君にそっくりなんで驚おどろいたよ」

　ようやく博司は、月湖の方を見上げて話し出した。

「私が老ふけたって、言いたいの？」

「いや、あの頃ころよりずっと魅み力りよく的になった」

「フム…………確かに、それなりに時間は経たったようね。あなたが私に面と向かって、お世辞が言えるようになったんだもの」

「お世辞なんかじゃないよ。昔よりちょっとだけ、社会に関かかわるようになっただけだ。……でも、あの頃、今みたいに話が出来たなら…………いや、結果は一いつ緒しよだな」

「フフッ、あっさり自じ己こ完結してしまう所は、変わってないわね」

「……君がここに来たという事は……知っているんだろ？　僕ぼくがやった事を」

　和なごやかな会話から一転、博司は急に声のトーンを落とし、呻うめくように話し始めた。

「すまない……僕は……本当にみっともない男だ！　僕は君に……」

「勘かん違ちがいしないで」

　月湖は怒ど鳴なるでもなく、だが、しっかりとした声で博司の言葉を遮った。

「私がここに来たのは……娘さんを亡くした友達を慰なぐさめによ」

「!!」

　月湖の言葉は、博司にとって意外なモノだった。だが、一番嬉うれしくて、残念な言葉でもあった。だがしばしの間、その場を優やさしげな沈ちん黙もくが支し配はいした。

「…………僕は……僕は」

　博司は涙なみだ声ごえになり、それ以上の言葉は嗚お咽えつにかき消され、西南には聞こえなかった。

（月湖おばさんと、美希先せん輩ぱいのお父さんが友達だったなんて……）

　これ以上、聞いてはいけないような気がした西南は、そっとその場を離はなれた。外へ出た西南は、緊きん張ちようから解かい放ほうされ、大きく深しん呼こ吸きゆうをすると東屋を見上げた。

（ビックリしたけど、でも月湖おばさんが来てくれてよかった…………あっ！）

　その時、山間から昇のぼった太陽が、湖を照らした光景を見て、西南は息を吞のんだ。

　湖を完全に覆おおっていたクルールの一部が無くなり、露ろ出しゆつした水面がマリンブルーに輝かがやいていたのだ。透とう明めい度どの高い澄すんだ水、湖底の白い砂すながその色を生み出しているのだ。

　──クルールの花は後一ヶ月程ほどが見頃よ。花が終われば水みな面もに出ている草は枯かれてほとんど無くなってしまうの………で、後はその時のお楽しみ。

　美希が言った言葉を思い出しつつ西南は、魅入られるようにその景色けしきを眺ながめた。

「……綺き麗れいだ」

　恐おそらくクルールが完全に無くなれば、もっと美しい絶ぜつ景けいが見られる事だろう。

「そうか、これを美希先輩は見せたかったのか」

　と、その時、景色を眺めていた西南は、視し界かいの隅すみに動くものを認にん識しきした。それは隣となりの東屋に架かけられた橋を渡わたる人ひと影かげだった。

「……そんな……まさか!?」

　その人影を見た西南の目は、月湖を見た時以上の驚きよう愕がくに、大きく見開かれていた。




　月湖は自分の膝ひざに顔を埋うずめ、子こ供どものように泣く博司を見下ろし、彼が泣きやむのを辛しん抱ぼう強く待っていた。

　やがて博司は月湖から離れると、恥はずかしそうに背せを向けて座すわり込んだ。月湖は少し乱らん暴ぼうに博司の頭にタオルを掛け、乱みだれた裾すそを直すと少し離れた場所に座った。

「最初は、本当にちょっとした遊びだったんだ」

　顔をタオルで覆ったまま、博司は月湖に背を向け話し始めた。

「生まれたばかりの霧恋ちゃんを見ていて、もし……君と僕の間に……」

「ふむふむ。で、設せつ定てい的には、美希ちゃんは私とあなたの子供なの？」

　月湖は博司が話しやすいよう、明るい口調で言った。

「いいや、違う。まず君のパーソナルを構こう築ちくする所から始めて…………あっ！　いや、もちろん、非ひ合法に君のデータを手に入れたわけじゃないよ！　医い療りよう用ようのものとか、ＧＰにあった外形寸すん法ぽうのものとかを集めて、後は……」
















「後は、博司君の主観かな？」

「他の人達にも意見を聞いて、出来るだけ客観的に、何度も試行錯さく誤ごして……。そのパーソナルの反はん応のうが日ひ毎ごと、君に似にて行くのが楽しくて、その構築に明け暮くれていたんだ」

「フフッ、そうやって脱だつ線せんして行く所は、博司君らしいわね」

「ハハハ……」

　博司は小さく笑うと、大きく深呼吸をし、再び話し始めた。

「そんなある日、そのパーソナルが教えたはずのない事を話し始めた。どこにも記録の無い、今までの記録から想そう像ぞう出来るはずのない事をね。僕は慌あわてていろいろ調ちよう査さをし、そしてそのパーソナルがアストラルを持った事を知ったんだ」

「アストラル海からのメモリーフィードバックね…………凄すごい。ベースの無いＡＩプログラムに、そんな事例が起こったなんて、アカデミー大賞レベルじゃない！」

「だが僕は怖こわかった！　とんでもない事をしでかしたと思った。確たしかに、そのＡＩを発表したい気持ちも強かった。でもそれを発表して、もし勝手に君のパーソナルを構築した事が知られたら……そう思った僕は、いっそ全すべてのデータを破は棄きしようかとも考えた」

「私のパーソナルといっても、博司君の主観での話でしょ。だったら適てき当とうに誤ご魔ま化かせばいいのに………不器用なんだから」

「他の人達は誤魔化せても……」

　博司はチラッと月湖の方を見た。

「君とあいつとは……良い友達で居いたかったんだ」

「……でもデータ破棄も出来なかった」

　月湖の言葉に、博司は小さく頷うなずいた。

「アストラルを持ったＡＩデータを破棄する事は、君を殺すのと同じに思えたんだ……でも、それ以上に皮ひ肉にくだったのは、自分が創つくり上げた彼女と僕は、結ばれる事が出来ないという事だったんだ」

　アストラルを持つＡＩには人じん権けんが認みとめられる。しかしその制せい作さく者しやとＡＩの婚こん姻いんは認められないのだ。ただし、そのＡＩが一いち個こ人じんとして独どく立りつし、百年ほどの年月が経けい過かすれば、その規き制せいは外される。だが心血を注いだ恋人のようなＡＩが自分の手から離れ、ましてや自分以外の者と結ばれるのを見るのは相当の苦く痛つうなのである。

「それから？」

「もともと君と僕の子供が出来たら、というコンセプトだったからね。アストラルが消えてしまう可か能のう性せいもあったが……いや、いっその事、そうなってくれればと思いながら、彼女の記き憶おくを消したんだ。でも……」

「アストラルは消えなかったのね」

「ああ。記憶を消去した彼女は無む垢くな赤ん坊ぼうと同じだった。僕は彼女に体を与あたえ、そして普ふ通つうの子と同じように育てたんだ。だけどそれは僕にとって、ただの贖しよく罪ざいでしかなかった……なのに！」

「……そう」

　月湖は無言でうなだれている博司を見つめたまま、その事実を告げようか迷まよっていた。それは大きな希望でもあり、大きな落らく胆たんでもあるからだ。

（でも……私のパーソナルを無む断だんで構こう築ちくした罪悪感、そして彼女の記憶を消し、無垢な存そん在ざいにした事が博司君にとって幸いだったようね。美希さんという存在は、博司君にとって束そく縛ばくするべき対象ではなくなっているんだわ……それこそ本当の娘むすめのような存在。ならば……）

　意を決した月湖はスッと立ち上がると、博司の前に立った。

「ねえ博司君。これは本当に僅わずかな可能性なのだけど……」




（そんな、まさか!?）

　隣となりの東あずま屋やに架かかる橋を渡わたる人ひと影かげに向かって、西南は走っていた。生体強化された過か剰じような力が、靴くつ底ぞこと地面の摩ま擦さつ限げん界かいを超こえ、何度も転びつつも、西南の目はその人影に向けられたままだった。

「誰だれ？」

　その人影は西南の異様な気配を感じ取り、警けい戒かいしながら振ふり向いた。

「せ、西南ちゃん!?」

　その人影──女性は驚おどろきに目を見開き、そう言った。

「やっぱり！」

　西南が幼おさない日。わずか一年足らずの間だったが、忘わすれもしないその姿すがた……西南の目の前に立っていたのは、天てん地ちの母、清きよ音ねだったのだ。

「……清音おばちゃん」

　母が死んだ日、泣いていた天地──思えば、その記憶は西南にとっての最大のトラウマだった。それは西南にとって、初めて目まの当たりにした死というものだったからだ。ましてや、それが自分を受け入れてくれた、親しい人達の中から出たのなら尚なお更さらだ。

（生きていた）

　美希の事でショックを受けていた西南にとって、無くしたモノが再ふたたび戻もどって来た喜びに抗あらがう術すべはない。彼女の顔を確かく認にんした西南の目から、溢あふれるように涙なみだがこぼれ落ちた。そして力なくその場にへたり込こんだ西南は、幼い子こ供どものように泣き始めた。

「ちょ、ちょっと西南ちゃん！」

　彼女は困こまったように、西南の前にしゃがみ込んだ。

「……おばちゃん……」

　それが夢ゆめでない事を確たしかめるように、西南は彼女にしがみ付いた。

「……もう……………これじゃあ、天地の時と同じパターンじゃない。でも……西南ちゃんも、いろいろあったものね」

　そう呟つぶやいた彼女の表ひよう情じようはどこか嬉うれしそうだった。西南の頭を自分の胸むねに押おし付けるように両りよう腕うでで抱だきしめると、五ご分ぶ刈がりの頭を気持ちよさそうに撫なで始めた。

「あ～～～この感かん触しよく。昔と比くらべてちょっと硬かためだけど、相変わらず気持ちいいなぁ。クスクス…………ん？　待てよ……天地の時と同じパターンといえば……」

　彼女は突とつ然ぜん、顔を上げ辺りを見回し始めた。そして少し離はなれた所で、不ふ思し議ぎそうにこちらを見ている男だん性せいに気付いたのだ。

「……何やっているんです？」

　小声で話しかける男性に向かって、彼女は人差し指を口に当て、そして次に追い払はらうような仕草をした。男はそのまま静かに岸辺まで戻ると、大きな岩に身を隠かくした。それを確認した彼女は再び満足げな表情を浮うかべ、西南の頭を撫なで始めた。

　約十分後──落ち着きを取り戻した西南は、自分の顔が、彼女のふくよかな胸に押し付けられている事に気付き、居い心地ごこち悪そうにモゾモゾし始めていた。

「落ち着いた？」

「は、はい」

「そう、よかった」

　だが彼女は、西南の頭を抱かかえている手を緩ゆるめようとはしなかった。

「……あのそれで、そろそろ放していただけると……」

「え～～～っ？　しばらくぶりに会ったんだもの、もう少し西南ちゃんを抱っこしていたいなぁ」

　そう言うと、彼女は更さらに腕に力を込めた。

（おばちゃんの気が済すむまで待つしかないか……でも）

　西南はもう小さな子供ではない。押し付けられた胸の感触は、思い切り刺し激げき的だった。西南はその感触を振り払うように、子供だった昔の事を思い出すよう努力した。

（顔は写真があったからちゃんと覚えていたけど、声はこんな感じだったんだ）

　それは結構不思議な感覚だった。テンションの高い声はアイリに、穏おだやかな声は水穂に似にていると感じた。だが抱きしめられた時の感覚と匂においは、かすかにだが記き憶おくに残っていた。

（あれは……最初に天地先せん輩ぱいや海かいを巻まき込んで、怪け我がをした時だっけ……）

　幸いな事に、天地や海はそれなりに鍛きたえられていたため、町の子供達よりタフで頑がん丈じようだった。少々の事では酷ひどい怪我などしない。だがかすり傷きず程てい度どとはいえ、西南のせいで怪我をさせた事は事実だ。

（きっと嫌きらわれる……他の友達と同じように、もう一いつ緒しよに遊ばないでくれって……そう言われると思って、一人で帰ろうとしたっけ）

　西の空が赤く色づき始めた頃ころ、山道をたった一人で涙を堪こらえながら、とぼとぼと帰る西南を、清音は霧恋と共に捜さがしに来てくれたのだ。

　────大丈夫よ、嫌ったりしないから。

（そう言って、今みたいに抱きしめてくれたっけ）

　清音は実の息子むすこの天地と、西南を分け隔へだてなく可愛かわいがってくれた。ちゃんと叱しかってもくれたし、結構イタズラもされた。

（入院中に額ひたいに落書きもされたっけ……でも……あれ？）

　色々と過か去この事を思い出すうち、西南はある違い和わ感を感じ始めた。それは清音のお葬そう式しきの時に見た、親族達の様子だった。

　天地の父も、正木家の人達、もちろん霧恋達も清音の死を悲しんでいた。それは幼おさない西南にも、痛いたいほど感じられた。

　正木の村には特別な風習があり、亡なくなった人によって、葬そう儀ぎに参加する方法が変わるのだ。清音の場合、お通つ夜やに参加出来る男性は夫と子供のみ。女性もかなり近しい者のみである。清音と姉し妹まいのように付き合っていた、玲れい亜あですら直ちよく接せつ参加は認みとめられず、裏うら方かたの下働きとしてのみ、葬儀場の柾まさ木きの家に居る事を許ゆるされたくらいだ。お通夜に参加出来ない海は、西南と一緒に西南の母が、面めん倒どうを見ていたのだ。

　────霧恋達や村の人達の悲しみの空気が怖こわくて。

　西南は月湖と霧恋がお通夜に行っている間、布ふ団とんを被かぶって震ふるえていた。そしてほとんど眠ねむれないまま、翌よく朝あさに月湖に抱っこされ、お葬式へと向かったのだった。

（あれが噓うそだったなんて……お芝しば居いだったなんて思えない。それになぜ、そんな芝居をしてまで、清音おばさんはアカデミーに居るんだ？）

　西南のその疑ぎ問もんは、偶ぐう然ぜんにも、岩いわ陰かげに隠れた男が教えてくれた。

「ねえ、天てん女によさん……天女さん」

　その男は、怖おず怖ずと声をかけて来た。

「うるさいわね。今、いい所なんだから！」

　西南が後ろを向かないよう、頭をがっしりと抱かかえ込み、清音は苛いら立だたしげに言った。

「でも、月湖さんが……」

　男が指さす、隣となりの東あずま屋やからは月湖が博司を伴ともなって出て来る所だった。

「えっ？　あっ、いけない。ちょっとあなた、行ってきて！」

「僕ぼくが？……分かった」

　男はお世辞にも軽かろやかとは言えない、足音だけでも運動が苦手だと分かる音を立てながら走り去った。

「ったく…………さてと」

　男が見えなくなったのを見計らって、清音は抱えていた西南の頭を放した。

「……天女って誰だれですか？」

「えっ？　え～～～っと」

　不ふ審しんそうな眼まな差ざしで見つめる西南から、ゆっくりと視し線せんを逸らした清音は、困こん惑わくの表ひよう情じようで頭を搔かいた。

「……ねえ、こんな所では何だから、東屋へ入ってお話ししましょう。西南ちゃん」

　そして観念したかのようにスックと立ち上がると、そう言った。







「てっきりあそこにいると思ったんだけどな」

　雨音は、自分達の控ひかえ室の窓まどから見える、地下に研究所のあった半はん壊かいしたグラウンドを見ていた。

「西南の足あし跡あととかあったから、入れ違ちがいって感じかな？　追つい跡せき衛えい星せいからの情じよう報ほうは？」

「……約一万キロ程ほど離はなれた場所のようだけど……でもまさか、ここが……」

「一万キロ？」

　一いつ瞬しゆん、その距きよ離りに驚おどろいた雨音だったが、すぐさま一つの可か能のう性せいに気付いた。

「西南の今までの行動から推すい測そくして、それだけの距離を移い動どうする可能性があるとすれば……もしかして、例の美希さんとデートした場所？」

「恐おそらく」

「それって、やっぱり彼女の秘ひ密みつの場所なんでしょうねぇ」

「先輩から受け継つぐ特別な場所。秘密の隠かくれ家」

　霧恋は懐なつかしそうに言った。

「懐かしいな…………だとしたら私達がその場所に行くわけにはいかないわね」

「そう……ね。そうよね」

　霧恋はホッとしたように呟つぶやいた。

「なあ霧恋。もしかしてその場所を知ってるんじゃないの？……考えてみれば、霧恋のお母様と、あの娘この父親が知り合いなんだから、可能性は有るわよね？」

　雨音の問いに、霧恋は無言のままだったが、彼女の様子から、雨音の推測が当たっている事は明白だった。

「その場所を誰かに伝えられたんだったら、行っても良いんじゃない？　それとも行きたくない理由があるの？」

　雨音は校長室から感じていた疑ぎ問もんを霧恋にぶつけた。

「!!」

　霧恋は一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、崩くずれるようにイスに腰こし掛かけると、小さくため息をつき、

「…………西南ちゃんが、まだ小さかった時。そうね出会ってから一年も経たたない頃ころよ。本家の奥おく様さまが亡なくなられたの」

　ゆっくりと嚙かみ締しめるように話し始めた。その出来事を思い出すのは辛つらかったが、今の西南の状じよう況きようを、一人で抱かかえる自信も無かったのだ。

「本家？　柾木家の？」

「天地ちゃんのお母様……アイリ様の次女、清音様よ」

「ああ、その人の事なら、何度か聞いた事があるわ。アイリ様並なみに、凄すっごいヤンチャだったって。でもそうか……その方、お亡くなりになってたのね。天地君、お父様と同どう居きよしていないから知らなかったわ」

「その頃、村には西南ちゃんに近い年頃の子こ供どもは、うちの海と天地ちゃんしか居いなかったから、いつも三人で遊んでいたの。清音様も西南ちゃんの事を、本当の子供のように思って接せつして下さったわ」

「それが西南が初めて経けい験けんした、近しい人の死ってわけね」

「ええ。西南ちゃんは、小さかったから、その時の自分がどういう状況だったか、よく覚えていないようだけど…………怖こわかったわ」

　霧恋はその事を思い出し、拳こぶしをギュッと握にぎり締め、肩かたを震ふるわせていた。

「清音様が亡くなったのは自分のせいじゃないかって。……私の家の……居間の隅すみに座すわり込んで、真っ青な顔で震えて、今にもショック死しちゃうんじゃないかって思うくらい…………。私もまだ子供だったから、どうすればいいか分からなくて……」

　そこで霧恋は身を硬かたくし、黙だまり込こんでしまった。

「それで？　どうなったの？」

　口をつぐむ霧恋を、雨音は姉のような口調で優やさしく促うながした。

「……母が抱だっこして葬そう儀ぎ場に連れて行ったわ。そしてそこで天地ちゃんが、凄すごく心配してくれて……西南ちゃんを撫なでてくれたの。西南ちゃん、その日はずっと天地ちゃんにしがみついたままだったわ」

「それから？」

「次の日から毎日、天地ちゃんが、私の家に西南ちゃんを遊びに誘さそいに来てくれて……いつもはね、西南ちゃんと海が天地ちゃんの家に行っていたの。でも柾木の家に行って、清音様が居ないのを認にん識しきするのが怖かったんでしょうね。もちろん天地ちゃんも寂さびしかったんでしょうけど」

「ふ～～～ん。天地君だって、まだ小さな子供だったのにねえ。あの厄やつ介かいな女じよ性せい陣じんを取り仕切っているのは伊だ達てじゃないわね」

「まあ……そんな単たん純じゆんな話でもないんだけど……」

　お通つ夜やの最さ中なか、天地は行方ゆくえ不明になり、清音の傘かさと共に、魎りよう呼こが封ふう印いんされている祠ほこらで見つかったのだ。西南への思いやりは、依い存ぞんへの裏うら返がえしでもある。

「で……結局、霧恋は何も出来なかったってわけだ」

　雨音はあえて、いつもの調子で軽口を叩たたいた。霧恋も不安を吐と露ろした事で、少し気分が軽くなったのか、

「そうよ！」

　いつもの調子で、言い返した。

「フフッ、こういう事に、特とつ効こう薬やくってないものだしね。側そばに居てあげるだけでいいんじゃない？……それに西南だって、もう小さな子供じゃないんだし、ねっ」

　雨音は霧恋に近付くと、いきなりそのふくよかな胸むねを突つっついた。

「きゃ！」

「クスクスッ、その胸に、バ～～ンと抱だきしめてあげればいいんじゃないの？」

「私は真ま面じ目めに話しているのよ！　冗じよう談だんは止やめ…………あっ！」

　立ち上がって怒ど鳴なる霧恋と、それを笑いながら受け流していた雨音は、ある事に気付き顔を見合わせた。

「……なあ、霧恋の言う、その冗談をやりそうな人が居るよな？」

「ええ。しかも、ここぞとばかりに、相手の気持ちもその場の空気も無む視ししてね」

　二人の想そう像ぞうの中には、西南にあらぬ事をしている、嬉うれしそ～～～な顔をしたアイリの姿すがたがあった。だが雨音はすぐさま、安心したように机つくえにもたれかかった。

「まあ、西南が秘ひ密みつの場所にいる間は大だい丈じよう夫ぶか。さすがのアイリ様も、そのルールくらいは守るだろうしね」

「……知ってるの」

　だが霧恋は顔面蒼そう白はくで呟つぶやいた。

「はっ？」

「アイリ様はあの場所を知ってるのよ！　だって私にその場所を教えてくれた人って、水穂様だもの」

　そして水穂にその場所を教えたのは、アイリなのだ。

「じゃあ、何でそんなに、のんびり突っ立ってるんだよ！　ほれほれ！」

　血相を変えた雨音は、霧恋を追い立てるように立ち上がった。だが霧恋は困こん惑わくの表ひよう情じようで雨音を見ていた。

「えっ、雨音は？」

「あのね、私がその場に行くわけにはいかないっしょ？」

「だけど……」

　一人でアイリに対たい処しよする事はもちろんだが、その場には西南もいる。霧恋はまだ西南と会う踏ふん切りがつかないのだった。

「そうだわ！　私がその場所を紹しよう介かいすればいい事よ！」

「えっ？」

「だったら雨音もそこへ行けるじゃない！」

　霧恋は嬉き々きとしてそう言うと、雨音の手を摑つかんで強ごう引いんに外へ引ひっ張ぱって行った。







「……天地先せん輩ぱいのお姉さん？」

　もう一つの東あずま屋やの二階で、西南はポカンと天女の顔を見つめていた。目の前にいる天女と清音の差さ違いは、朧おぼろ気げな記き憶おくと古い写真から判はん断だんする限かぎりではせいぜい髪かみ型がただけ。それ以外は鏡合わせの如ごとく、清音とうり二つだった。

「ええ、私の本当の名前は柾木天女。でも初めましてじゃないのよね」

「えっ？」

「私とお母さん、そっくりでしょ？　だから時々ね、お母さんと入れ替かわって、天地の面めん倒どうを見ていたのよ。もちろん西南ちゃんや海君もね。……遊んであげたり、お風ふ呂ろにだって入れてあげたのよ」

「……全然気付きませんでした。でも何でそんな事を？」

「私ね、今年で八十歳さいなの」

「えっ!?…………あっ、でもそうか、ここでは当たり前なのか」

　アカデミーでの年ねん齢れいは、地球での感覚と全く違ちがう。西南は以前、自分が二千年ほど生きられると聞いた事を思い出した。

「地球人で私の事を知っている人達も、まだ大おお勢ぜい元気でいるし。私自身もこちらでの仕事が順調でね、年相そう応おうに変へん装そうしてまで、地球へ帰ろうっていう気はなかったの。でも弟の天地とはどうしても会いたかったから、手っ取り早く、お母さんとそっくりなのを利用して入れ替わっていたの。でも……」

「おばちゃんが亡なくなって、地球へは帰れなくなった？」

「ええ、ずいぶん急な事だったから…………。面倒くさがらず、地球での私という人間を天地や西南ちゃん達に認にん識しきさせておけば、すんなりと帰れたんでしょうけど、お母さんそっくりの容よう姿しが、今度は災わざわいしたというわけ。でも天地には玲亜ちゃんがいてくれたし、それに西南ちゃんもいてくれた」

「俺おれは、天地先輩に何かしてあげるなんて…………迷めい惑わくばかりかけてたし……」

「居いてくれるだけで十分なのよ。天地にとって、西南ちゃんは本当の弟みたいなものなんだから。玲亜ちゃんも、天地が寂さびしい思いをしなくて済すんだのは、西南君がいてくれたおかげだって言ってたわよ」

　天女は西南の頭に優やさしく手を置いた。

「で、本当だったら、天地が高校卒業する時にバラすはずだった素す性じようが、魎呼さん達のせいで早々に知られちゃってね、慌あわてて許嫁いいなずけのノイケちゃん連れて、あの子に会いに行ったんだけど……」

「ノッ、ノイケさんって天地先輩の許嫁だったんですかぁ!?」

「瀬戸様が決めたね」

「……へえ、そうだったんだ」

「で、いろいろと天地を驚おどろかすネタを仕込んで行ったはいいけれど……」

　天女はイタズラっぽく笑って話していたが、急に口をへの字にし、

「せっかくの仕し掛かけを、あのバカ親父おやじが調子に乗って台無しにしちゃったの……まったく困こまった人よね。玲亜ちゃんも、どこが良くてあんなのと結けつ婚こんしよう、なんて気を起こしたんだか」

　吐はき捨すてるように言った。

「おじさんって、真ま面じ目めな小こ芝しば居いが出来そうなタイプじゃありませんものね。あれ、でもおじさんって、倉敷の町に住んでますけど、地球の人なんですよね？」

「もしかして、私と天地が異い父ふ兄弟だって言いたいの？」

　天女の問いに、西南は黙だまって頷うなずいた。

「一応、お父さんも正木の人間なの。今年で……百二十過すぎてるんじゃないかしら？」

「ええっ！」

「お父さんは正木の人間には珍めずらしく、宇う宙ちゆうに一度も出ていないの。正木の村に住んでる人達は、まだ自分の素性を知らない子こ供ども以外は、地球が好きで帰って来た人達なの。たいていは農業か、ＧＰ駐ちゆう在ざい員いんのような仕事をしていて、地球とは関かかわりのない仕事をしているんだけど……でも、お父さんだけは地球で仕事を持っているのよ」

「百二十年ですか……よく周りの人達にバレなかったですね」

「正木の村って、一族以外住んでないし、ああいう村落って地理的にも隔かく離りされているしね。昔は情じよう報ほう伝達の技ぎ術じゆつも未み熟じゆくだから、自分の住んでいる村以外の事は知らない人がほとんどだったし、それに大戦のどさくさもあったから、結構誤ご魔ま化かせたのよ。でも今後はもう少し考えなきゃならないわねぇ…………ん？」

　天女は急に表情を曇くもらせた西南に気付いた。

「どうしたの？」

「清音おばちゃん……やっぱり死んだんですね」

　姿すがた形かたちだけではなく、雰ふん囲い気きも口調もよく似にている天女を見ていると、朧おぼろげだった清音の記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえって来た。

「そっか……勘かん違ちがいさせちゃってごめんなさいね」

「そんな事は！……俺が勝手に勘違いしただけで……」

「天地のために喜んでくれたんでしょう？　ありがとう。でもね、私は西南ちゃんに会えて本当に嬉うれしいのよ。だってもう二度とこの姿で、西南ちゃんに会えないと思っていたんだもの」

　そう言うと、天女は再ふたたび西南を強く抱だきしめた。

「私にとっても、西南ちゃんは天地と同じ、大事な弟よ……………あっ!!」

　と、急に天女は西南の肩かたを持って引き離はなすと、今度は厳きびしい表情で、西南に自分の顔を近付けた。

「……誤ご解かいのないように言っておくけど、昔、西南ちゃんに変なイタズラをしてたのは、全部、お母さんの方なんだからね！」

「えっ？…………もしかして入院中に俺の額ひたいに落書きしたのとか？」

「そう！　それに天地の絵本に落書きしたりね」

「ああ、あれですか……。変だとは思ったんですよ。天地先せん輩ぱいって、あまりそういうイタズラってする人じゃなかったから。俺はてっきり、おじさんの仕し業わざかと思ってましたけど……まさか犯はん人にんは、おばちゃんだったとは……灯台もと暗し」

「本当に困こまったものよねぇ。お母さんの、ああいう所はお祖ば母あちゃん……アイリ様にそっくりなんだもの。お母さんが何かやらかして、怒おこられるのは全部、私だったのよ……。知ってる？　お母さんって、まだ宇宙にいた頃ころはアイリ様と同じくらいヤンチャでね。私が宇宙に出て、アカデミーに来た時なんか、私の顔を見ていきなり逃にげ出す人がいたのよ。もう会う人会う人に、お母さんの武ぶ勇ゆう伝でんをさんざん聞かされて、大おお恥はじかいたわ」

「それは……大変でしたね」

「でもまあ、そのおかげで宇宙に来て、いろいろな人と知り合う事が出来たわ。西南ちゃんはどう？」

「……俺も、宇宙に来て、多くの人と出会いました。そう言えば、アイリさんに絡からまれていたおかげで、いろいろな人が声をかけてくれて……」

　美兎跳や案内人さん達、瀬戸や水穂や珀はく蓮れん達、アイリに雨音にエルマに霧恋。もちろん海かい賊ぞくや静せい竜りようといった、ちょっと苦手とする人達──そして、美希と博司。

「……でも、俺のせいで……とうとう」

「もう！　そうやって西南ちゃんは、どれだけの可か能のう性せいを潰つぶして来たの？」

　天女は西南を乱らん暴ぼうに引き寄よせ、睨にらみ付けた。

「！」

　それは記憶の中にある、天地や西南が危あぶない事をした時に見せた、清音が本当に怒おこった時の顔と同じだった。

「私はね、一度摑つかんだこの手を、もう二度と放す気はないわよ。何があろうとね！」

　それは西南に、ここに居いて欲ほしいという事だった。たとえ我わが身に、どんな災さい厄やくが降ふりかかろうとも、である。そしてそれこそ西南が一番聞きたかった言葉であった。

　初めて西南の悪運を『必要』と認みとめてくれた瀬戸の言葉は、西南にとって嬉しいものだったが、それは同時に、海賊や犯はん罪ざい者しやを捕ほ縛ばくするという、結果を必要とするモノでもあった。そしてその結果を出すには、災厄を招まねき寄せる必要があるのだ。何より、西南が恐きよう怖ふを感じていたのは、災厄を引き寄せた結果、それに巻き込まれる者が出る事であり、今回の美希の事じ件けんは、その恐怖が具ぐ現げん化したものだった。だから悪運とか関係なく、ただ居て欲しいと言われた事が嬉しかったのだ。

「俺、ここに居て……いいんですよね」

「ええ」

　すがりつくような西南の問いに、天女は昔の清音そのままに、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「俺……がんばります」

　西南は泣き出しそうな顔でそう答えた。

　　　　×　×　×

　そんな西南と天女の様子を、対岸の樹雷屋や敷しきからじっと見ていた者達が居た。

「瀬戸様、みっともないから止やめて下さい！　貴女あなた達も瀬戸様と一いつ緒しよになって、はしたない格かつ好こうをするんじゃありません！」

　電車の窓まどから外を見ている子こ供どものような格好で、窓まど際ぎわの長なが椅い子すに膝ひざ立たちをしながら双そう眼がん鏡きようを覗のぞいている瀬戸と珀蓮達四人に、水穂は呆あきれ顔で怒ど鳴なった。

「アイリちゃんが、あんなに抵てい抗こうしなきゃ、間に合っていたのに。こんなみっともない格好で覗きをしなきゃならないのは、彼女のせいよ！」

　瀬戸は不ふ機き嫌げんそうに、部屋の隅すみで簀す巻まきになっているアイリを一いち瞥べつした。と、その時、奥おくの方から複ふく数すう人にんの足音が聞こえて来た。

「あら、お客様のようね」

　瀬戸のその声に、珀蓮達は覗きを止め、お客様を出で迎むかえるために立ち上がった。その次の瞬しゆん間かん、そこに飛び込こんで来たのは霧恋と雨音、そしてエルマの三人であった。

「水穂様？……に、貴女達？」

　啞あ然ぜんと見つめる霧恋に、水穂は恥はずかしそうな笑えみを浮うかべ、珀蓮達はうやうやしく、お辞じ儀ぎをした。

「じゃあ、ここは樹雷の施し設せつなの？……でもなんでエルマまでがここに居るんだ？」

「わっ、私はアイリ様の呼よび出しコールの指し示じ通りに来たらここに……」

「遅おそかったじゃない？」

　瀬戸は双眼鏡を下ろし霧恋達の方に振ふり向くと、憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようでそう言った。

「瀬戸様!?」

　霧恋達三人は、ようやく瀬戸の存そん在ざいに気付き、慌あわてて敬けい礼れいの形をとった。とりあえず自分の存在を認にん識しきされた事に満足すると、瀬戸は再ふたたび双眼鏡で対岸を覗き始めた。

「ねえ霧恋ちゃん」

　キョトンとしている霧恋に、水穂は床ゆかに転がっているアイリを指さした。

　床に簀巻きで転がっているアイリ。

　不機嫌そうな瀬戸。

　苦く笑しようしている水穂。

（とりあえず最悪の事じ態たいは回かい避ひされた）

　その状じよう況きようから、大まかな事情を理り解かいした霧恋と雨音は、ようやくホッと胸むねをなで下ろした。しかし……、

「一番、美お味いしい所を他ほかの女にかっ攫さらわれて、何をのほほんとした顔をしているのかしらねっ？」

　瀬戸の嫌いやみの数秒後、窓際の子供は二人増ふえていた。

「あの……水穂様。とりあえず、アイリ様のＳＯＳコールが発信された理由は分かりましたが、この状況がいまひとつ理解できないのですが……」

　一人残されたエルマは、アイリの方をチラチラ見ながら、助けるべきか迷まよっていた。

「う～～、うう～～～」

　水穂とエルマ──自分の娘むすめと秘ひ書しよ。理り不ふ尽じんな暴ぼう力りよく（？）によって拘こう束そくされた自分を助けてくれるであろう二人に、アイリは子犬のように目を潤うるませながら訴うつたえかけた。

「実はね……」

　水穂はエルマを引ひっ張ぱるようにアイリに背せを向けると、今までの事を説明し始めた。そして数分後、窓にへばりつく子供の数が一人増え、合計八人の女達が、一列に並ならんで向こう岸を見ていた。

「うぐ、うが～～～っ！」

　娘にも秘書にも見み捨すてられたアイリは、せめてもの抵てい抗こうをと、もがく芋いも虫むしのように、ドタバタと身体からだをくねらせ始めた。だがアイリの抵抗も空むなしく、瀬戸達は向こう岸の光景に集中したままだった。

「……なあ霧恋……あの人、誰だれ？」

　雨音は双そう眼がん鏡きようを覗いたままで聞いた。その質しつ問もんに興きよう味みがあるのか、エルマと珀蓮達は双眼鏡を下ろして霧恋の方を見た。

「天女さん……天地君のお姉様よ」

「彼、お姉さんなんかいたっけ？……確たしか一人っ子だって、美星に聞いたけど？」

　雨音の問いに、霧恋は黙り込んでしまい答えなかった。彼女に代わり口を開いたのは瀬戸であった。

「天女ちゃんと天地ちゃんて、年ねん齢れい差が六十以上あってね。天地ちゃんが、自分にお姉さんがいる事を知らされたのは、ついこの間なのよ」

「なるほど……地球で六十以上年の離はなれた実の兄弟って、まず有り得ませんからね。でもその人が、何な故ぜ、あんなに西南と親しそうにしているんですか？」

「実はあの娘こ、母親の清音ちゃんにそっくりなのよねぇ……実じつ際さい、昔は時々、清音ちゃんと入れ替かわって、天地ちゃんや西南ちゃんの面めん倒どうを見ていたりしたしね」

　瀬戸の説明に納なつ得とくしたエルマと珀蓮達は、再ふたたび双眼鏡を覗のぞき始めた。

「なるほど……それで西南の奴やつ、あんなに嬉うれしそうなんだ」

　雨音の口調には、どこか寂さびしさと嫉しつ妬とにも似にた感かん情じようが含ふくまれていた。西南が天女に見せている表情は、霧恋にさえ見せた事がないものだったが、それはあくまで、子こ供どもが母親に見せる感情であり、霧恋や雨音に見せる種類のものではない。逆ぎやくを言えば、霧恋や雨音には見せても、天女に絶ぜつ対たい見せない表情もあるという事だ。しかし雨音は、今までじゃれついていた子犬が、飼かい主の姿すがたを確かく認にんした途と端たん、一目散にそちらへ走って行った時のような寂しさを感じていた。そしてそう感じていたのは、雨音だけでなく、そこにいる全員が同じ思いを持っていた。

（クスッ）

　それを見ていた水穂は、困こまったように微笑ほほえんだ──後ろから、客観的に瀬戸達の格かつ好こうを見れば、明らかにみっともない姿である。だが西南と天女の邪じや魔まをしようとする者は一人としていない。

（いつもだったら瀬戸様を先頭に、なし崩くずし的に全員が、あの場に乱らん入にゆうするんでしょうけどね……）

　真っ先に野や次じ馬うま根こん性じよう丸出しで飛び出すのは瀬戸と玉ぎよく蓮れんだ。そしてそれに対たい抗こう意い識しきを燃もやす者。心配する者。バカ騒さわぎを止めようとする者。考え無しの者──だがその全員が西南と天女の邪魔をしたくないと、本気で思っているのだ。

（とはいえ、霧恋ちゃんは辛つらいでしょうね………清音ちゃんの時といい、今回といい、離はなれた所から見ているしかないんだもの）

　ズラッと並んで外を見ている者達の中で、特に霧恋の背せ中なかからは、重い悲ひ愴そう感かんが漂ただよっていた。

（でも勝負はこれから。まだ西南ちゃんの心の傷きずが癒いえたわけじゃないわ。がんばれ、霧恋ちゃん）

　水穂は心の中で霧恋にエールを送ると、未いまだにドタバタと、その場の雰ふん囲い気きをブチ壊こわすような音を立ててもがいている、母、アイリの足を摑つかむと、床ゆかに顔が擦こすれるのも構かまわず、乱暴に別室へと引きずって行った。







　選せん択たく肢し型アドベンチャーテストを終えたケネスとラジャウは、以前、美希達と弁べん当とうを食べた、あの浮ふ遊ゆう島とうで、ぼんやりとアカデミーを見下ろし座すわっていた。

「なあ……さっきのテスト、ラジャウはどこまで行った？」

「結局、ＧＰアカデミーから出られませんでしたよ。ケネス君はどうなんです？」

「…………俺おれは、寮りようでの一週間の謹きん慎しんだ」

「他の人達も、似にたり寄よったりですよ。知ってます？　あのテスト、ランキングが分かるようになっていましてね。僕ぼく達一年生は全員、アカデミーから出られませんでした」

「西南の伝つ手ても全部、門前払ばらいだったしよ」

　ケネスはその時の事を思い出したのであろう、ムッとしたように言った。

「それで謹慎させられたんですか？」

「いや……瀬戸様に会おうと、こっそり忍しのび込んで捕つかまった。三日の謹慎を食くらって、脱だつ走そうしようとして失敗した」

「強ごう引いんにやろうとしたわけですか……。僕は、五分ほど審しん査さをされはしましたが、丁てい重ちように断ことわられましたよ」

「仕方ないよなァ。俺達って、まだ捜そう査さに必要な知ち識しきも技ぎ術じゆつも、全然、教えられてないんだからさ」

　ケネスの言葉を聞いたラジャウは、表情を曇くもらせた。

「ねえケネス君。今け朝さ、西南君に頼たのんで、もし美希先せん輩ぱい達が襲しゆう撃げきされた現げん場ばに行けたとして……僕達に、何が出来たんでしょうね？」

「そりゃ………………見ているだけ、かな？」

　ケネスはため息混まじりに、認みとめたくない事実を口にした。

「そこに行けば何かが出来るんじゃないかって、思っていた……いや、違ちがうな。そう思い込こむ事で、悲しさと悔くやしさを紛まぎらわせていたんだ」

　先程のテストは、その問題点を全すべて露あらわにしたのだ。もちろん今後、自分達に何が必要なのかという、指標も示しめした。

「西南君って、確かく率りつの偏かたよりという理り不ふ尽じんなものを抱かかえて、ずっとこんな思いをして来たんですね」

「……悪かったと思ってるよ。言い過すぎた」

「僕もそうです。だからその言葉は本人に言いましょうよ」

　そう言うと、ラジャウは勢いきおいよく立ち上がった。

「そうだな……それより腹はらが減へった」

「そういえば、明日あたりから、食事管理プログラムが始まるみたいですね」

「なに!?　じゃあ好きな物を腹一いつ杯ぱい食えるのは今日だけか？」

「今までケネス君が食べていた物は、ほとんどプログラム範はん囲い内の物ですけど」

「ほとんど、であって全部じゃない！　行くぞラジャウ！　今日はみんなの好きな物を買い込こんでパーティーだ！」

　ケネスはラジャウに負けないくらい勢いよく立ち上がると、転送ポートに向かって走り始めた。







　　２「希望と平へい穏おん」







　博ひろ司しが月つき湖こに連れてこられたのは、数万にも及およぶアイリの工こう房ぼうの一つだった。そこはアカデミーで博士号も持つ博司ですら、見た事もないような高度な研究施し設せつだった。しかしその驚きよう愕がくの中でも、彼は重要なものをすぐさま認にん識しきしていた。

「……これは？」

　それは工房に運び込まれた、女じよ性せい形けい態たいへと変化したＮＢであった。

「西せい南な君のＮＢよ」

「西南君の？……まさか、美み希き!?」

　博司はＮＢに駆かけ寄より、それをまじまじと見つめた。それは粗あら彫ぼりの彫ちよう刻こくのように、誰だれかを特定できる程のものではないが、博司はそこに美希の雰ふん囲い気きを感じ取った。

「それについては、彼から説明していただくわ」

　月湖の後方通路から、先程天てん女によと一いつ緒しよにいた男が、研究用の無む塵じん着ぎを着けながら走って来た。

「すみません、遅おくれました」

　と、その無ぶ精しようヒゲを生やした男は、嬉うれしそうに博司の手を握にぎった。

「初めまして。僕、正まさ木き珀はく嶺りようといいます。いやぁアストラルＡＩの構こう築ちく者しやに会えるなんて感かん激げきです」

「は、はあ……構築といっても、偶ぐう然ぜんなんですが……」

「それだけ愛あい情じようがあったという事ですよ」

「珀嶺君、君の知的好こう奇き心しんを満足させるのは後でね。それよりＮＢの説明をお願い」

「ああ、すみません。僕もＡＩに関かかわっているものですから、つい……」

　珀嶺は恥はずかしそうに、頭を搔かきながらＮＢの前に立った。

「え～～っと、このＮＢは御ご覧らんの通り、特とく殊しゆなバイオメタルによってほぼ全すべてのパーツが形成されていまして……」

「大したもんだ。私の見たＡＶでは、確か……」

　何かを思い出そうとする博司に、

「十二メートル二十二センチです」

　と、珀嶺は間かん髪はつ入いれずに答えた。それはケネスが貯ちよ金きんをはたいて買った、あの巨きよ大だいＡＶアンドロイドの事だった。

「ほう！……という事は君も？」

　何やら意味ありげに、顔を見合わせ、博司と珀嶺はフッと笑えみを浮うかべた。

　──ドゴッ！

　次の瞬しゆん間かん、二人の頰ほおに、月湖の容よう赦しやない鉄てつ拳けんがめり込んでいた。

「………………え～～っ、説明を続けさせていただきます」

　珀嶺と博司は、腕うで組ぐみをして睨にらんでいる月湖から距きよ離りを置き、まるで内ない緒しよ話ばなしでもするように小声で話し始めた。

「このＮＢはご存ぞんじのように、バイオメタルによる変形機き能のうを有しております。このような形態をとった原げん因いんは、今け朝さ方がた行われたＮＢへの強きよう制せい的なデータ転送なのですが……」

「強制的なデータ転送…………もしかして！」

「これはあくまで推すい測そくなのですが、タラントは美希さんがピノッキオだと気付き、罠わなではないかと思い、調べたのではないかと」

「それで調ちよう査さのために、美希のキャラクターデータをコピーした。その結果、美希本体にではなく、そこに美希のアストラルが宿った？」

「はい。タラントの艦かんのコンピューターからいろいろな場所を経けい由ゆして、ＮＢに移い動どうを試みたのでしょう。ですが残念ながらデータ転送自体は失敗に終わりました」

「ラインを遮しや断だんされたのかな？」

「たぶんそれが主な原因だと思いますが、ＮＢの拒きよ否ひ反はん応のうもあったようなんです」

「拒否反応だって？　しかしキャラクターデータはさほど……」

　人一人のキャラクターデータは、容よう量りよう的には大した量ではない。アイリの工こう房ぼうで作られたＮＢに、それほどの容量的余よ裕ゆうが無いなど考えにくい。

「実はＮＢには、もう、一人のアストラルを持った人じん格かくが宿っているんです」

「なっ!?…………そうか……それで美希は……」

　博司はがっくりと肩かたを落としたが、すぐさま、

「だが、美希は生きているという事だ！」

　希望に満ちた目をして顔を上げた。博司の落らく胆たんを懸け念ねんしていた月湖は、安あん堵どの微笑ほほえみを浮かべた。

「ええ。キャラクターデータの転送は失敗したけど、彼女の残した幾いくつかの情じよう報ほうがあるみたいなの……でも博司君、私がこの事をあなたに言うのを迷まよったのはね……」

「美希の生存が、今は確かく定てい的ではないからだろ？　でも少なくとも希望はある。ただ絶ぜつ望ぼうしているよりは、ずっとましだ……ありがとう、月湖さん。感かん謝しやしている」

「博司君……」

「大だい丈じよう夫ぶ！　あの娘こは強い娘だし、頭もいい……何せ君をモデルにしたんだからね」

「フフッ、そうね。あなたに協力して欲ほしい理由は、残されたデータが暗号化、あるいはキーワードが抜ぬかれているからなの」

　月湖はそう言いながら、博司のために用意した研究用のスペースを指さした。

「それと……ＮＢのアストラルＡＩが、博司君と話がしたいそうなの」

「えっ、僕と？………ああ、わかった」

「向こうへ行ったら、きっと驚おどろくわよ。珀嶺君、準じゆん備びをして。ほら博司君も急いで！」

　月湖は不ふ思し議ぎそうに立っている博司の襟えり首くびを乱らん暴ぼうに摑つかむと、近くにあったイスへと放ほうり投げるように座すわらせた。




　天女との再さい会かいで、美希の事じ件けんによる心の傷きずが癒いえたわけではない。天女との事は、医者の手当てを受けたようなもの、後はゆっくり、その傷が癒えるのを待つだけだ。だがそれは美希の事を忘わすれる、という事ではない、

「……俺はＧＰになるんだものな。その時になって、みんなを守れない事を後こう悔かいしないようにしなきゃな。………美希先せん輩ぱい、俺、がんばります」

　それは悲しみや恐きよう怖ふで、その場に立ち止まるのではなく、それに打ち勝ち、歩き出そうとする事だった。寮りように帰って来た西南は、今朝とはまた違ちがった気持ちで、自分自身にそう誓ちかった。

「せ、西南！」

　と、そこに西南の姿すがたを確かく認にんしたケネスとラジャウが、凄すごい勢いきおいで駆かけ寄よって来た。

「あっ、ケネス、ラジャウ……」

　二人の姿を見た西南は、思い切り深く頭を下げた。

「今け朝さはごめん……俺……」

「いや、それはこちらが悪かった。もうこの話はこれで終わりだ。それより急ぐぞ！」

　凄く慌あわてた様子のケネスとラジャウは、いきなり西南を抱かかえるように走り出した。だが次の瞬しゆん間かんに、森から飛び出して来た、芝しば猪いのししの移い動どうに巻まき込まれたのだった。

　　　　×　×　×

「二人共、大丈夫？」

　芝猪の移動に巻き込まれたにも拘かかわらず全く無む傷きずの西南は、全身に芝猪の足あし形がたを付け、ボロボロになったケネスとラジャウを心配そうに覗のぞき込んだ。

「大丈夫だ！　こんなのクレープローブのインク弾だんに比くらべれば何でもない！」

「その通りです！」

　スックと立ち上がり、そう叫さけぶケネスとラジャウの顔は、どこか嬉うれしそうだった。二人は再ふたたび西南を抱えると、凄いスピードで寮の建物へと走り出した。そして寮へと到とう着ちやくすると、西南を大型の掲けい示じ板ばんの前に放ほうり投げるように立たせた。

「さあ見ろ西南！」

「これは……部屋割わり？」

　ケネスが指さす掲示板には、一年生の部屋割り変へん更こうの知らせが表ひよう示じされていた。赤く表示されている一年の部屋は、今までと違い、幾つかに分散されていた。

「寮の一部を、修しゆう復ふく作業する事が急きゆう遽きよ決定したんだ！」

「この寮は、結構古くて歴史のある建物ですから、史し跡せき指定されているんです。二年生が実じつ務む研修でいなくなったのを機会に、修復が決定されたんですよ」

「…………」

　何やら興こう奮ふんしているケネスとラジャウを、西南は怪け訝げんそうな目で見た。どう考えても、二人がこれ程興奮する意味が分からなかったからだ。

「ハッハッハ！　なぜ俺達がこれほど興奮しているか分からないって面つらだな。それは俺達の新しい部屋の場所にあるのだ！」

　ケネスが嬉しそうに指さした場所は、まるで離はなれ小島のように、一つだけ他ほかの部屋とは離れた場所にあった。

「ハッハッハ！　ここは一等地だぞ。食堂や大だい浴よく場じようの施し設せつにも近く、しかも……」

　そう言うとケネスとラジャウは、再び西南を抱え、掲示板のある建物の裏うら手てへと走り出した。ケネス達のハイテンションな大声のために、その時まで気付かなかったのだが、建物の裏手からは大おお勢ぜいの話し声や喧けん噪そうが聞こえていた。

「な、何かあるの？」

「行けば分かる！」

　ケネス達は建物の裏手へ着くなり、掲示板の時と同じく乱らん暴ぼうに西南を立たせた。

　そこには一年生全員が集まり、何やら興奮したように、何かを見ていた。しかしあまりの人ひと垣がきに、そこに何があるのかは、西南達からは見えなかった。

「西南、こっちだ」

　ケネスは西南を引ひっ張ぱり、『関係者以外立ち入り禁きん止し』と書かれた、防ぼう護ご柵さくに設置されたゲートへ入って行った。

「ケネス、『関係者以外立ち入り禁止』ってあるけど？」

　立ち止まろうとする西南を、ケネスは強ごう引いんに引っ張り、そしてラジャウも後ろから押おし込こむようにそこへ入って行った。

「大だい丈じよう夫ぶ、俺おれ達は関係者だ」

　そう誇ほこらしげにケネスが言ったその時、

「あっ、西南達だ！」

　生徒達の一人がそう言うと、花道を通る役者を見るように、一いつ斉せいに全員の視し線せんが西南達の方へと向けられた。

「くそ！　羨うらやましい奴やつ」

「何で西南達だけ」

「こら！　お前ら、どんな手を使ったァ！」

　口々に怒ど鳴なる同級生達に、ケネスとラジャウは満面の笑えみで手を振ふりながら、なおも西南を引っ張って奥おくへと進んで行った。騒さわぎを聞きつけた、奥で作業をしていた職しよく員いん、というより研究員といった出いで立ちの女じよ性せい達は、西南達の方に振り向き、

「あら、お帰りなさい。ごめんなさいね、不便かけちゃって」

　と、にこやかに声をかけて来たのだった。

「いえいえ、大した事じゃありませんよ」

「皆みなさん、お仕事ご苦労様です」

　嬉しそうに鼻の下を伸のばし、もみ手をするように言うケネスとラジャウの後ろで、西南は頭を抱かかえてへたり込んでいた。

（こうなるって、可か能のう性せいは考えておくべきだったよな……）

「そちらが噂うわさの西南君ね。私、珀はく蓮れんです。よろしく」

　そこには白衣を着た研究員姿すがたの珀蓮が、そしてその奥で火か煉れん、翠すい簾れん、玉ぎよく蓮れんが西南に微笑ほほえみかけていたのだった。

　　　　×　×　×

「結けつ構こう広くなっただろ？　こいつはＧＰの新型ユニットだそうだ」

　西南達の部屋は、洗せん面めん所じよのユニットも少しゆったりとした物となり、居い間まの部分も木材などを利用し、全体的に高級感があった。とはいえ、今まで雨あま音ねの豪ごう邸ていに住んでいた西南にとって、それはずいぶん狭せまく質しつ素そな物に思えた。雨音の家で割り当てられた部屋は広すぎたため、西南は六畳じようほどの空間に家具を配置し、その中で生活していた。だが壁かべで囲まれた六畳空間と、はるかに広い空間での六畳部分では、その圧あつ迫ぱく感が段だん違ちがいだ。

「う、うん……そうだね」

「ケネス君。新型といっても、機き能のう的には今までの物と大差はありません。ですからこれは新しん規き格かくと言った方が妥だ当とうです」

「新規格？」
















「ええ、もともとＧＰというのは、軍が母体になっていましたから、あまり居きよ住じゆう性は重要視されていなかったんです。でも最近は宅たく配はい業ぎよう務むの拡かく大だいや、居住星域の拡大による人口の増ぞう加かなどで、ＧＰ自体の規き模ぼも拡大されています。つまり、あまり訓練に時間をかけられないので、練度の高くない者を使わなければ、業務が成り立たなくなっています。ですからＧＰとしては、福利厚こう生せいに力を入れているところを見せて……」

「ラジャウ、面めん倒どうな説明はそれくらいにしろ。要するに新規募ぼ集しゆう者しやへのエサだ、エサ！　そんな事より、西南！　見ただろ？　あの美し～～い、お姉様方を」

　ラジャウを押し退のけるように近付いて来たケネスは、嬉き々きとしてそう言った。

「う、うん……まあ」

　ケネス達の見え見えの意図に、西南は困こん惑わく気味に答えた。

「おいおい、なんだその覇は気きのない返事は？　あんな美人、滅めつ多たにいないぞ！　それとも何か？　雨音先生をいつも見ていたから、あまり凄すごいとは思わないってか？」

「そんな事はないよ。玉蓮さんなんか、雨音先生と同じくらい綺き麗れいだし……」

「そうだ！　イメージ的に対照的ではあるがな」

「でもあれだけの美形です。それなりに知られていてもいいはずなのに、どこを調べてもプロフィールが出てきませんから、あの人達、アカデミーの人ではありませんね。恐おそらく、他の研究所から来たんでしょう」

「そんな事より、この幸運な状じよう況きようをどう生かすかだ」

「そうですね」

「幸運な状況？」

　西南は不ふ思し議ぎそうに呟つぶやいた。別にケネス達が何を考えているか、分からなかったのではない。ただ幸運という、違い和わ感のある言葉に反はん応のうしただけなのだ。だがケネスは一つ咳せき払ばらいをすると、子こ供どもに言い聞かせる大人のように話し始めた。

「コホン。いいか西南。俺達は現げん在ざい、一いつ般ぱん生徒が立ち入る事の出来ない区域にいる。そしてその区域、俺達の住む居住棟とうのすぐ隣となりが、彼女達職員の居住施し設せつなのだ！　これを幸運と呼よばずして何と言うんだ？」

（幸運と言うより、意図的だよなぁ……それもかなり露ろ骨こつな）

　西南の脳のう裏りには、この事を知って、嫌いやそうな顔をしている霧きり恋こが浮うかんでいた。

（霧恋さんが知ったら、大おお騒さわぎになるな）




　美希に教えられた、一万キロ離はなれた秘ひ密みつの湖の畔ほとりにある樹じゆ雷らいの邸てい宅たくでは、霧恋と瀬せ戸とが対たい峙じしていた。そこから少し離れた位置では、水みな穂ほが時間を気にしつつ座すわっていた。

「露骨すぎます！」

　西南が危き惧ぐしていた通り、瀬戸から珀蓮達の配置について聞かされた霧恋は、瀬戸に嚙かみ付いていた。

「メイド派は遣けんですら悪ノリなのに、今度は遺い跡せき保ほ存ぞん研究員、それも西南ちゃん達チームだけ隔かく離りするなんて、冗じよう談だんが過すぎます！」

「ＧＰの男子学生寮りように、メイドを派遣するわけにはいかないでしょ？」

「秘密裏に護ご衛えいする方法はいくらでもある、と申し上げているんです！」

「それがもう定員一いつ杯ぱいなのよねぇ。西南殿どのの周りには、通つう勤きんラッシュの渋じゆう滞たい並なみに、いろんな連中が隠かくれているのよ」

「だったらその人達に任まかせればいいじゃないですか！」

「さっきの天女ちゃんみたいに？」

「!!」

　この言葉を聞いた途と端たん、霧恋はショックで、金かな縛しばりにでもあったかのように固まってしまった。

「今回は身内だったからいいようなものの……やっぱり美お味いしい所を、他ほかに持って行かれるのはシャクなのよねぇ」

　泣き出しそうな霧恋を前に、冷静にそう言った瀬戸だったが、内心は言い過すぎたと焦あせっていた。

「水穂ちゃんだってそう思うわよね！　貴女あなただって西南殿の事を気に入ってるのだから、悔くやしいわよね！」

　なんとかその場の空気を和やわらげようと、瀬戸は水穂に話題を振ふった。だが余よ計けいな発言は瀬戸を助けるだけでなく、いたずらに会話を長引かせるだけだと知っている水穂は、無言のまま聞こえないふりをしていた。

「クッ！」

　水穂から無む視しされた瀬戸は、どうこの場を収おさめようかと考え始めた。だが瀬戸が何かを言おうとするより先に、

「私は、西南ちゃんさえ良ければそれで……」

　霧恋は消え入りそうな声でそう言った。

「…………貴女って、本当に能のう力りよく的には申し分ないんだけど。どうしてそう、自分の事となると消しよう極きよく的てきなのかしら？」

　瀬戸は霧恋の方に向き直ると、呆あきれたように言った。

「ねえ霧恋ちゃん。今回の計画の立案は確たしかに私だけど、人員は立りつ候こう補ほ制せい、つまり珀蓮達は自分からやりたい、って言って来たのよ」

「えっ!?」

　と、瀬戸の言葉を聞いた霧恋の手が、強く固く握にぎりしめられた。それを見た瀬戸は、追い打ちとばかりに話を続けた。

「現場は臨りん機き応おう変へん。彼女達が、どう西南殿の護衛をするか……それについての具体的な指し示じは、も・ち・ろ・ん……していないわよ」

　瀬戸の言葉に刺し激げきされ、霧恋の表ひよう情じようにみるみる怒ど気き混まじりの精せい気きが甦よみがえって来た。

（冗談じゃないわ。美希さんの事を知ったのは、今け朝さなのよ。天女様と出会ったからといってその痛いた手でが癒えたわけじゃないわ…………こんな時位、そっとしてあげてもいいじゃない）

　瀬戸の命令ではなく、珀蓮達の積極的な意志となれば話は別だ。砲ほう弾だんや銃じゆう弾だんならば、発射地点の銃や大たい砲ほうを、つまり瀬戸を潰つぶすのが一番だが、それが自じ己こ制せい御ぎよで飛んで行くミサイルであるのならば、珀蓮達を何とかするしかない──というよりほとんど玉蓮限げん定ていだが……。

「ねえ霧恋ちゃん。今回みたいに、ぶつけ所のない怒いかりや悲しみを抱かかえた場合には、いろいろ考える暇ひまを与あたえない方がいい場合だってあるのよ」

　霧恋の心情を読んだ瀬戸は、冷静に諭さとすようにそう言った。

「しかし、それでは……」

「美希さんの事を悲しんでいない、そう西南殿どのに思われるのが嫌いやかしら？　でも西南殿なら、悲しむよりもっと必要な事があるのを認にん識しきしているはずよ」

　瀬戸は霧恋の言葉を遮さえぎるように言った。図星を突つかれた霧恋は、口をへの字に結んだまま黙だまり込こんだ。

「それより、もっと別な心配をした方がいいんじゃない？　確たしかに、貴女あなたには大きなアドバンテージがあるけど……でも、それがいつまでも有ゆう効こうとは限かぎらないのよ」

「別にアドバンテージがあるなんて思っていませんし、私と西南ちゃんは、瀬戸様が期待されているような関係ではありません！」

「オ～～ホッホッホッ！　敵てきは何も珀蓮ちゃん達だけではなくてよ」

　話に食い付いて来た霧恋に、機き嫌げんを良くした瀬戸は、

「さあ、水穂ちゃんも、そんな所で聞こえないふりしないで、霧恋ちゃんに負けずに、西南君ゲットよ！」

　と、何やらハイテンションでそう言った。

「瀬戸様がいつもちゃんと仕事をして下さったら、私にも余よ裕ゆうが出来て、それも可か能のうなのですけどね」

　水穂はあっさり、瀬戸の勢いきおいに水をぶっかけると、スックと立ち上がり、瀬戸の視し線せんを遮るように、霧恋の前へと近付いて来た。

「そんな顔するから、瀬戸様に遊ばれちゃうのよ」

　そう言うと、不安げに水穂を見つめる霧恋の頭を優やさしく撫なでた。

「……クスッ。そういう顔は西南君に見せてあげた方がいいかもね」

「ちょっと水穂ちゃん！　邪じや魔ましないでよ！」

「時間です！」

　クルッと瀬戸の方へ向き直ると、水穂は冷たい口調でそう言った。そして先程自分の母親にしたのと同じように、容よう赦しやなく瀬戸の襟えりを摑つかんで引ひっ張ぱり始めた。

「エエッ!?　嫌よ、まだこれからが面おも白しろいんだから！」

「もう十分、楽しんだでしょう？　ワガママ言わないで下さい」

　水穂の口調は静かだったが、威い圧あつ感があった。瀬戸が持つ、全すべてを潰つぶすような圧あつ倒とう的な威圧感には敵かなわないものの、それは瀬戸に抵てい抗こうをさせないだけの力が十分にあった。

「ねえ水穂ちゃん、あと五分だけだから」

「ダメです」

「ねえ、三分でいいから……」

　懇こん願がんするような瀬戸の弱々しい声は、衝つい立たての向こうへと消えて行った。

「凄すごいよなぁ、瀬戸様の襟首摑んで引っ張ってたわよ」

　そう言いながら、水穂達と入れ替かわるように入って来たのは、雨音とエルマだった。

「アイリ様の扱あつかいといい、水穂様って、意外ときついのな」

「先せん輩ぱい秘ひ書しよの方に聞いてはいましたが……目の前で見ると、驚おどろきますね」

「そうだな…………ん？　なんだ霧恋、まだ落ち込んでるの？」

　雨音は少し乱らん暴ぼうに霧恋の横に座すわると、軽く肩かたで霧恋を押おした。

「霧恋にとって重要なのは、西南が元気になる事でしょ？　そのきっかけが自分じゃなかったのは残念だろうけどさ……でもあくまで、天女さんがしたのは治ち療りようであって治ち癒ゆじゃないし、西南の問題が全部片かた付づいたわけじゃない。霧恋や私達ができる事はまだまだ一いつ杯ぱいあるはずよ。まあもっとも、それをあのメイドさん達に任まかせる、というのなら話は別だけどさ？」

　雨音はまくし立てるようにそう言うと、ニンマリと笑えみを浮うかべた。そんな雨音を横目で見た霧恋は、大きくため息をつき、苦く笑しようした。

「確たしかに、いろいろ考える暇ひまを与あたえない方がいい場合だってあるわね」

「よっしゃ！　行こ行こ！」

　雨音とエルマは立ち上がった霧恋の両りよう脇わきを抱かかえると、楽しげに霧恋を部屋の外へと引っ張って行った。

「で……霧恋さん、具体的にどうするんですか？」

「……そうね。とりあえずだけど、いい考えがあるわ」

「ほほぉ。ではそれを聞かせていただこうかしら？　軍ぐん師し殿どの」

「了りよう解かい」

　雨音の底そこ抜ぬけの明るさに、霧恋も思わず笑みを浮かべた。




「これこそまさに、天の配はい剤ざい！　チャンスは確かく実じつにモノにしなけりゃいけないんだ！」

「その通りです！」

　何やら熱ねつ弁べんを振ふるうケネスとラジャウに、西南はさすがに違い和わ感を感じ始めていた。

（ケネスって、軽い性せい格かくだけど、結けつ構こうナイーブだもんな。そういう意味ではラジャウの方がしっかりしているんだけど……）

　今朝の重苦しい感じとは全く違ちがう、ケネスの熱ねつ狂きよう的とも言える、高いテンションはあまりにも不自然なのだ。美希の事じ件けんは西南にとっても衝しよう撃げき的だった。だが幸いな事に、天女との再さい会かいによって、一つの方向性、つまり目標となる指し針しんを見つけ、西南は立ち直る事が出来た。だが………、

（……ああ、そうか）

　その時、西南は、ケネス達があの事件を忘わすれていられる何かを、必死になって見つけようとしている事に気付いたのだ。

　西南達のチームと美希達のチームは、期間は短いがそれなりに仲良くなった。ケネスはミランダを、ラジャウはカリーチを、それぞれに本気とまではいかないが、それなりに好意を抱いだき始めていたのだ。だが彼女達は美希の事件へと直結してしまう。だから忘れたいという思いと、忘れてしまおうとする、うしろめたさが、ぶつかっているのだった。ましてや、ミランダやカリーチを忘れる方法として、他の女性に夢む中ちゆうとなろうとしている事に罪ざい悪あく感を感じているのだ。

（玉蓮さん達なら高たか嶺ねの花、って感じで身近じゃない分、いいのかもしれない）

　西南は十年以上抱き続けている、霧恋への憧あこがれを思い出した。目標が遠い分、長い間夢中になっていられる事と、手の届とどかない無む謀ぼうな挑ちよう戦せんでもある事が、うしろめたさを薄うすくしているのだ。

「……というわけで西南君！　彼女達をデートに誘さそってくれ」

「えっ？……えええええええええええっ!?　俺おれが？」

「どうやら彼女達はアカデミーの人間ではないらしいし、幸いな事に、お前に興きよう味みを持っているようだ」

「だとすれば、アカデミーを案内するという口実があれば、かなりの確かく率りつで誘い出す事が可か能のうなはずです」

「西南の豊ほう富ふな資し金きん力りよくが在あれば、いいレストランとかにも行けるしな」

「資金って、俺そんなお金なんて……あっ！」

　その時、西南は寮りように来た時に手に入れた、食肉による収しゆう益えきの事を思い出した。

（そういえば、あれが手付かずであるんだっけ……雨音さんの家に居い候そうろうしていた時も、全部出してもらっていたし……でも）

　常じよう識しき的に考えれば、西南の口こう座ざにある資金があれば、かなり豪ごう華かなデートが可能だ。しかし相手は瀬戸の女によ官かんである。

（水み鏡かがみの艦かん内ないで受けた歓かん待たいがどの程てい度どなのか、興味本位でネットで比ひ較かく検けん討とうした事があるけど……それと同じようなディナー料金が、俺の貯ちよ金きんと同じだったもんな……しかもあの『神しん樹じゆの酒』、俺の場合ジュースだったけど……あれに至いたっては、予約して百年待ち、しかも他のお酒で割わった物一いつ杯ぱいが、俺の全ぜん財ざい産さんの千倍以上だもんなぁ……）

　もちろん珀蓮達にとって、あの歓待はあくまで仕事上の事、それが彼女達の実生活でも行われているわけではない。数回のデートであれば、西南の持つ資金で、十分事足りるであろう。だが玉蓮に限かぎり、それすらほんの一いつ瞬しゆんで消えて行く──そんな確かく信しんにも似にた予感が西南にはあった。

「完かん璧ぺきですね、ケネス君！」

「ハッハッハ！　では早さつ速そく、今こん晩ばんにでも作戦開始だ！」

（まあ、俺の貯金でケネス達の気を紛まぎらわせられるなら、それでもいいか。それにもともとあの鶏とり肉にくのお金は、あぶく銭ぜにだしな）

　西南はケネス達の嬉うれしそうな顔を見ながら、そう思った。だがケネス達の計画は、実行に移うつされる事はなかった。

　　　　×　×　×

『おい、どこへ行くんだ？』

　一時間後、西南達の部屋には幾いくつかの監かん視し用モニターが起動していた。

「トイレだよ、トイレ！」

　シークレットウォールから出て来たケネスは、苛いら立だたしげにそう言うと、トイレに駆かけ込んで行った。

「まさか職しよく員いんまで引き込むとは思いませんでした……」

　ラジャウは困こん惑わく顔がおで西南を見た。

　────女じよ性せい職員との不必要な会話、通信はしない事。緊きん急きゆう時じ以外、居きよ住じゆう施し設せつの出入り口からフェンス出入り口までの、指定された範はん囲い以外は立ち入り禁きん止しとする────

　これが職員から、西南達三人に告げられた規き則そくだった。そして日中は同級生達から、夜は職員達からの二十四時間完全監視が付けられる事が決まったのだ。もちろん、それに対たい抗こうするためケネス達は、不可視のシークレットウォールを常じよう時じ張はっていた。だがその有ゆう効こう範囲は部屋のごく一部に限げん定ていされているため、洗せん面めん所じよや部屋を出る時には、そこから出なければならない。あくまで、プライバシーを守る程度のモノでしかなかった。

「考えてみれば、珀蓮さん達が気になっている男性は、生徒だけのはずはありませんからね……寮りよう職員はほとんどが独身ですし」

「ったく、やりすぎだぞ！　んな事が許ゆるされていいのか！」

　トイレから出て来たケネスが愚ぐ痴ちった。

「一いち応おう全部の規則が、寮官長の認にん可か済ずみですからどうしようもありません」

「んな事なら、監視がない分、他ほかの連中と一いつ緒しよの建物の方がまだましだ」

「直ちよく接せつ通信は制せい限げんされていますから、ネット上の談話室で、という手もありますが、どうその場所を教えるかなんですよね」

「光の点てん滅めつとか、メモ書きとかの古典的な手はどうだ？」

「ある程てい度ど、仲良くなっていないと気味悪がられますよ。外にも当然、監視システムを配はい備びしているでしょうし」

「この不当なる弾だん圧あつに抵てい抗こうする術すべは無いのか！」

「西南君のＮＢがあればもしかして……」

「おお！　西南、お前のＮＢはどこだ？」

　ケネスはガシっと西南の肩かたを摑つかんだ。

「少し不具合があるとかで、持って行かれたけど」

「クッ！…………そうだ！　こうなったら、珀蓮さん達が外出した時に、偶ぐう然ぜんを装よそおって接せつ触しよくを試みるのみだ！　ラジャウ、彼女達の行動パターンをどうにか調べられないか？」

「修しゆう復ふくの詳くわしい作業プランがＧＰアカデミーのＨＰに載のっていましたけど……」

「じゃあそれを見ればある程度の行動予よ測そくは可か能のうだな？」

「ええ、恐おそらく…………ありました、これです」

　ラジャウが表示したモニターには寮の工事修復の作業内容と、タイムスケジュールが掲けい載さいされていた。

「どれどれ、珀蓮さん達は………」

　ケネスがモニターを覗のぞき込こもうとしたその時、

『山やま田だ西南は居いるか』

　と、寮職員の通信が割わり込んで来たのだった。

「うわあああああああああああああああああああああ」

　あまりの驚おどろきで、転がるように部屋の隅すみへ逃にげ出すケネスとラジャウを尻しり目めに、西南は敬けい礼れいをし、モニターの前に立った。

『山田西南、至し急きゆう、ＧＰアカデミー内の雨音・カウナック、正木霧恋、両教官の控ひかえ室へ出頭するように』

「はい」

　この通信の十分後、西南は雨音達の控え室へ行き、そのまま拉ら致ち同然に、二度目の生体強化を受けたのだった。







　ＮＢの中にあるキルシュのプログラム空間で、西南は静かに眠ねむっていた。正確には西南の深しん層そう意い識しきの一部であるが、それは西南の肉体が眠らなければ繫つながらない。そしてキルシュが起こさなければ目覚める事はないのだ。

　と、急に目覚ましの音が鳴り始めた。それは西南の肉体が眠りに入った合図、つまりここでの西南が目覚める合図だった。いつもであれば、それを待ちかねたようにキルシュは西南の寝ね床どこに向かい、優やさしくその身体からだを揺ゆすって起こすのだが、今日は居い間まのソファーに座すわったまま考え込んでいた。

「ん？……これは？」

　キルシュの向かいに座っている美希の父、博司は顔を上げ辺りを見回した。だが、すぐさま目覚ましは止まった。

「私が居なければ……」

　キルシュは今朝起こった、美希のパーソナル転送の事を話し始めた。

　それは、ほんの一いつ瞬しゆんの出来事だった。美希の身体データが、キルシュの目の前に、突とつ如じよとして姿すがたを現あらわし始めたのだ。

「貴女あなたは、美希さん？」

「……キルシュ？　なぜ行方ゆくえ不明になった貴女がここに……！」

　まともな会話はたったそれだけだった。

「これを！」

　転送に失敗した美希は一通の手紙をその場に残し、消えたのだった。

「……私のせいです」

　ＮＢの中に、二人のアストラルを持つ者の同どう居きよは本来可能であった。だがそれが出来なかったのは、自分の場所に入り込んで来た美希を、無意識のうちにキルシュが拒きよ絶ぜつした事が原げん因いんだったのだ。

「そう自分を責せめるのはよしなさい。これは君のせいじゃない」

　博司はキルシュに渡わたされた、美希の残した手紙を大事そうに抱かかえながらそう言った。

「転送のログを見る限かぎり、転送は不完全、つまり途と中ちゆうで接続が切られた可か能のう性せいが高い」

「でも……」

「君は美希がピノッキオだという事を、美希はここに君がいる事を……お互たがい、予想だにしない出来事だから、混こん乱らんするのも無理はない。それでも、君がこの手紙を受け取ってくれなければ、これすら消失した可能性が高いんだ。本当にありがとう」

　そう言って博司はキルシュに向かって深々と、頭を下げた。

「……私の事をどう思われますか？」

「は？……どう、というのは？」

「父から逃にげ出し、このような所で……その方の意志とは関係なく、無む理り矢や理りこの場所に留とどめている……」

　困こん惑わくの表ひよう情じようで、キルシュは懺ざん悔げするように言った。

　以前、同じ質しつ問もんを、アイリにも聞いた事があった。だが、やはりキルシュと同じアストラルＡＩ、美希の構こう築ちく者しやである博司には、ぜひ聞いてみたかったのだ。彼女の意図に気付いた博司はジッとキルシュを見つめ、

「…………まあ世間では掃はいて捨すてて、集めれば銀ぎん河がでも出来そうな位、良くある話だよ」

　ごく当たり前の口調で、サラッと言った。

「えっ？」

「つまり星の数程あるって事さ。貴女あなたは、自身で仕事を持ち、自活している……つまりもう一人の人間、大人だ。アストラルＡＩという存そん在ざいではあるが、あくまで、そう生まれて来たというだけ。アイドルという存在となったのは、特別な生まれ方をして来たからだけではないはずだ。君はもう少し、自分に自信を持ってもいいと思うよ」

「…………私は……」

　キルシュの目に涙なみだが滲にじんで来た。だがそれは悲しみではなく喜びの涙だった。キルシュは自分が一個この人間である事に自信が無かった。彼女を産みだした者の所有物という思いが拭ぬぐえなかったのだ。

「お父さんとの事もそうだ。人は生まれも育ちも違ちがえば、価か値ち観かんも、その基き準じゆんすら違う。こちらが当たり前と思う事や常じよう識しきですら、相手にとって、そうでない事も珍めずらしくはない。理性より感情が優ゆう先せんすれば、話がかみ合う事などありはしない。対話の場を持つ事すら、ままならない事も多い。だがお互いの溝みぞを埋うめる事が出来るのは、結局、対話しかないんだ。時には強ごう引いんに、時には繊せん細さいに、じらす事も待つ事も必要だ」

「はい……でも」

　キルシュは西南の寝しん室しつの方を見た。

「アイリ様が、君がここにいる事を許ゆるしたのは、何も君や自分の趣しゆ味みのためだけではないよ。ここでの西南君の意識は、現げん実じつ世界にも影えい響きようする。今、西南君はとても精せい神しん的に傷きず付ついている」

「私が……西南さんを癒いやしてあげられる？」

　キルシュの問いに、博司は微笑ほほえんで頷うなずいた。

「一人の男としては、貴女のような魅み力りよく的な女性に囲われている、西南君が本当に羨うらやましいよ」

「そんな」

（く～～～っ！　可愛かわいいねえ）

　頰ほおを染そめうつむくキルシュを見て、博司は拳こぶしを握にぎった。

「だけど、美希の父親としては、こんな所に娘むすめの強力なライバルが居いるのは、少々複ふく雑ざつな気分だがね」

「娘さんが、美希さんが無事だと信じていらっしゃるんですね」

「もちろん」

「私にお手伝い出来る事があれば、ご協力いたします」

「ありがとう……では早さつ速そく、一つお願いしていいかな？」

「はい」

「サインをくれないか？」

　博司は恥はずかしそうに、頭を搔かきながら言った。

　　　　×　×　×

　月湖と珀嶺が見守る中、意識を取り戻もどした博司は、急いで起き上がると、元の球体に戻っているＮＢを見つめた。

「ずいぶんと貴方あなたらしくない饒じよう舌ぜつさだったわね。まるで別人かと思ったわ。彼女を口説こうとでも思ったのかしら？　それともファンだったからとか？」

　月湖はまるで弟にでも話しかける姉のように、軽い口調で興きよう味み深げに、博司の顔を覗のぞき込んだ。

「自分でもちょっと驚おどろいてるんだけどね。…………でも彼女も、父親との関係に悩なやんでる一人の娘さんと思ったら、結構すんなり言葉が出て来たんだよ」

「なるほど。なら納なつ得とく」

「さて、必要な情じよう報ほうは手に入れたし、早速始めよう。珀嶺君、手伝ってくれないか？」

　博司はそれ以上、月湖にからかわれないよう、逃にげ出すように珀嶺と共に自分の研究スペースへ向かった。

　　　　×　×　×

　キルシュは博司がいなくなったソファーを眺ながめながら考えていた。

（私が、西南さんの心を癒してあげられる）

　そう考えるだけで彼女の心は躍おどった。たとえ現実世界で、西南の目が自分に向く事が無かろうと、自分が西南に何かをしてあげられるという、実感があるのが嬉うれしかった。

　キルシュは台所へ急ぐと、西南のために作った料理を確かく認にんし、そして大きく深しん呼こ吸きゆうをすると、いつものように西南の寝室へと向かった。

　その音で西南が起きるわけではなかったが、キルシュはゆっくりと静かにドアを開けると、カーテンが閉しめられた薄うす暗ぐらい部屋へと入って行った。部屋の中央に置かれたセミダブルのベッドで、安らかな寝ね息いきを立てている西南の顔を見ながら、ベッドの端はしへと近付いたキルシュは、そっと西南に手を伸のばし、その身体からだを揺ゆすりながら声をかけた。

「西南さん、西南さん」

　いつものように西南は、キルシュの声で目覚めた。







　────翌よく朝あさ。

　雨音のペントハウスにある西南の部屋では、メイド服を着た珀蓮達四人と、霧恋達が前日となんら変わらない形で朝食の準じゆん備びをしていた。

「霧恋様ったら、本当にずるいんだから」

　玉蓮はちゃぶ台を拭ふきながら、チラッと霧恋を見た。

「瀬戸様の、バカな計画に乗っかった浅せん薄ぱく者ものがよく言うわね」

「私達は西南様に元気を出していただこう、そう純じゆん粋すいに思っただけですわ」

「場所を選びなさいって言ってるのよ！」

　その喧けん噪そうを横目に、西南はシークレットウォール内で、ケネス達に通信をしていた。

（ケネス達、大だい丈じよう夫ぶかな？　結局、呼よび出された後、目が覚めたら雨音さん家ちだったもんな）

　意外にも、ケネス達への通信はダイレクトに彼等の部屋へと繫つながった。

『ああ西南君、おはようございます。どうです身体の具合は？』

「おはようラジャウ。身体は何ともないよ。それより……ごめん、こんな時に、俺おれだけまた……その」

『気にしないで下さい。こちらも西南君が雨音先生の所へ行ったので、ホっとしているんですよ』

「えっ？」

『実は昨日、ミランダ先せん輩ぱいとカリーチ先輩から連れん絡らくがありましてね』

「もしかして美希先輩のクラスメートの？」

『ええ、僕ぼく達たちなんかより、ずっとショックを受けているはずなのに、僕達の事を心配してくれて連絡をくれたんです』

「そうだったんだ」

『それで、ケネス君と四人で、いろいろと話をしまして……先輩達、西南君の事を気にかけていましたよ』

「ありがとう。俺は、大丈夫だよ」

『ハハッ、そこには雨音先生や霧恋先生も居いますしね。だから僕達も先輩達も少し安心したんですよ』

「うん、ありがとう」

『そうそう、もうひとつ、実は西南君が呼び出されてすぐに、珀蓮さん達が居なくなりまして』

「えっ！…………居なくなった？」

『聞く所によりますと、遺い跡せきの状じよう況きようやサンプル採さい集しゆうに来ていただけのようで、どうやらあの宿しゆく舎しやには住まないみたいなんですよ』

（そうだろうなぁ……今ここに居るもの）

『ケネス君を始め、みんな愕がく然ぜんとなってましたよ』

（……絶ぜつ対たい、ここに珀蓮さん達がいる事を知られちゃまずいな）

　今でも十分ではあるが、西南は慌あわててシークレットウォールのレベルを上げた。

『まあたった一日の儚はかない夢ゆめでしたが、彼女達が居なくなったおかげで、みんなの監かん視しや通信規き制せいが解とかれまして、先輩達と遅おそくまで話す事が出来ました。だからケネス君は、まだ寝てます』

「そうか、よかった……でもごめんね、起こしちゃって」

『僕はもう起きていましたから。それよりケネス君と何か話したい事があれば起こしますが？』

「いいよ、寝かせておいてあげて。術じゆつ科かは無理だけど、学科の授じゆ業ぎようはいつものように通信で参加するから、その時にでも話は出来るから」

『そうですか、では訓練がんばって下さい』

「うん」

　通信モニターの消えた空間を、西南は嬉うれしそうに見つめていた。自分を心配してくれる人達の存そん在ざいは、この場所が本当に自分の居場所だという事を認にん識しきさせてくれた。そしてこの場所と人々を守ろうという、強い気持ちが湧わき起こって来たのだ。

『こら西南！』

　と、感かん慨がいにふけっていた西南の目の前に、雨音の映えい像ぞうが現あらわれた。

『いつまでそんな所に籠もってるの？　今日からまた忙いそがしいんだから、さっさと出て来なさい！　朝食が冷めちゃうわよ』

　雨音と暮くらし始めて一ヶ月以上が経たっているものの、未いまだに雨音の美び貌ぼうには、魂たましいが抜ぬかれ呆ぼう然ぜんと魅み入いってしまうような威い力りよくがあった。

（美人は三日で飽あきる、ってのは絶ぜつ対たい噓うそだな）

　雨音の美貌と、それに似につかわしくない豪ごう快かいな口調は、天あまの岩いわ戸とからアマテラスを引きずり出したアメノウズメの舞まいのようだった。

「すぐ行きます」

　西南は慌ててシークレットウォールを切り、雨音達の方へ歩き出した。

「ようやく出て来たわね。昨日きのうはよく眠ねむれた？　何か身体からだの不調は？」

「ええ、体調はとてもいいです。すごくよく眠れましたし、気分は最高です」

「そりゃ、けっこう」

　どっかとあぐらをかいて座すわる雨音の横で、霧恋は西南の座る位置に味み噌そ汁しるを置いた。

「さあ早く座って」

　霧恋の優やさしげな声、そして雨音、エルマ、珀蓮、玉蓮、火煉、翠簾の囲む食しよく卓たくは、晴天の日の光のように暖あたたかく西南を招まねいていた。

　だがそれとは対照的に…………

　薄うす暗ぐらい中、僅わずかな光に浮うかび上がる試験管やらフラスコ、メーターだらけの拷ごう問もん器具に似た装そう置ち類。まるで地球のゴシックホラー映えい画がに出てきそうな研究室で、白衣姿すがたの人ひと影かげが呻うめくように呟つぶやいていた。

「おのれ……よくも、よくも私をのけ者にして。この恨うらみ、晴らさでおくべきか！」

　巨きよ大だいなガラス管の中に光る、放電光に浮かび上がるその姿は、顔に包帯を巻まき、眼めに狂きよう気きの宿ったアイリのものであった。

「フッフッフ……さあおいで、私のしもべ達。お祭りをしましょう」

　不気味に笑うアイリの視し線せんの先には、西南のＮＢが置かれていた。そしてそのボディーに次々と、いくつもの光点が現れ始めた。

「アハハハハ～～！　目にものを見せてやる。見せてやるぞ～～～って……あら？」

　手を振ふり上げ、天に向けて芝しば居いっけたっぷりにそう言った時、突とつ如じよ、周りの景色けしきは不気味な研究室から、明るい光の降ふり注ぐアイリの理事長室へと変わった。

「そろそろ仕事を始めますよ」

　芝居途中のポーズのまま固まっているアイリに、無む表ひよう情じようの秘ひ書しよ長ちようは、酷ひどく事じ務む的にそう言った。

「ちょっと、いい所なんだから邪じや魔ましないで！」

　包帯を巻き、薬品でボロボロの白衣を着たアイリは、先程の研究室の雰ふん囲い気きにはピッタリだったが、この場所では酷く不自然というか、はっきり言って間抜けであった。

「どうせ、ろくでもない理由で人様の邪魔をなさってたのでしょ？」

　恥はずかしそうに怒ど鳴なるアイリの目の前に、秘書長は自分そっくりの立体映えい像ぞうを起動させると、とっとと自分の席に戻もどって行った。

「あのね……私はね、とても傷きず付ついているのよ！」

『そろそろ仕事を始めますよ』

　と、その立体映像は、先程の秘書長と同じ言葉を喋しやべった。

「この顔だけじゃない、心にも深い深い、傷を負って……」

『どうせ、ろくでもない理由で人様の邪魔をなさってたのでしょ？』

「その傷を癒いやすために、ちょっとした息抜き位いいじゃない！」

『そろそろ仕事を始めますよ』

「貴女あなた達には分からないんだわ！」

『どうせ、ろくでもない理由で人様の邪魔をなさってたのでしょ？』

「この私が、あの途と轍てつもなくタチの悪いクソババアの下もとで、どれだけ神しん経けいをすり減へらしているかなんて……」

『そろそろ仕事を始めますよ』

「ああ！　私の、この傷付いた心と身体からだを優しく癒してくれる方はいずこに」

『どうせ、ろくでもない理由で人様の邪魔をなさってたのでしょ？』

「……ちょっと、手抜きしないでよ！」

　アイリは席に座って仕事をしている秘書長に向かって怒鳴った。だがそこにいる秘書達はアイリを完全に無視し、仕事に没ぼつ頭とうしていた。

『そろそろ仕事を始めますよ』

「…………ねえ」

『どうせ、ろくでもない理由で人様の邪魔をなさってたのでしょ？』

「…………ねえ」

『そろそろ仕事を始めますよ』

「…………ちょっと」

『どうせ、ろくでもない理由で人様の邪魔をなさってたのでしょ？』

「…………あの」

『そろそろ仕事を始めますよ』

「…………その」

『どうせ、ろくでもない理由で人様の邪魔をなさってたのでしょ？』

「…………うっ……」

『そろそろ仕事を始めますよ』

「分かったわよ！　始めます、始めればいいんでしょ！　みんな嫌きらいよ！」

　アイリは泣きながら自分の席へ向かった。







　その日、西南は自室でいつものように通信授じゆ業ぎようを受けていた。

『じゃあまた明日な』

「うん、またね」

　授業が終わり、西南はケネスとラジャウと軽く挨あい拶さつをし、モニターを切った。それを見計らったように、コンコンと、ノックと共に翠簾が桐きりの箱を持って入って来た。

「失礼します。西南様にお届とどけ物が……」

　消え入りそうな声でそう言うと、翠簾はいつも朝食に使うちゃぶ台の上に、その桐箱をそっと置いた。

「ああ、ありがとうございます……あっ、これもしかして」

　駆かけ寄よる西南はその箱に見覚えがあった。

「はい、アイリ様の工こう房ぼうから先程届けられました」

「そうか、直って来たのか……」

　西南は桐箱の封ふうを外すと、蓋ふたを開けようか戸と惑まどった。

「どう……なさったのです？」

「あっ、いや……またアイリさんの声で喋しやべりだしたらどうしようかって思って……」

「クス……そうですね」

　翠簾は小さく微笑ほほえんだ。

「笑った？」

　それを見た西南は、ちょっと驚おどろいたように翠簾を見た。

「……そんなに変でしょうか？」

「そんな事はない……ありませんよ。ただ翠簾さんの笑った顔なんて…………いや、いつも無む表ひよう情じようのままだから、それ以外の顔って初めてだから、ちょっと……」

　翠簾は他ほかのメイド達と比くらべ、いつも静かで表情の変化が殆ほとんど無い。リーダー的な役やく割わりをしている知的な珀蓮、ボーイッシュで活動的な火煉、雨音に匹ひつ敵てきする美び貌ぼうを持ち、危き険けんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせる玉蓮。彼女達の中で、翠簾は非ひ常じように物静かで、無言で立っていればマネキンか人形……いや、それ以上に存そん在ざい感が薄うすいのだ。今日のように、自じ己こ主しゆ張ちようをする翠簾を、西南は初めて見たのだった。

（あっ、でも翠簾さんって四人の中で唯ゆい一いつ、眼鏡めがねをかけているけど……知的と言うより、どこか愛らしいって感じだよな）

　翠簾の顔をじっと見つめながら西南はそう思った。

（でも本当に、この人も綺き麗れいな人だよな……）

「……あの西南様、そんなに見つめないで下さい。あまり人に見られるのは、慣なれていないものですから」

　そう言うと、翠簾は急に顔を赤らめ、うつむいた。

「ああああっ！　ご、ごめんなさい」

　翠簾の、そのあまりに繊せん細さいでストレートな反はん応のうに、西南も同じように顔を赤らめ視し線せんを逸そらした。西南は、霧恋や雨音達のような女じよ性せい達といる事に、どこか現げん実じつ感を持てないでいた。それこそトップモデルや女じよ優ゆう並なみの女性達と暮くらすためには、感覚や意い識しきの基き準じゆんを鈍どん感かんにし、心のシールドを張はる必要があった。さもなければ、この家で理性を持ち続ける事など、西南のような若わかい男には不ふ可か能のう、というか拷ごう問もんのようなものである。だがそのシールドすら、雨音達女性陣じんの魅み惑わくの前では、温あたためた牛ぎゆう乳にゆうに張った薄うす皮かわ程てい度ど、ちょっとした事で破やぶけてしまう。

（落ち着け……落ち着け！）

　西南は必死に心のシールドを復ふつ旧きゆうさせようとしていた。と、その時、

『こら、旦だんさん！　ええ加か減げんここから出して！』

　桐箱を乱らん暴ぼうに揺ゆすりながら、ＮＢが中から怒ど鳴なった。

「で、では失礼いたします」

　驚おどろいた翠簾は一礼すると、逃にげるように部屋を出て行った。その後ろ姿すがたをホッとしたように見送ると、西南は桐箱の蓋を開けた。

「ああ、窒ちつ息そくするかと思うた」

　ＮＢはびっくり箱の中身のように、勢いきおいよく飛び出して来た。

「窒息なんかするわけ無いだろ……よかった、設せつ定ていは前のままみたいだな」

　西南は、ＮＢが入っていた桐箱の中身を確たしかめると、収しゆう納のうのドアを開いた。霧恋によって荷物が崩くずれないよう、きちんと整理された収納を眺ながめながら、西南は以前この桐箱がどこに置かれていたか思い出そうとしていた。

「なあＮＢ、お前の箱って、前はどこに置いていたっけ？…………ＮＢ？」

　ＮＢからの反はん応のうが無い事を不ふ思し議ぎに思った西南は、収納から顔を出すとＮＢが居いた方を見た。

「あれ？」

　だが部屋中を見み渡わたしても、そこにＮＢの姿はなかったのだ。そして最初の怒ど号ごうが聞こえて来たのは、その数分後であった。

　一時間後、雨音邸ていに住む全員が居間に集まり、ＮＢを睨にらんでいた。

「もう！　女子トイレや私し室しつに入り込こんで来るなんてどういうつもり！」

「久ひさしぶりの家やさかい、ちょっと間取りの再さい確かく認にんをしようと思うただけなんや」

「じゃあ、人の胸むな元もとやスカートの中を覗のぞくのは、どういう理由なんだ？」

「親愛の情じようを示しめしただけやがな。ワイの中にある『オヤジ百選』がそうさせただけや。これかて、もともとは雨音はんが面おも白しろ半分にインストールしたもんやろ」

　ＮＢの言葉と共に、雨音以外の全員が雨音を睨んだ。だが雨音はそれを意に介かいさず、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

「はっ！　私は誤ご魔ま化かされないわよ。どうせアイリ様が嫌いやがらせに何か仕し込こんだに決まっているわ」

「ど、どこにそんな証しよう拠こがあるちゅうねん！」

「ずっと気にはなっていたのよね。ねえ覚えている？　あの日、簀す巻まきにされていたアイリ様の事」

「あっ！」

　全員が同時に声を上げた。

「あんな目に遭あわされたアイリ様が、大人しくしているはずないもの」

「あっ！……そう言えばアイリ様が仕事もしないで、恨うらみがどうとか言って遊んでいたって、秘ひ書しよ長ちようが……」

　と、エルマの言葉に、全員の視線がＮＢへと向けられた次の瞬しゆん間かん、ＮＢの身体からだが透とう明めい化かしたのだった。

「ほな、さいなら～～」

　軽い調子でそう言うと、ＮＢの姿は完全に視し認にん出来なくなった。

「ふ～～ん、光学迷めい彩さいの機き能のうまで付いてるとはね」

　雨音は微笑ほほえみながら、横に伸のばした手を目の前に持って来た。

「な、何でワイの居い場ば所しよが……」

　雨音の掌てのひらに握にぎられたＮＢが、光学迷彩を解といて現あらわれた。ここにいる女性達は全員が、多種多様の高度な訓練を受けた者達ばかりだ。全員がそれぞれにＮＢの回かい避ひルートを塞ふさぎ、雨音の方へと追い込んでいたのだった。

「エルマ、お願い」

「了りよう解かい」

　エルマは少し乱らん暴ぼうに、ＮＢに端たん末まつを突つき刺さした。

「あん！　やだ……もっと優やさしゅうして……」

「やかましい！　このまま握り潰つぶすわよ」

　雨音の腕うでに回路図のような文様が浮かび上がる。それは、いとも簡かん単たんにＮＢを潰つぶせる力を秘ひめた、ガーディアンであった。

「あったわ！　『おやじ百選』にいくつかのプラグインソフトがインストールされているわね…………『セクハラ』『覗き』『盗とう撮さつ』だって」

「アカデミー理事長のくせに、何を考えているんだか。全部削さく除じよできる？　ああ、いっそデフォルト状じよう態たいに戻もどした方が良いかしらね？」

「あ、雨音。確たしかＮＢのデフォルトって……」

「そっか、アイリ様の声だっけ……まあ、『おやじ百選』をインストールした後だって、さほどこいつの言動に問題なかったんだから、新しん規きのプラグインソフトと怪あやしげなプログラムだけ削除すれば、とりあえず問題はないわね」

「了解」

　エルマは、手早く後付けされたであろうプログラムを削除して行った。だが……。

「ああっ！」

　と、急にエルマは手を止めて声を上げた。

「どうした？」

「以前あった、西南君の『友情フォルダー』が無くなってます」

「全部消しました」

　西南は間かん髪はつ入いれず、エルマの言葉に被かぶせるように言った。西南はこういう状じよう況きようになっても問題ないように、ＮＢには、私的なデータは、一いつ切さい入れていなかったのだ。

「まあ、お可哀かわい想そうに。私でよろしかったらお相手を……」

「なんですって！」

　凄すごい表情で睨む霧恋より先に、珀蓮達は玉蓮の口を塞いで押おさえつけていた。

「エルマ！　余計な波風を立てるような事は言うなよな」

　呆あきれ顔で言う雨音に、エルマはモニターの方を指さした。

「あっ、いえ、その代わりに妙みようなフォルダーが…………」

「妙なフォルダー？」

「これは……多分パーソナルデータですね。容よう量りようからすると、結構本ほん格かく的な」

「ふ～～ん。面おも白しろそうだから、ちょっと一つ起動させてみろよ」

「雨音！」

　霧恋が止めようとする間もなく、エルマはデータを起動させた。その途と端たん、雨音が握っているＮＢが脈みやく動どうを始め、人の形を取り始めた。

「いったい誰だれのパーソナルなんだろうな」

　ＮＢを床ゆかに置いた雨音は少し距きよ離りを置くと、興きよう味み深げに見つめた。

「ぅん……ああっ」

　と、ＮＢはなにやら色っぽい声をあげ、艶なまめかしく身体をくねらせながら、人形へと変形を始めた。

「…………雨音さんのよう……ですね」

　雨音の顔が形成されたのを見たエルマが、ため息をつくかのように言った。パーソナルデータは、たとえ寸すん分ぶん違たがわぬ造ぞう形けいを再さい現げんしても、そこに存在感や魅み力りよくといったモノは入らない。

　仏ほとけつくって魂たましい入れず──だがＮＢが変化をしている雨音には、そこにいる全員を金かな縛しばりにしてしまえるほどの魅力があった。それはまさしく女め神がみの誕たん生じようとも言えるものだったのだ。

「!!」

　だがＮＢ雨音の豊ほう満まんな胸むねが、しっかりとしたフォルムをとろうとしたその瞬しゆん間かん、霧恋は反はん射しや的にＮＢ雨音の顔面に蹴けりを入れた。それは怪あやしげなものを西南に見せたくないという、一種の防ぼう衛えい反はん応のうであった。そして子こ供どもが粘ねん土どで作った像ぞうを潰つぶすかのように、凄すさまじい勢いきおいでパンチを叩たたき込み始めたのだ。

「うあああ！　霧恋さん!!」

　そのあまりの凄まじさに、エルマは慌あわてて、プログラムを停止させた。

　プシュ～～と、まるで風船から空気が抜ぬけるように球形へと戻もどったＮＢを、霧恋は無む表ひよう情じようのまま見下ろしていた。

「きっ、霧恋！　いきなり人の顔に蹴りを入れるんじゃないわよ！」

「そやそや！　さっきのパンチが、ワイのコアに当たったら、死んどったで！」

　血相を変えた雨音とＮＢが同時に怒ど鳴なった。だがそんな二人を無む視しし、霧恋はエルマの方を見た。

「全部消去して！」

「は、はい！」

　霧恋の殺意に近い、静かな怒いかりに気け圧おされたエルマは、反射的にソファーの陰かげに逃にげ込んだ。

「え～～～っ、すごい良い出来なのに、もったいない……」

「冗じよう談だんじゃないわよ！　さっきのを見る限かぎり、確かく実じつにキャラクターデータは改変してあるわよ。それも悪あく質しつで意図的な……雨音は、あんな怪しげなＡＶ女じよ優ゆうみたいなキャラにされても平気なの？」

「ん～～………。でもとりあえず一通り、何が入ってるか確かく認にんしたいな、ハハッ」

　雨音は興きよう味み津しん々しん、といった表情で霧恋を見た。

「確たしかに、私が見ても……ちょっときましたから……クスッ」

　玉蓮の言葉をきっかけに、エルマや珀蓮達も興味を示しめし始めた。それだけ先程の雨音のデータは魅力的だったのだ。

「それにですよ。哲てつ学がく士しの仕事を間近で見られるなんて、滅めつ多たにない事ですし……」

「じょっ、冗じよう談だんじゃない……」

　怒鳴る霧恋の口を塞ふさぎ、

「では、見たい人は挙手を願いま～～す」

　雨音は他の人達に向かってそう言った。

「ふむ……賛さん成せい六人、反対は霧恋一人、西南は未成年だから棄き権けんっと。という事で賛成者のみで別室にて確認を行いま～～す。霧恋と西南はここで待機！」

　そう言うと、雨音は霧恋の口を押さえていた手を離はなした。

「ちょっと待ちなさい！　貴女あなた達だけじゃ、心配だわ。私も行きます」

「ププッ、なんだ霧恋、見たいなら正直に言えよ」

「そこに入っているパーソナルデータが、ここにいる人間だけじゃなかった場合、データファイル消去を確認しなきゃならないでしょ」

「なるほど。そりゃあ、重要だな。私達のデータだけなら、自じ己こ責せき任にんの判はん断だんは付くけど、他の人のは無む条じよう件けんで消去しなきゃならないものなぁ」

　雨音の言葉に、賛成派は全員が頷うなずいた。

「そうでしょ」

　自分の意見を、雨音にあっさり肯こう定ていされた霧恋は、満面の笑えみを浮うかべた。だがそれは雨音の罠わなだった。中身を見る正当な理由ができてしまえば、後は中身への興味に意い識しきは集中してしまう。

「じゃあ、急いで中を確認しましょ」

　自分の意見の正当性せい、アイリのいたずらを潰つぶす快かい感かん、データへのちょっぴりの期待感、そして玉蓮達が意図的に、霧恋の視し界かいから西南を隠かくした事も相あい俟まって、霧恋は嬉うれしそうに雨音達を引いん率そつし始めた。彼女達は何かを期待するかのように、足取りも軽かろやかに居い間まを出て行ったのだった。

「……誰かが学校に持って来たエロ本を、人が居ない所で確認しようと、教室を出て行く不ふ審しんな男子生徒、って感じだよなぁ……」

　居間にポツンと取り残された西南は、霧恋達が消えた方を見ながら言った。

「ああいうのって、男ばかりかと思ってたけど、集しゆう団だんになると男も女もあまり変わらないんだなぁ……」

　もちろんビジュアル的には霧恋達の方が、圧あつ倒とう的に美しいのは言うまでもない。西南はしみじみとそう言うと、ソファーに座すわって、課題を行うためにモニターを起動させた。

（だけど……ああいう時の霧恋さんって、海かいに……ちょっと似にてるな）

　霧恋が聞いたら、恥はずかしさのあまり卒そつ倒とうしそうな言葉を、西南はそっと心の中で呟つぶやいた。

　　　　×　×　×

　約二時間ほど後、西南がその日に出された課題を終え、見たい番組をチェックしている所へ、頰ほおを赤らめ、上気した顔の霧恋達が居間に戻もどって来た。

　霧恋は機き能のう停止したＮＢを、ポトッと落とすようにソファーに置き、

「不ふ審しんなものは全部削さく除じよしておいたわ」

　それだけ言うと、火煉を伴ともなって夕食を作るために台所へと向かった。そして玉蓮を除のぞいた他ほかの者達は力なく、それぞれの自室へと向かった。

　全員、余よ程ほど精せい神しん的に疲ひ労ろうしていたのであろう、本来であれば絶ぜつ対たいにしない、西南と玉蓮を二人っきりにするという状じよう況きように、誰も気付かないままだった。

「ワイ……もうズタズタや、傷きず物ものにされてもうた……」

「やっぱり『おやじ百選』もアンインストールしてもらった方がいいのかな？」

　西南はソファーに顔（？）を埋うずめて泣いているＮＢを、困こん惑わくの表ひよう情じようで見下ろしながら言った。

「旦さんも、ワイから大事なモノを奪うばおう、言うんか！」

　ＮＢにちゃんとした顔があれば、親の敵かたきでも見るような表情をしていたであろう。しかしその声だけでも十分ＮＢの意い志しは伝わっていた。

「えっ？　大事なのか？　『おやじ百選』……」

「……………………………」

　西南の一言で、ＮＢの怒いかりはみるみるうちに弱まって来た。

「そやな……よう考えたら、別に大事なもんちゃうわ」

「それでしたら、私のパーソナルを再さいインストールなさいますか？」

「えっ？　うわっ！　玉蓮さん、居たんですか？」

　急に声をかけられた西南は、そのままソファーに躓つまずくように座り込こんだ。

「先程のパーソナルは、ここに住む全員の物がありました。あまりに出来がいいので、それぞれが管理する事になりましたが、御ご覧らんになりますか？」

　玉蓮がニッコリと微笑ほほえんだ途と端たん、西南の防ぼう衛ぎよ本能がレッドゾーンに突とつ入にゆうした。

「きょ興きよう味みはありますけど、やめておいた方がいいみたいです」

　西南はＮＢを抱かかえると、そそくさと逃にげ出すようにその場を離はなれた。だが西南が階かい段だんを上がりかけた時、背せ中なかの方から玉蓮の独ひとり言のような声が聞こえて来た。

「お願いですから、そんなに警けい戒かいなさらないで下さい」

　それはいつもの艶つやっぽくて静かな口調だったが、なぜか西南の心を妙みように不安にさせたのだった。

「玉蓮……さん？」

　慌あわてて振ふり返った西南の目に映うつった玉蓮の姿すがたは、夕焼けの逆ぎやつ光こうでほとんどシルエットの状じよう態たいであった。玉蓮の圧倒的な美び貌ぼうが見えなくなった事で、彼女の本ほん質しつが見えたのかもしれない。そこに立つ玉蓮は、まるで一人取り残され、心細げに立ちすくむ子こ供どものようであった。その玉蓮の姿に西南は心当たりがあった。

（……昔の、俺おれみたいだ）

　みんなから敬けい遠えんされ、たった一人ぽっちだった幼よう少しよう時じ……西南の悪運と玉蓮の美貌、本質ではなく、それに付加する物で判はん断だんされる苦しさを、西南はよく知っていた。もちろんそれが玉蓮の罠わなである可か能のう性せいもあったが、西南には彼女を振り切って、そこから逃げ出す気は無くなっていた。

「何か、お忘わすれ物でも？」

　戻って来た西南を見て、玉蓮は少し不思議そうに首をかしげた。普ふ通つうであれば、玉蓮のパーソナルに未練があると考える所だが、西南の眼めがあまりにも真しん摯しであったため、玉蓮はその考えに思い至いたらなかったのだ。

　西南は玉蓮の問いに答えるでもなく、スッと玉蓮に近付いた。以前であれば、絶対に近付けない領りよう域いきへ足を踏ふみ込んでいた。それは幼おさない西南が悲しい時や苦しい時に、霧恋や月湖、清きよ音ねや天女が居いてくれて安心できた距きよ離りだった。もちろん玉蓮側からは普段、当たり前に、接せつ近きんしている距離であった。だが西南から近付いたのは初めての事だった。

「せ、西南様？」

　表には出さなかったが、玉蓮は酷ひどく狼ろう狽ばいしていた。そしてそれは強い攻こう撃げき衝しよう動どうへと変化しつつあった。玉蓮自身ですら無む意い識しきの内にゆっくりと上げられる手には、凄すさまじい破は壊かい力りよくが秘ひめられていたのだ。そしてそれはちょっとしたきっかけで、西南に振ふり下ろされる断だん頭とう台だいの刃やいばであった。



















　台所に入った霧恋と火煉は、先程の精せい神しん的な疲ひ労ろうを抱かかえたまま、ぼんやりと今こん晩ばんのメニューをチェックし、食材を取り出し調理を始めた。

「まったくアイリ様にも困こまったものだわ。あんなものを西南ちゃんのＮＢに入れておくなんて……」

　日にち常じよう的な作業を行う内に、精神状じよう態たいが安定し、二人の間に会話が始まった。

「早々に気付いてよかったですね……それにしても無む駄だに高機能ですよね、あのＮＢ」

「そうね……パーソナルデータだって、最高度医い療りようのシミュレートにだって使える、超ちよう高度なものだったし」

「食べて排はい泄せつも出来るパーソナルデータなんて、聞いた事もありませんよ」

「アイリ様はあれでも哲てつ学がく士しだから……やろうと思えば、妊にん娠しんすら可能だわ。もっともさすがにそれは倫りん理り問題がありすぎだから付加されてはいなかったけど……」

「でも、あの服のデータは良かったですよね」

　火煉はうっとりするように、その事を思い出していた。

「確たしかに、下着からアクセサリーまで、凄すごい数のデータがあったわよね」

　ＮＢの中には霧恋達、全員のパーソナルと多種多様な服ふく飾しよくのデータもあったのだ。霧恋達が居間に戻もどって来るまでに時間がかかった理由の一つは、そのデータで着せ替かえをして遊んでいたからだった。

「でも、あのロクでもない性せい格かくキャラのパーソナルを、うっかり西南ちゃんが起動させたらと思うとゾッとするわ」

「ＮＢは、外にだって連れて行くものですからね」

「そう！　それなのよ。あの玉蓮が褒ほめてるくらいの変態キャラが、万が一、人前で起動でもしたら、自殺ものだわ」

「少なくとも、人類の文明圏けんには居られませんよね……そんな事になって平気なのは玉蓮位のものです」

「そうね……『なかなか凄いですけど、私にはまだ敵かないませんね』とか平然と言っていたもの……………あっ！」

　と、その時になってようやく霧恋は、居間に玉蓮と西南が二人っきりになっている可能性に気付き、居間の方へと走り出した。そして火煉もすぐさま、霧恋の行動理由に気付いて、後を追ったのだった。

（何て迂う闊かつなの！）

　もし玉蓮がうまく西南を言いくるめて、自分のパーソナルデータをＮＢに戻したりしたら大おお事ごとである。

（玉蓮以上に理性のない、あのパーソナルが起動したら……!!）

　凄まじい勢いきおいで居い間まに飛び込んで来た霧恋は、向かい合う二人の妙みような雰ふん囲い気きに戸と惑まどい、立ち止まった。

「な、何を…………？」

　二人に近付こうとした霧恋を、火煉はサッと片かた手てを上げ、押おし留とどめた。血相を変え緊きん張ちようしている火煉に気付いた霧恋は、凍こおり付くようにその場に立ち止まった。

　居間にやって来たのは火煉と霧恋の二人だけではなかった。ほぼ同時に雨音とエルマ、そして珀蓮と翠簾達も、飛び込むようにやって来ていた。火煉と同様に、珀蓮と翠簾も玉蓮の様子に気付き、瞬しゆん間かん的にその場に立ち止まっていた。だが問題は、雨音とエルマの二人だった。

（お願い！）

　その時、火煉、珀蓮、翠簾の三人は、祈いのるような思いで雨音達を見た。だが幸い、勘かんの鋭するどい雨音は、玉蓮の異い様ような様子と、火煉達の表ひよう情じようを一瞬で読み取り、エルマを抱だくように押し留めた。

『どういう事なの、火煉？』

　戦せん闘とう時じに使う特とく殊しゆ無線で、霧恋は火煉に語りかけた。しかし火煉はそれに答えず、珀蓮と共に翠簾の表情を凝ぎよう視ししていた。数分後、じっと玉蓮を見つめる翠簾の表情が緩ゆるむと同時に、玉蓮から攻こう撃げき衝しよう動どうが薄うすれ、西南に寄よりかかるように気を失ったのだった。

　　　　×　×　×

　メイド用の控ひかえ室で、ベッドに寝ねかされている玉蓮を見ながら、西南を除のぞく全員が集まっていた。

「どういう事なの？」

　その場が落ち着いたのを見計らい、霧恋は声を落としながらも、きつい表情で珀蓮に詰つめ寄よった。

「その前に……雨音様、よく止とどまって下さいました」

「ん？……まあ、こういう事もあるかな？　って思っていたからね。玉蓮って、心の奥おく底そこに暗いものを抱かかえ込んでるっていうか……複ふく雑ざつそうな娘こだなってさ。もっともそいつが、彼女の魅み力りよくの根こん源げんみたいだしね」

「私も雨音様のように勘が鋭ければ、怪け我がなんかしなくても済すみましたのに」

　火煉はため息をつくようにそう言うと左ひだり腕うでを押さえた。外見上は何ともないが、以前そこを玉蓮によって傷きずつけられたのだった。

「それよりＮＢが何か言わないか、そっちの方が心配だったわよ」

「ワイはもともと旦さんの護けい衛ごも兼かねてんやで、そのくらい察しますがな」

「……玉蓮は他者が自分の心の奥深くに入り込むのを、極きよく端たんに嫌いやがります……いえ、嫌がっているというのはちょっと違ちがうかもしれません。何か得体の知れないモノが棲すみついていて、そこに入り込んだ人を傷付ける、と言う方が合っているかもしれません」

「まるで地じ雷らいの周りを、子こ供どもがのんきに遊んでいるって感じだったものなぁ」

「雨音様の、その表ひよう現げんが一番、しっくりくるのかもしれません。長い付き合いの私達でさえ、それを見たのは、火煉と西南様、それともう一人、男だん性せいの方だけです」

「その人も火煉のように？」

「はい。ですが、それでさえ西南様ほど危険ではありませんでした。信じられないかもしれませんが、玉蓮の精神的な本ほん質しつを覆おおう理性は、かなり高いのです。まず滅めつ多たな事ではそこに到達などしません」

「いつものあれを理性というのは、ちょっと釈しやく然ぜんとしないところだけど、居間で見た玉蓮を考えれば、不本意ながら認みとめるしかないわね」

『ご迷めい惑わくをおかけしました、皆みな様さま』

「！」

　ズザザザザッ！　玉蓮の声が聞こえた途と端たん、弾はじけるように全員が玉蓮のベッドから飛び退のいた。肉食動物に追い詰つめられた小動物のように、部屋の隅すみに固まっている霧恋達を見つめ、

「クスッ、でも私の理性を認めて下さって嬉うれしいですわ」

　いつもの悪あく魔ま的美び貌ぼうで微笑ほほえむ玉蓮は、以前にも増まして迫はく力りよくがあった。

「玉蓮、あなたの過か去こについて、どうこう詮せん索さくする気はないけど、一つだけ納なつ得とくさせて。あなたこのままここに居て大だい丈じよう夫ぶなの？」

　玉蓮の圧あつ力りよくに抵てい抗こうするように、霧恋は立ち上がって睨にらみ付けた。西南の事となれば、霧恋とて猛もう獣じゆうに近い。雨音達は霧恋と玉蓮から離はなれ、万が一の場合、被ひ害がいに遭あわない場所へと移い動どうした。

「……二大怪かい獣じゆう大だい決けつ闘とうって感じですね」

　思わず漏もらしたエルマの感想に、部屋の隅に固まっている全員が頷うなずいた。

「ねえ玉蓮。もう一度聞くわ。本当に大丈夫なの？」

「そうですね………私の心の内側へ、あっさりと入り込こまれた時は、正直、驚おどろきもしましたし、反はん射しや的に西南様を殺そうとしましたが…………」

「!!」

　その途端、霧恋の殺気が凄すさまじい勢いきおいで脹ふくれあがって行った。

「……前言撤てつ回かいします。何だか、人の形をした大型戦せん艦かん同士の、撃うち合いでも始まりそうって表現した方がいいです」

　呆あきれたのか諦あきらめたのか、エルマはのんきな口調で言った。

「確かく約やくは出来ませんが、エルマ様と雨音様は、私達三人、全力でお守りいたします」

「本当に、ハタ迷惑な話だよなぁ」

　どっかとあぐらをかいて座すわった雨音は、片かた肘ひじをついて言った。

「何やったら、旦さんにも中ちゆう継けいしましょか？」

「ＮＢ！　そんな事をしたら砕くだくわよ！」

　玉蓮を睨み付けたまま、霧恋は唸うなるように言った。それがツボにはまったのか、玉蓮は急に表ひよう情じようを崩くずし、笑い出した。

「クスクスッ、落ち着いて下さい、霧恋様。この件けんに関しては、もう決して霧恋様をご心配させるような事じ態たいにはなりませんから」

「……なぜそう断だん定ていできるの？　その根こん拠きよは？」

「私が心の奥おく底そこに踏ふみ入ろうとした方を傷きず付つけるのは、その覚かく悟ごと資し格かくが無いからです。でも……」

「西南ちゃんにはそれがあると？」

「入学式前日の夜……それはダテではありませんよ」

「!!」

　霧恋は、西南がウィドゥーを自首させた事を言っているのに気付いた。西南の悪運に潰つぶされない心は、玉蓮やウィドゥーのように状じよう況きように流され、変質してしまった人間だからこそ知る、強さがある。そしてそれに憧あこがれと尊そん敬けいに近い想おもいを持っているのだ。玉蓮とウィドゥーは他者を破は滅めつさせる猛もう毒どくのようなモノだ。だが西南はそれに侵おかされない強さを持っているのである。覚悟と資格とはそういう意味だった。

（玉蓮の心の闇やみが西南ちゃんを認めた？）

「はい」

　玉蓮は霧恋の心を読んだかのように、そう言った。その途端、霧恋と同じ事を考えていた雨音達は驚いたように玉蓮を凝ぎよう視しした。

「………分かったわ。いいでしょう。火煉、遅おそくなっちゃったから、急いで夕食の準じゆん備びをしましょう」

　霧恋は玉蓮から視線を逸そらすと、部屋の出口へと向かった。

「霧恋……お前、玉蓮の言葉の意味をちゃんと理り解かいしてるの？」

　雨音は、何やらのんびりとした表情で出て行こうとした霧恋を、慌あわてて呼よび止めた。

「えっ？」

「彼女、西南が自分の心の一番、奥底に入る事を認めたのよ」

「だから？」

　霧恋は不ふ思し議ぎそうに雨音の顔を見つめた。霧恋が雨音の言葉の意味について、鈍どん感かんなのは、一番気がかりだった事が、玉蓮が西南を傷付けるか否いなかだったからだ。それが解決した以上、玉蓮への警けい戒かいは薄うすれていた。

「こう言ったら分かる？　心の奥底に入る事を許ゆるした初めての異い性せい」

「えっ？…………ああっ!!」

　それが意味する事にようやく気付いた霧恋は、驚きよう愕がくの眼まな差ざしで、再ふたたび玉蓮を見た。西南が幼おさない頃ころから蓄ちく積せきした力は、厄やつ介かいな女性ばかりを惹ひきつける。それもまた西南の運の悪さだった。

「クスッ」

　霧恋に──いや、そこにいる全員に挑ちよう戦せんするかのように、玉蓮は極ごく上じようの笑えみを浮うかべたのだった。

「玉蓮！」

　こうして再び、『人の形をした大型戦せん艦かん同士の、撃うち合い』（エルマ談）の危き機きが勃ぼつ発ぱつしたのだった。

　　　　×　×　×

「はあ……お腹なか空すいたな……」

　その頃ころ、居い間までは、原げん因いんとなった西南がクッションを抱かかえて、空くう腹ふくに耐たえていたのであった。







「あらあら……」

　鷲羽わしゆう研究所のエントランスで、瀬戸は、お茶を飲みながら、水穂からの報ほう告こく書しよを面おも白しろそうに読んでいた。

「お待たせ」

　植木の陰かげにある階かい段だんから、少し辛つらそうな表情をした鷲羽が、ノイケに支ささえられながら上がって来た。

「アストラルリンクの調子はどう？　鷲羽ちゃん」

「とりあえずコアへの移い行こうが済すんだところ」

　ノイケに支えられ、大きなクッションに座すわった鷲羽は、瀬戸の顔を見て微笑ほほえんだ。鷲羽の左ひだり肩かたは、魎りよう皇おう鬼きの船体と同じ結けつ晶しようへと変化していて、その中には豆まめ粒つぶほどの、動物の胎たい児じに似にた生体が封ふう印いんされていた。

「西南殿どのの事を話せば、そんな苦労もしないのに。物好きねぇ」

「噂うわさのウィドゥーがどれ程の女性なのかって、興きよう味みがあるじゃない？」

「その様子からすると、噂以上という感じかしら？」

「もうびっくりよ……正直、これほど人を惹き寄よせちゃうなんて、西南殿の確かく率りつ偏かたよりも、かなり興味深いわね。ったく……こんな事なら、地球にいるうちにモルモットにしておくべきだったわ」

　鷲羽は悔くやしそうに拳こぶしを握にぎり締しめながら言った。

「これ、さっき上がって来たばかりの報告なんだけどね」

　瀬戸は先程読んでいたモニタープレートを、鷲羽の目の前に移動させた。それは雨音邸ていで起こった玉蓮と西南についての事だった。

「ん？………クックック、見事な出会い頭がしらだね。でも予想通り、すんなり受け入れられたようじゃない」

　ざっと確かく認にんを終えた鷲羽は、モニタープレートを小指で弾はじいた。モニタープレートは今度はノイケの前で静止した。

「！……玉蓮ったら……霧恋さんも苦労するわね」

　ノイケはため息混まじりにそう言うと、元げん凶きようである瀬戸を批ひ判はんめいた眼めで見た。

「霧恋ちゃんの性せい格かくからして、この場合、こちらに嚙かみ付いては来ないでしょうから、そのうちノイケちゃんが愚ぐ痴ちの相手をしてあげてちょうだい。ヤケ酒のお代くらいは、持ってあげるから」

　霧恋が愚痴を言う相手は、水穂かノイケに限かぎられている。姉とも慕したう水穂には、真ま面じ目めな相談事や、瀬戸絡がらみで現げん在ざい進行形の事こと柄がらに対する苦く情じようを、似にたような境きよう遇ぐうのノイケに対しては、友人同士が酒の席でするような日にち常じよう的な事柄を話すのだ。美み星ほし絡みで知り合って以来、意気投合した二人は、年に数回、お互たがいのプライベート空間に、料理やお酒を持ち込んで、思いっきり日ひ頃ごろの憂うさを晴らしているのだった。

「分かりました」

「クックック。それにしてもタチの悪い相手に好かれるねえ、西南殿も」

　そう言いつつ、鷲羽はチラッと瀬戸を見た。それに気付いた瀬戸も、お互い様とばかりに微笑んだ。

「フッフッ………ねえ瀬戸殿。もう一度確認するけど、いいんだね？」

「アストラルリンクで何か分かったのかしら？」

「内ない緒しよ」

「ずるいわねぇ、女め神がみ様さまは」

「ほとんどゼロに近い可か能のう性せいだから、気にする必要はないと思うんだけど……まあ今度は霧恋殿でも養子にする？」

　そう言いながら鷲羽は、ノイケをチラッと見た。ノイケは途と轍てつもない戦力が集中している、天てん地ちの家を見み張はるために送り込こまれた。それが西南の所でも起こる可能性を示し唆さしているのだ。

「なるほど……それはそれで面おも白しろそうね。予定通り、鷲羽ちゃんの趣しゆ味み全開でお願い」

「そう言うと思った。この子は、魎皇鬼とは違ちがうコンセプトにしようと思ってるんだ。まあ、楽しみにしていて」

　鷲羽がそう言った時、チリンチリンっと、柾まさ木き家けへ通じるドアに付けられたベルの音がし、ヒョコッと砂さ沙さ美みが顔を出した。

「ノイケお姉ちゃん。お話、もう終わった？　そろそろお昼の時間だけど……」

　砂沙美はドアの所に立ち止まったまま、遠えん慮りよがちに言った。

「ミャ！」

　砂沙美の肩口に乗っていた魎皇鬼は、何かに気付いたように、急に鷲羽の方へと走り出した。

「魎ちゃん！」

「もう話は済すんだから大だい丈じよう夫ぶよ」

　魎皇鬼を止めようとした砂沙美に、鷲羽は手て招まねきをした。と、同時に瀬戸もニッコリと微笑んで頷うなずいた。

「お祖ば母あ様、今日も忙いそがしいの？」

　鷲羽達の所に駆かけ寄よって来た砂沙美は、ちょっとすがるような目で瀬戸を見た。

「お昼くらいは一いつ緒しよに出来るわよ」

「本当？　よかった。じゃあ魎ちゃん…………??」

　砂沙美は鷲羽の肩にしがみついて、何かを見ている魎皇鬼に気付いた。そしてその視し線せんの先にはクリスタル化した鷲羽の肩があった。

「鷲羽お姉ちゃん……その肩、どうしたの？」

　砂沙美は怖こわ々ごわと、クリスタルになった鷲羽の肩を覗のぞき込んだ。鷲羽は砂沙美の不安を取り除のぞくようにニッコリと微笑んだ。

「今度新しい船を造つくる事になってね。この子はそのコアさ」

「じゃあ、魎ちゃんと同じような？　でも誰だれのお船になるの？」

「ミャア！　ミャア！」

「ダメよ、魎皇鬼。まだこの子は生まれる前で、お前の事が分からないんだから」

　鷲羽は、クリスタルを覗き込んで鳴いている魎皇鬼を引き剝はがすと、砂沙美に渡わたした。砂沙美はむずがる魎皇鬼をしっかり抱かかえると、落ち着かせるように頭を撫なでた。

「この子は西南殿どのの船になるの。でもまだ他ほかの人には内緒よ」

「うん分かった。でもそっか……その子を創つくってたから、長い事、一緒にお食事できなかったんだね」

「今日中に卵らん殻かくに移うつせるから、明日からは、またそっちで食事をするからね」

「うん！」

「ノイケ殿、こちらは大丈夫だから、食事の用意を手伝ってあげて」

「わかりました。じゃあ行きましょうか、砂沙美ちゃん」

　砂沙美はノイケと連れ立って、居い間まへと戻もどって行った。砂沙美とノイケがドアから出て行くまで見送ると、鷲羽はヨロヨロと立ち上がった。

「送って行くわ」

　瀬戸はスッと鷲羽の側そばに近寄ると、脇わきを抱えるように身体からだを支ささえ、

「……面めん倒どうね。この方が楽だわ」

　そう言うとそのまま鷲羽を抱だき上げ、階かい段だんを下りて行った。







　　３「合同訓練旅行」







　美み希きの事じ件けんから二ヶ月後、西せい南なの二度目の生体強化による調整訓練も終しゆう了りようし、あれから大きな事件もないまま、西南は平へい穏おんな日々をすごしていた。雨あま音ね邸ていでの生活も、妙みような緊きん張ちよう感と多少の紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、それなりのルールが生まれ安定していた。それは最大の懸けん案あんであった『西南と意図的に二人にならない』という霧きり恋この提てい案あんを、玉ぎよく蓮れんが意外にもあっさりと受け入れ、それを忠ちゆう実じつに守っていたからであった。

　時とき折おり乱らん入にゆうして来るアイリや、雨音の両親、いろいろな口実を付けては雨音邸に来ようとする友人達、そして時折おかしな言動をするＮＢですら、そこでは日にち常じようの範はん囲い内に収おさまりつつあった。

（でも誰だれか忘わすれているような……）

　時折そう思う西南だったが、あえてそれを追つい及きゆうしようとはしなかった。それは現げん在ざいの西南にとって、さほど気にするような事ではなかったからであった。

　その日の夜、西南は雨音のペントハウスの居い間まで、ＮＢが表ひよう示じしているパンフレットを熱心に見ていた。

「何を見てるの？」

　嬉うれしそうにパンフレットに見入っている西南の横から、雨音と霧恋、そしてエルマが不ふ思し議ぎそうに覗のぞき込んだ。

「なんだ、宇う宙ちゆう活動の合同訓練パンフか。なにやら嬉しそうにしているから、Ｈエツチな映えい像ぞうでも見てるのかと思っちゃった」

「そんなもの見て……!!」

　西南は雨音の方を見ようとした視し線せんを、慌あわててパンフレットの方に戻もどした。

「見てません、見てません！」

　西南の頰ほおに触ふれんばかりの所には、Ｈな画像などより強きよう烈れつな、タンクトップからこぼれ落ちそうな雨音の豊ほう満まんな胸むねがあったからだ。

「そういえば、西南ちゃんの、宇宙での実地訓練は明日からだったわね」

　以前であれば、すぐさま西南の異い変へんに気付き、雨音に注意したであろう霧恋も、ここ数ヶ月の生活の中で日常化して慣なれたのか鈍どん化かしたのか定さだかではないが、平然としたままパンフレットを覗き込んでいた。

「もう準じゆん備びは出来ているわね？」

「えっ？　ええ、後は明日、ＮＢを持って行くだけです」

「旦だんさん。ワイは物とちゃうで。持って行くじゃのうて、連れて行く、や」

「ああ、ごめんごめん」

　そう言うと、西南は犬にでもするようにＮＢの頭を撫なでた。

「でも霧恋さん、西南君が宇宙に出たらまずいんじゃないですか？」

「ああ、心配ないない。宇宙って言っても、ドッ辺へん境きようの何にもない宙ちゆう域いきに行くだけなんだから。それに襲しゆう撃げき率りつゼロの私が引いん率そつ教官として一いつ緒しよに乗りこむんだから、大船に乗ったつもりでいなさい」

「へぇ……襲撃率ゼロ。凄すごいんですね」

「クスッ、雨音様の襲撃があったりなんかして」

　まるで舞ぶ台たい劇げきのギャグのように、居間を通り過すぎようとしていた玉蓮が独ひとり言のように呟つぶやく。

「くっ！」

　それに反はん応のうした霧恋が、雨音を睨にらむ。

「……そんな事をするのは、玉蓮かアイリ様だけだって」

「あらもったいない。他ほかの方がいない時こそチャンス……」

　そこまで言った玉蓮を、無言で火か煉れんが別室へと引ひっ張ぱりこんだ。

「アハハハハ。さしずめ雨音さんの幸運対西南君の悪運、といったところですね」

　その見事な連れん携けいに、屈くつ託たくなく笑うエルマの表ひよう情じようには、強い興きよう味みも表あらわれていた。もし今回も、海かい賊ぞくの襲撃があれば、西南の能のう力りよくが本物である証しよう明めいになるからだ。

「まあとりあえず、護ご衛えい艦かんも付くって話だしな」

「護衛艦ですか？　まさか皇おう家けの船とか？」

「まさか……詳くわしくは聞いてないけど、ＧＰ艦だろ？　なあ霧恋」

「たぶんね。何かあった場合は、近くのパトロール艦が数すう隻せき、現げん地ちに迅じん速そくに駆かけつけられるよう、パトロール巡じゆん回かい時間を変へん更こうするそうだから………でも、だからといって、あまり気を抜ぬいちゃダメよ、西南ちゃん」

「はい！」

「とはいえ、少しは何か無いと、結構単調でつまらない訓練だからなあ」

「遠足とは違ちがうのよ。教官がそんな事を言っちゃダメでしょ……でも、まあ確たしかに、私もこれといって印象には残ってないけど」

　雨音をたしなめつつも、霧恋はちょっと苦く笑しよう気味に言った。真ま面じ目めな霧恋がこういう反応をするのだから、よほど単調な訓練なのだろう、だが……。

「宇う宙ちゆうに出られるってだけで楽しいですよ。地球にいたんじゃ、一生、宇宙に行けるかどうか分からなかったんですから」

「そんなものかね」

「宇宙に出られるだけで楽しい、か……忘わすれていたわね、そんな気持ち」

「それにクラスのみんなと一緒だから、何だか修しゆう学がく旅行みたいな感じで楽しみです」

　西南は再ふたたびパンフレットの方を見て、嬉しそうに言った。

「うん、確かにそういった意味では楽しかったかもね。お笑い要員の美み星ほしも居いたしな」

「えっ？　美星さんって、同期だったんですか？」

「霧恋ともね。でも西南も美星を知ってるなら、想そう像ぞうはつくだろ？」

「……はあ、なんとなく」

　さぞや、いろいろなトラブルがあったのだろう。しかも美星本人ではなく、他の人に累るいが及およぶパターンの、である。

「一番酷ひどかったのは、別々に調理してた炊たき出しの釜かまの中身を混まぜちゃってさ、覚えてるか、霧恋？」

「思い出した……何やら怪あやしげなごった煮にになったあれでしょ。とても食べる気が起こらないような酷い見た目だったわ」

「そうそう。でも匂においはまともだったから、ちょっと味見してみたら、これが結構美お味いしくてさ。確かアンケートで一番だったよな？」

「子こ供ども向けの、味の濃こい料理だったからよ」

　霧恋は余よ程ほど悔くやしかったのであろう、憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

「思い出した思い出した。霧恋が凄すごく悔しそうにしてたっけな、アハハハハ～～」

「当然でしょ！　偶ぐう然ぜんに出来ただけの、あんな怪しげな物体に負けたんだから」

　長い蓄ちく積せきで磨みがき上げた技ぎ術じゆつが、偶然の産物に負けるのだ。霧恋の悔しい気持ちが、西南には痛いたいほど理り解かいできた。

「合同訓練って自分達で食事も作るんですか？」

「ん？……ああ、機械が故こ障しようした時に、手動で業ぎよう務むを行う訓練があるのよ。炊き出しはそのひとつってわけ」

「詳しい説明は、現地でされるから、説明はこのくらいにしましょう。西南ちゃん。明日は早いんだから、そろそろお風ふ呂ろに入っておやすみなさい」

「はい」

　西南はＮＢを抱かかえると、自室へと戻もどって行った。




　翌よく朝あさ、西南は少し早い朝食を終えると、霧恋と共にＧＰアカデミーへ向かった。実習を引いん率そつする雨音は最終確かく認にんのため、西南より二時間ほど先に出しゆつ勤きんをしていた。

　教室でケネスやラジャウ、クラスメイト達と久ひさしぶりの再さい会かいの挨あい拶さつが終わった頃ころ、放送による指定場所への集合が言い渡わたされ、西南達は海岸側のグラウンドへと向かった。そこにはすでに女子生徒達が集合を終え、整列している所だった。

「おお！」

　女子生徒達を目まの当たりにした男子生徒達から、ため息のようなどよめきが巻まき起こっり、意外にも女子生徒達からも好意的な眼まな差ざしが送られたのだ。

「全員がこの場所に揃そろうのは、入学式以来ですね」

　ラジャウも、女子生徒達を眺ながめながら、感かん慨がい深げにそう言った。

「共学だというのに、女子生徒達と一いつ緒しよの授じゆ業ぎようは無し、というのは詐さ欺ぎだよな。男だけってのは気楽な分、華はなが無いしな」

「この合同訓練は男女混こん合ごうですから、是ぜ非ひともこのチャンスをモノにしなければなりませんね」

「フッフッ！　苦労して手に入れた学生リストのチェックは万ばん全ぜん！　後は他の連中より早く、めぼしい女子生徒にアタックあるのみだ」

　ケネスは拳こぶしを握にぎり締しめ、興こう奮ふんしたように言った。

（合同訓練のはずなのに、話を聞く限かぎり合コンでもするような雰ふん囲い気きだよな）

　西南は苦く笑しようしながら、辺りを見た。ほとんどの男子生徒はケネス達と同じ事を考えているらしく、女子生徒の方を見て浮うかれていた。そして女子生徒達も、同様に男子生徒達を意い識しきしていたのだった。だが西南は、海岸に停てい泊はくしている訓練艦かんの方に目を奪うばわれていた。

（あれが浮かぶんだからな）

　全長約四百メートルはあろうかという訓練艦は高こう層そうビルが二つ分、横になっている感じだった。もちろん西南も、ＧＰアカデミーに来るまでや、映えい像ぞうで何度も巨きよ大だいな艦船を見ていたが、やはり直ちよく接せつ目の当たりにする迫はく力りよくには敵かなわない。

「全員整列！」

　突とつ然ぜんの声に、生徒達は反はん射しや的に整列し、前方に向かって敬けい礼れいを行った。

「あっ！」

　前方に浮かんだ大型スクリーンに映うつる人物を見て、西南は思わず声をあげた。そこには天てん南なん静せい竜りようの姿すがたと、その後方に不ふ機き嫌げんそうな雨音が映し出されていたのだ。

「ずいぶん久ひさしぶりですね。行方ゆくえ不明と聞いていましたが、生きていたんですね」

「っていうか、これだけ欠けつ勤きんしていたら、普ふ通つう教きよう師しはクビだろ？　やっぱり天南家だからって事なのか？」

「どうやら天南特例による不ふ可か抗こう力りよく、って事らしいですね」

　ラジャウは小さなモニターを起動させ、ＧＰアカデミーのＨＰをチェックした。

（うわっ雨音さん、じゃない……雨音先生、機嫌悪そうだなァ）

　静竜の後ろに映っている雨音は、静竜を殴なぐりたい衝しよう動どうを必死で抑おさえていた。

（それにしても、何か忘わすれていると思ったら天南先生だったのか……）

「どうしたんだ、西南？」

　ケネスは苦笑している西南を見て、不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「西南君は、天南先生といろいろありましたから」

「ハハッ、そういやそんな事もあったっけ。でももう生体強化もしたし、問題ないさ」

「ですが、もし西南君がマークされたままなら、チームメイトの僕ぼく達の行動も注目される事になりますよ。下へ手たをすればプライベート時間も……」

「逆ぎやくに西南に注意が向いたままなら、それを逆さか手てに取るって手もあるさ」

「なるほど……囮おとりに使うわけですね」

「まあ、いいけどね」

　あまりにあっけらかんと言われると、逆に清すが々すがしい。それに西南の悪運を、ただ闇やみ雲くもに恐おそれられるより、明めい確かくな事象として認にん識しきされ、その対たい策さくや利用方法を検けん討とうされた方が気も楽だった。

「西南君も誰だれか気になる娘ことか居いるんでしたら、もっと違ちがう作戦も考えますが？」

「おいおい、西南はあの雨音先生や霧恋先生と同どう居きよしてたんだぞ。今さら同年代の小こ娘むすめなんか相手になんかしないさ。なっ、西南」

「う、うん。こちらも出来るだけ協力するよ」

　ケネスにそう断だん定ていされてしまった西南は、苦笑しながら答えた。正直、西南も同年代の女子生徒達には興きよう味みがあった。だが、もし変な事をして雨音にバレでもしたら、当然、霧恋にも筒つつ抜ぬけである。

（そんな事になったら大変だものな。それに宇う宙ちゆうに出るんだから、気を引き締しめなくちゃ危き険けんだからな）

　西南は深しん呼こ吸きゆうをすると、教師達の話に集中し始めた。




　西南達が朝礼をしていた同時じ刻こく、アカデミー本星の衛えい星せい軌き道どう上じようには、瀬戸の第十三聖せい衛えい艦隊所しよ属ぞく、情じよう報ほう収しゆう集しゆう艦『納な月つき』が停てい泊はくしていた。単体で敵てき地ちでの情報収集を行うこの艦は、最さい新しん鋭えいの情報収集センサーを持つだけでなく、ステルス機き能のうや、敵の包ほう囲い網もうをくぐり抜けるための高い機動力と戦せん闘とう力りよくも有し、それは時に、艦かん隊たい旗き艦かんともなる事をも想定されている、まさに万ばん能のう戦闘艦なのである。

　納月のブリッジには、水みな穂ほと珀はく蓮れん、そして実じつ質しつこの艦の責せき任にん者しやである、連つら島じまという初老の男が居た。

「噂うわさの山やま田だ西南殿どのをこの目で見られるとは、光栄至し極ごくです」

　そう言うと、連島はチラッと珀蓮を見、そして安あん堵どしたように言葉を続けた。

「よくぞ我わが艦をお呼よび下された、水穂様」

「玉蓮じゃなくて安心しましたか？」

　水穂は苦く笑しようしながらそう言った。

「……まあ、ぶっちゃけそうなんです。内うつ海つみ様の第十三聖衛艦隊は、滅めつ多たな事では動きませんから、暇ひまで暇で……。お声がかかった時は嬉うれしかったのですが、山田西南殿の護ご衛えいと聞き、クルー共々、少々不安だったのですよ」

　聖衛艦隊の情報収集艦が作戦行動をする時には、瀬戸の侍じ女じよ達が艦長として乗り込こむのが決まりとなっている。当然、珀蓮達も個こ々こに何度か、訓練でこの艦に乗る事があった。そして玉蓮が艦長としてやって来た時…………まあ、いろいろと人間関係の惨さん事じが起こったのである。

「もう、連島殿ったら。大事なこの艦を崩ほう壊かいさせるような事を、するわけ無いじゃありませんか」

「そうは言われますがね、水穂様。大おお幅はばな人員の入れ替かえと訓練で、ここまで回かい復ふくするのに一年かかったのですよ」

　余よ程ほど大変だったのだろう、連島はつい珀蓮が居る事を忘わすれ、水穂に愚ぐ痴ちを言った。

「本当に、申し訳わけありませんでした」

　珀蓮はションボリとうな垂だれるように、連島に深々と頭を下げた。

「ああっ！　いやいや、珀蓮様のせいでは……それより、水穂様はいつまでご同行なされるのですか？」

「若わかい娘を苛いじめて、いけないんだ」

「クッ……その物言い、瀬戸様に似にてきましたよ」

　これが連島の本日二回目の失言だった。




　朝礼を済すませた一年生は、海岸に停泊していた訓練艦に搭とう乗じようし、そのまま外を見み渡わたせる右う舷げん外周通路へと整列した。

「あっ……！」

　西南は、乗艦用通路の最上階、訓練艦の外周通路と同じ高さにある場所に、見送りをしている教員関係者に気付いた。距きよ離りにすれば三百メートルは離はなれているが、生体強化によって、教員達の表ひよう情じようもはっきりと見えるのだ。

「霧恋さん……エルマさんも」

　そこには霧恋やエルマ、美み守かみの姿すがたもあった。ニッコリと微笑ほほえむ霧恋達が敬けい礼れいすると同時に、訓練艦は動き出した。

「全員敬礼！」

　静竜のかけ声と共に、生徒達全員が敬礼を行った。

「ああっエルマさん！　しばらくのお別れですが……僕は必ず……あなたの許もとへ……！」

　ラジャウは感かん極きわまった感じで、涙なみだを流しながら見送るエルマに向かって手を振ふった。

「たかが訓練なのに、大おお袈げ裟さな奴やつだな」

「ラジャウにしては珍めずらしいね」

　ケネスの言葉に、苦く笑しようしてしまった西南達だったが、あちこちから聞こえて来る、すすり泣きの声に気付いた。

「ああっ霧恋先生！　しばらくのお別れですが……僕は必ず……あなたの下もとへ……！」

　と、さっきのラジャウと同じような事を言い、多くの男子生徒が涙ぐんでいた。

「……ありゃあ、霧恋先生ファンクラブの連中だな」

「流は行やってるの？　ああいう事」

「旅に辛つらい別れはつきものですから」

　生徒達が感かん慨がいに浸ひたっているその時、

「こら！　貴き様さまら、とっとと自室へ戻もどって待機だ。駆かけ足ッ！」

　突とつ然ぜん、寝しん室しつに飛び込んで来たトラックのように、静せい寂じやくを破やぶる静竜の声が轟とどろいた。そして竹刀しないに似たショックバトンを振り回し、別れの余よ韻いんを楽しむ生徒を追い散らし始めたのだった。

「急げ！　急げ！　急げ！」

　その声に追い立てられるように、生徒達は階下にある割わり当ての部屋に移い動どうした。

「やれやれ、せっかく良い気分に浸っていたのに……それにしても、相変わらずですね、あの先生」

　ラジャウは苦笑しながら、部屋番号を確かく認にんし、ドアを開けた。

「でも、まさかあいつが今回の引いん率そつ代表になるとは思わなかったよなぁ……後で、他の連中と作戦会議といくか」

　ケネスは部屋に入ると、すぐさまベッドに倒たおれ込んで、大きな伸のびをした。

「…………この艦かんはまだ旧型の部屋なんだな」

「訓練艦は実働艦の中古品で構こう成せいされますから、当分は無理でしょうね」

　ラジャウは自分の席に座すわると、早さつ速そく、端たん末まつのモニターを起動した。

「まあ、あまり贅ぜい沢たくを言ってもしょうがないか。それより、艦内配置は分かったか？」

「……やはり女子生徒の居きよ住じゆう区くへ直ちよく接せつ行くのは無理ですね。専せん用よう口ぐちから食堂や外周通路を経けい由ゆしていくしかなさそうです。でも先せん輩ぱいから聞いた話だと、女子学生も休きゆう憩けい時間には、上の食堂や外周通路に出て来るそうですから、そこで声をかけるしかなさそうです。まあカリキュラムは男女混こん合ごうですから、うまく目標の娘こと同じ班はんになれれば……」

「休憩時間じゃ競争相手が多すぎるし、班分けは運任まかせ！　何とか訓練が始まる前に直接話をしてだな……」

「でも通信も直通は遮しや断だんされていますし」

「直通通信なら、できまっせ」

　それまで一言も話さなかったＮＢが、いきなり喋しやべり始めた。

「何？　本当か西南のＮＢ！」

「西南君のＮＢが喋った所を見たのは初めてですが、変わった設せつ定ていですね」

　ラジャウは興きよう味み深げに、ＮＢを覗のぞき込んだ。そんなラジャウを押おし退のけるように、ケネスはＮＢに顔を近付けた。

「そんな事はどうでもいい。西南のＮＢ君、その話は本当なのかい？」

「あんさんら、ちゃんとパンフレット読まにゃあきまへんで。旦さんなら、知っとりまっしゃろ？」

「もしかして、パンフレットに付いていた二枚まいのＩＤタグのうち、一枚を誰だれかと交こう換かんすると、その相手とだけは通信が出来る、ってやつ？」

「その通りや、ほれ、ここ読んでみ」

　そう言うと、ＮＢは前日西南が見ていたパンフレットを起動した。

「……あっ、本当ですね、確たしかにそう書いてありますよ！」

「普ふ通つう、こんなパンフレットなんか読まねえよなぁ……でも、どういう事なんだ？」

「たぶん、女子ブロックへの侵しん入にゆうを考えられるよりはマシ、って事なんでしょう」

「でも結局、知り合わなきゃ無理って事だろ。なあ西南のＮＢ君の能のう力りよくで、女子ブロックと通信を繫つなげられないのか？」

「ワイかて万ばん能のうやない。先手を取ろうとするには時間が無さすぎや。諦あきらめ」

「仕方ありません。対象相手をできるだけ絞しぼっていくしかありませんね」

「絞ると言ってもなぁ……」

「カリキュラムの班分けくらいやったら、手に入るで。あんさんらにデータを見せるのはバレた時にやばいよって、目標のリストをインプットしてくれれば優ゆう先せん順位をつけられるけど？」

「おお！　さすが西南のＮＢ君！　では早さつ速そく」

　ケネスはメモリープレートを取り出すと、ＮＢに差し出した。触しよく手しゆに似にたＮＢの腕うでが伸のび、それを摑つかむ。

「…………ん？　なあ、ケネスはんのデータ、入学時のやつみたいやけど、最新のデータで検けん索さくかけるで」

「最新ってなんだよ？」

「ＧＰアカデミー辞やめたのとか、入学せんかったんとか、おるんや。ああ、それから、すでにタグを交換してる奴やつもおるから……」

「ちょっと待て！　知り合う機会も、交換している時間も無かったはずだぞ！」

「入学前に交際しとったとか、休みの日に偶ぐう然ぜん、街で会おうてとかあるやろ。パンフレットは一週間前には配はい布ふされとったんやから、事前に交換出来る時間はあるがな」

　ケネスの目の前には、彼だけに内ない容ようが見えるよう調整されたリストが数枚表ひよう示じされた。そこにどんな女子生徒達が映うつし出されているかは、ラジャウと西南には見えなかったが、うっすらと半はん透とう明めいのプレートは二人にも見えていた。

「よっしゃ、まずは攻こう略りやく不ふ可かのを消して行くでぇ～～」

　ＮＢがそう言った次の瞬しゆん間かん、ケネス渾こん身しんの女子生徒リストは、ブロック崩くずしのように、みるみる間に消えて行った。

「えっ？　ええええええええっ！　ちょっと待て待て！」

　叫さけぶケネスの目の前で、その勢いきおいは留とどまる事を知らず、最後のモニターもほとんど消えかけていた。

「ああああああああああああああ…………そんな。俺おれの夢ゆめが……」

　そのあまりに残ざん酷こくな現げん実じつに、ケネスは床ゆかに崩れ落ちてしまった。だが全部消えるかと思われたリストは、最後にたった一つだけ残ったのだった。

「あっ、ケネス君、一人残っているみたいですよ！」

　ラジャウは小さなブロックのみとなったモニターを指さした。

「何!?」

　勢いよく立ち上がったケネスは、そのリストを見るなり震ふるえだした。そして大きなガッツポーズをとると、その拳こぶしを天てん井じように突つき上げた。

「よっしっ！　第一目標が残った！　やったやった！」

　その喜びようは、まるでその娘ことタグ交こう換かんが決定したかのようだった。だが、その次の瞬間、その最後のリストも消えてしまった。

「……なっ、何がどうしたんだ!?」

「あかん。その娘も誰かと通信始めよったわ。ご愁しゆう傷しよう様さま」

「そんにゃあぁぁぁ……」

　ケネスはまるで壁かべに貼はったポスターが剝はがれ落ちるように、ペラペラっと波打ちながらベッドへ崩れ落ちた。




　霧恋は、訓練艦かんが雲の向こうへ消えて見えなくなるまで、敬けい礼れいを続けていた。

「無事で帰って来てね、西南君」

　不安げに呟つぶやく霧恋を、美守は微笑ほほえましげに見ていた。

「西南君にとっても、ＧＰにとっても重要な航海になるでしょうね」

「はい。…………そういえば、ずっと気になっていたのですが、アイリ様の姿すがたが見あたらないようなのですが……」

　霧恋は、凄すご～～く気になるといった表ひよう情じようで、通路の隅すみに置かれた、違い和わ感たっぷりの大型のゴミ用ポリバケツを見た。
















「ホホホ。昨さく夜や、訓練艦に密みつ航こうしていたアイリ様が、秘ひ書しよの方々によって発見されてね。とりあえず見送り位はさせてあげようと……」

　美守はゆっくりと、小さな嗚お咽えつの聞こえるポリバケツの方を見た。

「行動パターンが読みやすいというのが、アイリ様の欠点よねぇ、ホホホ。もうよろしいですわよ」

　美守の言葉と共に、見送りの列から、数名のアイリの秘書がやって来た。

「ご迷めい惑わくをおかけいたしました」

　深々と頭を下げると、彼女達はポリバケツを乱らん暴ぼうに抱かかえて去って行った。

　　　　×　×　×

　そして同じように衛えい星せい軌き道どう上じようではアイリの娘むすめ、水穂も半ベソをかきながら、ブリッジの隅でしゃがみ込こんでいた。

「瀬戸様に似にて来た……瀬戸様に……」

　水穂にとって、それは他のどんな言葉よりも恐きよう怖ふだった。彼女は一人の女じよ性せいとして当たり前の幸せが欲ほしいと、常つね々づね考えていた。だが瀬戸の片かた腕うでという立場は、余よ程ほど剛ごう胆たんな男性ですら、敬けい遠えんする程の威い力りよくがあるのだ。さりとて、自分の代わりに瀬戸の補ほ佐さが出来る人材が居いない間は、職しよく務むを放ほうり出すわけにはいかない。そして何より、その時がやって来たとしても、瀬戸の行動パターンに染そまってしまえば、同じ事だ。

「いや、その、瀬戸様の言動は個こ性せいが強いので、どうしても近しい方々はそれに染まり易やすいというか……しかし、水穂様は、瀬戸様の片腕と呼よばれる立場にありながら、それほど影えい響きようを受けてはいません。我われらの間では、クソバ……いや、失礼……瀬戸様親しん衛えい隊たいの良心と呼ばれております」

「……本当？」

　水穂は涙なみだ目めのまま、子こ供どものような表情で、連島を見上げた。

「もちろんですとも！　ねえ、珀蓮様」

「はい、連島殿どののおっしゃる通りです。それより水穂様、もうすぐ西南様が乗艦なさっている訓練艦とランデブーをしますよ。ですからそろそろ……」

「そうね、見送りに涙は良くないものね」

　水穂は涙を拭ふいて立ち上がると、アカデミー本星が見える窓まどへと向かった。その姿すがたを見ながら連島と珀蓮は、顔を見合わせて安あん堵どのため息をついた。







　訓練艦とはいえ、そこでは実じつ際さいの業務が行われており、各部ぶ署しよにはチーフが居た。引いん率そつのために乗り込んだ教きよう師し、五十名はそれぞれが数名ごとのチームとなり、各部署のチーフと生徒指し導どうの打ち合わせを行い、そしてブリッジでは、敬礼をしているオペレーターを前に静竜が設せつ置ちされた台に立ち、満足げに辺りを見回していた。

「諸しよ君くん！　私が今回の訓練に際さいし、本艦艦長に任にん命めいされた天南静竜である！」

　嬉き々きとした表情で訓辞を始めた静竜とは対照的に、その横では雨音が不ふ機き嫌げんそうに立っていた。

（何で私がこのバカと一いつ緒しよに、ブリッジ要員にならなきゃならないのよ！）

　二人が組まされた理由は、他の教師が静竜と組むのを嫌いやがったからだ。その直ちよく接せつ的な理由は、入学当初に起こった、山田西南に対する行き過すぎとも思える指導にあった。もちろん静竜には、天南特例があり、かなり強ごう引いんに止める事も可か能のうだ。しかし実際は、なかなか天南家の縁ゆかりの者に実力行使はしにくい。だから静竜の行き過ぎを監かん視しする意味で、彼をよく知り、天南特例の行使を躊躇ためらわない、しかも山田西南の生体強化の担たん当とうとなった雨音・カウナックが選ばれたのであった。だが本来であれば、無む断だん長期欠けつ勤きんをしていた静竜は、解かい雇こ対象となるのだが、その直接的な原げん因いんが、他者による意図的な妨ぼう害がい工こう作さくであった事が証しよう明めいされ、かつ、天南財ざい閥ばつからの謝しや罪ざいと多た額がくの寄き付ふ金きんが寄よせられた事により、執しつ行こう猶ゆう予よ期間を与あたえられたのだ。

　静竜の自じ慢まん話ばなしに近い、長い挨あい拶さつにうんざりとしていたオペレーター達も、静竜の挨拶が終わり、雨音の番になった途と端たん、生き生きとしてきた。静竜と入れ替かわり、壇だん上じように上がる雨音を、オペレーター達は拍はく手しゆで出で迎むかえた。それに応こたえるように雨音は、最上の笑えみを浮うかべると、

「副ふく艦かん長ちようを務つとめます雨音・カウナックです。よろしくお願いします」

　簡かん潔けつに自じ己こ紹しよう介かいを行うと、雨音は無む駄だな話はしないですぐさま壇上から降おりて来た。

「副艦長殿どの、ようこそおいで下さいました」

　雨音を迎え入れるように、花束を持ったオペレーター達が駆かけ寄よって来た。

「『ゼロの女め神がみ』にご同乗頂いただけるとは、感無量です！」

「あ、ありがとう」

　少し面めん食くらっている雨音を、女性のオペレーターが手を引いて、中央にある艦長席へと連れて行った。

「ここは違ちがうんじゃないの？」

「ここでいいんですよ」

　微笑ほほえむ女性オペレーターに同意するように、全員が頷うなずいた。一人取り残された静竜は、大きな咳せき払ばらいをしてオペレーターの間に割わり込んできた。

「私の席はどこかな？　フッ、自じ慢まんするわけではないが……私も襲しゆう撃げき率りつの少ないランク上位者であって……」

「存ぞんじてます。ですから、ああやって特別に艦長席をご用意させて頂きました」

　と、オペレーター達は一いつ斉せいに、ブリッジの後方に組まれたやぐらを指さした。それは紅こう白はくの布ぬので覆おおわれ、見た目は派は手でだが安っぽい造ぞう花かで飾かざられていた。そして艦長席と書かれた大きなのぼりが取り付けられていた。

「おおっ！　良いではないか！」

　そう言うと、静竜はその櫓やぐらに上って行った。

「……ちょっとした冗じよう談だんのつもりだったんですけど」

　櫓に登り、あちこちを見み渡わたしてはしゃいでいる静竜を、オペレーター達は啞あ然ぜんと見ていた。

「まあバカと煙けむりは高い所に上りたがるっていうし、本人が気に入ってるなら、そのままでも良いんじゃない？」

　雨音は冷たくそう言い放つと、艦長席に座すわった。

「さあ、もうすぐ外周リングよ。バカは放っておいて、仕事に戻もどりましょう」

　雨音の目の前には、巨きよ大だいな外周リングが肉にく眼がんでも見える位置にあった。

　外周リングに到とう着ちやくした研けん修しゆう艦は、全長五百メートル以上はあろうかという、巨大な研修施し設せつの入った大型コンテナを接せつ続ぞくし始めた。

　　　　×　×　×

「では珀蓮、連島殿、後はよろしく頼たのみましたよ」

　コンテナを接続して、すぐさま外洋宇う宙ちゆうに向けて発進した訓練艦を見送ると、水穂は納月から退たい艦かんして行った。

「ではこちらも発進を」

　水穂の乗る小型船が一定以上離はなれると、納月は訓練艦を追って発進した。




　訓練艦に接続された大型コンテナは、小しよう規き模ぼの中ちゆう継けいステーションの施設として、実じつ際さいに使われるものであった。コンテナ内に設置された施設のほとんどが、宅たく配はい業ぎよう務むに関するものであり、その全すべての工こう程ていは自動化され、実際、人の手を必要とする部分は監かん視しやメンテナンスも含ふくめ、ほぼ皆かい無むと言っていい程であった。だがＧＰはその組そ織しきの性せい格かく上じよう、海かい賊ぞくや危き険けん地帯での活動も多く、機械の故こ障しようといった緊きん急きゆう時じに遭そう遇ぐうする可か能のう性せいが他の業者に比くらべて格かく段だんに大きかった。そのため、この施設は研修訓練用に、自動化機能のほとんどが取り外し、人の手で業務を行うように調整されていたのだ。

『……つまり、そういった緊急時に、人の手で業務を行う場合に備そなえての訓練である』

　食堂兼けん講こう堂どうとなっている場所に集合した生徒達を前に、大型モニターに映うつし出された静竜は、あの櫓やぐらの上から話していた。

『では時間もないので、各自、担たん当とう教きよう師しの指し示じに従したがって研修を始めて下さい』

　雨音は静竜の話の切れ目に割わり込むと、さっさと話を切り上げた。

「全員起立！　各作業ブロックへ駆かけ足！」

　生徒達は教師達の号令に従したがい、順じゆん序じよよく移い動どうを始めた。と、ＮＢは西南から離はなれて移い動どうを始めた。

「旦さん、ワイは部屋で待機してるよって、がんばってな」

「一いつ緒しよに行かないのか？」

「子こ供どもやあるまいし、ひとりで大だい丈じよう夫ぶやろ？」

「もちろんそうだけど……もともとお前って、任にん務む中の補ほ佐さをするんだろ？　霧恋さんにも、いつも連れて行くようにって、言われているんだけどなぁ」

「まあまあ西南君。正せい規きのＧＰ隊員も、全員がＮＢを連れているわけじゃありませんし、こちらの生活にも慣なれたでしょう？　もともと西南君の場合は、初期レベルの文明圏けんから来たという理由で特別に配はい備びされた物ですしね。そこまで杓しやく子し定じよう規ぎに考えなくても大丈夫だと思いますよ。それに艦内は、家の中と同じですし」

「それもそうか」

「何かあったら呼よび」

　そう言うとＮＢは食堂を出て行った。

「じゃあ、西南君。すみませんがケネス君を連れて行く手伝いをして下さい」

　ラジャウは机つくえに突つっ伏ぷしたままのケネスの腕うでを持ち、西南は反対側の腕を摑つかむと、ラジャウとタイミングを合わせ、強ごう引いんにケネスを起き上がらせた。そして前のチームに続き走り出した。

「なあ、さっきからどうしたんだ、ケネス？」

　西南達のすぐ後ろにいたチームが、小声で話しかけて来た。ラジャウはその理由を話すべきか、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたものの、少し後ろのチームとの間を詰つめて話し始めた。

「……実はケネス君の、例の女子生徒のリストが、全ぜん滅めつだったんです」

「全滅？　おい、そりゃどういう！…………どういう意味だ？」

　思わず大声を上げそうになった生徒は、慌あわてて自分の口を押おさえた。だが引いん率そつの教師には気付かれなかったものの、西南達と同じ班はんの者達全員の注意を引いてしまったのだ。

「全滅って事は、もう声をかけたのか？　どうやって？」

　今度は西南達の前を走る生徒が、前を向いたまま近付いて来た。

「皆みなさん、貰もらったパンフレットを最後まで読んでますか？」

　ラジャウの問いに、全員が首を横に振ふった。だがその中の数名は、明らかにそのタイミングが遅おくれていた。

（なるほど……あの数人が、タグ交こう換かんを行った人達なんですね）

　思いがけずそれを知る事となったラジャウは、苦く笑しようしながら話を続けた。

「この艦内では、女子生徒の居きよ住じゆうブロックとの行き来はおろか、通信も出来ません。でも実は、パンフレットには記き載さいされていたんですが、添てん付ぷされていたＩＤタグの一つを交換した者同士では通信が出来るんです」

「何！　そりゃどういう……ぐっ!!」

　思わず声を上げそうになった生徒の口を、近くに居た生徒達が慌てて塞ふさいだ。不ふ審しんに思った引率教師が振ふり向いた時には、全員が無言で整然と走っていた。引率教師が再ふたたび前を向いたのを見計らい、生徒達はケネスの説明に耳を欹そばだてた。

「……実は西南君のＮＢが、この艦のコンピューターにアクセスして、最新の生徒リストと通信記録から、すでにタグの交換を行っている女生徒を割わり出したんです」

「で、それと照らし合わせた結果、ケネスのリストが全滅だったわけか」

「なあ、その生徒名めい簿ぼとタグ交換データリストを見せてくれよ。ここで話した以上、隠かくす気はないんだろ？」

「僕ぼくらは直接、そのデータを見てないんですよ。あくまでケネス君の個こ人じん的なリストを、ＮＢが問題の少ない範はん囲いでチェックしただけですから。だから僕達が知っているのは、リストに挙げていた女子生徒達が全滅だったという事実のみです」

「ラジャウや西南もチェックしたんじゃないのか？……ああ、そうか西南はそんなリストを作る必要なんか無いもんな」

　そのクラスメートの言葉に全員が頷うなずいた。だが彼等の興きよう味みは、すぐさまラジャウの答えへと移うつった。

「で、ラジャウは？」

「僕はケネス君の姿すがたを見ていますからね。とてもチェックしてもらう勇気はありませんでしたよ。タグ交換者の情じよう報ほうは、プライバシーの問題がありますから無理でしょうけど、退たい学がく者しやや休学、入学しなかった生徒のリストは提てい供きようできますよ。あとは……」

「ケネスと直ちよく接せつ交こう渉しようだな」

　全体から見れば一部であろうとも、ケネスの作ったリストの女子生徒は、全員がタグ交換者だからである。

　　　　×　×　×

「……へえ」

　走り出して数分後、作業場への長い階かい段だんを上っていた時だった。西南は突とつ然ぜん感心したように、呟つぶやいた。

「どうしたんです？」

「ケネスを抱かかえて、階段を上っても息が切れないなあって……本当に生体強化したんだって、ちょっと実感できたというか……」

「それは何よりです。生体強化は結果がすぐに実感できますから。でも今は精せい神しん強化の方法があればと思いますよ」

　精気の抜ぬけたケネスの顔を見て、ラジャウは困こん惑わく顔がおで言った。

「余よ程ほどショックだったんだなぁ、ケネス」

「ずいぶん熱心に計画を立ててましたからね……情報を手に入れるために、費ひ用ようもけっこう注つぎ込こんだみたいですし」

「可哀かわい想そうに……」

「努力というものは、必ずしも結果に結び付くわけではありません。でも努力をするからこそ、結果という実は甘かん美びなんです。そして結果を得るよりも、努力をしている間の方が楽しい場合もあります。少なくとも努力をしている間のケネス君は、嬉き々きとして、実に楽しそうでしたからね」

「なるほど……そうかもね。でも出来れば、うまく行ってほしかったけどね」

「ようは気の持ちよう、という事です」

「よし！　お前達の研けん修しゆう場所はここだ」

　階段を上った所で、引いん率そつの教きよう師しは立ち止まった。それに合わせ、生徒達は列を詰つめ、整然と並ならんで行った。その頃ころになってようやくケネスも、なんとか自立歩行が出来る位には回かい復ふくしていた。

「これからここの担たん当とう官かんから説明がある！　全員右を向き、整列！」

　引率教師の号令で、全員が一いつ糸し乱みだれぬ動きで右を向き整列を行った。立っているだけでやっとのケネスも、西南やラジャウ、そして前後の友人達の協力で、なんとか引率教師にバレないように横を向く事が出来た。

「皆みなさん、初めまして……」

　ニッコリと笑えみを浮うかべ、挨あい拶さつを始めたのは、若わかい数名の女じよ性せい達だった。

「おおっ！　やはり女性は年上だ!!」

　途と端たんに、空気が送り込まれた風船のように、ケネスの身体からだにビンッと力が入った。今までの事が噓うそのように、表情は生気に満ち、目は輝かがやいていた。

「…………復ふつ活かつしたね、ケネス」

「まあ、後はどこで、彼女が既き婚こん者しやである事に気付くかですけどね」

「えっ？」

　西南は慌あわてて説明を行っている女性の手を見た。彼女の手には指輪のような物は無かったが、すぐに西南は、指輪が地球の風習だという事に気付いた。

「ねえ何で既婚者だって分かるの？」

「カウナック先生や正木先生と同じですよ。男性ＧＰ職しよく員いんによる美人職員リストというのがありましてね。その既婚者リストで見た覚えがあるんです……当然ケネス君も知っているはずですけど……まあとりあえず元気になったので、良しとしましょう」

　　　　×　×　×

　その十分後、西南達は研修作業を行っていた。

　西南達が行っている仕事は、荷物の配送先の確かく認にんをし、ハンマーのようなスタンプで確認済ずみのマークを押す事であった。内ない容よう物ぶつのチェックを受けた荷物が、次々とベルトコンベアのような物に載のって、上から下へと流れて来ていた。

「訓練というより、バイトしてるみたいだ」

「でも楽でいいじゃないですか」

　ちょっと不満そうな西南に、ラジャウは、荷物にスタンプを押しながら言った。

「それにあまり大変な作業では、ケネス君のフォローが大変です」

　案の定、作業が始まる前に、先ほどの研修指し導どう員いんが既婚者だと気付いたケネスは、ラジャウを挟はさんだ向こうで、無言のまま機械のようにスタンプを押していた。一度目のダメージが大きかったせいか、意い識しきはハッキリしているものの、さすがに気力は全く湧わかない感じで、時とき折おり、意図的に混まじらせている、配送間ま違ちがいの品物にもスタンプを押そうとしていた。

「おっと！」

　ケネスが押そうとした、スタンプの柄えの部分を、ラジャウは軽く左手を伸のばして受け止めた。




　訓練艦かんのブリッジは、巨きよ大だいな吹ふき抜ぬけ構こう造ぞうとなっていて、艦長席や航行オペレーター達の居いる、空中に浮かんだような形の上部と、その他の業ぎよう務むを行っている職員達の居る、下部に分かれていた。その下部にはリョーコ・バルタファンクラブで私し利り私し欲よくを貪むさぼり、逃にげ出して捕つかまった、あのアラン、バリー、コーンが居た。

「なあ……アラン。乗艦学生の名めい簿ぼ、見たか？」

「ああ……西南が載ってたな……」

「また、海かい賊ぞくに襲おそわれるんじゃ……」

「まあ大だい丈じよう夫ぶだろ。なんたって今回は『ゼロの女め神がみ』が一いつ緒しよに乗ってるんだから……」

　アランはそう言うと、上部を見上げた。

「それにオマケもいるしな」

　上部ブリッジから、はみ出すように見えている櫓やぐらからは、時折、顔を出して、キョロキョロしている静竜が見えていた。

「大丈夫、大丈夫！」

　その間抜けさ加か減げんに、アラン達は緊きん張ちよう感を薄うすれさせた。

「だが海賊襲しゆう撃げきも、考えようによってはチャンスかもしれないぞ」

「どういう事だ、アラン？」

「リョーコ様に代わるアイドル海賊を発はつ掘くつできれば、新たなファンクラブを結成し、再ふたたびあの栄光の日々が訪おとずれるかもしれないだろう？」

「おお！　そうなれば借金地じ獄ごくから解かい放ほうされるな」

「今度はうまくやろうぜ」

　アラン達はそれこそ、買ってもいない宝たからくじの使い道を考えるような相談を始めた。だが相談に夢む中ちゆうになるあまり、彼等は自分達の職しよく務むをすっかり失念していた。そしてメイン動どう力りよく炉ろの異い常じようを示しめす数値の、前ぜん兆ちようを見落としたのだった。







　宅たつ急きゆう便びん荷物の検けん閲えつ所じよでは、西南達が配送先への仕分けが終わっていた荷物を、倉庫へと移い動どうさせる作業を行っていた。

　西南は大きな衣い装しよう用ケースほどもある荷物を、大型リフトカートに積み上げると、すぐさま開放型の運転席へ飛び乗り、リフトカートを発進させる。そして十数分後、カラになったリフトカートで戻もどって来ると、荷物を積み始めるのだった。

「競争ってわけじゃないのに、ずいぶん張はり切ってるよなぁ、西南の奴やつ」

　なかなか帰って来ないリフトカートを待っている、隣となりのチームが声をかけて来た。

「荷下ろしや積み込みって、実家でよくやっていたそうです。それにリフトカートが調子の良いうちにやり終えたいんだそうです」

「何だそりゃ？」

「自じ宅たくの車が、西南君が乗ると調子が悪くなるんだそうです。まあ後は生体強化をした実感が湧わくだとか言ってますが、基き本ほん的には真ま面じ目めなんですよ」

　西南達のチームは、西南の熱心さで、ほとんど荷物の移い送そうを終え、あと一回で作業が終しゆう了りようしそうだった。だが他ほかのチームの場所には、三割わり強きようの荷物が残っていた。

「ふ～～ん……その分、ケネスが不ふ真ま面じ目めってわけか」

　ケネスは、先程のショックが癒いえず、荷物の陰かげで座すわり込んでいた。

「まあ昼食でも食べれば、ちゃんとしますよ」

　苦く笑しようしながらラジャウが言ったその時、ジリリリリとベルのような音が聞こえ、艦かん内ない放送が始まった。

『学生の皆みなさん、昼食の用意が間もなく完了いたします。午前中のカリキュラムを終しゆう了りようした生徒から、食堂にて昼食を取って下さい。繰くり返します……』

「えっ!?　マジ？」

　もう腹はらはペコペコなのに、作業は後、三十分はかかる。他の全部のチームから、悲鳴のような声が上がった。

「西南君、ナイスです！」

　丁ちよう度ど、配送のフロアに戻って来た、西南の乗るリフトカートを見て、ラジャウはグッと拳こぶしを握にぎった。




「今のところ研修プログラム進行に問題は無し、か……教きよう師しの立場で参加したけど、やっぱり退たい屈くつね」

　雨音はブリッジ要員のオペレーターの女じよ性せい数名と、生徒達が来る前に、食堂の士官用席で早めの昼食を終え、雑ざつ談だんをしていた。

「カウナック副ふく艦かん長ちようは、あの山田西南君をよくご存ぞんじなんですよね？……その、どんな子なんですか？」

　普ふ通つうの友人同士でするような、たわいのない話から、ついにオペレーター達は核かく心しん部分へと踏ふみ込んで来た。もっとも実じつ際さい、オペレーター達が知りたいのは山田西南ではなく、雨音・カウナックのプライベートなのだ。

「私の立場で、生徒の個こ人じん的な事を言うわけにはいかないけど、いい子よ。とてもね」

「あっ、いえ、そうではなくて……」

　オペレーター達の表情には、少し落らく胆たんの色があった。確たしかにプライベートな事を、根ね掘ほり葉掘り聞くわけにはいかないが、それでも雨音・カウナックという超ちよう有名人と、個人的な会話をするチャンスなど滅めつ多たにない事だ。オペレーター達は、遠回しではなく、ダイレクトに攻せめる事にした。

「あの、雨音副艦長って、有名人でシャレにならない美人なのに、男性スキャンダルって聞いた事が無いでしょう？　それって天南艦長が居いるからだって噂うわさなんですけど……」

「そうそう。でもこの研修旅行で、お二人の様子を見ていると、少なくとも雨音副艦長には、全くその気無しって分かりますし……」

「それで西南君なの？」

「あのですね、雨音副艦長！　もともと一級刑けい事じだったのが、急なＧＰアカデミー講こう師しへの部署異動。新入生徒の生体強化担たん当とうになって、たとえ保ほ護ご者しや同どう伴はんとはいえ、一つ屋根の下もとで暮くらしているというのは、かなりの話題になっているんですよ。山田西南君が成人で、しかも上からの報ほう道どう規き制せい命令が無ければ、大々的なニュースとして報道されるレベルの話題なんです！」

「そうなの？」

「そ、そうなのって、あっさりと……雨音副艦長は自分が有名人だという自覚は無いんですか？」

「ちょっと、話が脱だつ線せんしているわよ！　ここまで来たらもう勢いきおいで聞いちゃいますけど。雨音副艦長は、山田西南君の事をどう思っているんですか？」

「教師と生徒、それ以上でもそれ以下でもないわ。西南君が宇う宙ちゆうに上がるきっかけが……というか原げん因いんが私だったの。ＧＰアカデミー講師への左さ遷せんもそれが原因だし、それにあのバカから守る意味もあったしね。それだけよ」

「宇宙に上がるきっかけ？」

「それはノーコメント。機き密みつ事じ項こうにも引ひっ掛かかるわ」

「でも何だか、生徒と教師の関係じゃないって噂なんですよ」

「まったく……何かというと関係付けて、惚ほれた腫はれたにしたがるんだから……困こまったものだわね。一体、どこからそんな噂がでたのかしら？」

「雨音副艦長のご両親です」

　ゴンッ！　頰ほお杖づえをつこうとしていた雨音は、目もく測そくを誤あやまり、そのまま頭を机つくえにしたたかに打ち付けた。そしてその勢いきおいのまま、跳はねるように立ち上がると、オペレーター達を睨にらみ付けた。

「ど、どういう事!?」

「あちこちの社交場で、そのような事を聞いたと……ＧＰ幹かん部ぶの秘ひ書しよをしている友達が言ってたんです」

「あっ、あのクソオヤジ！　ぶん殴なぐる！」

「あの……どちらかというと、情じよう報ほうソースはお母様の方だそうで……」

「えっ!?」

　拳こぶしを握って立ち上がっていた雨音は、空気の抜ぬけた風船のようにヘナヘナっとテーブルに突つっ伏ぷした。

「ううっ！　ママのバカ……」

「分かりやすい親子関係ですねぇ。という事は、山田西南君には、少しは特別な何かを感じているという事ですか？」

　雨音の弱みを見つけたオペレーター達は、ここぞとばかりに雨音に攻せめ込こんだ。

「…………あのね、確かく率りつの偏かたよりって九く羅ら密みつ家けが有名でしょう？　美み兎と跳と様さまの掃そう除じの事は知っているわね？」

「はい。あれに巻まき込まれた人の事は知ってます。本当に不ふ思し議ぎですよね」

「不思議？」

「ええ。あそこまで行くと、ちょっとしたオカルトですもの」

「ちょっと怖こわいわよねぇ、もちろん普ふ段だんの美兎跳様は、優やさしくて良い方だけど」

「不思議、ね……その通りよ。アカデミーに居ると忘わすれがちだけど、確率の偏りといった不ふ確たしかなモノは、たとえ銀ぎん河が連れん盟めい内であろうとも、貴女あなた達のような感想が一いつ般ぱん的よね。だったら西南君の場合はどうかしら？　美兎跳様の掃除に匹ひつ敵てき、いえ、それ以上のマイナス方面の、確率の偏りを持つ人間をどう思うかしら？」

「それは……」

「そんな子が、いい子でいるというのは驚おどろくべき事よ。しかも初期段だん階かいの文明圏けんに居いたのだから、尚なお更さらにね」

「あっ！」

　銀河アカデミーに居る彼女達ですら、美兎跳、西南クラスの確率の偏りを、不思議なモノと考えるのだ。当然、辺へん境きように行けば、未いまだにオカルトの分野と考えられている所も多い。まして初期段階の文明圏では、それがどういう扱あつかいを受けるか……その事に気付いた彼女達は、少し顔色を曇くもらせた。雨音が西南に、どういう思いを抱いだいているかは別としても、それがどれだけ大変な事かは、理り解かい出来たのだ。

「興きよう味み本位で聞いてしまって、すみません」

「いいのよ。でも確率の偏りで一番、悩なやんでいるのは、西南君自身だという事を覚えておいて」

「でも副ふく艦かん長ちようは、彼の近くに居て、嫌いやだと思う事はないのですか？」

「西南君の悪運を苦にしない……というより面おも白しろがる人が、いっぱい集まって来るから、退たい屈くつはしないわ」

　ニッコリと笑えみを浮うかべる雨音の雰ふん囲い気きが、先さき程ほどまでの豪ごう快かいなモノから女じよ性せいらしいモノへと一変した。オペレーター達は、その途と轍てつも無い女性的な魅み力りよくに、顔を赤らめ金かな縛しばりに遭あったように魅入られた。

「そろそろ生徒達が来る頃ころよ、行きましょう」

　雨音はそう言うと、スッと立ち上がった。作業を終えた生徒達が殺さつ到とうして来たのは、雨音の色気にあてられ、ボーッとなった女性職しよく員いんがようやく立ち上がって、食堂から出たのと入れ替かわりだった。

　　　　×　×　×

　交代で食事をしていたのは、雨音達が最終組だった。雨音達がブリッジに戻もどり、配置に就ついたのを見計らい、

「よし、時間だ。超ちよう空間ジャンプ用意！」

　と、静竜は櫓やぐらの上から叫さけんだ。その言葉を合図に、オペレーター達が一いつ斉せいに慌あわただしく各部ぶ署しよのチェックを始めた。

「オールグリーン。護ご衛えい艦かんとリンク開始します…………リンク信号来ました！」

「よし！　超空間プログラム、ロード！」

　プログラムのローディングを示しめすモニタープレートが次々と現あらわれ、外の景色けしきが歪ゆがみ始めた。

「エネルギー出力、１２０まで上じよう昇しよう、１３０、１３５、１４０……」

　訓練艦が通つう常じよう空間との位相がずれて、捻ねじれるように消えて行く。

「プログラム完了。超空間へとジャンプしました。納月、四時方向に確かく認にん」

「よし」

　と、静竜が柵さくに置いていた手を、腕うで組ぐみした時であった。ブリッジがガクンと大きく揺ゆれ、静竜はそのまま豪ごう快かいに、下部ブリッジへと落下して行った。

「現げん状じよう報ほう告こく！」

　艦長の静竜が職しよく務む遂すい行こうができなくなったと判はん断だんし、雨音はすぐさま、そう叫さけんだ。もっともブリッジの全員が、静竜を艦長とは思っていなかったため、静竜が落ちて行ったのに動じる事無く、すぐさま雨音の指し示じ通り作業を進めていた。

「エンジンの出力が急きゆう激げきに低下しています。メイン動どう力りよく炉ろ停てい止し。現げん在ざい、副機関のみで稼か働どう中です」

「超空間ドライブ、維い持じできません！　超空間離り脱だつします！」

「機関部オペレーター！　報告を！」

　悲鳴のようなオペレーターの声に、反はん応のうが無いと見るや、

「警けい備び員いん！　機関部オペレーターに異い常じよう。チェックして！」

　雨音はブリッジの警備員へ調ちよう査さを命令した。

　　　　×　×　×

　下部ブリッジでは、機関部オペレーションを担たん当とうしているはずの、アラン達三人は席を離はなれ、真っ青になって震ふるえていた。

「エンジン内ない圧あつの減げん少しようが止まらないぞ！　どうするんだよバリー!?」

「何言ってるんだ！　アランがモニターをちゃんとチェックしてないからだろ！」

「このままじゃまずいよ、クビになっちゃう！」

「やばいぞアラン。そんな事になったら、借金が払はらえなくなっちゃうぞ！」

「落ち着け、落ち着け……」

　アランはパニックになりかけているバリーとコーンをなだめつつ、この事じ態たいをどう誤ご魔ま化かすか考えていた。

「に、逃にげようよアラン！」

「……いや待て！」

　その時アランは、上部ブリッジから落下して、気き絶ぜつしている静竜の方を見た。

「こいつのせいにしよう！　急げ！」

　アランは二人に手短に計画を説明すると、倒たおれている静竜を自分達のモニター端たん末まつへと思いっきり叩たたき付け、そのまま床ゆかに倒れ込んで気絶するふりをしたのだ。そして、その次の瞬しゆん間かん、ブリッジの警備員が、アラン達のブースに駆かけ込んで来たのだった。




　通常空間に出しゆつ現げんしてしまった訓練艦かんを、捕ほ捉そくしている海かい賊ぞくの偵てい察さつ艇ていが居いた。それは広い宇う宙ちゆうでは、ニアミスと言ってもいい位の距きよ離りだった。

「ＧＰ艦か……間の悪い奴やつらだね」

　偵察艇から送られて来た、訓練艦の映えい像ぞうを見ながら、海賊艦の主あるじ、コマチ・京キヨウは困こん惑わくの表ひよう情じようで呟つぶやいた。

「撃げき沈ちんしますか？」

「いや、待て。この時期にここら辺をウロチョロしているのは、ＧＰアカデミーの訓練艦位だ。ギルドとＧＰは敵てき対たいしているとはいえ、戦争しているわけじゃない。ましてや相手はまだ子こ供どもだ」

「しかし、このままでは……」

「それに先日、タラントの奴やつがふざけた事をやらかした後だからね。無用な敵てき愾がい心しんを煽あおるのは得とく策さくじゃあない」

「確たしかに、タラントなんかと同類に見られるのは、腹はら立だたしいですからね」

「しかしいつもとは航路が違ちがうのは……いえ、待って下さい…………」

　オペレーターの男は、新たに送られて来たデータをチェックし始めた。

「ははあ……エネルギー値が異い様ように低いですから、エンジントラブルかもしれません」

「ダイ・ダルマーの通つう過かには、十分な時間的余よ裕ゆうがありますが……やりますか？」

「小こ遣づかい稼かせぎをするには悪くない相手だ。仕事ついでに邪じや魔まにならない場所に移い動どうしてもらうさ」

　パン！　コマチは大きく手を叩いた。それを合図に、彼女の部下達は襲撃の用意を開始した。

「ＧＰの将しよう来らいを担になう子供達に、じっくり現げん実じつってものを勉強させてやりな」




「訓練艦に異常発生！　リンクが遮しや断だんされました！」

　納月の主しゆ任にんオペレーターが、そう報ほう告こくした時には、他ほかのオペレーター達はそれぞれが、艦長から出るであろう、複ふく数すうのパターンの命令を実行するための準じゆん備びに入っていた。

「訓練艦の追つい尾び優ゆう先せん」

　珀蓮は間かん髪はつ入いれず、迅じん速そくかつ簡かん潔けつに命令を下した。

「訓練艦の追尾優先、了りよう解かい！　通つう常じよう空間への復ふつ帰きをします」

　ガクン！　大きな衝しよう撃げきと共に、納月は通常空間へと現出した。だがその途と端たん、モニターに軽いノイズが起こった。

「これは、妨ぼう害がい用の振しん動どう波は!?」

「訓練艦は？」

「長距離通信が不ふ能のうのため、位置の特定できません。振動波のため、我が艦の座ざ標ひようも取得できませんでした」

「予想暫ざん定てい数すう値ちで稼か働どう！　振動波の発信元の特定は？」

「所属不明艦、急速接せつ近きん！　惑わく星せい規き模ぼ艦です！」

「それが妨害振動波の主でしょうな」

「…………」

　珀蓮は超ちよう空間ジャンプをしようか一いつ瞬しゆん迷まよった。一いつ刻こくも早く訓練艦と合流しなければならなかったが、これだけの規模の振動波影えい響きよう下かでは、ランダムジャンプと同じリスクがあるからだ。しかも正せい確かくな現げん在ざい位置の特定すらできていない状じよう況きようでは、自殺行こう為いに等しい。だが、これほど巨きよ大だいな正体不明艦を放置したままなのは、危き険けんである事も事実だ。ならば訓練艦との合流は後回しにしてでも、巨大艦の正体を確かく認にんする必要がある。

「……所しよ属ぞく不明艦との相対速度合わせ！　正体を確認する。第一級戦せん闘とう配はい備びへ移い行こう！」

　珀蓮は連島の方を見ると、キビキビと命令を下した。

　納月は緊きん急きゆう加速を開始、慣かん性せい制せい御ぎよでも吸きゆう収しゆうしきれないＧを受けながらも、乗組員全員、微び動どうだにせず、各自の職しよく務むを遂すい行こうして行った。納月は、ほとんど速度修しゆう正せいをする事なく、最短時間で、接せつ近きんして来る惑星規模艦とスピードを合わせた。

「凄すごい……」

　眼がん前ぜんに巨大な惑星規模艦の偉い容ようを目まの当たりにしたオペレーター達は、さすがに感かん嘆たんのため息をついた。

「情じよう報ほう収しゆう集しゆう開始します！」

　オペレーターの言葉と共に、惑星規模艦からの攻こう撃げきも始まった。




　訓練艦の食堂では、超空間離り脱だつのショックで飛び散った食器類を、生徒や教きよう師しが共同して片かたづけていた。

「やれやれ、まだ半分しか食べてなかったのに」

「私達なんか、これからだったのよ」

　貴き重ちような昼食の多くが被ひ害がいにあった上に、それらを片づけなければならないのは、不幸な事だったが、それまでなかなか話しかけるタイミングの見つからなかった男女間に、会話が生まれたきっかけとなったのも事実であった。生徒達は和わ気き藹あい々あいと話を始めていた。

　大方の片付けを終えた頃ころ、

『学生諸しよ君くん、私はえら～～い艦かん長ちようの天南静竜である。ただいま本艦はエンジントラブルにより、通常空間にて応おう急きゆう修しゆう理りを行っている。学生諸君は各自の船室にて次の指し示じを待つように。以上』

　気き絶ぜつから回かい復ふくした静竜による、状じよう況きよう説明の放送が流れた。

「エンジントラブル？」

「エンジントラブルねえ……」

「エンジントラブルか……」

　それはまるで雪崩なだれのように、生徒達の間に広がり、そこにいた生徒と教師全員が西南の方を見たのだった。

「うっ！」

　西南は凍こおり付いたように身を硬かたくしたが、幸いにも彼等の表情は至し極ごく、穏おだやかなモノだった。

　　　　×　×　×

「はあ……みんなに迷めい惑わくをかけちゃったな……でも大だい丈じよう夫ぶかなぁ？」

　西南達は自室で、床ゆかにぶちまけた食事の代わりに支し給きゆうされた、ハンバーガーに似にた携けい帯たい食しよくを食べていた。

「避ひ難なんしろってんじゃないんだから、大した事ないさ」

　とっとと携帯食を食べ終えたケネスは、ゴミをダスターシュートに放ほうり込こむと、ベッドに横になって、大きく伸のびをした。朝早かった事と、いろいろなショックも重なり、今にも眠ねむりに落ちそうに、目をしばたたかせていた。

「もしかしたら、これも訓練のひとつかもしれませんね」

「ありうるな。このあと海かい賊ぞくの襲しゆう撃げきとかって設せつ定ていだったりして……ん？」

　ケネスが睡すい魔まへの抵てい抗こうを止やめようと、力を抜ぬいてベッドに沈しずみ込んだ時、ドアが開きＮＢが入って来た。

「ＮＢ……！　どこ行ってたんだよ!?」

「まま、そう言いないな。ええモン見したるさかい」

　怒おこる西南を軽くいなし、ＮＢは船室の壁かべにあるパネルを、操そう作さし始めた。と、そこに女子更こう衣い室しつやシャワー室などの分ぶん割かつ画面が映うつし出された。

「おお───っ！」

　睡魔もどこへやら。ケネスはベッドから飛び起きると、パネルにぶつからんばかりに近ちか寄よった。

「ほれ、そないにガッつかんと、ちょっと離はなれ」

　ケネスは一メートルほど下がると正せい座ざをし、食い入るように画面を見た。ラジャウもケネスの隣となりに来ると、同じように正座をした。

「なあこれって、この船の映えい像ぞうなのか？」

「当然、生映像や」

「なっ、生映像って！……お前まさか、盗とう撮さつを」

「どれにしよか？　これなんかオススメやけど」

「バカ！　まずいって……!!」

　ＮＢを止めようと近付いた西南だったが、突とつ然ぜん、飛びかかって来たケネスとラジャウに取り押おさえられてしまった。

「西南！　俺おれ達は友達だろ？　声をかける女子生徒リストが全ぜん滅めつした俺には、これが必要なんだ！」

「西南君！　君がしようとしている事は、正しい事です！　しかし分かって下さい」

　ケネスとラジャウは、泣き出しそうな表ひよう情じようで力説した。もっともその視し線せんは、映像の方に向けられたままだった。

「おおお───っ!!」

　分割モニターの一つが拡かく大だいされ、脱だつ衣い所じよで下着姿すがたの女子生徒がブラのホックに手をかけているシーンが、画面いっぱいに映し出された。ケネスとラジャウは、西南を放ほうり出して、パネルへしがみついた。

「こっちもどうや」

　だが次に映し出されたのは、男子更衣室だった。

「うげげげっ！　何てものを映すんだ、こら～～～っ！」

「嫌いやがらせですか！」

　ケネスとラジャウは、今度は本当に泣きながらＮＢを怒ど鳴なりつけた。

「なっ、なんや、ワイの趣味にケチを付けようちゅうんか？……アホ、相手は男の子や言うたやろ？……そやそや！……そっちはあんたが楽しめばええんやから元戻もどしぃ。……ほな、これでどないだ？」

「おおおおおおお！」

　パッと女子脱衣所に映像が切り替かわり、ケネスとラジャウは嬉うれしそうに、再ふたたび画面に顔を近付けた。だが西南は、不ふ思し議ぎそうにＮＢを覗のぞき込んだ。

「おいＮＢ、お前、何か話し方がおかしくないか？」

「おかしいて、何がや？　ワイはいつもの通りやで」

「何か、一人で複ふく数すうの芝しば居いをしているみたいだったぞ。落語みたいにさ」

「うっ！………いっ、嫌いややなぁ、旦さん。ちょっと嬉しゅうて、ひとりボケツッコミしてただけやがな」

　酷ひどく狼ろう狽ばいしたように言うＮＢを、訝いぶかしげに見つめる西南だったが、

「まあ盗とう撮さつやセクハラ、っていう変なプラグインがある位だからな……」

　そう、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「なっ、なあ西南のＮＢ君。他ほかのアングルからはないのか？」

　西南を押し退のけるようにＮＢを覗き込んだケネスは、ホックを外してブラジャーを外そうとしている、女子生徒の後ろ姿を指さした。

「抜ぬかりはない。あまり早く移い動どうさせると探たん知ちされるよって、ゆっくりとな……」

　ブラを外している女子生徒のアングルが、ゆっくりと下へと移動を始めた。

（こりゃ、何を言っても止まらないな）

　そう判はん断だんした西南は、説得の方法を変える事にした。

「おいＮＢ。録ろく画がは絶ぜつ対たいするなよ。ちょっとでもこの映えい像ぞうが外に流れたら、どんな事があろうと先生に話すからな」

「了りよう解かいしてます。ワイかて解体や初期化はされとうないよってな」

「よし、西南が同意した以上、遠えん慮りよは無しだ！　おいＮＢ君、もっと下だ下！」

「へいへい。あんたらも好きやね」

　モニターが徐じよ々じよに下がっていき、女じよ性せいがショーツを脱ぬごうとしたその瞬しゆん間かん、船室に激はげしい衝しよう撃げきが襲おそい、モニターがブツンと切れた。

「あああああっ!!」

　ケネスとラジャウは、この世の終わりが来たかのように、顔を歪ゆがめ叫さけんだ。




　警けい報ほう音おんが鳴り響ひびくブリッジ内は、戦せん闘とうの激はげしい衝撃と閃せん光こうで揺ゆれていた。だが先程豪ごう快かいに落下した静竜は、今度は必死にパイプにしがみついていた。

「何事だ！　報ほう告こく急げ！」

「前方に未み確かく認にん艦かん影えい１感知。海かい賊ぞくと思われます」

　叫ぶオペレーターの後方、艦長席の前には、先程静竜に罪つみをなすり付けようとして、あっさりバレてしまい、雨音に事情聴ちよう取しゆされているアラン達がしゃがみ込んでいた。

「………『ゼロの女め神がみ』が乗ってて、一いち応おう、おまけもいるのに……」

「西南の悪運の方が強かったね……」

「でも、もしかしたらリョーコ様の船かも」

「おお!!」

　三人は期待を込め、情報オペレーターの方を見た。

「敵てき艦かんデータ出ました。ダ・ルマー所しよ属ぞく、コマチ・京の遊撃艦です！」

「なんだ……」

　途と端たんにだらけるアラン達を、雨音は冷ややかな目で見下ろしていた。

「ずいぶん他ひ人と事ごとのようね……この状じよう況きようは貴方あなた達のせいでもあるのよ。そこの所を分かっているのかしら？」

「あっ、いや……その……。もちろん反はん省せいしています。ですからこの事は、カウナック副艦長の胸むねの内に収おさめていただけると」

　アラン、バリー、コーンの三人は慌あわてて立ち上がると、卑ひ屈くつそうな表情で言った。

「無理ね。こうなった以上、この件けんは、報告せざるをえません」

「そんなぁ、酷ひどい！」

「よくある、ちょっとしたミスじゃないですかぁ」

「だいたい、これも西南の悪運のせいじゃないのか？」

　口々にそう不満を漏もらすアラン達を、今度はニッコリと微笑ほほえみながら、

「艦長の次は、生徒に自分達の責せき任にんを押し付けようというのかしら？」

　雨音は出来るだけ冷静に言った。だがアラン達に見えない所で、雨音の拳こぶしは固く握にぎりしめられ、今にも爆ばく発はつしそうに震ふるえていた。

「そ、それは……」

「それから、まだ任にん務むが終わったわけではない事を肝きもに銘めいじるように。一度目はミスで済すまされますし、情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちもありますが、二度目は………」

「はっ！　これより任務に戻もどります！」

　雨音のあまりの迫はく力りよくに、アラン達は背せ筋すじをピンと伸のばし、最さい敬けい礼れいをした。

「よろしい」

　雨音のその言葉に、逃にげ出すように下部ブリッジへと走り出した。彼等の姿すがたが見えなくなった所で、雨音はようやく固く握りしめた拳を緩ゆるめた。

「ずいぶん遠くから撃うって来ていますね。こちらが機関部を故こ障しようしていると分かっているはずですが……」

　雨音の話が終わったのを見計らい、近くのオペレーターが話しかけて来た。

「警けい告こくと確かく認にんでしょうね」

「なるほど。……それで、あの……」

　オペレーター達は困こん惑わくの表情で、雨音を見つめた。それは雨音にこれからどうするのかを、指し揮きして欲ほしいという事だった。

「全く……」

　雨音は再ふたたび拳を握り締しめると、櫓やぐらの上の静竜を見た。

「全砲ほう門もん開け！　主砲発はつ射しやァ！　撃てぇ！　海かい賊ぞくどもを蹴け散ちらすのだ！　ア～～～ハッハッハッハァ～～！」

　海賊を見て興こう奮ふんした静竜は、エンジントラブルの事をすっかり忘わすれて、意気盛さかんに怒ど鳴なりまくっていた。

「応おう援えん要よう請せいはしているわね？」

　雨音のその言葉は、了りよう解かいの合図だった。雨音は堰せきを切ったように、次々と迅じん速そくに指し示じを出して行った。

「コンテナの機き能のうは生命維い持じと艦内の自動防ぼう衛ぎよ機能を残して停てい止し。各ブロックのメイン、サブ、使える動どう力りよく炉ろは全部、中央艦の動力炉の代わりをさせて。作業の終わった職しよく員いんから中央艦へ避ひ難なんを。外がい装そう武ぶ器きは一いつ切さい使用しないで、その分をシールドとエネルギーチャージに回して」

「了りよう解かい！」

「それから生徒達は部屋から出さないよう、徹てつ底ていさせてちょうだい」

　その指示は、訓練艦に載のせている荷物は、最悪コンテナごと、全すべて向こうに渡わたすつもりのものだった。もちろんだからといって、すんなりと渡すのではなく、侵しん入にゆうにも、搬はん出しゆつにも、それなりの時間がかかるようにしたのである。

「しかし武器を一切使わないというのも、落ち着きませんね」

「戦せん闘とう海賊戦艦相手に、この艦の武ぶ装そう程てい度どでは、使うだけエネルギーの無む駄だだし、下へ手たに相手を刺し激げきして、本ほん格かく的な攻こう撃げきを仕し掛かけられたらもたないわ。相手がコマチ・京なら、あまり無む茶ちやはしないでしょうから、うまく行けば半分の荷は残ると思うけど……」

「一いち応おう、荷物の再さい手て配はいは行っています」

　訓練艦に載せている荷物は、個こ人じん的な配送品は無い。全すべて代用が利きく大量生産品や原材料といった物ばかりだった。

「ありがとう。ところで護ご衛えい艦とは連れん絡らくがとれないの？」

「推すい進しん出力不足による超ちよう空間離り脱だつでしたから、境きよう界かいにある亜あ空くう間かん層そうで、結構弾はじかれているんです。ですから護衛艦と、どれほど距きよ離りがズレたか予想がつきません。ですが、向こうにトラブルが無ければ、こちらとの合流にそれほど時間がかかるとは思えません」

「そうね……でも…………」

「何か気にかかる事でも？」

「これはこれで、生徒達にはいい経けい験けんだと思ってね。とにかくコンテナを分ぶん離りして、中央艦だけで離脱する場合も考えて、出来るだけエネルギーは節約してちょうだい」

　この艦に西南が乗っている以上、他のトラブルも考こう慮りよに入れた方がいい──などと余よ計けいな不安を煽あおる必要もあるまいと、雨音はにこやかにそう答えた。だが、その神しん経けいを逆さか撫なでするように、静竜は櫓やぐらの上で叫さけんでいた。

「ハ～～～ハッハッハ！　何をやっている主砲発射ァ！」

「………あの人って、本当に艦長資し格かく持ってるんですか？」

「とりあえず力ちから尽ずくってのが天南家の家訓でね。天南家の私し設せつ軍ぐんは、ほとんどが重じゆう装そう甲こうと巨きよ大だいなジェネレーターと主砲だけの戦艦なのよ」

「なるほど……だから」

　だから雨音が副艦長としてあてがわれたのか──そのオペレーターは、そう小声で呟つぶやくと、不ふ機き嫌げんそうな雨音に背せを向け、自分の仕事へと集中した。




「クソッ！　何な故ぜみんな、居いなくなってんだ？」

　再ふたたび映うつったパネルには、女子生徒の姿すがたは一人も居なかった。

「待機命令が出ていますね。だからじゃないですか？」

「チェッ！　いい所だったのに」

　床ゆかに寝ね転ころがり、悔くやしがるケネスとラジャウを見ながら、西南はホッとしていた。

（ケネス達には気の毒だけど、やっぱりあれはまずいよなぁ……でも、怪あやしげなプラグインソフトは霧恋さん達が消したはずなのに……？）

　不ふ思し議ぎそうに西南はＮＢを見た。美しいオパールのような輝かがやきを持つ最高級品のＮＢ。だがその行動は怪しげなオヤジそのものだった。

（考えてみれば、あのプラグインソフトも、アイリさんがいろいろ仕し掛かけたんだものな。哲てつ学がく士しってアカデミー最さい高こう峰ほうの科学者って話だし……だとしたら、霧恋さんレベルでも完全に元に戻もどすのは無理なのかもしれないな……そうだ！　いっそ別の哲学士に見せるのが一番いいのかもな）

　と、西南がそんな事を考えているうちに、女子生徒達が再び浴室へと戻って来た。

「おおっ、戻って来たみたいやで！」

「何ッ！」

　ケネスとラジャウは、まるで映えい像ぞうの逆ぎやく回まわしのように起き上がった。

「待機命令といっても、居きよ住じゆうブロック内の移い動どうまで禁きん止しされてませんからね」

「ハッハッハ！　そんな理り屈くつは必要ない。ここに女体が在あるか無いかが問題なのだ」

「哲学やね」

（……やれやれ）

　西南は困こん惑わくの表ひよう情じようで、モニターを見入るケネス達を見ていた。




「敵てき艦かんから小型突とつ撃げき艇てい多数！　本艦に向かって急速接せつ近きん！」

「主砲発射だ！　主砲発射ァ！」

　雪を見た犬のように、静竜はオペレーターの言葉にいちいち反はん応のうして叫さけんでいた。だが静竜を気にかけている者は、もうブリッジには一人としていなかった。雨音の指し揮きの下もと、各自淡たん々たんと職しよく務むをこなしているだけだ。

「ジャックナイフね……突入予想位置は？」

「副艦長の予想通り、後部大型コンテナです」

「シールドの角度、うまくやってね」

「了りよう解かい！」

　モニターに映る突撃艇は、丁ちよう度どナイフのような形をしていた。それが次々とコンテナの側そく壁へきに張はられたシールドに突つっ込こむ。シールドの角度をピンポイントで調節し、うまく突入角度が浅くなるようにすれば、敵の機体を弾はじく事が出来る。この形けい態たいの突撃艇は、貫かん通つう力は強いが、一度突撃を失敗すると、再さい突撃に少々時間がかかるのだ。だが半分近い突撃艇はシールドに突き刺ささり、ゆっくりとシールドを突き抜ぬけ、訓練艦の外壁に突き刺さって行った。

「向こうもそう甘あまくはないわね。エネルギーチャージの状じよう況きようは？」

「武ぶ器き系けい統とうをカットしたおかげで、現げん在ざい九十八パーセントです」

「よし、もう艦かん砲ぽう射しや撃げきは無いわね。外部シールドをピンポイントに変へん更こう。余よ剰じようエネルギーを武器系統へチャージ」

「こ、攻こう撃げきするんですか!?」

「他ほかの海かい賊ぞくが来た場合に備そなえてね。そいつらがコマチみたいに、お行ぎよう儀ぎがいいとは限かぎらないでしょ？　それに離脱時の牽けん制せいもあるしね」

「了解」

「敵小型艇から侵しん入にゆう者しや！　コンテナ内のコントロールを遮しや断だんしています」

「ふふん、この私に白兵戦を挑いどむとは……愚おろかな……主砲発射！」

「だったら、とっとと迎げい撃げきに行け！」

　雨音は苛いら立だたしげに、静竜の乗る櫓やぐらの柱を蹴け飛とばした。興こう奮ふんして両手を離はなしていた静竜は、グラリと揺ゆれる櫓から再ふたたび、豪ごう快かいに落下して行った。




「お、おい西南のＮＢ君！　そろそろ更こう衣い室しつはいいから、浴室へチェンジだ！」

「なんや、せっかちやな。本当のエロというのは脱だつ衣いにあるんやで。脱ぬぎ散らかした衣服や下着、今まで女によ体たいに型かた取どられ、わずかに衣服に残るライン……」

「そんなモノより重要なのは、中身だ中身！」

「しゃあない奴やっちゃなァ」

　ＮＢはモニター映像を、更衣室から浴室内の映像に切り替かえた。だがそこは濃こい湯気のために、ぼんやりと人ひと影かげが見える程てい度どだった。

「クソッ！　湯気で良く見えねぇぞ！」

　ケネスとラジャウはモニターに向かって、思いきり息を吹ふきかけ始めた。

「な、何やってるの？」

　西南は、不思議そうに二人の様子を見ていたが、グッと拳こぶしを握にぎり、

「……も、もしかして、こちらの技ぎ術じゆつ力りよくなら、画面を吹ふけば湯ゆ煙けむりが晴れるのか!?」

　期待を込こめてそう言った。

「ないない。男の本ほん能のうの前には、知性の入る隙すきはあらへん。それだけや」

「そ、そう……」

　宇う宙ちゆうの科学力に期待していた西南は、ちょっと残念そうに拳を下ろした。

「しゃあない。ちょっと換かん気きのプログラムを調整するか」

　と、ＮＢの身体からだにアクセスランプがチカチカと光ると、それに呼こ応おうするように、興奮したケネスの声が響ひびいた。

「よしよしよしよし……湯気が晴れてきたぞぉ……早く上がれ、上がるんだ…！」

　一人の女子生徒が、湯船から上がるように浴よく槽そうの縁ふちに手をついた。ゴクリとケネスとラジャウの喉のどが鳴る。西南は困こん惑わくの表情で画面から顔を背そむけた。

「よしよし！　もうちょい！」

　ケネスとラジャウは、触ふれるくらいにパネルに近付いた。と、女子生徒が立ち上がった瞬しゆん間かん、モニターに血まみれの静竜のアップが映うつし出された。

「うわぁぁぁぁぁぁっ!!」

　パネルから飛び退のいたケネスとラジャウに押おされ、西南はベッドの角に顔を、もろにぶつけた。
















『学生諸しよ君くん！　本ほん艦かんは海かい賊ぞくとの交戦状じよう態たいに入った！　君達はそのまま部屋で待機、決して外には出ないように！　以上！』

　静竜の通信が終わり、再ふたたび大浴場へと映えい像ぞうが切り替わった。

「あ～～～～、ビックリしたァ」

「いきなり血まみれ男のどアップですからねぇ」

「よっしゃ……美しい映像で口直しや」

　だが艦体の小さな振しん動どうと共に、パネルの映像は全すべて消えた。

「ああああああああああああああああああああっ！」




「よぉしっ！　全員突とつ撃げき準じゆん備び！　私に続けぇ！　ハ～～～ハッハッハ！」

　通信を終えた静竜は、満足げに剣けんを振ふり上げると、ブリッジを駆かけ出して行った。

「敵てき、32、36ブロックを突とつ破ぱ！」

「ブロック40から48までを閉へい鎖さ！」

「敵小型艇、第二波接せつ近きん！」

「シールドの出力を、安定させて！」

　だがオペレーター達は誰だれ一人として付いて行くどころか、振り向きもしなかった。




「交戦状態……？」

「旦さん、鼻血出とるで」

　ベッドにぶつけたショックで鼻血を出した西南に、ＮＢは血止めと消毒のスプレーを吹ふきかけた。

「西南君も何だかんだと言って、ずいぶん興奮しているようですね」

「それより何も映らなくなったぞ！」

　ケネスは苛立ったようにパネルを叩たたきだした。

「叩いたってあかんがな…………どうやら通信ラインが切られたみたいや」

　ＮＢはパネルの端たん末まつに突つっ込んでいたプラグを抜ぬき取ると、ドアの方へ向かった。

「ど、どこに行くんだよ……？」

「外に出て生きとるライン捜さがすんや。さっきの続き、見たいやろ？」

「よし！　俺おれも行くぞ！」

　ケネスはＮＢに続いてドアの方へ向かった。それに続いてラジャウも立ち上がった。

「でもケネス、海賊が……」

「大だい丈じよう夫ぶだ西南。これは訓練だよ訓練！　海賊が来てるってのはただの訓練だって！」

「そうですよ。これは絶ぜつ対たい、アカデミー側が用意したイベントです」

　と言うと、二人はＮＢに続いて廊ろう下かへと出て行った。

「ちょ、ちょっと！」

　二人を止めようと慌あわてて西南も廊下へと出たが、すでにケネス達は中央艦への階かい段だんを上って行くところだった。

「しょうがないなぁ」

　西南は一いつ瞬しゆん、部屋に戻もどって待とうかとも考えたが、この待機命令が訓練なのかどうか、外の状じよう況きようを確かく認にんしようと決めた。

（上の外周通路なら外の状況も見えるだろうし、そこでもし戦せん闘とうでも起こってれば、ケネス達も戻って来るだろう）

　そう考えた西南は、一気に階段を上って外周通路へと出た。だがそこでは、西南が思っていたような、飛び交かうビームといった派は手でな戦闘は行われていなかった。ただ突っ込んで来る突撃艇を、ピンポイント形状のシールドで弾はじく、それだけだったのだ。

「……何か、地味だな……これじゃケネス達は……」

　西南の予想通り、すでにその場には、ケネス達の姿すがたは見えなかった。と、その時。

「！」

　突とつ如じよ、西南は背せ中なかに殺気を感じ、咄とつ嗟さに身を避よけた。次の瞬しゆん間かん、バチィィィィンっと、電気がショートした時のような轟ごう音おんと、金きん属ぞくの焼ける臭においが鼻を突ついた。

「クッ」

　身体からだを回転させ、身を起こした西南の眼がん前ぜんには、光剣を構かまえた静竜が、何やら嬉うれしそうな表ひよう情じようで立っていた。

「よく避けたな海賊め！」

「海賊ぅ？　静竜先生、俺です！　山田西南です！」

「我わが校の生徒は全員、自室待機中のはずだ！」

「あっ、いや、そうなんですけど……」

　チラッと、西南は光剣が触ふれた柱を見た。そこはコーティングが溶とけ、むき出しになった金属が焼けて変色をしていた。

「静竜先生、その剣……結構威い力りよくがありそうですけど」

「安心しろ。頭に当たらん限かぎり死にはせん」

「位置的に考えると、頭を狙ねらっていたようですが？」

「問答無用！」

　静竜は光剣を振ふり上げると、西南に斬きりかかった。

「うっ、うわぁぁぁぁ～～～～！」

　西南はその一いち撃げきをかわすと、全速力で逃にげ出した。




　節電のためか、灯あかりの落とされた暗がりの通路で、ＮＢは点てん検けん口ぐちから端たん末まつにアクセスしていた。だがモニターに映うつるのは無人の通路ばかりだった。

「何をやってんだよ、誰も映んねぇぞ？」

　ケネスは苛いら立だたしげに、ＮＢを突っついた。

「やかましなぁ、黙だまって見とき」

「あっ、誰だれかいますよ」

　ラジャウが指さすモニターに、小さな人ひと影かげが映っていた。

「暗くてよく分からな……おお、西南だ！　やっぱりあいつも気になって来たか」

「旦さんも男やからな。こっちに続いとる通路やから、すぐに合流できるやろ」

「あれ？　何だかもう一人居いるみたいですけど……」

　と、遠くから西南と静竜の足音が聞こえて来たかと思うと、あっと言う間に三人の横を走り過すぎて行った。

「……もう一人は静竜先生じゃなかったですか？」

「みたいだな」

「剣を振り回して西南君を追っかけていたようでしたが？」

「みたいだな」

「どうします？」

「生体強化の結果も出ているようやし、大だい丈じよう夫ぶやろ」

「だな」

「ですね」

　ケネスとラジャウとＮＢは、お互たがいの顔を見合わせ頷うなずくと、モニターへと顔を向け、作業を再さい開かいした。




「雨音副ふく艦かん長ちよう！……静竜艦長が誰かを追いかけていますが、これって……」

　艦内監かん視しをしていたオペレーターは、困こん惑わく顔がおでそう言うと、雨音に艦内監視モニターの映えい像ぞうを転送した。

『ハッハッハ！　海かい賊ぞくめ、どこまで行くのかなぁ』

　そこには嬉しそうに西南を追いかけている、静竜の姿すがたが映っていた。

「あのバカがっ！　ちょっと、誰かあのバカ艦長を…………」

　顔を上げた雨音は、いかにも関かかわり合いになりたくなさそうな表情で、雨音を見ているオペレーター達に気付いた。もっとも海賊襲しゆう来らい、機関部修しゆう理り、生徒達の保ほ護ごで、人的余よ裕ゆうが無いのも事実だったが……。

「分かりました、私が行きます！　緊きん急きゆう判はん断だんが必要な時は連れん絡らくをちょうだい」

　雨音は苛立ったようにそう言うと、ブリッジを飛び出して行った。







『お頭かしら！　その目標、どうやら番犬付きだったようです』

　突とつ撃げき艇ていで発進していたコマチは、母艦からの緊急連絡を受けていた。

「どういう事だ？」

『ダイ・ダルマーと樹じゆ雷らい艦が接せつ触しよくしたそうです』

「樹雷艦!?　皇おう家けの船か？」

『いえ、通つう常じよう艦が一艦です。位置関係からして、こいつが護ご衛えい艦だった可か能のう性せいが高いそうです。恐おそらくエンジントラブルで超ちよう空間から離り脱だつした時に、はぐれたのかと……』

「ふう……やれやれ。それにしても樹雷艦とはねえ」

　皇家の船ではない事を確かく認にんしたコマチは、安あん堵どのため息を漏もらした。

『どうしやす？　そいつを撃げき沈ちんして、ダイ・ダルマーの援えん護ごに向かいやすか？』

「援護？　ダイ・ダルマーは、まだ護衛艦を撃沈できてないのかい？」

『へえ。かなり足が速くて……映像が届とどいてやす』

「!?…………初めて見た型だが……こいつはたぶん樹雷の偵てい察さつ艦だね」

　モニターに転送された納月の映像を見たコマチは、表ひよう情じようを曇くもらせた。

「敵てき勢せい力りよくの中に入り込こんで偵察する、ある意味、皇家の船と同じくらい厄やつ介かいな相手だ」

『だったら尚なお更さら……』

「落ち着け！　厄介と言っても、ダイ・ダルマーを撃沈できるわけじゃない。それよりこの状じよう況きようは使えるかもしれないね」

　瞬しゆん間かん、考え込んだコマチは、すぐさま部下に命令を下し始めた。

「よし！　訓練艦が発信している救きゆう援えん信号を、樹雷艦に転送してやりな」

『本気ですか？　わざわざこちらに呼よばなくても、そのうちダイ・ダルマーの方で処しよ分ぶんできるんじゃないですか？』

「バカ！　相手は偵察艦だと言ったろ！　ヤツがへばりついてるのは、情報を収しゆう集しゆうするためだ。撃沈されるまで、のほほんとその場所にいるわけ無いだろ。適てき当とうな所で離脱して救援を呼ぶか、追跡をかけるかする！　だから、こっちに呼んでダイ・ダルマーの航路を変へん更こうさせるんだよ」

『しかし、こっちへ来ますかね？』

「普ふ通つう、訓練艦の護ご衛えいはＧＰ艦だ。それが樹雷艦となりゃ、この訓練艦に特別な何かがある、って考える方が自然だろ。とにかくやってみる価か値ちはある！」

『なるほど。しかし樹雷艦を相手にするのは嬉しかないですね』

「最悪、母艦は犠ぎ牲せいにしていい。頼たのむよ」

『了りよう解かい』

　通信が切れたと同時に、コマチの乗る突撃艇を、訓練艦のシールドと接せつ触しよくした衝しよう撃げきが襲おそった。




「珀蓮様！　訓練艦より救きゆう難なん信号が！」

　振しん動どう波はと攻こう撃げきの衝撃音の中、オペレーターの悲鳴のようなよく通る声が、納月のブリッジに響ひびいた。

「何ですって!?」

　その報ほう告こくを聞いた珀蓮は、自分の判はん断だんを確認するように連島の方を見た。

「この妨ぼう害がい振動波の中、通信が届くとすれば、考えられる事は一つですな」

「敵てきが中ちゆう継けいをしたという事ですね」

「どうやら連中は、我われらにさっさと居いなくなって欲ほしいと考えているようです。いかがなさいますか？」

　さっさと居なくなって欲しいという事は、つまり訓練艦の方に来なければ、訓練艦を撃沈するという事である。

「私達は訓練艦の護衛が任にん務むです」

「しかしあの惑わく星せい規き模ぼ艦は、恐おそらく……」

　連島も、あの惑星規模艦がダイ・ダルマーだという事に気付いていた。ここで一度離脱をかけて訓練艦の所へ行き、ダイ・ダルマーとの距きよ離りを開ければ、再さい捕ほ捉そくはまず不可能である。

「千せん載ざい一いち遇ぐうとも言えるチャンスを、放ほう棄きなさいますか？」

　それは連島の試ためしの言葉でもあった。

「たとえそうだとしても、あの艦との遭そう遇ぐうは、山田西南様の力である可能性が高いのですよ。その希け有うな能力と若わかい可能性達を、たかが海かい賊ぞくギルドの基き地ち母艦と、天てん秤びんにかけるまでもないと思いますが？」

「フッ、承しよう知ちいたしました。ＥＧＳ全機射しや出しゆつしつつ緊きん急きゆう離り脱だつ！　座ざ標ひようの取得と同時に、水み鏡かがみへ状じよう況きよう報じよう情ほうの転送と超ちよう空間ジャンプ！」

　満足げに答えた連島は、すぐさま指し示じを出した。

　無人の小型監かん視し機きＥＧＳを射出した納月は、急きゆう制せい動どうをかけ減げん速そくした。あっと言う間に惑星規模艦かんは見えなくなり、振動波の影えい響きよう外がいへ出た納月は、自艦の座標位置を取得すると、すぐさま超空間ジャンプを行った。それは操そう艦かんを知る者であれば、驚きよう愕がくに値あたいする早さであった。







　静竜に追いかけ回され、西南は収しゆう納のう用コンテナが並ならんでいる、薄うす暗ぐらい貨物室の中へと逃にげ込んだ。だがそこは戦せん闘とうの衝撃で崩くずれたコンテナによって、反対の出口が塞ふさがれた、袋ふくろ小こう路じであった。追い詰つめられた西南に、静竜は飛びかかった。

「ハッハッハ！　覚かく悟ご！」

「くっ！」

　振ふり返った西南は、静竜の手首を摑つかみ、振り下ろされようとした光剣を止めた。

「ほお……私の剣を受け止めるまでに成長したとは……先生は嬉うれしいぞ」

「ちゃんと俺おれだって認にん識しきしてるのに、わざとやりましたね……」

「本来、貴き様さまの生体強化は私が担たん当とうするはずだったのだ。その成果を確かく認にんするのは、私の義ぎ務むだ」

　静竜は光剣を西南に振り下ろそうと、更さらに腕うでに力を込めた。

「しょ、職しよく務む熱心ですね。でももう……十分、確認できたと思いますが？　それに海賊が襲おそって来ているんでしょう？」

「フッ！　案外、もう近くにいるかもしれんな……」

　と、次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい轟ごう音おんと共に、壁かべをぶち破やぶって突とつ撃げき艇ていが入って来た。




「クソッ！　全員自室に戻もどったか」

　ケネスとラジャウはＮＢと共に、モニターを凝ぎよう視ししていた。だが女子生徒達は完全にそれぞれの自室に戻ったらしく、どこを見ても人っ子一人確認出来なかった。

「自室には監かん視しカメラはないのか？」

「そんな時間はあれへんかったんや。それにどこが誰だれの部屋か分からへんのに、カメラ仕し掛かけて、見てビックリ！　なんて嫌いややろ？」

「まあそうだけどよ……」

「自室はさすがに問題が大きいですよ。それよりこの騒さわぎが収おさまるまでは、無理でしょうから、そろそろ…………うっ!?」

　その時ラジャウは、頭に硬かたい金きん属ぞくパイプのような物が押おし付けられたのに気付いた。

「ん？　どうした？」

　ラジャウの言葉が途と切ぎれたのを不ふ審しんに思ったケネスは、モニターから視線を移うつした。

「動くな！」

　いつの間にかケネスとラジャウの横には、銃じゆうを構かまえた海かい賊ぞくが二人立っていた。

「なんだこいつら？　学生か？」

「こんな所で、点てん検けん口ぐちから艦内監視にアクセスしている姿すがたは、どう考えても怪あやしさ爆ばく発はつだぜ」

「やっちまうか」

　海賊達はケネスとラジャウに銃を向けた。

「お、俺達はＮＢが仕掛けたカメラで、覗のぞきをしていただけで……」

「語るに落ちるってヤツだな。ＮＢを持ってる学生なんか聞いた事無いぞ」

「ひいっ！」

　海賊達が銃の引き金を引こうとした瞬間、彼等の身体からだは横方向へと跳はね飛ばされた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「……えっ？」

　声の方向を恐おそる恐る見たケネス達は、そこに半実体化していたガーディアンを纏まとった雨音が立ってるのに気付いた。

「せんせ～っ！」

　ケネスとラジャウは涙なみだぐみながら、雨音の胸むな元もとへと突とつ進しんした。二人が銃を突つき付けられた恐きよう怖ふから解かい放ほうされたのは事実だったが、これ幸いと、雨音の胸むねに触さわろうという目もく論ろ見みがあったのも事実だ。雨音はガーディアンで彼等の突進を受け止めると、冷れい徹てつな表情で見つめた。

「私達が下す命令には、ちゃんと意味がある事は理解出来たわね？」

「……は、はい」

「もう十分に」

　ケネスとラジャウは、雨音の胸に伸のばした手をゆっくりと下ろし、敬けい礼れいをした。

「それは結けつ構こう。私は西南君の保ほ護ごに向かうから、送ってはあげられないけど、まだ居きよ住じゆうブロックへの通路は安全だから急ぎなさい！」

　雨音はそう言うと、二人が返事をする間もなく、拘こう束そく用の手しゆ榴りゆう弾だんを気き絶ぜつしている海賊に放ほうり投げ、そのまま走り出した。バシュッという音と共に、拘束用の発はつ泡ぽうジェルが海賊達を包み、硬こう化かした。

「ふうっ」

　それを確かく認にんしたケネス達は、ようやく安あん堵どしたように息を吐ついた。

「急いで戻もどりましょう、ケネス君」

「ったく、ＮＢのヤツのせいでえらい目に……」

「あれ？　ＮＢが居いませんよ」

「なに!?……ったく、あいつ俺達を守りもせずにどこ行ったんだ！」

「そんな事より、すぐ戻りましょう。今は僕ぼく達の安全を確かく保ほする方が重要です」

「そ、そうだな」

　ケネスは硬化したジェルを一いち瞥べつすると、その場から逃にげ出すように、居きよ住じゆうブロックの方へと全速力で走り出した。




「な、なんだ？」

　突とつ撃げき艇ていが突入した時、西南は不ふ思し議ぎな感覚に戸と惑まどっていた。それはまるで一いつ瞬しゆん、水中にでも居るような感覚だった。突撃艇突入で発生した衝しよう撃げき波はと爆ばく風ふうは、急きゆう激げきに粘ねん度どの上がった空気に吸きゆう収しゆうされ、あっという間に収おさまって行った。だがその収しゆう束そく点てん近くに居た静竜は、わずかな反動を受け、そのまま壁かべに叩たたき付けられた。

「静竜先生……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　静竜に駆かけ寄よろうとした西南の後方で、バシュッという音と共に、突撃艇から白い泡あわが噴ふん射しやされ、外がい壁へきに開いた隙すき間まを塞ふさいだ。こうする事で修しゆう復ふくプログラムを作動させないようにし、排はい除じよや突撃艇ごと接せつ着ちやくされる危き険けんを回かい避ひ、離り脱だつ時に備そなえているのだ。そして突撃艇の先せん端たん部分がジャッキのように、積み重なったコンテナや落下して来た建材を押し退のけ、上下に開いた。

「どうしよう、逃げなきゃ……うわっ！」

　戸惑う西南は、急に後ろから押し退けられ、コンテナの陰かげに倒たおれ込こんだ。

「出てこい！　海賊共！」

　いつの間に復ふつ活かつしたのか、静竜は突撃艇の方に駆け寄り、光剣を向けた。それはいつになく静竜が頼たのもしく思えた瞬しゆん間かんだった。

　カツカツ、かなり重量感のある足音と共に、先端突入口から出て来たのは、大おお柄がらな女じよ性せいコマチ・京であった。

「フン！　なんだ、女が一人か？」

　傲ごう慢まんな口調で言う静竜を見たコマチは、不思議そうな顔をして、自分の胸むな元もとや服ふく装そうを確かく認にんした。

「な、何をしている、貴き様さま？」

　今度は静竜が、コマチの様子を不思議そうに見つめた。が、コマチの奇き行こうの原げん因いんは、静竜が流している鼻血にあった。

　鼻血をダラダラ流して自分を見つめる男、というのは奇き妙みようなものだ。もちろん男と見み紛まがうばかりの巨きよ漢かんのコマチは、自分が男を興こう奮ふんさせるようなタイプの女性ではないと自覚していた。だから自分の服を確認したのだった。だが壁かべに付いた血と、そこから点々と続く血けつ痕こんを見て、先さき程ほどまでの静竜の状じよう況きようを理り解かいしたコマチは安心したように、

「私の名はコマチ・京。お前の名は？」

　懐ふところから光剣の柄つかを取り出し、そう名乗った。

「貴様のような変な海賊に、名乗る名前など持っておらんわ。とっとと帰って医者に診みてもらえ」

「変はお前だ！　とりあえず鼻血を拭ふけ。緊きん張ちよう感が抜ぬける」

「何？　おおっ、これはいかん」

　静竜は慌あわてて鼻血を拭き、身み繕づくろいを整えると、光剣の柄を構かまえ直した。

（なるほど……あれが例の天南家のバカか。だが、あの構えは…………ふん！　ただのバカと侮あなどると危き険けんそうだ）

　静竜とコマチ、相対する二人の気き迫はくに、先程までの間抜けた空気は一変した。コンテナの陰に隠かくれて一部始終を見ていた西南は、緊張でたまった唾つばをゴクリと飲み込んだ。それがきっかけとなったわけではないが、

「はあっ！」

「おおっ！」

　掛かけ声一いつ閃せん、コマチと静竜は一気に間合いを詰つめ、光剣を振ふり下ろした。

　バシィィィン！　二人の光剣がぶつかった瞬間、出力が上じよう昇しようしブレード部分が可か視しとなった。と、その時、光剣の出力上昇を火災やエネルギー漏もれ事じ故こと誤ご認にんしたセンサーが、蛇へびに似にた射しや出しゆつ口ぐちを出して、絶ぜつ縁えん用のバブルジェルを二人の光剣めがけて発射したのだ。

「うおっ！」

　バブルジェル着ちやく弾だんの衝撃で、吹ふっ飛ばされながらも、静竜とコマチはすぐさま体たい勢せいを立て直した。

「な、なんだっ!?…………手が!?」

　二人の手は、光剣ごとゴム化したジェルで繫つながっていた。さらに射出されて来るバブルジェルを、繫がったままコマチと静竜は、必死で避よけ始めた。ＧＰ隊員と海かい賊ぞく──敵てきと味方同士ではあるが、二人は見事な連れん携けいでバブルジェルを避けていた。

「なぜ、私達に……まさか光剣のエネルギーに反はん応のうしてるのか!?」

「ジェルの射出軌き道どうを見れば分かる！」

　静竜とコマチは、センサーが狙ねらっている場所を知っているが故ゆえに、比ひ較かく的バブルジェルを避けるのは簡かん単たんだった。しかし西南はそうではない。

「うわっ！」

　静竜とコマチの身体からだがバブルジェルの軌道の死角となり、二人が避けたバブルジェルの直ちよく撃げきを食くらって、そのまま壁かべに張はり付いてしまったのだ。

「ハッハッハ！　そんな事では、まだまだ優ゆう秀しゆうなＧＰにはなれんぞ！」

「バカ！　よそ見をするな！」

　一いつ瞬しゆん、二人の連携が乱みだれ、飛んで来たバブルジェルを避けきれずに、静竜は直撃を受けてしまったのだ。片かた方ほうが動けなくなれば、もう一人の機動力も落ちてしまう。結局コマチも床ゆかに張り付けられてしまった。

「おのれ！」

　必死にもがいて離はなれようとする静竜とコマチだが、ゴム化したジェルは、人の力ではどうしようもない。

「フン、この程てい度どのジェルなど……！」

　と、静竜はレーザーナイフを取り出した。

「バ、バカ！」

　だがコマチが止める前に、静竜はレーザー刃ばを出してしまった。

　パシュパシュ！　あっと言う間に静竜はジェルを撃うち込まれ、顔しか動かせなくなってしまったのである。

「あれが、何に反応しているか知ってるだろ！　この間ま抜ぬけ！」

「なんだとぉっ!?　貴様とて、そのざまではないか！」

「私と貴様は繫がってるんだぞ！　貴様が捕つかまれば、私も逃げきれんだろうが、この大間抜け！」

　言い合いをする二人の横で、一基のセンサーが反はん応のうし始め、バコッと天てん井じように大きな排はい出しゆつ口ぐちが開き、今度は災さい害がい防ぼう犯はん用のジェルが大量に放出され始めた。倉庫に充じゆう塡てんして盗とう難なんや事じ故こに備そなえ、積み荷を守る役やく割わりを持つ物だ。流れ出るジェルはどんどんその量を増ふやし、床に広がって行った。

「な、何だ？　何事だ？」

「ちょっと黙だまってろ！」

　コマチは静竜の口を塞ふさぐと、ブリッジへと連れん絡らくした。

『おい、補ほ修しゆう用ジェルが誤ご作さ動どうを起こしてる。そっちでコントロール出来ないのか？』

『ちょっと待って下さい……』

『きゃあああ！』

　とその時、ブリッジ内から小さな悲鳴が聞こえて来た。

『おい、どうした!?』

『大したこっちゃありません！　それよりそこのコントロールが、何かに乗っ取られてるみたいで……すぐ何とかしますから、少々待って下さい』

『乗っ取られてる？』

　不ふ思し議ぎそうに辺りを見回すコマチの、数ブロック先の通路では、ＮＢが乗っ取られた訓練艦かんのシステムを使い、海賊側のシステムに介かい入にゆうをしていた。

　　　　×　×　×

「海賊船にアクセス成功と。なんや、海賊ゆうたら汗あせ臭くさい、むさ苦しいのばかりちゅうイメージやったけど……ええ女もおるんやなァ。……ちょ、ちょっと男の方も映うつしてんか。……男はどうでもええ、そのままそのまま」

　謎なぞのボケツッコミをしているＮＢの前には、幾いくつかのモニターが起動し、コマチ艦の女じよ性せい用更こう衣い室しつが映っていた。そして次々と、女子トイレ、女性用の部屋が映し出されて行った。

「こりゃ大漁や！　海賊なら誰だれにも文もん句く言われん、堂々と記録でけるわ。……それにしても監かん視しカメラにしては不自然なアングルやなぁ。……もしや向こうにもワイと同じ趣しゆ味みの同どう志しが………ウゲッ!!」

　突然モニターに、男の尻しりのアップが映し出された。そして先程と同じように、男性用更衣室、男子トイレ、男性用の部屋などが次々と映し出されて行った。

「おお、あるある。……あ～～～～びっくりした。……いきなり切り替かえんなや！……なんや男も盗とう撮さつしとるんかいな。……せやけど男と女、どっちがこれを盗撮してるかが問題やなぁ。カメラアングルからして、男と女は明らかに別の人間が仕し掛かけとるのは間ま違ちがいない。……ふむ、こうなったらデータ送信先を割わり出したるでぇ。……そりゃええな。もしかしたら個こ人じんデータバンクでも見つかれ………はうっ！」

　コントロールに夢む中ちゆうになっているＮＢの頭に、突然ポンッと手が置かれた。そしてその手に凄すさまじい力が込こめられ、ゆっくりとＮＢの身体が持ち上げられた。

「わっ、割われる割れる、割れてまう～～」

「お前、ここで何をしている？」

　ジタバタしているＮＢを、こめかみに血管を浮うき上がらせた雨音が睨にらみつけた。

「あ……雨音はんもどや？　ええ男の映えい像ぞうもあるよってに……」

「西南はどこ？」

　ミシっと、ＮＢのコアユニットが撓しなる。

「さ、さあ……途と中ちゆうではぐれてもうて……」

「捜さがせ！」

　ガンッ！　突つき刺ささるかと思うほどの勢いきおいで、雨音は銃じゆうをＮＢに突き付けた。これ以上余よ計けいな事を喋しやべれば、スクラップにされるのは確かく実じつだった。

「すぐ捜しますぅ……」

　と、怪あやしげな盗撮映像が映っていた複ふく数すうのモニターに、訓練艦の艦内が凄すごい勢いで映し出され始めた。




「何これ！　あんた達、いつの間にこんなものを！」

　女性オペレーター達は、映し出されている女性更衣室や私し室しつの映像を指さし、軽けい蔑べつしたような眼まな差ざしで、男性オペレーター達を睨んだ。先程コマチが聞いた悲鳴は、この映像を見た女性オペレーターのものだった。

「信じられない！　絶ぜつ対たい、コマチ様に報ほう告こくするからね！」

　怒ど鳴なる女性オペレーターを、冷ややかな目で見ている男性オペレーター達は、別のモニターを指さした。

「こっちには、男子更衣室とか風ふ呂ろ場ばとか映ってるんだがな。こちらもコマチ様に報告するべきだよな」

「……あっ……それは……」

　心当たりのある女性オペレーター達が顔を赤らめた。

「まあ待て！　仲間同士で争っても不毛なだけだ。ここはひとつ、お互いに艦内監視のために共同戦線を張はり、お互たがいに足りない部分を補おぎない合うというのはどうだ？」

「艦内監視ですか？」

「そうだ！　我が艦の安全を守るためのだ」

「と、言う事はつまり……あれね」

「そうあれだ！」

　顔を見合わせ、微笑ほほえむ男性オペレーター代表と女性オペレーター代表。つまり、早い話がお互いに、仕し掛かけるのが難むずかしい場所への監視（？）カメラ設置を協力する、という事である。

　ガシッ！　男性オペレーター代表と女性オペレーター代表は、互いに話し合い成立の握あく手しゆをし、周りのオペレーター達は条じよう約やく締てい結けつの拍はく手しゆをした。

「そうと決まれば、急いで証しよう拠こ隠いん滅めつ！　乗っ取られたシステムを回かい復ふくさせろ！」

「そうよ！　ここで他の人達にバレたら何にもならないわ！」

「了りよう解かい！…………って、うわあああ！　ジャンプアウトの重量波！　至し近きんです！」

　オペレーターの叫さけびと共に、コマチ艦かんが大きく揺ゆれ、前方に納月が現あらわれた。




　排はい出しゆつされるジェルは、その量を増ふやし、すでに静竜の首辺りまでになっていた。

「……このまま誰も来なきゃ、私達、ここで溺でき死しかな」

　まだ位置的に余よ裕ゆうのあるコマチは、その様子をボンヤリと眺ながめていた。

「気楽に言うな！」

「じゃあ、お前の方の救きゆう援えん隊たいはどうした？」

「現げん在ざい通信不ふ能のうだ！」

「威い張ばって言う事か！」

　そうコマチが怒鳴った時、悲鳴のような通信が入った。

『おおおおおおお頭かしらぁ！　じゅ、樹雷艦が来ました！』

『もうかい？　ずいぶん早いご到とう着ちやくだね。いい腕うでだ…………あんた達も見習いな』

「何をごちゃごちゃ言っている！」

「こっちの話だ。邪じや魔まするな！」

　コマチはガシっと静竜の口を両手で塞ふさいだ。

『システムコントロールをいじってる暇ひまはありませんし、突入している連中の装そう備びでは対たい処しよ出来ませんから、救助隊を向かわせました！』

『了解だ！　頼たのむよ』

　通信を終えたコマチは、小さなため息をつき、静竜の口を離はなした。息を止められ意い識しき朦もう朧ろうとなっていた静竜は、グッタリとなって突つっ伏ぷした。

「……ふっ、まあいいか。この方が静かでいい……そういえばもう一人居いたよな？」

　コマチは壁かべに張はり付いた西南の様子を見ようとした。

「……ん、あれは？」

　西南が張り付いた場所は、少し高い場所のため、まだジェルは足元に少し溜たまっているだけだった。新しいジェルが供きよう給きゆうされていないせいで、西南が捕とらわれたジェルは固まって半はん透とう明めいになっていた。その時になって、コマチはようやく、西南の着ている服が学生の物だと気付いたのだ。

「おい、おい！　こら起きろ、聞いているのかっ!?」

　コマチは静竜の頭を、ポンポンと木もく魚ぎよのように叩たたきながら叫さけんだ。

「何だ、うるさい！　人の頭を叩くな！」

「おい、あの子……もしかして学生じゃないのか？」

「ふっ……特別補ほ習しゆう授じゆ業ぎよう中だ。私の勇ゆう姿しを見せてやるのもいい勉強だと思ってな」

　静竜の言葉を聞いたコマチは、真っ青になった。

「バッ、バカかお前……学生を戦せん闘とうに引ひっ張ぱり出したのか!!」

「バカとは何だ！　実戦に勝まさる教育はない！」

「この時期の訓練なら、まだ入学間もない一年達だろ？　それを私ら相手に、実じつ戦せん教育だと？　舐なめるのもいい加か減げんにしろ！」

「この私が付いているのだ。貴き様さまら如ごとき、物の数ではないわ！」

「このザマでよく言うね。この間ま抜ぬけ！」

　ジェルに埋うまった二人が、言い合いを始めていた時、壁に張はり付いた西南は、空いた手で腰こしの所に着けた道具入れのポシェットを探さぐっていた。

「……えっと……ああ、これだ」

　ポシェットから小型のナイフを取り出した西南は、ゴム化したジェルにナイフを突き刺さした。だがジェルは瞬しゆん時じに硬こう化かし、ナイフの刃はを弾はじいた。

「ダメか……結構柔やわらかそうなのに……ん？」

　ナイフを戻もどそうと、軽く引いた跡あとが、スッパリと切れたのだ。西南は、試ためしに何度か押おし当てる強さを変えてジェルを切ってみた。

「なるほど……強くやると硬化して、ゆっくりやれば切れるんだ」

　それに気付いた西南は、手早くジェルを排はい除じよし始めた。西南が地味に脱だつ出しゆつ作業をしている向こうでは、静竜とコマチが、まだ言い合いをしていた。

「この馬ば鹿か！　あたし達は、ＧＰといえども学生は非ひ戦闘員と見なす、戦闘中でも一切手は出さない！　それをこんな所に引っ張り出して……」

「海かい賊ぞくごときがえらそうに！」

「この……大馬鹿野や郎ろうが！」

　ゴン！　と、テンションの上がったコマチは、思いきり静竜に頭ず突つきを食らわせた。その衝撃で静竜は目を開いたまま意識を失った。

「海賊もＧＰも関係などない！　これは宇う宙ちゆうで生き、宇宙で戦う者の誇ほこりだという事が分からないのか！　貴様、それでも男かっ！　それが我われ々われ海賊と戦う者の姿すがたかっ！……こら、聞いているのかっ……おいっ？」

　静竜の反はん応のうが無いのに気付いたコマチは、静竜を軽く人差し指で突つっついた。クテッと静竜は力なく、突っ伏ぷすようにジェルに顔を埋うずめた。その時、コマチは視し界かいの端はしを動く西南に気付いた。

「えっ!?　ちょっと……あんたいつの間に。どうやって？」

「何かあったらいけないんで、いつも持ってるんです。これなら反応もしないし」

　西南は金色に光る、小型ナイフをコマチに見せた。

「そんな物を……用意のいい子だね」

『旦さん、旦さん、聞こえまっか？』

「ＮＢか？　今どこに居いるんだ？」

　西南はコマチに、会話の中ちゆう断だんを示しめすよう手を上あげると、起動した通信用モニターに話しかけた。と、ＮＢを押し退のけるように、雨音が顔を出した。

『西南、そこに居るのか？　無事？』

「あっ、雨音先生。俺おれは大だい丈じよう夫ぶですけど、変なジェルが止まらなくて」

『分かってる。今からＮＢが止め方を言うから。ほら、さっさと言う！』

『分かってます。なあ、旦さんの近く、梯子はしごがあるやろ。上に登ると人の立てる場所にパネルがありまっしゃろ？』

　西南はＮＢの指示通りに動き始めた。梯子を登りそこのパネルを開けた。

『今から正しい数すう値ちを表ひよう示じするよって、それを入力してみて』

「了りよう解かい」

　ＮＢから送られて来た数値は、たった一つのパラメーターが狂くるっているだけだった。だが手早くそこに正しい数値を入力しても、すぐさまリセットがかかってしまう。

「だめだ。何度やってもリセットがかかるぞ」

『敵てきさんとコントロールがぶつかっとるんやな……しゃあない。オートをマニュアルに変えて、手動で止めるしかないな』

「ああ、それならここに手順が書いてあるよ」

　西南は、解説をざっと確かく認にんすると、制せい御ぎよ系けいをマニュアルコントロールに切り替かえた。するとＴ字形のねじ回しのような物がせり出し、西南はそれを回し始めた。

「お、重い……こりゃ、生体強化してなきゃ回せなかったぞ……」

　Ｔ字の取っ手を回す度たびに、ジェルの流出が弱まり、ついには完全に止まった。

「ふう……よし止まった」

「へえ……やるじゃないか、あの少年……このバカとは大おお違ちがいだな」

　コマチは、まだ突っ伏して気き絶ぜつしている静竜の頭を、ポンポンと叩たたいた。

「ん？　何かあったのか？」

「このっ……」

　そのあまりに間ま抜ぬけな様子に、コマチは思わず殴なぐろうと拳こぶしを振ふり上げたが、すぐにその手を下ろした。首から下が完全にジェルに埋うまって動けない静竜を、一方的に殴るのは卑ひ怯きようと感じた事と、いくら間抜けでも仮かりにも教きよう師しを、生徒の前でパンチングボールにするのはよくないと感じたからだ。ましてやその生徒に助けてもらったのだ。

『お頭かしら、お待たせしました。今からお頭の突とつ撃げき艇ていに接せつ続ぞくして乗り込こみます』

『ああ、頼たのむ』

　ガゴン！　倉庫内に接続音が響ひびいた。

「!!」

　その音に気付いた西南は反はん射しや的に、崩くずれたコンテナの陰かげに隠かくれた。その数十秒後、コマチの突撃艇侵しん入にゆう口ぐちから、四名の海かい賊ぞくが走り出して来た。

「コマチ様、ご無事でしたか!?」

　コマチの所に駆かけ寄よった海賊は、固まったジェルを調べ始めた。

（困こまったな……どうしよう？　静竜先生を放ほうっておくわけにもいかないけど……俺ひとりでどうこう出来るわけでもないしな）

　と、西南がコンテナの陰に隠れて考えている所へ、突とつ然ぜん、ババババッと、海賊艦かんの盗とう撮さつ映えい像ぞうが映うつったモニターがいくつも起動した。海賊艦とＮＢのシステム主しゆ導どう権けん争いの影えい響きようで、西南の端たん末まつにもフィードバックされてしまったのだった。そして……、

『おのれ海賊め！　ワイに電でん脳のう勝負を仕し掛かけるたぁ、ええ度ど胸きようや！』

　というＮＢの声が大音量で倉庫内に響ひびき渡わたったのだ。

「コンテナの陰に敵てきがいるぞ！」

　海賊達は、コマチを庇かばうよう前に出ると、一いつ斉せいにモニターの起動しているコンテナに向かって発はつ砲ぽうを始めた。

「あっ、馬ば鹿か!!」

　防ぼう犯はん用ジェルは止まっているが、西南達を拘こう束そくしたバブルジェル発射口はまだ稼か働どう中だった。発砲する海賊達の銃じゆうに向かって、バブルジェルが射しや出しゆつされる。

「うわっ！」

　一いつ瞬しゆんにして、二名の銃にジェルが命中した。

「ちっ！」

　うまく避よけた海賊が、その発射口を破は壊かいしたものの、次の瞬間、あちこちから十本近い発射口が出て来た。

「ゲッ！」

「銃を捨すてろ！」

　コマチの叫さけびに、海賊達は咄とつ嗟さに銃を放ほうり投げた。バシュバシュ！　放り投げられた銃は、あっと言う間にジェルの固まりとなった。

「エネルギーに過か反はん応のうしているんだ。ジェル切せつ断だんもエネルギー剣けんは使うな！」

「しかし！」

　海賊達は西南の方を警けい戒かいしながら見ていた。

「あそこにいるのは学生だ。放っておけ！　それより非ひ常じよう用の斧おのを使え！」

「は、はい！」

　コマチの怒ど号ごうに、海賊達は一人を見み張はりに残し、突撃艇へと走って行った。




「この役立たず！　西南の護ご衛えいが、西南を危き険けんな目に遭あわせてどうする！」

　怒おこった雨音は、ＮＢをパンチングボールのようにぶん殴っていた。

「ワイとちゃう！　他ほかのワイが悪いんや！」

「帰ったら初期化してやる！」

『雨音副艦長。護衛艦が到とう着ちやく、海賊達が引き上げていきます』

「至し急きゆう、こちらにレスキュー装そう備びを持たせて警けい備び員いんを回して！」

『了りよう解かい！』




「くっそぉ～～何て硬かたいんだ！」

　金きん属ぞく音おんに似にた音を立てながら、海賊達は斧を振ふるっていた。しかしジェルは一向に切れる様子はなかった。

「やっぱりこんなもんじゃ無理ですぜ。何とかあの蛇へび共どもを破壊して……」

「あの……」

　見かねた西南が、コンテナの陰から海賊達に声をかけた。

「そのジェル。ゆっくりやると切れますよ」

「何？…………あっ、本当だ」

　斧の刃はをゆっくりと引くと、スッとジェルの中に刃が食い込んで行った。

「よし！　とにかくゆっくりと急げ」

「ややこしいですね」

「ハッハッハ！　私の生徒は優ゆう秀しゆうだろう？　これも私の教育の賜たま物ものだ！」

「どう考えても反面教きよう師しとしか思えないがな」

　偉えらそうに言う静竜を殴なぐりたい衝しよう動どうを抑おさえつつ、コマチがそう呟つぶやいた時、外から壁かべを壊こわす音が聞こえて来た。

「向こうさんも来たか」

「どうします？　まだ少し時間が……」

　いろいろと藻も搔がいたせいで、コマチと静竜の手足は少し入り組んだ形となっていた。

「仕方ない。大きめに切り取って、こいつと一いつ緒しよに担かついで連れていけ！」

「なっ、なんだとぉっ!?　逃にげるのなら見み逃のがしてやるから、貴き様さまだけで帰れ！」

「うるさい！　黙だまってろ！　こっちだって嫌いやなんだ」

　コマチは静竜の口を塞ふさいだ。

「お頭かしら、どちらにしろ、ちょいと時間稼かせぎしなけりゃ、間に合いませんぜ！　あそこにいる生徒に、ちょっと協力してもらいませんか？」

「………仕方ないね」

　不満そうなコマチがそう言った時、ＧＰの救きゆう援えん隊たいのエネルギートーチが、壁に小さな穴あなを開けた。だがその瞬間、発射口からジェルが噴ふん射しやされた。

「ハハッ！　こりゃいい。これで時間が稼げる」

　だが数分後、飛び出ていたジェル発射口が収しゆう納のうされ、再ふたたび壁が焼き切られて行く。

「チッ、まあいい。これでこちらもエネルギーブレードが使える……」

「お頭、工具類一式、ジェルに埋うまってます」

　海賊達が持って来た工具類は、分ぶ厚あついジェルに埋もれていた。

「くっ！　急げ、ＧＰの奴やつらに負けるな！」

「了解！」

　急ピッチで作業を進めた海賊達は、雨音達が壁を焼き切るより早く、コマチと静竜ごとジェルの固まりを切り離はなした。海賊達は四人総そう掛がかりでその固まりを抱かかえると、突とつ撃げき艇ていの方へと走り始めた。

「ちょっと待った」

　コマチは海賊達を止め、

「世話になったね少年！　そういえば名前を聞いてなかったね。教えてくれるかい？」

　西南に向かって叫さけんだ。

「えっ!?　あっ、山田西南です！」

「ええええええ！」

　その名を聞いたコマチと海賊達は驚きよう愕がくの眼まな差ざしで、一いつ斉せいに西南の方を向いた。

「ああ、君が噂うわさの……なるほど、それで樹雷の護ご衛えいが……」

「ど、どうします？　捕つかまえますか、お頭」

「私の命の恩おん人じんだからね。それにあんた達だって世話になったろ？」

「まあ、お頭がそう言うんでしたら……それにしても、あんな小こ僧ぞうっ子だったとは」

「おのれ山田西南っ！　私がいなくなったからといって雨音に手を出すんじゃないぞ！　分かっているな！　貴き様さまと雨音の間には、決して乗り越こえられない身分という壁がある事をな！」

「お前は黙だまってろ！」

　コマチは再ふたたび静竜の口を塞ぎ、部下達に合図を送った。海賊達は再び突撃艇に向かって走り始めた。

「そうだ！　山田西南。いろいろ世話になったお礼だ。タラントという男には気をつけるんだよ」

　その声が終わると同時に、突撃艇の突入口が閉とじた。

「タラント？………うっ！」

　コマチ達が乗った突撃艇が離り脱だつした瞬しゆん間かん、突入時と同じ、水の中にいるような感覚がした後、壁に空いた穴は、壁へき面めんから吹ふき出したジェルによって塞がり、空気の粘ねん度どは元に戻もどった。壁を壊こわして雨音達が飛び込んで来たのは、その数秒後だった。

「西南、怪け我がはないか!?」

「雨音先生さん、静竜先生がさらわれちゃいました」

　駆かけ寄よってくる雨音に、西南は突撃艇が空けた穴の方を指さした。

「えっ!?　本当？　やった！」

　派は手でなガッツポーズで喜んだ雨音は、西南の困こん惑わくというか、ちょっと軽けい蔑べつしたような眼まな差ざしに気付いた。

「あ～～～。………そう……気の毒な事をしたわね……その海かい賊ぞく達」

「えっ？…………まあ……そう、かも」

　コマチと静竜の口くち喧げん嘩かを思い出した西南は、思わず雨音の意見に同意した。







　　４「平へい穏おんと狂きよう気きの洗せん礼れい」







　銀ぎん河がアカデミーの理事長室では、アイリと美み守かみが向かい合い、一つのモニターを見つめて会議を行っていた。

「……ネットの怪あやしげなお知り合いさん達と、ＮＢをコントロールしていて、ご存ぞんじだとは思いますが……」

「な、何の事かしら？」

　とぼけるアイリの前で、美守は一つのモニターを起動した。

『酷ひどいですアイリ様！　こ、怖こわかったんですよ！　ＮＢが急にコントロール出来なくなって、変な事をし始めるし、西せい南なさんに嫌いやらしい映えい像ぞうを見せて…………まあ、西南さんも男の人ですから、興きよう味みはあると思いますし……でも、ちゃんとお友達に止やめるように言って下さいましたし、それは良かったなァって思いますけど……でも、私のせいで西南さんを危き険けんな目に……』

　モニターに映うつったキルシュは泣きながら、アイリに向かって苦く情じようを言った。だが結局、お人ひと好よしのキルシュは、アイリではなく自分を責せめ始めた。
















「貴女あなたのせいじゃありませんよ、気にしないでキルシュさん。全部、このアイリ様のせいなんですからね」

「ええっ!?……でもＮＢの行動は、多数決だったから、私だけのせいじゃ……」

「とはいえ、主しゆ催さいはアイリ様ですしね。そんな事をしたせいで、西南君が危き機きに陥おちいったと知った霧きり恋こさんが、どういう行動を取るかとか、瀬せ戸と様さまがどう動くかとかは、今のところ興きよう味みがありませんから、ご安心を。ホホホ」

「も、もうしませんから、霧恋ちゃんと瀬戸様と水みな穂ほに言うのは勘かん弁べんして下さい」

　アイリはいきなりキルシュと美守の前で、土ど下げ座ざをして謝あやまった。

『本当ですか、アイリ様？』

「もちろん！　絶ぜつ対たいに！」

『わかりました。私も今こん晩ばん、西南さんに謝っておきます。では失礼いしたします』

　涙なみだを拭ぬぐい、ニッコリと愛らしい微笑ほほえみを浮うかべたキルシュは、一礼するとモニターと共に消えた。

「本当に彼女は可愛かわいらしいですわね、ホホホ」

「本当に貴女はいい性せい格かくをしているわね」

「学習能のう力りよくの無い、誰だれかさんの被ひ害がいを被こうむる方達の事を考えれば、これでも優やさしくしてるつもりですよ、ホホホ」

「何だか最近、みんな冷たい……」

「口止めする相手に、水穂さんを加えたのも、そうなのですか？」

「だって、だって……最近、水穂ったら、西南君絡がらみの事になると、霧恋ちゃんと同じで容よう赦しやが無くなるんだもの」

「確たしかに水穂さんは、霧恋さんや清きよ音ねさんを通じて、西南君とは結けつ構こう、因いん縁ねんがありますからね。それにしてもアカデミーを離はなれ、実働三時間三十六分で海かい賊ぞくと遭そう遇ぐう。しかもあの宙ちゆう域いきで……天文学的な確かく率りつですね」

　そろそろ頃ころ合あいだとばかりに、美守は話題を本題へと戻もどした。アイリはホッとしたように土下座の体たい勢せいから立ち上がると、イスに座すわった。

「……そうね。貴女の所の、美み兎と跳とさんや美み星ほしちゃん並なみ、と言う事ね」

「まだ確かく定ていはしていませんが、納な月つきが遭遇したのがダ・ルマーギルドの中ちゆう枢すう母ぼ艦かんならば……とてつもない才能の持ち主ですわ」

「確定はしてないけど、確かく信しんはしているんでしょ？　あのクソババアは。……でなきゃ、こんなに早く、軍からすぐにでも囮おとり部ぶ門もんへ入れろ、って打だ診しんなんか来やしないもの」

　アイリは机つくえに置かれた、重要書類用のプレートを見た。

「瀬戸様のリークだと、気付かずに喜んでいる方達が哀あわれですわ、ホホホ」

「西南君の才能って、彼にとっては厄やつ介かい以外の何ものでもないけれど、ＧＰにとっては得え難がたいモノだしね。それを独どく占せん状じよう態たいに出来るんだから、少し位、はしゃいでも大目に見てあげたら？」

「とはいえ、あの部隊は、経けい験けんのないアカデミー生が配はい属ぞくされるにはあまりにも……」

「才能は部品じゃないし、替かえも大量生産もきかないものね。…………いっその事『守かみ蛇だ怪け』を使っちゃいましょうか？」

「守蛇怪！　でもアイリ様、あれは樹じゆ雷らいの次期主力戦せん闘とう艦では？」

　美守は驚おどろいたようにアイリを見た。

「それだけの価か値ちはあるでしょう？　あの才能には……まあ、そろそろ模も擬ぎ戦テストをしたいと思っていた所だし。あの子が乗っていれば否いやが応おうでも、実戦テストになるでしょうしね」

「でも艦のデータが、ＧＰにも渡わたりますよ。よろしいので？」

「ん～～～、まあそうなんだけどねえ。……まあ多少の漏ろう洩えいはガス抜ぬきになっていいと思うけど？　結局、樹雷には皇おう家けの船があるんだしさ」

「分かりました。では訓練艦の帰き還かん次し第だい、雨あま音ねさんには話をしておきましょう。霧恋さんの方はいかがないさいますか？」

「今晩にでも私が直ちよく接せつ、話そうかと思ってる」

　アイリはそう言いながら、霧恋へのメールを作成し始めた。




　その夜、業ぎよう務むを終えた霧恋は、数ヶ月ぶりに湖の畔ほとりに建つ家へと戻って来た。

「お待たせしました」

　霧恋はドアが開きっぱなしの玄げん関かんに上がり、そのまま居い間まへと向かった。そこでは、すでに軽く一いつ杯ぱいやっているアイリが、湖で捕とれた大きな茹ゆで蟹がにと格かく闘とうしていた。

「それ、目を通しておいて」

「は？　はい」

　蟹の殻からから身をほじくり出すのに熱中しているアイリを横目に、霧恋は机の上に置いてあった、飛び散った蟹の身肉の付いた書類プレートを手に取った。

「………これは！　西南ちゃんを囮部門に実務研けん修しゆうに出すって……そんな！」

　霧恋はアイリに向かって、血相を変えて怒ど鳴なった。アイリは、貯ためた蟹の身肉を霧恋の唾つばが入らないよう、サッと移い動どうさせた。

「西南ちゃんは部品じゃありません！　冗じよう談だんじゃないわ！」

　霧恋にしては珍めずらしく、ストレートな感かん情じようのみを口にした。だがそれはアイリの考えも、ＧＰとしての政せい治じ的思惑おもわくも十分理り解かいできるからこそ、感情的な言葉でしか反はん論ろんできなかったのだ。

「霧恋ちゃんは、西南君の乗った訓練艦の護ご衛えいが、納月だって知ってた？」

「納月って……内うつ海つみ様の第十三聖せい衛えい艦かん隊の偵てい察さつ艦！」

「そうよ。西南君の乗る訓練艦が、エンジントラブルを起こして緊きん急きゆうジャンプアウトした時、リンクの切れた納月も、通つう常じよう空間にジャンプアウト……で、その時、納月は偶ぐう然ぜん、ある艦と遭そう遇ぐうしたの」

　アイリは霧恋の前に、納月が記録した正体不明艦の映えい像ぞうモニターを起動した。

「なっ!?　これは惑わく星せい規き模ぼ艦？…………そういえば西南ちゃんを襲おそった海かい賊ぞくはコマチ・京キヨウ！　じゃあ、まさかこれは!?」

　西南の乗った訓練艦が遭遇した海賊が、ダ・ルマーギルドの幹かん部ぶだと気付いた霧恋は、その惑星規模艦が何であるか気付いた。

「樹雷情じよう報ほう部ぶはこれをダ・ルマーギルドの基き地ち母艦、ダイ・ダルマーと断だん定ていしたわ」

「そんな……」

　霧恋は崩くずれ落ちるように、ペタンと絨じゆう毯たんに座すわり込こんだ。

　西南の囮部門への実務研修が決まり、ここで霧恋に、この情報を開かい示じするという事は、いろいろなルートで、軍上じよう層そうにも情報がリークされているという事を意味していた。

「……つまりこれは決定事じ項こうなのですね」

「ダ・ルマーギルドの中ちゆう枢すうを叩たたければ、海賊の勢せい力りよくを大きく弱められる……それにギルドが蓄ちく積せきしている膨ぼう大だいな情報が手に入るわ」

　巨きよ大だいな海賊ギルドであれば、かなりの情報を所有しているはずである。その内部資し料りようには友好敵てき対たいする海賊組そ織しき、そして銀ぎん河が連盟や簾れん座ざ連合の情報が大量に保ほ有ゆうされている。それらは銀河連盟側の資料と合わさる事で、一気に銀河の勢力図を書き換かえる程の力を持つのである。

「瀬戸様も美守校長も、みんなね……西南君にはちゃんと学生生活を楽しんで欲ほしい、そう思っていたの。もちろんそれが西南君の精せい神しん的成長にもいいからって……でも事ここに至いたっては、こちらも少し急ぐ必要があるの。海賊勢力の切り崩くずしは動き始めたら止められない。一気にやる必要があるわ……分かるでしょ？」

　良くも悪くも、海賊と銀河連盟は安定的な立場を保たもっている。だが海賊勢力を大々的に切り崩す事は、相手を追い詰つめ、強きよう硬こう手しゆ段だんに出られる可か能のう性せいがある。もちろんそれで銀河連盟の存そん在ざい自体が危あやうくなる事は無いが、かなりの被ひ害がいが出るのも事実だ。

「だから瀬戸様は『守蛇怪』を使う許きよ可かを下さったわ」

「次期樹雷の主力艦を!?」

「西南君を囮おとり部ぶ隊たいに仮かり配置する以上、出で来きる限かぎりのフォローをするのは当然でしょ」

「つまり実戦テストをしたいわけですね？」

「まあ、ぶっちゃけそうなの。現げん在ざい、天てん女によちゃん達のチームが突とつ貫かん作業中よ」

「……お気の毒に」

「西南ちゃんのためなら、って張はり切ってたわよ……まあ西南君も守蛇怪も、ちょっと早いデビューだけど、西南君なら大だい丈じよう夫ぶだと思ってるわ。もっとも西南君がＯＫすれば、だけどね」

　と言いつつ、アイリの口調は、西南がＯＫする事を確かく信しんしているものだった。そしてそれは霧恋とて同じだった。

「…………西南ちゃんて、いつもこうなのよね。いつも……」

「でも西南君は一人じゃないわ。彼の周りには、霧恋ちゃんを始め、何かしてあげようと考える人達が、いっぱい……は、いないけど、でもその面子メンツがどれだけの力を持っているか、知っているでしょう？」

「無む償しようでしたら嬉うれしいんですけど。それに怠なまけさせてくれない人達ばかり」

「暇ひまじゃないのが一番！　親しき仲にも礼れい儀ぎありって言うでしょ？」

「では当然、守蛇怪の戦せん闘とうデータには、パテントが付くんですよね？」

　そう言うと、霧恋はアイリの蟹かにの山を半分ほど自分の皿に移うつした。

「え？…………お給料はＧＰから出るし……」

　アイリはそっと、その半分を自分の皿に戻もどした。

「西南ちゃんの訓練中、ＮＢが怪あやしげな行動を取ったのは、アイリ様が何かしたんでしょう？　おかげで西南ちゃんは、大変な目に遭あいましたが？」

「そ、それを誰だれから!?」

「雨音からの報ほう告こくを精せい査さすれば、予想はつきます！」

　勘かんの良い雨音の報告書には、重要と思えるものはどんな些さ細さいな事でも記載されている。そして霧恋であれば、そこからかなり詳くわしい状じよう況きようが導みちびき出せるのだ。

「…………え～～っと……」

「親しき仲にも礼儀あり、ですよね」

　霧恋は口くち籠ごもったアイリの皿から、アイリが取り返した分の身肉を、再ふたたび自分の皿に戻すと、甘あま酢ず醬じよう油ゆをかけて嬉うれしそうに頰ほお張ばった。アイリは悲しそうに、減へった自分の皿の身肉を見つめると、収しゆう納のうケースから巨きよ大だいな茹ゆで蟹をもう一杯ぱい取り出して、再びそれと格闘を始めた。

「そうだわ。もし西南君が実じつ務む研けん修しゆうに同意したら、霧恋ちゃんには一度軍ぐん籍せきに戻ってもらうわ。軍側の監かん視し人にんとしてね」

「軍側ですか……了りよう解かいいたしました」

　その後、二人は満足するまで無言で、蟹を食べ続けた。







　翌よく日じつの昼ひる過すぎ、アカデミーに到とう着ちやくした訓練艦かんから下船した生徒達は、そのまま寮りようへ帰き宅たくした。そして西南は、雨音と共に校長室へと向かった。

「呼よび出しって……もしかして訓練の時に無む断だん退たい室しつした事ですか？」

「多分海かい賊ぞくの件けんでしょうね。無断退室程てい度どじゃ呼び出されないわ。始末書か、ちょっとした罰ばつ当番程度よ」

「静せい竜りよう先生が連れて行かれた件は……」

「ハッ、自じ業ごう自じ得とく！　生徒に被ひ害がいが無くてよかったわ」

　雨音は本当に嬉しそうに笑った。

「これで当分、あいつの顔を見なくて済すむんだから、海賊様々よ」

「心配じゃないんですか？」

「海賊に同どう情じようはするけどね。まあ一いち応おう商品だから、丁てい重ちように扱あつかってもらってるのは間ま違ちがいないわ。会ったんでしょ？　コマチ・京にさ」

「ええ……確たしかに、礼儀正しい感じでしたけど……」

「けど？」

「真ま面じ目めそうな人だったから……」

　西南は、静竜のどこか自分本位な行動を、コマチが嫌きらっていたのを思い出し、心配したのだ。

「意外と、あいつを躾しつけようとして、ドツボにはまるかもな、ハッハッハ」

「ドツボですか？」

「あいつが七つの時にさ、他ほかの星せい系けいから来た先生が居いてね。アカデミーに呼ばれた新進気き鋭えいの有望株かぶだったんだけど、天てん南なん家の事を知らないもんだから、必死にあのバカを躾けようとして敗北。自分の教育論ろんに限げん界かいを感じたって言って、国に帰っちゃったのよ。あのバカの場合、へたに基き本ほん的な能のう力りよくが高い分、真面目な人ほど、何とかしてあげようと考えるのよねぇ。でも、あいつのバカは遺い伝でん子しレベルの筋すじ金がね入いりだから、ああいう生き物だと思うのが一番なのよ」

「雨音先生も、何とかしようとした事があるんですか？」

「無いわよ。あの遺伝子バカが私のスカートめくろうとして、ペットのガルガに追っかけられて、おっきいの漏もらして泣きながら坂から転げて海に転落、三時間後に刺さし網あみ漁りように引っかかって見つかった、幼よう少しよう時じ以来一度もね」

　淡たん々たんと話すその口調は、静竜を本当に嫌けん悪おしているものだった。これ以上この話題を続けるのは危き険けんと判断した西南は、そのまま黙だまり込んだ。幸い、沈ちん黙もくの時はそう長くはなかった。

「あの先が校長室よ」

　雨音が指さす先、本校舎から続く渡わたり廊ろう下かの終点に校長室はあった。

　コンコンと、雨音はドアをノックをすると、ドアは自動で開いた。

「失礼します。山やま田だ西南を連れて参りました」

　雨音は敬けい礼れいをしてそう言うと、西南に付いて来るように目で合図をした。

　広く天てん井じようの高い校長室は、まるで聖せい堂どうのように荘そう厳ごんで穏おだやかな雰ふん囲い気きだった。迎むかえる美守の穏やかな表情に気付いた西南の緊きん張ちようは、緩ゆるやかに解とけて行ったが、この後に知った内ない容ようは、決して穏やかなモノではなかった。

「どうぞ」

　美守校長に勧すすめられ、ソファーに座すわった西南に、一つの書類プレートが渡された。

「…………研修ですか？　でも実務研修は二年になってからではないのですか？」

　プレートに書いてある内容を一読した西南は、驚おどろいた様子もなく、そう言った。だが横でそれを見ていた雨音の表情は、サッと青ざめた。

（そうか……もう外そと堀ぼりが埋うめられた状じよう態たいなのか）

　雨音は、この場に霧恋が居いない理由に気付いていた。

「ＧＰアカデミーは、将しよう来らいのＧＰ隊員を養成する場です。まず生徒に汎はん用よう性せいのある、基本を教え、その結果から適てき性せいを判断し、選別を行います。もちろん選せん択たく肢しは複ふく数すう用意し、その中から生徒が選べるようになっています。その後、選んだ部ぶ署しよの専せん門もん的な知ち識しきを教えて卒業、それぞれの部署へと行くのが、本来の流れです。しかし君の場合には、ＧＰが用意できる選択肢は一つだけなのです」

「一つ……」

　西南は、すでにその答えを知っているかのような、落ち着いた表情で美守を見た。美守は苦く笑しようしながら、大きなため息をついた。

「……初期段だん階かいの文明圏けんから来た時から、本当に君は何から何まで特例ね。最初に言っておきますが、もちろんこの命令を拒きよ否ひする事は出来ます。しかしその場合、ＧＰアカデミーに居る事も、ＧＰへの就しゆう職しよくも出来ないと考えて下さい。ただし今まで通り、アカデミーに住む事は出来ますし、一いつ般ぱんの学校へ行って、他ほかの就職先を見つける事も出来ます。それはアイリ様と正まさ木き霧恋さんの保ほ護ご者しや責せき任にんにおいて保ほ証しようされています。もちろん地球へ帰るという選択も有ります。それを念頭に置いて、考えて下さい」

「はい」

「君が研修に派は遣けんされるのは囮おとり部ぶ門もんです。知っていますね？」

「……はい。知っています」

　それは数ヶ月前、美み希きが実じつ務む研けん修しゆうに行った所だった。彼女の不幸な事じ故こがあった後、西南もいろいろと調べ、どういう場所かは熟じゆく知ちしていた。そして自分が将来、そこへ配はい属ぞくされる可か能のう性せいが高い事を予想していた。

「先日の訓練航海で、君の乗る訓練艦かんは、海かい賊ぞく被ひ害がいの殆ほとんど無い宙ちゆう域いきで、海賊と遭そう遇ぐうしました。今までの結果から総そう合ごうして、ＧＰは君の特性について、疑うたがう余よ地ちが無いと結けつ論ろん付けました。そのためＧＰ上じよう層そう部ぶは、早さつ急きゆうに君の扱あつかい方を検けん証しようするという決定を下しました」

「つまり海賊を集めるセンサーとして、使いたいというわけですか？」

　それまで黙だまっていた雨音が、憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

「まあ、そういう事になるわね。でもここはそういう人間を育成する所よ」

「その知ち識しきと覚かく悟ごを養成する場所です！」

「もちろん山田西南君の特とく殊しゆ能力は貴き重ちようなものです。当然、考えられるだけのフォローはします。そのための実務研修です」

　美守の言葉に、雨音はそれ以上何も言わなかった。もともと、命令の撤てつ回かいを求めたものではなく、西南に事の重大さを意識させるための、問答だったのだ。

「山田西南君。これは貴方あなたにとっては、将来を左右する重要な選択です。返答の期き限げんは一週間後ですから、ゆっくりお考えなさい。ただし、この事は秘ひ密みつ事じ項こうですから、相談する相手は慎しん重ちようにね」

「あっ、いえ。囮部門への実務研修、拝はい命めいいたいします」

「おっおい、西南！」

　雨音は血相を変えて、西南の腕うでを取った。美守も驚おどろいたように西南を見つめていた。だが西南は静かに話し始めた。

「俺おれがＧＰで何が出来るかって、ずっと考えてたんです。だから囮部門って言われて、別に意外でも何でもなかったし……」

「だけどな、まだ西南はちゃんとした訓練を受けてはいないのよ」

「確たしかに、実務研修は二年になってからだって、思ってたから……急なんですけど、それはいつもの事だから」

　運の悪い西南にとって、災さい難なんは突とつ然ぜんやって来るものなのだ。

「西南……本当にいいの？　せめて一晩ばんでも考えたらどう？」

「ここに正木先生が居ないのは、もうこの事を知っているって事ですよね」

「!!…………ああ、たぶんね。アイリ様に一足先に聞かされて、一戦交えたって考えた方がいいでしょうね」

　雨音はチラッと、確かく認にんの意味も込こめ、美守の方を向き、美守は苦く笑しようしながら頷うなずいた。

「でもアイリ様も霧恋も、西南に囮部門へ行け、って強きよう制せいしているわけじゃないのよ」

「俺にとって、他の選せん択たく肢しは、誰だれかに迷めい惑わくをかけるだけのものだし……だったら必要としてくれる所に行くのが、俺にとってもいい事だと思うんです。それに、霧恋さんもアイリ様も、俺が囮部門へ行くって、確信しているから、説得をしても無理だって分かっているからここに居ないんです……美希先輩だって」

「!!」

　雨音は思わず西南の顔を見つめた。そこに迷まよいのようなモノは感じられなかったが、どこか危あやうさも内包していた。

（誰かに必要とされる事が嬉うれしいのは分かるけど……本当にそれだけなの？　霧恋達が、そこもフォロー出来ればいいんだけど）

「では決めていいのですね？　山田西南君」

「はい」

　その問いに、西南は美守をしっかり見み据すえて頷いた。

　　　　×　×　×

「美守校長、先程の西南君の様子、どう思いますか？」

　西南が校長室を出て行った後、その場に残った雨音は不安げに言った。

「私は西南君の安全のため、全力を尽つくすと決めています。貴女あなたが気付いた事は、もしかしたら貴女が解かい決けつすべき事かもしれませんよ。ホホホ」

「私が？……しかし」

「先程貴女は、知識と覚悟を養成する場所と言いましたけれど、西南君には覚悟と決意があったわ。知識は私達がカバーすればいい事。でも本当の覚悟と決意は私達がどうこう出来るものではありませんからね」

「覚悟と、決意ですか……」

「実じつ際さい、多くの卒業生を見てきましたけど、西南君ほどの意い志しを持った生徒は滅めつ多たにお目にかかれないわ。ホホホ、ですから年とし甲が斐いもなく、ちょっとドキドキしてしまいましたけどね」

　美守は少し頰ほおを染そめながら言った。

「みっ美守様ァ!?…………マジですか？」

「ホホッ」

（……どうして西南って、この手のアクの強そ～～な人に人気があるんだろ？）

　雨音は頭を抱かかえながら、大きなため息をついた。







　西南の囮おとり部ぶ門もんへの出向了りよう承しようによって、計画は一週間前まえ倒だおしされた。辞令を受け取った翌日を準じゆん備び期間とし、その次の日には出発と決まったのだ。

　辞令を受け取ったその夜、雨音邸ていではちょっとした晩ばん餐さん会かいが開かれた。アイリが主しゆ催さいをし、霧恋と火か煉れんが助手となり、大きな食しよく卓たくに並ならびきらない程の料理が用意された。この時ばかりは、珀はく蓮れん達もメイドではなく、客人として晩餐へ参加したのだった。

「じゃあ、西南君、囮部門への実じつ務む研けん修しゆうよくＯＫしたわね、フッフッフ。では晩餐を行います。乾かん杯ぱい、いただきま～～す」

　アイリの端折はしよった音おん頭どで、西南以外はお酒で乾杯をした。それが終わらぬ内、アイリはとっとと料理を口に詰つめ込み、お酒をビンごとラッパ飲みし始めた。

「アイリ様、お腹が空いてるからって……少しは情じよう緒ちよってものがあるっしょ？」

「まあ、めでたくも有り、めでたくもなしっていう、微び妙みよう～～な出向ですから」

　見ただけで胸むね焼やけしそうな量のご馳ち走そうを目の前に、エルマは困こん惑わく気味に言った。

「だけどさ……かりにもＧＰアカデミーの重じゆう鎮ちんなんだから、もっとまともな挨あい拶さつをしてもいいんじゃない？」

「うるさいわね。そんなのは普ふ段だん言い飽あきてるの！　もう肩かたこっちゃう！」

　アイリは頰ほお張ばった骨ほね付つき肉の、太い骨をバリバリとかみ砕くだきながら、雨音を睨にらんだ。

「西南様。囮部門へ出向なさるのでしたら、もうここへはお戻もどりにならないのですか？」

「いえ、今決まっているのは、一ヶ月の予定です、火煉さん」

「今回は、幾つかのパターンで航海に出て、データを集めるの。それを検けん証しようしてから、またデータ収しゆう集しゆうの航海を何度かして、本ほん格かく稼か働どうはその後ね。どちらにしろ西南ちゃんの出動は、ある程てい度ど、計画的に行うものになるし、機き密みつ事じ項こうも増ふえるから、居きよ住じゆうベースはここのままよ」

「ハッハッハ！　火煉ちゃん、西南君とのお別れが悲しいのかな？」

「そ、そんな……あの……」

　アイリのツッコミに、思わず顔を赤らめた火煉は、アイリがカラにした食器を持って台所へ逃にげ出した。

「アハハハハ！　可愛かわいいわねぇ。珀蓮ちゃんや玉ぎよ蓮れんちゃんや翠すい簾れんちゃんはどう？」

　すでに酔よっぱらいオヤジと化したアイリは、珀蓮達にも絡からみ出した。

「うわっ！　アイリ様ペース早ッ」

　啞あ然ぜんとする雨音達の前で、珀蓮は、悪い癖くせである妄もう想そう状じよう態たいに入っていた。

「わっ、私は…………」

「おおっ！　珀蓮ちゃんの時じ限げん爆ばく弾だんのスイッチが入ったか。じゃあ先に玉蓮ちゃん……じゃなくて、翠簾ちゃんに行こうかな？」

　アイリはヨロヨロっと立ち上がると、玉蓮を通り過すぎて翠簾の横に行った。

「ねえ翠簾ちゃん。いつも無口な翠簾ちゃんは、西南君の事をどう思ってるの？」

　アイリは翠簾を逃がさないよう、抱だき付きながら聞いた。

「なあ霧恋……ずいぶん飛ばしてるけど、どうなってるんだ？」

「料理を作っている最中にも、料理の味見ついでに結けつ構こう飲んでるのよ」

「どうする、止める？」

「でもこの所、アイリ様のストレスが凄すごいから、少し羽目を外させてやってって、美守様から言われているのよ」

「変な所で、爆発されても困こまりものですからねぇ」

　雨音、霧恋、エルマの三人は、テーブルの反対側で小声で話し始めた。それを知ってか知らずか、アイリの絡みはますます酷ひどくなっていた。

「ねえねえ、翠簾ちゃん。西南君が居なくなったら寂さびしい？」

「…………はい、寂しいです」

　翠簾は真っ赤になって、小声で絞しぼり出すように言った。

「アハハハハ～～～、可愛い！　ねえ西南君、翠簾ちゃんが寂しいって」

「あ、ありがとうございます」

　西南も翠簾同様、真っ赤になって答えた。それを見てアイリは満足げに、今度は玉蓮の方を見た。

「玉蓮ちゃんは…………止やめとこ」

「あら、アイリ様。何な故ぜ私には聞いて下さらないのですか？」

「え～～～～、だってぇ、答えが分かりきってるもの」

「意外とまともな判はん断だんをしているぞ、霧恋」

　小声で言った雨音の言葉を聞きつけ、

「意外とまともってどういう意味よ？　それなら聞いてやる！　玉蓮ちゃんどうぞ」

　ポンッと、アイリは玉蓮の肩かたに手を置いた。

「西南様……どうか、ご無理をなさらず、無事にお帰り下さる事を、お祈いのり申し上げていますわ」

「……………」

　そこにいた珀蓮を除のぞく全員が、玉蓮のあまりにまともな言葉と清せい楚そな微笑ほほえみに、声を失っていた。

「あら、どうなさったのですか、皆みな様さま？」

「ずっ、ずるいわよ玉蓮ちゃん！　自分だけ好印象持たれようと！」

「おほほほほ」

　玉蓮の上品な笑いが、アイリのカンに障さわったのだろう、

「何よ、腹はら立つわね！　戦場に赴おもむく隊員に、一夜のお情なさけとか言うのが道理ってモノでしょ！　脱ぬげ！　脱がしてやる！」

　そう言いながらアイリは、玉蓮の服を脱がそうと飛びかかった。と、その時、

「はい！　裸はだかエプロンでも大きめのワイシャツでも、何でも用意いたします西南様！」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで、立ち上がった珀蓮がそう怒ど鳴なった。そのあまりの間の良さと内ない容ように、珀蓮を除く全員が一いつ瞬しゆん啞然となり、そして全員が一いつ斉せいに爆ばく笑しようした。

「アハハハハ～～～～！　ねえねえ西南ちゃん、裸エプロンと大きめのワイシャツ、どっちが好み？」

　アイリは玉蓮に抱き付きながら、西南に言った。この事がきっかけとなり、ストレスを発散してしまったアイリのオヤジ化が解とけ、その場は和わ気き藹あい々あいとしたものとなった。

　　　　×　×　×

　約三時間後、アイリが酔いつぶれて眠ねむったのをきっかけに、晩餐会はお開きとなった。西南は明日のために浴室へ、珀蓮と玉蓮はアイリを客間に寝ねかし付けに行き、エルマは自室へ、霧恋は火煉と共に、台所で後あと片かたづけをしていた。

「なあ、霧恋。ちょっと話があるんだけどいいか？」

　片付けが一いち段だん落らくしたのを見計らい、雨音は霧恋に声をかけた。

「どうしたの？　雨音？」

「明日には話す機会はなさそうだからな」

「西南ちゃんの事？」

「まあ、大した事じゃないんだけどさ。ちょっと気になってね」

「分かったわ。火煉、後はお願いね」

「お茶をお持ちいたしましょうか？」

「いいよ。そんなに時間はかからないから」

　そう言うと雨音は霧恋と連れ立って、台所を出て行った。

　二人はそのまま食堂を通り過すぎ、ベランダへと出た。そこは心地ここちよい潮しお風かぜが吹ふき、眼がん下かのヨットハーバーには、ライトアップされた豪ごう華かなクルーザーが並ならんでいた。近くに大きな光こう源げんとなる都市が無いおかげで、夜空を見れば満天の星が瞬またたき、この場所が高級アパートのペントハウスだという事を再さい確かく認にんさせた。そしてタンクトップにカットジーンズというラフな格かつ好こうにも拘かかわらず、育ちの良さが分かる優ゆう雅がな仕草と、女め神がみのような美び貌ぼうを持つ雨音は、その豪華な背はい景けいすら引き立て役とし、そこに立っていた。

（本当に絵になるのよねぇ）

　いつもと違ちがう風景と、美しい夜がそうさせたのか、それは高い塔とうの上から地上を見た時のような、平へい衡こう感覚が狂くるい吸すい込こまれそうになる、あの感覚に似にていた。

「ん？　なんだ霧恋、ボ～～っとしちゃって……さては私に見み惚とれてた？」

　その場の情じよう緒ちよという水みな面もに、石を投げ込むような口調に、霧恋は平静を取り戻もどした。雨音の少々オヤジが入って、ぶっきらぼうな口調は、彼女の魅み力りよくにとってマイナスではあるが、鼻にかかった甘あまくちょっとハスキーな声は、それを魅力へと変えてしまう力を十分備そなえていた。幼おさない頃ころから人に注目され続けた雨音は、必要以上に人を惹ひきつけないよう、一種自じ己こう防ぼう衛えいの手段として無む意い識しきに、粗そ暴ぼうな言葉を遣つかっているのだ。

「冗じよう談だんじゃないわ……って言いたいところだけど、本当に絵になるわよね、雨音は」

「フフッ……でもこういう雰ふん囲い気きの場所は、玉蓮の方が合いそうだけどね」

「クッ！　やめてよ、それこそシャレにならないわ！」

　霧恋は全身に快かい感かんが走るのを感じ、身み震ぶるいした。悪あく徳とくと背はい徳とくの快楽の固まり、そして月の女神のような玉蓮は、夜になるとその美しさを倍加してしまう。そして一番の問題は、玉蓮は雨音と違ちがい、その力を制せい御ぎよする気は無いのだ。

「何度、彼女の顔にこれを叩たたき込もうとするのを抑おさえた事か……」

　霧恋は震ふるえる拳こぶしを顔の前に持って来た。

「あんた、防衛本ほん能のう強すぎ！……迂う闊かつに冗談も言えないわよ」

「……で話って何？」

　霧恋は雨音から視し線せんを逸そらし、深呼吸しながら心の平静を取り戻した。

「ああ、西南の様子が、いつもとちょっと違うって思ってね」

　そう話を切り出した雨音は、昼間、ＧＰアカデミーで、美守から辞令を受け取った時の事を、事細かに話した。

「西南が誰だれかに必要とされて、それに応こたえようとしているのは分かってるんだけど……何て言うのかな……ちょっと気負いすぎてる感じがするんだ。もっとも私の場合は、西南との付き合いが短いから、断だん言げんは出来ないんだけど、霧恋はどう思う？」

　雨音の言葉を吟ぎん味みするように、霧恋は少しの間考え込んでいた。そしてゆっくりと、言葉を選ぶように話し始めた。

「美希さんの事に関しては、私も気にはなっていたんだけど…………でも、西南ちゃんが決めた以上、その意い志しが変わらないのは雨音も知っているでしょう？　だから私達は考え得うる最高の条じよう件けんで、西南ちゃんをサポートするしかないって考えているわ」

「まあ霧恋が認にん識しきしているのならいいさ。忙いそがしいのに時間を取らせて悪かったわね」

「雨音が、細かな所まで気にしていてくれて嬉うれしいわ。ありがとう」

　西南の悪運を背せ負おうのが一人ではない事を、お互たがいの懸け念ねんが払ふつ拭しよくされた事を確かく認にんした二人は、顔を見合わせて微笑ほほえんだ。

「霧恋は明日だったよな」

「ええ、後はお願いね」

　その翌日、霧恋は西南達が起きる前に出発して行った。そしてその次の日には西南もＧＰ本部基き地ちへと向かったのだった。だが………。

　　　　×　×　×

「どうしよう……」

　ＧＰ基地の中で、西南は道に迷まよっていた。

　西南が表ひよう示じしているＧＰ基地衛えい星せい内ないの案内図は、碁ご盤ばんの目のように細かに入り組んだ、だが単たん純じゆんな通路で構こう成せいされていた。だがそれは所々寸すん断だんされ、まるで迷めい路ろの様相を呈ていしていた。自分の位置を確認しつつ、歩いて行くのだが、目の前には何度目かの、地図にない壁かべが立ちはだかっていた。

「またか……。地図の更こう新しんは一週間ごとみたいだから、ここも一週間以内で始まった工事って事だな。それにしても囮おとり部ぶ門もんのあるフロアって、ずいぶん殺風景というか人が居いないっていうか……」

　それは繁はん華か街がいから、深夜の工事中ビルにでも迷い込んだような感覚だった。

「う～～～ん。それにしても誰だれも居ないってのも困こまったよなぁ」

　西南は困こん惑わく顔がおで画面に行き止まりの線を引くと、一つ前の分ぶん岐き点てんへと戻って行く。

「こんな事ならＮＢを配送しないで、連れて来ればよかったな……」

　目の前の外周通路にある全面の窓まどからは、宇う宙ちゆう空間とアカデミー本星が見えていた。その壮そう大だいなパノラマに一いつ瞬しゆん、現げん状じようを忘わすれて見入った西南の目の前を、大型の貨物艦かんが通つう過かして行く。他ほかのフロアーならば聞こえない軽い振しん動どう音おんが、何もないフロアーに響ひびく。そして貨物艦が通り過ぎた後には、再ふたたび静せい寂じやくが戻もどって来た──と、その時、西南は遠くの方から、何やら鼻歌のようなものが聞こえて来るのに気付いた。

「……誰か居る？」

　西南は足音を立てて、鼻歌がかき消されないように、ゆっくりと歩いた。鼻歌が近付くにつれ、それが聞き覚えのある声だと確信したのだった。

「やっぱり！」

　通路を曲がった所には、初めて出会った時と同じ制せい服ふくを着た美兎跳が、熱心に通路を掃そう除じしていた。

「美兎跳さん！」

「えっ？……あら～～西南ちゃんだ。久ひさしぶり～～」

　美兎跳は嬉うれしそうに、西南の方へ駆かけ寄よって来た。

（う～～ん。本当に可愛かわいらしいなぁ、この人）

　それはまるで、まだ足あし腰こしのしっかりしていない子犬が、母親を見つけて嬉しそうにヨチヨチと走って来るような、そんな感じだった。
















「元気そうねぇ。ねえどうしてこんな所にいるの？」

「実は囮おとり部ぶ門もんへ実じつ務む研けん修しゆうに行く事になって……ちょっと迷っている所なんです」

「そうだったの。今あちこちで工事中ですものねぇ。じゃあ、案内してあげる」

「でもお仕事中なんじゃ……」

「仕事もするわよ。付いて来てね」

　美兎跳はニッコリと笑えみを浮うかべると、床ゆかを拭ふきながら進み出した。少し心細かった西南は、ホッとしたように美兎跳の後に続いた。だがその時、西南は重要な事を忘わすれていたのだった。




　ＧＰアカデミーの太陽系けいを、鳥かごのように囲んでいる外周リングは、建けん築ちく中の物を含ふくめれば、約五十本近くあるが、完全なリングとして繫つながった物は五本しかない。民間用の物が一本、ＧＰ専せん用ようが一本、アカデミーの物が一本、そして二人の哲てつ学がく士しがそれぞれに個こ人じん所有している二本である。

　ＧＰ専用リングにある、銀ぎん河が軍の第二七八基き地ちにある大型ドックから、銀河軍戦艦『リナミクス』が発進した。リングから十分離はなれると、リナミクスは新しく建けん造ぞうされた、超ちよう空間ゲートへと入って行った。本来超空間ゲートは、二つの地点を繫ぐために二基のゲートを必要とする。だがこの新型ゲートは、一方通行ではあるが、目標地点にゲートを必要としないのだ。

　ゲートを入り、超空間を通り抜ぬけたリナミクスは、数分後には銀河アカデミーから数百光年離れた通つう常じよう空間に現出していた。

「艦に異い常じようなし！」

「誤ご差さ、予想範はん囲い内です」

　オペレーター達の報ほう告こくがブリッジに響く。

　戦艦とはいえ、ブリッジ内は意外と狭せまく、五名のオペレーター席と、一段だん高いところに情じよう報ほう士官席が二つ。そのやや後ろの少し高い場所に艦長席があった。だが本来そこに居いるはずの艦長ライズ・ロムレアは、情報士官席の隣となりに立っていた。

「ようやく使えるレベルに持って行けたな。さすがは霧恋君だ。わざわざ出向させてすまなかったね」

　情報士官席に座すわっていたのは、軍の制服を着た霧恋だった。

「いいえ、これも任にん務むですから」

「しかしキミも災さい難なん……いや、失礼。彼は君の弟みたいなものだったね。だがこちらはとんだ災難だったよ。軍最高旗艦の首席情報士官にだってなれるスキルを持っている君を、たかがＧＰアカデミーの講こう師しに持って行かれたんだからね」

「こればかりは、宮仕えの身ですから。自分では決められませんし」

「だがようやく君も、例の彼もだが……本来居るべき所に来るんだから、良しとしなければな」

「ご存ぞんじのように、山田西南君は特例で宇う宙ちゆうへ上がる事を許ゆるされた、初期文明圏けんの人間です。日にち常じようの生活ですら、いろいろと覚えなければならない事も多かったものですから、講師という立場は、何かと融ゆう通ずうが利きいて助かりました。軍にはいろいろご迷めい惑わくをおかけしましたが、私としては、ありがたい部分が多かったのも事実なんです」

「ふむ、なるほど。そうかもしれないね。まあ結果が良ければ過か程ていなど気にせんよ」

　と、その時、ブリッジにオペレーターの声が響いた。

「艦長！　０７０方向に、所しよ属ぞく不明の艦船を発見。数３！」

「距きよ離り１０５０。こちらを認にん識しきしているようです。接せつ近きんして来ます」

　オペレーターの報告に、霧恋は素す早ばやく情報の解かい析せきを行った。

「ダ・ルマーギルド所属の海かく賊ぞく艦が２。残りの一艦は未み確かく認にん艦ですが、分類Ｄ‐４の改かい造ぞう艦です」

　霧恋はメインのスクリーンにデータを映うつし出し、その間に艦長席に戻もどったライズ艦長はスクリーンに映し出されたデータを素早く確認した。

「この程てい度どの戦力なら、撃げき沈ちんするのも容易たやすいが……今は任にん務むが最さい優ゆう先せんだ。加速して引き離はなせ」

「ストーミングブロックのかかったこの艦を見つけるなんて……偶ぐう然ぜん？」

　訝いぶかしがる霧恋の疑ぎ問もんは、すぐさま解かい決けつされた。

「艦長、コード０６４！　乗組員以外の反応をＥ‐13通路に発見！」

「ＩＤ確認、急げ！」

　艦長に命令されるより早く、霧恋はその人物の確認を行っていた。パパッと瞬しゆん時じに艦内カメラの映像と、その人物のＩＤ情報が表ひよう示じされた。

「くっ、九く羅ら密みつ美兎跳様、か……」

　反はん射しや的に、呆あきれたように天を仰あおぐ艦長は、もう一人、美兎跳の側そばにいた事に気付き、慌あわててモニターを見た。

「もう一人は……美兎跳様の掃そう除じに巻まき込こまれたのか？」

「せ、西南ちゃん……」

「何!?」

　映し出された映像には、掃除をしている美兎跳と西南がはっきり捉とらえられていた。

　　　　×　×　×

　リナミクスの通路では、モップを持った美兎跳と、いつの間にか西南までモップを持って掃除をしていた。

「ここも綺き麗れいになったわ」

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐいながら、美兎跳はピカピカになった通路を満足げに振ふり返った。

「あの、美兎跳様……ところで、囮部門へは、この道でいいんですか……？」

　不ふ思し議ぎそうに周りを見回す西南の横で、鼻をヒクヒクさせ始めた美兎跳は、いきなり西南の手を引き、しっかりとした足取りで歩き出した。

「あっ、そっちですか」

　安あん堵どする西南を連れ、美兎跳は食堂と書かれたドアをくぐって行った。

　　　　×　×　×

　ブリッジのメインモニターには、食堂でプリンを食べている嬉うれしそうな美兎跳と、その横で困こん惑わく気味に美兎跳を見ている西南が映っていた。

『第二食堂に足止め、成功しました！』

「よし、隔かく壁へき閉へい鎖さ！　見み張はりを怠おこたるな！」

『了りよう解かい！』

「しかしこの目で見るのは初めてだが…………あの方は、本当に、どこからどうやって入り込むんだ？　それにしても、まさかこの艦かんの、対美兎跳様捕ほ獲かく用ようの備び品ひんを使う日が来ようとはなあ」

　プリンを食べている美兎跳の映えい像ぞうを見て、ライズ艦長は大きなため息をついて、イスに深々ともたれかかった。

「すみません、ウチの生徒まで……」

「いや、あの山田西南君を乗せられるとは、光栄だよ。それに彼の効こう果かも実じつ際さいに見る事が出来たからね……」

「新しん規き緊きん急きゆう！　右う舷げん１５０に局地的空間歪わい曲きよくあり、ジャンプアウトしてきます！」

　ピクリと反はん応のうする艦長と霧恋。

「こ、この反応は！」

　そのオペレーターの表ひよう情じようには、絶ぜつ望ぼうのようなモノが浮うかんでいた。泣き叫さけびたい衝しよう動どうを訓練によって培つちかった職しよく務む意い識しきで、抑おさえ込んでそのオペレーターは事実を報ほう告こくした。

「歪曲波形とエネルギー質しつ量りようから見て間ま違ちがいありません、ダイダロスです！」

　ブリッジ内の空気が一気に張はりつめ、オペレーター達は一言も発せなかった。

　ダイダロスというのは本来、艦名ではなく、過か去こにダ・ルマーギルドを越こえると言われたタラントギルドが、その豊ほう富ふな資し金きん力りよくと技ぎ術じゆつ力りよくで造つくり上げた、重じゆう装そう備びの主力戦艦で、いまだ銀ぎん河が連れん盟めいの人々には、恐きよう怖ふの記き憶おくとして刻きざまれている海賊艦である。量産された艦の中で、単艦戦せん闘とうにおいては現げん在ざいでも最強と言われ、単たん独どくで遭そう遇ぐうしたＧＰ軍の旗艦クラスの戦艦ですら、撃沈された事がある。過去に建けん造ぞうされた殆ほとんどのダイダロス級戦艦は、皇おう家けの船によって破は壊かいされているため、このダイダロス級戦艦は、確かく認にんされている最後の物と言われている。

「ダイダロス……タラント・シャンクか。よりによってあいつとは！」

　だが相手がダイダロスとはいえ、軍の戦艦乗りが『逃にげる』という選せん択たくをするのは容よう易いな事ではない。ましてや相手は、数多くの同どう胞ほう達を殺して来た凶きよう悪あくな相手だ。発見次し第だい、警けい告こく無しで即そく時じ撃沈が許ゆるされている唯ゆい一いつの船なのだ。そのマッコウクジラに似にた艦かん影えいはまさに宇う宙ちゆうという名の海の怪かい物ぶつ『モビーディック』なのである。

「ダイダロス出現を本部へ！　重力爆ばく雷らいでヤツを足止めしつつ、空間歪曲の影えい響きようを受けないポイントまで最大加速、及およびランダムジャンプ！　なんとしても逃げ切れッ！」

　グッと拳こぶしを握にぎり締しめ、絞しぼり出すようにライズ艦長は命令を出した。

「重力爆雷射しや出しゆつします！」

　リナミクス後部から射出された爆雷が、ダイダロス前方の空間に到とう達たつし、爆発する。通つう常じようの艦であれば、ほぼゼロに等しいスピードまで落ちてしまう威い力りよくだ。爆発に包まれるダイダロスを後に、リナミクスは最大加速で宙ちゆう域いきを離り脱だつしようとした。




　ダイダロスのブリッジ内は、その凄すさまじい爆雷攻こう撃げきにも、微び動どうだにする事はなかった。そこは個こ々このシート以外は、銀色の金きん属ぞくのみで構こう成せいされている、まるで巨きよ大だいな食品加工所のような、一種異い様ような空間だった。

「クックック……」

　銀ぎん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだ、整った美しい顔立ちのタラントは、狂きよう気きを含ふくんだ眼まな差ざしでリナミクスをじっと見つめていた。中央のメインモニターに映うつるリナミクスは、これから解かい体たい料理される獲え物もののようであった。そしてタラントがその視し線せんを、側そばにある小さなモニターに移うつした時、

「それが例の目標ですか？」

　タラントの横に、まだ年とし若わかい副官が笑えみを浮かべながらやって来た。

「そうだ。今回は生かして連れて来るように、徹てつ底ていさせておいてくれ。他はいつも通り、適てき当とうに楽しめばいい」

「それにしても、相変わらず腐くさった連中ですねぇ。どうせあの艦にも　自分達に邪じや魔まな人間を乗せて居いるんでしょう？」

「ああ、そのようだな。だけど、今回はそれに見合った獲物が居る」

　そう言うと、タラントは正木霧恋の映ったモニターを見つめた。そしておもむろに立ち上がると、

「そろそろ私も準じゆん備びを始めるから、ここは頼たのんだよ」

　副官の肩かたに手を置くと、専せん用よう通路へと消えて行った。

「承しよう知ちしました」

　副官の言葉と共に、ブリッジの緊きん張ちようが和やわらいだ。

「よし！　牽けん引いんビーム射しや程てい距きよ離り到とう達たつと共に、目標に速度を合わせろ。急げよ」




　リナミクスのオペレーターの声は悲鳴に近かった。

「ダメです。敵てき、相対速度変わりません！　牽引ビーム射程距離内です！」

　同時に、爆発を突つき破やぶるように数本の牽引ビームが放たれ、必死に加速するリナミクスへと瞬しゆん時じに絡からみつく。それは肉にく食しよく獣じゆうが、獲物の喉のど元もとに食い付いたのと同じだった。

　ガクッ、と激はげしい衝しよう撃げきがリナミクスのブリッジを襲おそい、体たい勢せいを崩くずしながら、揺ゆれに耐たえるクルー達は、叫び出しそうになるのをグッと堪こらえていた。

「全ぜん武ぶ装そう、ダイダロスに向け発はつ射しや！　こちらへの被ひ害がいは考えんでいい！」

　ライズ艦かん長ちようの命令一いつ下か、主しゆ砲ほうから機き銃じゆうまで、とにかく牽引ビームやダイダロスに当てられる全すべての武器が発射された。

「牽引している以上、回かい避ひできまい」

　だがライズ艦長の言葉は、その内ない容ようとは裏うら腹はらに、祈いのるような呟つぶやきだった。

　惑わく星せいすら破は壊かいできるエネルギーがダイダロスに集中し、そのエネルギーの余よ波はがリナミクスの艦体にもダメージを及およぼしていた。ついには砲身が限げん界かいを迎むかえ、エネルギー過か給きゆうによるショートを遮しや断だんするための、絶ぜつ縁えん体たいジェルが注入された。超ちよう高温による小さな蒸じよう気き爆ばく発はつと共に、次々と武装は停止して行った。

「だ、ダメです！　牽引ビーム切断できません。艦が引ひっ張ぱられています！」

　全武装の一いつ斉せい射撃が効きかない以上、それは彼等にとって死し刑けい宣せん告こくも同じだった。

（もしやこの襲しゆう撃げきは……）

　ライズ艦長は、意図的に情じよう報ほうや人事配置を操そう作さし、邪じや魔まな者をタラントに始末させるという噂うわさを思い出していた。リナミクスにも、この実験航海前に、いくつかの人事異い動どうが慌あわただしく行われていたのだ。

（突とつ然ぜんの人事異動は、特別な実験が行われる際さいには、よくある事だが、実験内容を考えれば、必要のない人事異動も多い……まさか!?）

　ライズ艦長は気け取どられぬよう、霧恋を見た。今回の実験は西南を囮おとりとして使う際の、海かい賊ぞく迎げい撃げきのためのものだった。西南を囮部門へ出向させ、軍部門の発言力を大きくし、将しよう来らい的にはＧＰの指し揮き権けん系けい統とうを過か去この、銀ぎん河が連れん盟めい設せつ立りつ時じのものへと回帰させる──これが軍部門の目もく論ろ見みである。

（だが山田西南を監かん視しする霧恋君を、不安視する意見があるのも事実だ。彼女はあまりにも山田西南に近しい間あいだ柄がらだ。しかも…………いかん！　目の前の事に集中しろ）

　ライズ艦長は、余よ計けいな考えを吹ふき払はらうように、手を握にぎり締しめ目をつぶった。

「…………」

　霧恋は、衝しよう撃げきで崩くずれたプリンの山に埋うもれている西南と、美兎跳が映うつったモニターを、悲ひ痛つうな表情で見つめた。一いつ瞬しゆんの後、何かを決意したように、凄まじい勢いきおいでプライベートメモリーとリナミクスのコンピューターとを繫つなげた。そしていくつかのプログラムをロードした。

「艦長！」

　霧恋はライズ艦長に、専用の回線を使って、あるプランを転送表ひよう示じした。それを素す早ばやく確かく認にんしたライズ艦長は、驚おどろいたように霧恋を見た。

「バカな。こんな無む茶ちやを許ゆるせるとでも……」

　だが霧恋は無言で、スッと席から立ち上がると、ゆっくりとその左手を床ゆかの装そう甲こうへと当て、そして軽く何かを摑つかむような仕草をした。

「！…………分かった。君の言う通りにしよう」

　ライズ艦長は霧恋から視線を正面に、メインモニターへと見み据すえた。霧恋は敬けい礼れいをするとブリッジを飛び出して行った。

「全乗組員にＺ01を通達！」

「Ｚ01！……了りよう解かい！」

　オペレーターは驚きのあまり、反はん射しや的に艦長の方を見ようとしたが、自分達の置かれた状じよう況きようを思い出し、すぐさまプランＺ01のモードへと移行した。

「美兎跳様と山田西南はまだそこにいるな？」

「はい！………えっ!?　二人を、ロストしました！」

　モニターには、今までそこにいたはずの二人の姿すがたがなかった。そして先ほどの衝撃で、床に散乱したプリンは綺き麗れいに、掃そう除じされていた。

「しまった！　床に落ちたプリンを掃除したのか……艦内サーチ、急げ！　すぐに確かく保ほして脱だつ出しゆつポッドに放ほうり込こめ！」

「ダイダロス接せつ近きんしてきます！　突とつ入にゆう用チューブの射出を確認、一本がリナミクス中央ブロックに」

「とことん嬲なぶるつもりか……よし、その場所を基き点てんとしＺ01を始動しろ！」

　軍というのは性せい能のうはもちろんだが、信しん頼らい度ども重要な要よう素そとなる。大量生産と過か酷こくな環かん境きように耐たえ、性能を維い持じする──特別な部隊でもない限かぎり、最さい先せん端たんの高性能ではあるが使用データの乏とぼしい武器装そう備びは支し給きゆうされない。だがタラント達は、それこそ特注の装備を贅ぜい沢たくに使用しているのだ。たとえ軍といえど、彼等を排はい除じよするのは難むずかしい。

「Ｚ01始動します！　各通路の隔かく壁へきは全すべて生体認にん証しようのマニュアル操そう作さへ移行。脱出ポッドを解放しました！」

「ダイダロスの外装破は損そんの状じよう況きようから、リナミクス自じ爆ばくによる撃げき沈ちんは出来ませんが、この距きよ離りであれば、かなりの損そん傷しようを負わせられるはずです」

「自爆と同時に射出されるポッドが、生き残る可か能のう性せいが少しでも高くなれば……」

　ライズ艦長は、先さき程ほどまで霧恋が居いた場所を見た。そこの床にはくっきりと霧恋の手形が付いていた。

（ブリッジは強固な特とく殊しゆ鋼こうで覆おおわれている。どんな高性能のガーディアンでも傷きずを付けるのは容よう易いではない。それをいとも簡かん単たんに……）

　もともと霧恋は樹雷、柾まさ木き家けの血に連なる者である。その能力の高さから、瀬戸のスパイではないかという噂うわさはあった。だが樹雷がＧＰとアカデミーの、上位意い思し決定権けんを持つ以上、スパイを置いてまで必要な情じよう報ほうなど無い。あくまで内ない偵てい監かん視し者しやというだけの話である。それを排はい除じよする事に意味は殆ほとんど無い。

（昔の栄光が忘わすれられんバカ共が！　彼女の能力が、軍で生かされているメリットも分からずに…………死ぬなよ、霧恋君）




　ダイダロスから伸のびた、針はりのような突入用チューブは、リナミクスの装甲を溶とかして侵しん入にゆうして来た。と同時にシステムに侵入し、内部迎げい撃げきシステムを切せつ断だんして行った。

「キャハハハハ！」

　侵入チューブのハッチが開き、重装備の海かい賊ぞく達が下げ卑びた笑いをあげ、次々と飛び出して来た。その表情にはこれから行う事への、疑ぎ念ねんや後ろめたさなど、カケラも無かった。

　数十名の突とつ撃げき要員が飛び出した後、ゆっくりとした足音と共に、薄うつすら笑えみを浮うかべたタラント・シャンクが、両りよう脇わきに二名の海賊を引き連れて現あらわれた。

「また外れか……これで三回連続だ」

「俺おれの最高記録は五回だ。まだまだ良い方さ」

　不満そうな部下二人に、タラントは笑いながら、

「土産みやげを持ってきてやるから、大人しく留る守す番ばんをしているんだな」

　そう言うと、他の海賊達とは別ルートを歩き出した。

「そいつは例の女ですね。でもいいのですか？」

「つまらなそうな女だからな。必要が無くなったら、お前達にあげるよ」

「あ、ありがとうございます！　お気を付けて」

　部下達の歓かん喜きの声に、手を上げて応こたえると、タラントは警けい報ほうを鳴らしているプレートを目がけ、拳こぶしを振ふり上げた。ゴンッ！　タラントの実体化していないガーディアンが大きな穴あなを穿うがち、警報プレートを叩たたきつぶした。




「まだ二人を捕ほ捉そくできんのか？」

「海賊達との交戦が至いたる所で発生しています。その中を…………器用に移い動どうしていて、なかなか接せつ触しよく出来ません」

　モニターに映うつし出されている、美兎跳達の移動経けい路ろは、まるでハエの飛行と似にていて、目まぐるしく、かつ唐とう突とつだった。

「クッ！　確たしかに美兎跳様の行動パターンは、軍の戦せん闘とう回かい避ひパターンとして使われるくらいだからな」

「しかし美兎跳様達の行動は、海賊側の攪かく乱らんにもなっているようです。現げん在ざいの所、人的被ひ害がいはほとんどありません」




　霧恋は、ダイダロスの突入チューブの入り口近くの点てん検けん口ぐち内ないに潜ひそんでいた。先程リナミクスのブリッジでロードしたプログラムを操そう作さし、ダイダロスのコンピューターへ逆ぎやくアクセスをかけ、ダミーのデータを流しているのだ。

（……よし。これでしばらくは突入した連中は、ダイダロスの異い常じように気付かない）

　霧恋は着ていた制せい服ふくを脱ぬぎ、グッと拳を握にぎり締しめた。と、ＧＰ軍仕様の真っ白いアンダースーツは、みるみるうちに黒い戦闘用のスーツへと変化した。

　点検口から慎しん重ちように辺りを窺うかがいながら出て来た霧恋は、小型の監視プローブによって侵入口に居いる見み張はりの様子を確かく認にんした。

（多重センサー装そう備びか……光学迷めい彩さいじゃだめね。向こうで何があるか分からないから、あまり使いたくはないけど）

　と、急に背はい景けいに溶とけ込むように、霧恋の姿すがたが見えなくなって行った。亜あ空くう間かんへとシフトする、いわば短たん距きよ離りの連続ジャンプを行い、見張り二人をやり過すごした霧恋は、チューブ内の転送リング手前で実体化すると、躊躇ためらう事無くそこへと飛び込んだ。




　非ひ常じよう事じ態たいを知らせる警報が鳴り響ひびく中、西南は己のあまりの迂う闊かつさに落ち込んでいた。ここがＧＰの本部フロアではない事、その原げん因いんとなった美兎跳の掃そう除じに付き合ってしまった事を、である。

「いろいろな人から、美兎跳様の掃除が危き険けんだって言われていたのに……ＧＰアカデミーに来る途と中ちゆうで、案内人さんが慌あわてて美兎跳様のモップを取り上げてたのを、見ていたはずなのに……」

　美兎跳のモップを取り上げた西南は、この場所の手がかりを探さがそうと、あちらこちらを見回した。

「西南ちゃ～～ん、モップぅ～～～」

　その横では、美兎跳がモップを取り返そうと、半ベソをかきながら手を必死に伸ばしていた。小さなの子こ供どものように、何やら途と轍てつもなく愛らしい仕草の美兎跳に、思わずモップを返してしまいそうになる自分を叱しつ咤たしつつ、

「ダメです！　それよりさっきから警報が鳴って、知らない場所にいる状じよう況きようを何とかしないとまずいでしょ？」

　諭さとすように言った。

「？？？？？？……………本当だ。あらあら大変」

　ようやく辺りを見回し始めた美兎跳は、緊きん張ちよう感のない声でそう言った。そしていきなりトテテっと歩き始めると、横の通路から現あらわれた男を指さした。

「あの人に聞いてみましょうか」

「え？」

　美兎跳の指さす方を見た西南は、全身が総そう毛け立だつような、強きよう烈れつな危機感を覚えた。そこには、笑えみを浮うかべ、美兎跳の方に銃じゆうを向けようとするタラントが立っていた。だが美兎跳は、全く臆おくする事なく無む防ぼう備びにタラントへと近付いて行った。

「あの～、ちょっとお聞きしますけど」

　美兎跳が助かったのは、タラントが西南に気付いたからであった。

「お前！」

　美兎跳に向けられようとしていた銃が、止まった瞬しゆん間かんを逃のがさず、西南は持っていたモップを槍やりのように投げつけた。

「ぐっ！」

　タラントにモップを武ぶ器きとして使う発想が無かった事、ガーディアンがモップを脅きよう威いとして認にん識しきしなかった事、そして高度に生体強化された西南の肉体が、タラントに一瞬の隙すきを生み出した。西南は美兎跳を抱かかえるように、タラントから逃にげ出した。




　ダイダロス側の転送リングから出て来た霧恋は、間かん髪はつ入いれず亜空間シフトを行った。しかしそこに人の気配を全く感じなかった霧恋は、すぐさま実体化した。

「これは……」

　位置からすれば、ダイダロス前面に当たる部分だが、そこには巨きよ大だいな倉庫のような、がらんとした空くう洞どうがあるだけだった。

「巨大とは言え、外形サイズから考えれば、かなり小さいわ。その差が装そう甲こうの厚あつさと考えて間ま違ちがいないようね……しかも内部にも、外がい壁へきと同様の装甲が形成されていて、まるで高度耐たい圧あつ実験室か危険物処しよ理りの炉ろみたい………くっ！」

　思わず霧恋は鼻を押おさえた。その内部の異い様ようさ以上に、その場に充じゆう満まんしている異い臭しゆうに耐たえられなかったのだ。霧恋はその嫌けん悪おを覚える臭においに心当たりがあったが、あえてその事を考えないように走り出した。

（とにかくブリッジへ）

　霧恋は思考を再ふたたび、戦せん闘とうモードへと切り替かえた。




　西南は美兎跳を抱かかえるようにして、懸けん命めいに逃げていた。銃で狙そ撃げきされないよう、曲がり角や、ちょっとした出でっ張ぱりを利用し、タラントの狙撃をかわしていた。西南はその経けい験けん上じよう、悪意というモノに敏びん感かんだった。その磨みがかれた感性と、生体強化によって得た反はん射しやによって、タラントが銃を撃うつ瞬間を感じ取って避よけているのだ。

「うわぁ～～西南ちゃん、凄すご～～い」

　タラントの攻こう撃げきをまるで予知しているかのようにかわす西南を、美兎跳は感心したように、緊きん張ちよう感のない声で褒ほめた。

「ほお……なかなかどうして」

　美兎跳と同じように、タラントも西南の逃とう走そう術じゆつに感心していた。

　だが悲しいかな、そこは運の悪い西南の事、曲がる先々で警けい備び兵へいと交戦している海かい賊ぞくと遭そう遇ぐうしてしまうのだ。

（わっ！　ここも！）

　何度も海賊達に遭遇した結果、西南の腕うでを振ふり切りダッシュをした美兎跳が、海賊の後方から跳とび蹴げりを食くらわし、そのまま西南が抱えられて過すぎ去る、という連れん携けいがいつの間にか出来上がっていた。しかしその度たびに、海賊が交戦していた警備兵との合流を、タラントの銃撃によって阻そ止しされてしまうのだった。

　カツーン。カツーン。後方から聞こえるタラントの靴くつ音おとは、西南に嫌いやな記き憶おくを思い出させようとしていた。その誘ゆう惑わくを抑おさえつつ、西南は逃げる事に集中した。が、角を曲がった西南の目の前には、隠かくれる場所も無い、絶ぜつ望ぼう的な一本の直線通路が見えていた。

（行くしかない！）

　躊ちゆ躇ちよは一瞬だけ。それは美兎跳も同じだった。美兎跳と西南は全速力で走り出し、西南は美兎跳を庇かばうように位置取った。西南達が通路の半分に達した時、タラントは直線の通路へと追いついて来た。

「クックック！」

　必死で逃げる美兎跳と西南を見て、タラントは笑った。

「さて、殺しては楽しめないからな。落ち着かなければ……」

　一度、深しん呼こ吸きゆうをすると、タラントは横を向いたまま、銃を持った片かた手てを伸のばし、狙ねらいもつけずに撃うった。

「！」

　間一髪、西南はそれを避ける事に成功したが、わずかに体たい勢せいを崩くずし、走るスピードを鈍にぶらせてしまった。それを狙っていたかのように、タラントは素す早ばやい動きで、今度は銃をしっかり構かまえると、狙い定めて西南の肩かたを狙って撃った。

「ぐっ！」

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。タラントの銃撃と同時に、西南は急に重いモノに押し出されるように、突つき当たりの壁かべへと激げき突とつした。

（撃たれた？）

　そう考えた西南は、自分よりまず美兎跳の安全を確かく認にんしようと横を見た。通路の陰かげには護ご衛えい兵へいに抱だきかかえられたまま遠くなる、美兎跳の泣き出しそうな顔が見え、そして通路の角を遮しや蔽へいとし、銃を撃ち始めた護衛兵が目に入った。自分が感じた衝撃が、西南を庇おうとして飛び出した、護衛兵である事に気付いたのは、ガーディアンを半実体化させて、こちらへ走って来るタラントと目が合った時だった。

（俺を狙ってる？）

　西南は直感的にそう感じた。

「逃にげろ……あいつはタラントだ」

　撃たれた護衛兵は負ふ傷しようしながらも、背せ中なかで西南を通路の陰へ押しやろうとしていた。

「タラント？……あっ！」

　西南はその名が、コマチに気をつけるよう言われた名と同じなのを思い出した。

「先日、中ちゆう継けい基き地ちを襲おそった凶きよう悪あくなヤツだ……だから、逃げろ！」

　その警備兵の言葉は、呆ほうけている西南を、どうにかして逃がそうと言ったものだった。だが皮ひ肉にくな事に、それは逆ぎやく効こう果かとなったのだ。

（中継基地！　じゃあ、あいつが……美希先せん輩ぱいを……）

　負傷し、力なく西南に寄よりかかりつつも、銃を撃とうとしている警備兵を、もう一人の警備兵の方へ突き飛ばした。

「この人を！」

　そして警備兵達が居いるのとは、反対方向へと走り出した。

「君ッ！」

　負傷した仲間を抱え、西南を呼よび止めようとした警備兵の行く手を、タラントのガーディアンの腕うでが阻はばんだ。伸びたガーディアンの腕は、弾はじいた警備兵の銃ごと、突き当たりの壁へとめり込こんだ。

「邪魔をするな！」

　タラントの頭の中には、すでに西南を捕とらえる事しかなかった。そして今まで西南が見せて来た逃走術の巧たくみさも、警備兵達には幸いした。西南を捕つかまえる事を優ゆう先せんとしたタラントは、警備兵の銃を潰つぶした事で良しとし、一いち瞥べつをくれただけで、すぐさま西南の後を追い始めたのだった。







　霧恋は大した障しよう害がいもなく、ダイダロスのブリッジへ到とう達たつしていた。副官やオペレーター達は、リナミクスの各監かん視しカメラから送られて来る映えい像ぞうと、突とつ入にゆうした海かい賊ぞく達の視点映像を見るのに夢む中ちゆうで、霧恋の侵しん入にゆうには気付かなかった。そこは戦せん闘とう中のブリッジとは思えないほど弛し緩かんし、モニターに映うつし出されている映像は、吐はき気をもよおすものだった。

　霧恋は彼等がモニターに集中している隙すきに、端たん末まつからダイダロスの情じよう報ほうをチェックし始めた。

（……何これ？　ここはブリッジじゃないわ！）

　その場所からコントロールできる事は、かなり制せい限げんされ、情報も必要最低限がバンクされているだけだった。

（この手のタイプを使うのは、タラントが乗組員を信用していないという事ね。もっとも海賊には結構多いタイプだから、驚おどろきはしないけど……!?）

　今後の対たい策さくを思案しようとした霧恋は、副官の独ひとり言に気付いた。

「クックック……まさか山田西南が居ようとはな。九羅密美兎跳と一いつ緒しよの所を見ると、掃そう除じに巻まき込まれた口か……運の悪い事だ」

（西南ちゃん！）

　霧恋は分ぶん割かつ映像の一つに、タラントに追われる山田西南の姿すがたを見つけた。

『先日、中継基地を襲おそった凶悪なヤツだ……だから、逃げろ！』

　モニターから聞こえる警備員の言葉が、どれほど西南に動どう揺ようを与あたえるものなのかが、霧恋には、はっきりと分かった。そして予想した通り、西南は自らを囮おとりとしたのだ。

（私は何な故ぜ、雨音の言葉をあんなに軽く考えたの!?　西南ちゃんの運が悪い事を知っているのに！）

　霧恋は、雨音の心配が現げん実じつのモノとなった事を、目まの当たりにした。

「それにしても、タラント様が山田西南一人に執しゆう着ちやくされるなら、俺おれも行けばよかったクックック……」

　圧あつ倒とう的な力で弱者を、ただ自分達の悦えつ楽らくのためだけに蹂じゆう躙りんする姿に、途と轍てつもない嫌けん悪おを覚えていた霧恋は、乗組員を庇かばい、自らを囮にした西南の姿を見て笑う男達に、どうしようもない怒いかりを覚えた。そしてその怒りは、瞬しゆん間かん的に頂ちよう点てんに達した。

　もうそこに霧恋の理り性せいはおろか、意い思しといったモノも存そん在ざいしなかった。霧恋は途轍もない力を秘ひめた、殺意の固まりと化していた。

　突とつ如じよ、バシュッ！　という、急きゆう激げきに空気が抜ぬけるような音と共に、副官の頭が無くなった。それは霧む散さんしたという表現がピッタリだった。

「ん？　なんだ？」

　首くび筋すじにあたる霧きり雨さめのようなものに気付いたオペレーター達は、一いつ斉せいに上を見回した。そして噴ふん水すいのように血を吹ふき出している副官の後ろに立つ、霧恋に気付いたのだ。

「ひっ！」

　恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめたオペレーター達が認にん識しき出来たのは、ただその一瞬だけだった。




（くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！）

　西南は自らに毒突きながら、リナミクスの通路を逃にげていた。

　美希の敵かたきを討うちたいと望む意志と、それが不ふ可か能のうである事を知り、本能的に逃げている肉体。自らの非ひ力りきさが悔くやしくて仕方がなかった。

（くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！）

　西南にとって、死の危き険けんは日にち常じよう的に存そん在ざいしていた。そしてその覚かく悟ごすらも、意識的にではなく、ごく当たり前のように西南の中にはあったのだ。だからこそ、巻き込まれたくないと他人は西南を避さけ、巻き込みたくないと西南は他人を避けて来た。

　それでも西南に手を差し伸のべてくれる人は居いた。霧恋や海かい、月つき湖こといった正木の村の人人、天てん地ちや清音といった柾木家の人々、美兎跳や瀬戸を始めとした宇う宙ちゆうに上がって出会った人々……そして美希。

（くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！）

　美希がこんな目に遭あったかと思うと、悔しくてたまらない。どれほど恐おそろしい目に遭って、死んで行ったか──そしてここまで逃げて来る間に見かけた、倒たおれている人々……あの人達にも、自分と同じ思いをする知人家族が居るに違ちがいない。そんな人達の悲しみを考えると気が狂くるいそうだった。

　宇宙に上がり、ＧＰと海賊間にある、奇き妙みようなルールを聞かされた時は、よく分からなかったが、今はそれを痛つう感かんしていた。やはりこれだけ科学が発達してさえ、人的被ひ害がいは取り返しがつかないのだ。悲しみの連れん鎖さが生み出されれば、戦いは泥どろ沼ぬまと化す。ＧＰは海賊討とう伐ばつにかける時間も費ひ用ようも無ければと考え、海賊はＧＰの警けい備び強化も全面戦争も望んではいない──それがＧＰと海賊の奇妙なルールとなっているのだった。

　タラントには西南には無い、人を幸せにも不幸にもできる選せん択たく権けんと力があった。タラントの気分次し第だいで、他者の生と死が分かれてしまうのだ。

（あいつが憎にくい！）

　それは西南が抱いだいた初めての憎ぞう悪お──西南が渇かつ望ぼうしていた、人として当たり前にある力と選択権。それを自らの欲よく望ぼうのためだけに、都合よく行使する事に、強きよう烈れつな不ふ快かい感を感じたのだ。だがそれ以上に自分の非力さが、誰だれかを守る力を持つ前に、タラントと出会った自らの不運が憎かった。

「とんだ興きよう醒ざめだな。　さっきまでの勢いきおいが無くなったぞ……まあいい。続きはダイダロスで楽しませてもらうさ」

　タラントは西南の足を狙ねらって狙そ撃げきした。

　バンッ！　突とつ如じよ、西南の後ろの隔かく壁へきが閉とじ、エネルギー弾は隔壁によって分散した。




「艦かん長ちよう！　美兎跳様を保ほ護ごいたしました。警けい備び兵へいが一人負ふ傷しようした模も様ようです」

「山田西南は？」

「タラントに邪じや魔まをされて、保護は……」

「……なるほど、噂うわさ通どおり、見事な囮おとりっぷりだな」

　ライズ艦長が見ている艦内図には、数種類に色分けされた生体反はん応のうが表ひよう示じされている。そこには西南を示しめす光点を追うように、全海かい賊ぞく達の光点が移い動どうしていたのだ。

「おかげで警備兵以外は、全員無事に避ひ難なん完かん了りようしています」

「よし、艦内の隔壁コントロールを復ふつ帰きさせろ！」

「しかし敵てきにシステムを乗っ取られる危き険けんが！」

「一部だけでいい！　あの少年を見殺しにするわけにはいかんだろう？」

「了解！」

　オペレーターがコントロールを復帰させ、一度目の隔壁を閉へい鎖さした時、

「あ～～～、ライズちゃんだ」

　一気に緊きん張ちよう感の抜ぬける声と共に、美兎跳がブリッジに現あらわれた。

「何な故ぜここに連れて来た！」

「申し訳わけありません。お止めしたのですが……」

「艦長！　隔壁が破やぶられそうです！」

　美兎跳を連れて来た護ご衛えい兵へいの言葉に被かぶせるように、オペレーターが叫さけんだ。艦内監かん視し映えい像ぞうには、ガーディアンで隔壁を破は壊かいしているタラントが映うつし出されていた。

「クッ！　何てガーディアンだ。大した時間稼かせぎにもならんとは……仕方あるまい。美兎跳様、こちらへ」

　ライズ艦長は、艦長席に上がって来た美兎跳に、手て短みじかに現げん在ざいの状じよう況きようの説明をした。

「なるほどねぇ……ところで、情じよう報ほう処しよ理り官かんの姿すがたが見えないけど……誰だれなの？」

　もともと美兎跳の能のう力りよくは、途と轍てつもなく高い。ライズ艦長の説明と、ブリッジ内を一いち瞥べつしただけで、正せい確かくな状況をすぐさま認にん識しきしたのだった。

「正木霧恋です」

「なんだ、じゃあ話は早いわね」

　美兎跳は嬉うれしそうにポンと手を叩たたき、そしてテケテケと霧恋の席へと向かうと、幾つかのモニターを起動し、霧恋がロードしたプログラムを確認した。

「……あらあら、うんうん……大だい丈じよう夫ぶみたいね。ねえ、隔壁のコントロールをこちらに下さる？」

「えっ？　しかし」

　美兎跳は変な噂うわさばかりが有名で、実じつ際さい、高いオペレーション能力を持っている事を、殆ほとんどの者が知らないのだ。オペレーターは困こまったようにライズ艦長を見た。

「構かまわん。美兎跳様の指し示じに従したがえ」

「りょ、了りよう解かい！」

「ありがとう」

　だが美兎跳がコントロールを始めた途と端たん、オペレーター達の杞き憂ゆうは霧む散さんした。海賊達の動きが完全にコントロールされ、有利な状況での警備兵の迎げい撃げき、重要施し設せつへの修しゆう復ふく兵へいの移動、西南の援えん護ごなどが、効こう果か的に行われ出したのだ。

「す、凄すごい……」

　神かみ業わざのようなオペレートに、オペレーター達は驚きよう愕がくの眼まな差ざしで美兎跳を見つめた。

「ねえライズちゃん。霧恋ちゃん、向こうに居いるんでしょ？」

「……はい。ですが、未いまだに連れん絡らくは……」

「そうなの…………。あら、帰って来たみたいよ」

「えっ!?」

「ほら、突とつ入にゆうチューブの所に居た生体反応が消えたもの」

「……なっ、なんだこれは!?」

　美兎跳が指さす場所を見たライズ艦長は、驚おどろきの声を上げた。西南と突入チューブ入り口を結んだ、ほぼ一直線上にいる海かい賊ぞく達の生体反応が、次々と消えているのだ。だが美兎跳の表情は曇くもっていた。

「……霧恋ちゃん、怒おこってるのね…………でもダメよ霧恋ちゃん」




　突入チューブ入り口を見み張はっていた海賊達は、霧恋のスナップ映像を嫌いやらしい目つきで見ていた。

「タラント様はつまらなそうだって言ってたけど、かなりいい女だよな」

「たいてい最後にゃ、ただの肉につ塊かいにしてしまうんだ。だからあの人は、あまり造ぞう作さくには興きよう味みはないのさ。どれだけ活いきがよくて良い声で鳴くか、だそうだからな」

「病やんでるねぇ。それとも高こう尚しような趣しゆ味みって言えばいいのかな？」

「趣味が昂こうじれば、マニアックになるのは、どれも同じって事さ。その女は、例の山田西南の関係者だから捕つかまえるだけだ。確かく保ほしちまえば、後は囮おとりに使うだけで、どうこうしようって興味も湧わかないんだろう？　下手すりゃ死体で連れて来るかも………」

　二人の会話はそこで途と切ぎれた。凄すごい勢いきおいで飛び出して来た霧恋が、二人に何をしたのかは分からない。ただ霧恋が通り過すぎた一いつ瞬しゆんの後に、まるで思いっきり叩たたき付けられた、スーパーボールのように、海賊達の身体からだは勢いよく、通路の壁かべを上下左右に跳はね、糸の切れた操あやつり人形のように、手足を奇き妙みようにねじ曲がらせたまま倒たおれたのだ。

　自じ艦かんのブリッジで乗組員が殺さつ傷しようされれば、すぐさま警けい報ほうが発令されるのが普ふ通つうだ。だが皮ひ肉にくな事にダイダロスという強力な戦艦と強力な装そう備びを持ち、一方的に蹂じゆう躙りんする事に慣なれていたが故ゆえに、タラントにとって危き険けんな存そん在ざいは内側にあった。部下の造ぞう反はんを恐おそれたタラントは、コア部分への侵しん入にゆうには警けい戒かいしていたが、ブリッジの異い常じようには無む頓とん着ちやくだった。副官やオペレーター達の死には、システムが警報を発令しなかったのである。そして西南を追うのに夢む中ちゆうになっているタラント自身も、ブリッジへの定期確かく認にんを忘わすれていた。そんな条じよう件けんも重なり、リナミクスに居る海賊達は、自分達を害する脅きよう威いに無む防ぼう備びだった。

　その目に入る、あるいは触ふれる海賊達を、次々と最少の動きで粉ふん砕さいしてゆく霧恋は、さながら途轍もないスピードで射しゆ出しゆつされ、通路を縦じゆう横おう無む尽じんに跳ね回っている、トゲだらけの鉄球のようなものだった。だが重装備の海賊達を瞬時に戦せん闘とう不ふ能のうにして行く、霧恋の肉体的負ふ担たんもまた大きい。彼女の両りよう腕うでは、静竜の身体を構こう成せいするのと同じ、高こう性せい能のうナノマシンによる修復も追いつかないほど、ダメージを受けていた。

「！」

　その時、海賊を視し認にんした霧恋の目の前に、美兎跳によってコントロールされた隔かく壁へきが下ろされた。瞬時、霧恋はルートを変えて走り出す。霧恋の目的は西南の所へ向かう事であって、海賊殲せん滅めつではない。隔壁を破やぶる無む駄だな時間を費ついやすつもりなどはないのだ。

　次々下ろされる隔壁は、霧恋に肉体修復のためのインターバルを与あたえ、かつ最短ルートを塞ふさがないよう計算されていた。そのおかげで無理なダメージの蓄ちく積せきは減へり、霧恋の両腕は、徐じよ々じよに機能を取り戻もどしつつあった。

　　　　×　×　×

「よし！　これで霧恋君が山田西南を保ほ護ごできれば、我われ々われも脱だつ出しゆつだ。うまく行けば、タラントと海賊をリナミクスごと……」

「いけない！　西南ちゃんの反はん応のうが消えちゃった」

　モニターの生体反応は、西南を中心に次々と消えて行った。それは海賊との戦せん闘とうや、閉へい鎖さされた隔壁を破やぶるための、無差別破は壊かいのダメージが蓄積した結果だった。

「ダメね。あの一角だけコントロールが利きかないわ」

「くっ！　こんな時に……近くの警備兵を至し急きゆう向かわせろ！」




「ハア、ハア、ハア、ハア」

　荒あらい息と大おお粒つぶの汗あせ、タラントに一いつ矢し報むくいたいという心の誘ゆう惑わくと闘たたかいつつ、海賊達の攻こう撃げきから逃にげていた西南は、肉体も精せい神しんも疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状じよう態たいだった。隔壁の援護がなければ、もう捕つかまるか、殺されていたかもしれないが、今はその援護も期待できない状況の場所に追い込こまれてしまっていた。

「クソッ……ダメか！」

　Ｔ字路の中心に立つ西南は、必死で逃のがれる術すべを探さがしていた。だが左右の隔壁は、海賊達が破壊しようとしている音が、そして正面はタラントのガーディアンによる破壊音。隔壁のマニュアルコントロール用のパネルからは、炎ほのおが吹ふき出していた。その閉鎖された通路のどこにも、部屋はおろか点てん検けん口ぐちも無く、換かん気き口こうも壁かべとの一体成形のため、西南の持つナイフでの破壊は不ふ可か能のうだった。唯ゆい一いつ、幸いな事があるとすれば、そこは副動どう力りよく炉ろ区画であったため、通つう常じようの隔壁より頑がん丈じように出来ていた。それはタラントのガーディアンですら、破壊に手間取るものだった。

「ハア、ハア、ハア、ハア……ハア…………」

　西南は荒い息を整え、タラントが破壊している隔かく壁へきを凝ぎよう視しした。隔壁破壊の隙すきを突つき、反対側に抜ぬければ、まだ助かる可か能のう性せいはある。

　ビキィィィィン！　耳みみ障ざわりな甲かん高だかい金きん属ぞく音おんと共に隔壁の一部にヒビが入った。

（来る！）

　身み構がまえる西南の期待に反し、隔壁には小さな穴あなが一つ開いただけだった。

「居いたな」

　その穴の向こうから、タラントが西南の方を見て笑った。と、次の瞬しゆん間かん、銃じゆう口こうが見えたと思うと、銃声が二発した。

「ぐっ！」

　危き険けんを察知した西南は、咄とつ嗟さに横に避よけようとしたが、左足に衝しよう撃げきを感じ、その場に崩くずれ落ちた。焼けるような激げき痛つうに耐たえ、西南はすぐさま左足の状じよう況きようを確かく認にんした。

（外側太ももを貫かん通つうしたのか……出血は無し。咄嗟に避けなければ、両足を撃うち抜かれていたな）

　西南の太ももには、小さな焦こげた穴とその周りの皮ひ膚ふに火傷やけどがあった。だが外れた一発が当たった壁は、十センチほどのクレーターのような穴が開いていた。西南の傷きずが軽かったのは、制せい服ふくの特とく殊しゆな生き地じ素そ材ざいがエネルギーを拡かく散さんさせたおかげだった。とはいえ、もう走る事は出来そうもなかった。

　バギィ、ビキッ。飛散防ぼう止し処しよ理りをした車のフロントガラスのように、全体にヒビが入った隔かく壁へきを、タラントはガーディアンで少しずつこじ開けて行く。それは西南を逃にがさないようにするためだった。だがちょうど、人一人が通れるくらいに穴が開いたところで、タラントのガーディアン発生装そう置ちから煙けむりが吹ふき出て来た。

「ギリギリだったな……」

　タラントは無む造ぞう作さにガーディアン発生装置を捨すてると、西南の方を見て微笑ほほえんだ。

「まさか、こんな所で会えるとは思わなかったよ。山田西南」

「くっ！」

　西南は痛いたむ足を引きずるように立ち上がり、タラントを睨にらんだ。タラントが西南に近付き、ゆっくりと銃を額ひたいに突つき付けても、西南は微び動どうだにしなかった。

「お前が……美希先せん輩ぱいを」

「美希？　ふん、お前も私に恨うらみがあるようだな。だがお前の恨みは晴らせず、私は晴らせるわけだ」

「恨み？」

「たかが一匹ぴきのＧＰ艦かんのために捕まった、無能な男の息子むすことして、私がどれだけ恥はじをかいたか分かるかね？　おかげで私は、父と兄を殺さなければならなかったんだよ」

　タラントは素す早ばやく、西南の額に突き付けていた銃を、右手に向け撃った。

「グッ！」

　右手を押おさえ崩くずれ落ちる西南を、タラントは興きよう味み深げに覗のぞき込む。

「それにしてもＧＰの学生服も進歩したものだ。こいつの直撃を受ければ、手足くらい簡かん単たんに吹ふき飛ぶんだがな、クックック」

「くっ！」

　タラントの笑いを屈くつ辱じよくと感じた西南は、激痛の走る足を押さえながら壁を支ささえに立ち上がった。そして渾こん身しんの思いを込め、睨み付ける。

「なかなか楽しめそうじゃないか。クックック……そう簡単に死ねると思うなよ。何度でも蘇そ生せいさせ、何度でも殺してやる……ダイダロスに連れ帰ってたっぷりと……！」

　と、その瞬しゆん間かん、タラントが入って来た後方の隔壁が、爆ばく発はつでも起こしたように砕くだけ散った。タラントは反はん射しや的に西南の首を抱かかえ、盾たてにするように後ろに回り込んだ。

「…………!!」

　タラントが西南の頭に銃じゆうを突き付けた時、ほんの一メートル程ほど前方に、攻こう撃げき態たい勢せいのまま立ち止まっている霧恋が居いた。差し出された猛もう獣じゆうの顎あざとのように開かれた手と、その長い髪かみの毛に隠かくれ、霧恋の表ひよう情じようは見えなかったが、その間合いは、タラントの反はん応のうがほんの僅わずかでも遅おくれていれば、タラントの頭を砕いたであろう距きよ離りだった。

「おのれ！」

　反射的にタラントは霧恋に発はつ砲ぽうしたが、素早く後ろに距離をとった霧恋は、あっさりとそれをかわした。

「動くな！　顔を見せろ」

　タラントは再ふたたび、西南の頭に銃を突き付けて怒ど鳴なった。だがゆっくりと顔を上げた霧恋を見て、タラントは魂たましいを抜ぬかれたように呆ぼう然ぜんとなった。

「…………美しい」

　タラントは思わず、そう呟つぶやいていた。

　美しくしなやかな肢し体たい。全身に返り血を浴あび、凄すさまじい圧あつ力りよくを持った冷れい徹てつな瞳ひとみ。まるで自分と同種の雌めすに出会った雄おすのように、タラントは一瞬にして霧恋に魅み了りようされ、激はげしい欲よく情じようすら感じていた。

　その時、霧恋に魅入られたタラントの銃口が、僅かに西南から逸それた。

「！」

　タラントに隙すきが出来た事を感じた西南は、動く左手でポシェットに入れていた特とく殊しゆ鋼こうのナイフを握にぎった。先日、訓練艦かんで拘こう束そくしていたジェルを切り、危き機きから脱だつした時に使ったあれだ。

　昔、田舎いなかの少年達がそうであったように、木や竹を削けずって遊び道具を作り、野菜や果物くだものの皮を剝むいたり食べやすいように切ったり、穴あな掘ほりや虫を捕つかまえるために木の幹みきを削ったりと、ナイフは自然の中で生活や遊ぶための重要な道具だった。西南の場合、それは怪け我がをした時の添そえ木や薬草調合、常じよう備びした包帯を切ったりするためにも使われる、万ばん能のうの道具であった。だがそれはあくまで道具であって武ぶ器きではない。西南はそれを一度として人に向けた事もないし、それを考えた事もなかった。

（迷まような！）

　吐はき気すらもよおす違い和わ感と、途と轍てつもない罪ざい悪あく感を覚えつつ、西南はそれでも、自分に絡からみ付いた蔓つるを切るのだと言い聞かせ、それをタラントの腕うでへと突つき立てた。

「ぐっあっ！」

　呆ほうけていたタラントにとって、突とつ然ぜんの痛いたみは、まさに急に蜂はちに刺さされたようなものだ。反射的に振ふり払はらおうと、銃の台だい尻じりで西南を殴なぐりつけた。

「……しまった！」

　タラントが自分の過あやまちに気付いた時、西南は霧恋の足元へと倒たおれ込んでいた。

　人ひと質じちを失い、ガーディアンを持たないタラントの死は確かく実じつだった。だがタラントはその恐きよう怖ふに凄すさまじい快かい感かんを覚えていた。霧恋がこちらを向き、殺意を叩たたき付ける瞬間を心待ちにしていたのだ。しかしタラントの期待は見事に打ち砕かれた。美しいと感じた霧恋の目は自分ではなく、西南に向けられ、そしてそれは狼ろう狽ばいへと変わっていたのだ。

「おのれ、この私の前で！」

　恋人が自分の目の前で他ほかの男と情じようを交かわしている──それに似た屈くつ辱じよくを感じ、激げつ昂こうしたタラントは、西南に向け発砲した。

「危あぶない！」

　西南の盾たてとなった霧恋のスーツによって、エネルギー弾だんは弾はじかれたものの、それまでの過か負ふ荷かに耐たえきれず、霧恋のスーツはその機能を停止した。次に直ちよく撃げきを食くらえば、ただでは済すまない。だが霧恋は、西南を庇かばう体勢のまま、床ゆかに落ちていた隔かく壁へきの小さなカケラを拾い、タラントの銃に投げつけた。

　キィィィン！　そのカケラはタラントの銃を弾き、霧恋はそのままタラントに向けて突とつ進しんした。だがその目はすでにタラントの期待したモノではなく、ただの異い物ぶつを排はい除じよする事じ務む的なモノへと変わっていたのだ。

「くそおおおおおおおおお！」

「タラント様！」

「!!」

　突進した霧恋の目の前を、火線が通つう過かする。左手の隔壁を破やぶった海賊達が、霧恋に向かって銃を乱らん射しやし始めたのだ。間もなく右の隔壁の破壊音も聞こえ、スーツの機能が停止した霧恋は、タラント捕ほ縛ばくより西南の安全を優ゆう先せんさせた。

「撃うて！　絶ぜつ対たい逃にがすな！　殺してやる！　殺してやる！　殺してやる！」

　弾かれた銃を拾い上げたタラントは、霧恋達を追い通路を走り始めた。だがその時、タラントは、ダイダロスからの緊きん急きゆうコールに気付き立ち止まった。

（コアブロックからのエマージェンシーだと!?　ブリッジは何をしていた？）

　ブリッジにアクセスしたタラントは、その時になってようやく、艦の異常に気付いたのだった。コアブロックの警けい報ほうは、深しん刻こくなものである場合が多い。だがタラントはそれでも霧恋達に未練を残していた。しかし、次のデータを見たタラントは血相を変えた。

「このエネルギー質しつ量りよう比ひは!?」

　コアブロックから送られて来たデータは、皇おう家けの船の接せつ近きんを示しめすモノだったのだ。

「引くぞ！　皇家の船が近付いている！」

　冷静さを取り戻もどしたタラントは、部下達に叫さけんだ。

「げっ！」

「指し示じポイントに緊急脱だつ出しゆつ用ようのチューブが撃うち込こまれる。急げ！」

「他の者はどうするんで？」

「間に合わなければ死ぬだけだ」

　海賊達はタラントの言葉に追い立てられるように、慌あわてて走り始めた。タラントは霧恋達が逃げた方向を睨にらみ付け、

「いいか、よく聞け！　貴き様さまがどこに逃げようとも、必ず見つけ出して殺してやる！」

　狼おおかみの遠とお吠ぼえのように、タラントは絶ぜつ叫きようしたのだった。




「艦長！　ダイダロスが離り脱だつして行きます！」

「クッ！　リナミクスを撃げき沈ちんする気か!?　側面シールド最大！　攻こう撃げきに備そなえろ！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　たぶん、超ちよう空間ジャンプするんじゃないかしら？」

「えっ？」

　ライズ艦長が美兎跳を見た次の瞬しゆん間かん、ダイダロスの姿すがたが歪ゆがみ始め、激はげしい振しん動どうと共に超空間へとジャンプした。

「何だ？　どうしたというのだ？」

「分かりません……」

　だがそれと入れ替かわるように、先程のダイダロスのジャンプ以上に、凄すさまじい衝しよう撃げきがリナミクスを襲おそった。

「くっ！　これがジャンプアウトの衝撃か!?……そうか、それでダイダロスが逃げ出したのか」

　その衝撃を起こせる艦の事に気付いたライズ艦長には、安あん堵どの表ひよう情じようが浮うかんでいた。

　数分後、衝撃が収おさまり、正せい常じように戻もどったリナミクスのモニターには、瀬戸の船『水み鏡かがみ』が映うつし出されていた。いつもならば畏い怖ふの対象であった、瀬戸の船だが、この時ばかりは、ブリッジのオペレーター達は、歓かん喜きの声を上げ、その姿を見つめていた。

「まさか樹雷の鬼おに姫ひめ殿どのに助けられようとは……おっと、美兎跳様、この発言はご内ない密みつに願います」

　ダイダロスと遭そう遇ぐうし、全ぜん滅めつすら覚かく悟ごしていたライズ艦かん長ちようは、奇き跡せき的に被ひ害がいが少なかった安堵感で少し興こう奮ふんしていた。

「良かったわね。じゃあ避ひ難なんポッドのみんなを出してあげましょう」

　美兎跳もホッとしたように、避難ポッドに充じゆう塡てんされた衝撃吸きゆう収しゆうと封ふう印いん用の硬こう化かジェルを溶よう解かいし始めた。







　　５「迷いと決意」







　アカデミー本星の衛えい星せい軌き道どう上じようにある、ＧＰの高度医い療りよう衛星の最上部には、美しい庭園のある療養施し設せつがあった。ここには他の階からも散歩等に来る患かん者じやや見み舞まい客きやくも多く、一階の案内所のあるエントランスとそれに続く庭園には、多くの人々がゆったりとした時間を楽しんでいた。

　その静せい寂じやくを破やぶるかのように、雨あま音ねはエレベータから飛び出して来た。その美び貌ぼうは一いつ瞬しゆんにして、そこに居いた全員の視線を集めたが、雨音の泣き出しそうな表ひよう情じように圧あつ倒とうされ、彼女が階の上へと消えるまで、誰だれ一人として、声はおろか身動き一つ出来ないままだった。

　雨音は迷う事なく、ある病室の前まで来ると、そのままノックもせずに病室へと入って行った。

　室内は驚おどろくほど静寂で、そこに誰も居ないかのようだった。西せい南なはソファー状じように変形したベッドにもたれかかり、広い庭をぼんやりと眺ながめ、いつもは騒さわがしいＮＢも、まるで子こ供ども部屋に無む造ぞう作さに置かれたボールのように、窓まど辺べで背はい景けいの一つとなっていた。

　雨音は西南の瞳ひとみに、ちゃんと精せい気きがあるのを確かく認にんすると、大きく安あん堵どのため息を吐つき、ベッドの横のイスに、自分の存そん在ざいを誇こ示じするかのように、ドンっと乱らん暴ぼうに座すわった。だがそれっきり、雨音もその場の景色けしきに溶とけ込むように、一言も発しないまま、西南と同じ景色を見つめていた。




　どれ位、無言の時が過すぎただろうか。静寂で、どこか空くう虚きよだった病室は、雨音の登場で確かく実じつに雰ふん囲い気きが変わっていた。まるで春の陽ひが雪を溶とかすように、雨音の存在が、ゆっくりとその場の空気を、生気ある暖あたたかなモノへと変えて行った。

「…………………五人も……同じ船の中で亡なくなりました……」

　まるで溶けた氷柱つららから滴したたり落ちる水すい滴てきのように、西南はポツリポツリと話し始めた。

「それなのに……俺おれはただ逃にげるだけしか出来なくて……あいつが憎にくいのに、怖こわくて……立ち止まろうと思うのに、身体からだが勝手に逃げ出して……」

　凍こおり付いた感情が溶け出し、西南の声は次し第だいに震ふるえ出した。

「そして霧きり恋こさんに助けてもらったのに……自分が何も出来なかったくせに……今度は助けてくれた霧恋さんが、怖くて……」

　今までの西南は、自分の可か能のう性せいや希望を全すべて諦あきらめる事で、いかに自分の身を守るかを考えれば良かった。だが自分の夢ゆめを持つ事にどれだけの対たい価かを、自分だけでなく他者にも支し払はらう事を強要しなければならないかを、今回の事で知ったのだった。膝ひざの上に載のせた西南の拳こぶしが固く握にぎられ、その上に涙なみだが一ひと滴しずく落ちた。

　雨音は居たたまれず立ち上がり、西南の横に座ると、後ろから抱だき付くように、震える肩かたと手をしっかりと握った。

「ＧＰを辞やめる？」

「……それでも俺は……ここに居たいんです。なのに……」

　西南は、ここに居るだけの対価を支払う事が出来ないのに、ここに居たいと思う自分のワガママさが情なさけなかった。

────でもそれは、西南だけが背せ負おうべきモノじゃないのよ。

　そう雨音は言いたかった。だがそうやって西南の重荷を取る事は簡かん単たんだが、西南の事を考えれば、決けつ断だんのハードルは出来るだけ高い方が良い。

「悔くやしい、悔しいんです。強く、なりたい……」

「…………」

　雨音はじっと西南を見つめていた。

　西南が強くなりたいと思わせた相手は霧恋であって、雨音ではない。しかし雨音にとってそれは重要ではなかった。西南のその想おもい、決断が愛いとおしかった。
















（そっか……私、西南の事が好きなんだ）

　もちろんそれは、まだ好きであって、愛ではない。だが雨音にとって今まで西南は、霧恋の向こう側にいた。友達の友達、アカデミーの生徒といった、ワンクッション置いた存在でしかなかった。だが今は、雨音にとって、西南は特別な存在だった。

（ライレーザが知ったら苦く笑しようするわね……でも）

　雨音の掌てのひらから、西南の震えが止まった感かん触しよくが伝わって来る。弱々しかった身体に力がみなぎって来るのが分かる。雨音の心しん臓ぞうの鼓こ動どうが、その感触に呼こ応おうし、高鳴り始める。

「……俺……辞やめたくありません」

　西南はしっかりと、力強くそう言った。

「よしよし、さすがは男の子！」

　雨音はちょっと乱暴に西南の頭をグリグリと撫なで、包むように優やさしく抱きよせた。

（美み守かみ様さまが言っていた、ドキドキするって、こういう事だったんだ）

　西南が重要な決断をした時を共有した───それだけで雨音は満足だった。

（羨うらやましいでしょ！　羨ましいでしょ、霧恋！）

　雨音はその場で踊おどり出したい気分だった。だが雨音は昂たかぶる気持ちを抑おさえ、

「……だったら、私が手伝ってあげる」

　西南の耳元にキスをするように、そっと囁ささやいた。

　　　　×　×　×

　雨音のペントハウスの居い間までは、ＮＢを通じて、アイリが西南の病室の様子を覗のぞいていた。そしてそれはアイリだけではなく、珀はく蓮れん達四人とエルマも涙ぐみながら、その感動の場面を見ていたのだ。

「こらぁ～～～～～～～～雨音ェ！　ずるいぞ、この小こ娘むすめっ！　邪じや魔ましろキルシュ！　何やってるのよぉ！」

　だがアイリは他の五人とは違ちがい、不ふ機き嫌げんそうに金切り声を上げ怒ど鳴なっていた。それは以前、湖の対岸で天てん女によとの様子を見ていた光景にそっくりだった。

「ええい、役立たずめが！　こら、そこのクソババアの犬メイドと私の秘ひ書しよ！　何をのほほんと見てるの？　さっさと行って邪魔して来い！」

「みっともないですよ、アイリ様」

　五人は軽けい蔑べつの眼まな差ざしをアイリに向け、同時にそう言った。

「こんな感動の場面に水を差そうなどと、大人の女じよ性せいのなさる事ではありませんよ」

「くっ！　何、したり顔で人を非ひ難なんしてるの玉ぎよく蓮れん！　いつもなら頼たのみもしないのに、しゃしゃり出て、あの病院関係者を愛あい欲よく地じ獄ごくに叩たたき込こんでるでしょうが！」

「クスッ。そんな無ぶ粋すいな事、私に出来るわけがないでしょう？　アイリ様」

　シレっと、玉蓮はアイリから目を逸そらして言った。いつもであれば、玉蓮をよく知る珀蓮達三人は、

「噓うそをつけ！」

　そう叫さけんだ事であろう。だが先日の、ＮＢに仕し掛かけられたパーソナル事じ件けん以い降こう、西南に対する、玉蓮の対たい応おうは実に素す直なおなものとなっていたのだ。だから雨音と西南の邪魔をするのは無粋である、そう玉蓮は本気で考えているのである。こうなるともう、アイリの完敗である。そしてそれを決定付ける声が、アイリの後ろから聞こえて来た。

「私も、皆みなさんと同意見ですわ」

　突とつ然ぜん、そう声をかけて来たのは美守であった。

「ゲッ！　なぜここに……？　まさか！」

　アイリはモニターに映うつっているＮＢを見た。

「あれほど口止めしたのにィ」

「いえいえ、彼女の名めい誉よのために申し上げますと、彼女は何も言っていませんよ。でも無言で耐たえる表ひよう情じようを見れば、逆ぎやくに分かる事もありますからね、ホホホ」

　美守は歳としに似に合あわぬ素す早ばやさで、逃にげだそうとしたアイリの首根っこを摑つかんだ。その力は凄すさまじく、アイリの抵てい抗こうなどどこ吹ふく風、といった感じだ。

「水みな穂ほ様や秘書さん方の手前、あえて黙だまっていましたが、最近のアイリ様の行動は少々行き過すぎていると思うのですよ、ホホホ」

「えっ！」

　アイリの顔色が一いつ瞬しゆんにして蒼そう白はくとなる。

「いろいろとご相談したい事もありますから、とにかく理事長室へ参りましょう」

「いや、やだ！　良い子にするから、お尻しり叩くのは止やめて！」

　それは駄だ々だをこねる子こ供どもを連れて行く母親、といった感じだった。何やら妙みよう～～な悲ひ愴そう感を漂ただよわせつつ、美守に連れて行かれるアイリを、全員が啞あ然ぜんと見つめていた。

「ちょっと気の毒な感じだけど……自じ業ごう自じ得とくよね。それより、そろそろ私達も仕事に戻もどりましょう」

　珀蓮の言葉に、その場に居いた全員が同意し、それぞれの仕事に戻って行った。

　　　　×　×　×

「負ふ傷しよう者しや八十六名、高度蘇そ生せいが不ふ可か能のうだった死者は五名……タラント・シャンクと遭そう遇ぐうして、よくもまあこの程てい度どの被ひ害がいで済すんだものね。まさに不幸中の幸いだわ」

　美守に叩かれたお尻が痛いたいため、理事長室横にある、接せつ客きやくスペースに置かれたソファーに寝ねっ転がりながら、アイリは報ほう告こく書しよを読んでいた。格かつ好こうはともかく、とりあえず美守に叱しかられ、正気に戻ったアイリの表情は、至し極ごく真ま面じ目めなモノだった。

「霧恋さんのダイダロス侵しん入にゆうを匂におわすような事じ項こうは、記録や報告書からは削さく除じよしておきましたし、ライズ艦かん長ちよう以下、ブリッジ要員も査さ問もん会かいで協力してくれました。しかし霧恋さんによる、リナミクス艦内での海かい賊ぞくの殲せん滅めつ戦は隠かくしようがないので、アイリ様の試作装そう備びという事で決着が付いています」

「そう、ありがとう。まあ霧恋ちゃんの装備に関しては、実じつ際さい、私が開発協力した物だしね」

「ダイダロス撃げき沈ちんが出来なかったのは、正直言って残念ですが、コアに入り込もうとすれば、結果的には最悪の状じよう況きようになりかねませんでしたし……」

「困こまった事に、それを認みとめない人も多いのよねぇ……真相を知れば、ダイダロス撃沈のチャンスを逃のがした責せき任にん問題云うん々ぬんで、またうるさく言う連中が出て来るもの。いっそ全員数珠じゆず繫つなぎにして、西南君と一いつ緒しよの船にでも乗せたろかぁ、って感じよ」

「ホホホ。美み兎と跳とと一緒に掃そう除じをさせる以上の脅おどし文もん句くですわね。さすがに査問会でシッポを出す、間ま抜ぬけな委員は居ませんでしたが、個こ別べつの審しん問もんではちょっとしたイタズラをした委員も居たようです」

「まあ連中が出来る事は、その程てい度どでしょ。ダイダロスと遭遇して、殆ほとんど被ひ害がいが無いってだけでも奇き跡せきなのに、その上、ダイダロスに侵入しただなんて……そんな事が想そう像ぞう出来るわけ無いもの。もしその事を口にすれば、能力を疑うたがわれるか、タラントとの繫がりを疑われるかだけよ」

「リナミクス自体のスパイ容よう疑ぎも、美兎跳と西南君の行動パターン、霧恋さんの戦せん闘とう記録に矛む盾じゆんが無いと判はん断だんされましたから、疑いは晴れました」

「ハハッ！　あっさり認みとめたのは、あまりその事に固こ執しつしたら、救きゆう援えん艦隊派は遣けんの遅ち延えん行こう為いがバレちゃうからでしょ？」

「ホホホ。位置的に遠かった、瀬せ戸と様さまの水み鏡かがみの方が早く現げん場ばに到とう着ちやくしましたからね。それを誤ご魔ま化かすのに必死でしたよ。とりあえず出動の迅じん速そく化かを行う、という事でケリを付けておきました」

「フフッ。じゃあ、ちゃんとその約束が守られているか、適てき当とうな時期に抜ぬき打ちテストでもして上げましょう」

　アイリは意地の悪そうな表情で、ニンマリと笑えみを浮うかべた。

「お手て柔やわらかに……ところで上じよう層そう部ぶの計画変へん更こう要求を、どうお考えになりますか？」

「航路設せつ定ていは艦長権けん限げんだから、一乗組員の西南君にはさせられない、っていうあれ？　確たしかに理り屈くつはそうでしょうけど、送そう迎げい中の輸ゆ送そう艦ではランダムジャンプの航路設定はしてたのよねぇ」

「あの西南君を案内した艦長、厳げん重じゆう注意の上、減げん俸ぽうだそうですよ」

「今さら？　お気の毒に。……連中、余よ程ほどタラントと遭そう遇ぐうしたくないのね。それとも遭遇させたくない……かしら？」

　ＧＰや軍の中にも、海賊に情じよう報ほうを流し、奪うばった荷物の分け前を得ている者も居る。捕つかまえたい海賊とそうでない海賊が居るのだ。もちろん情報収しゆう集しゆう元として、必要悪的な存そん在ざいもしかりだ。

「そちらはリナミクスの人事指令等を含ふくめ、現在調査中です」

「巻まき添ぞえを食った、あの艦長さんも何とかしてあげて」

「承しよう知ちしています。しかしリナミクスの事じ件けんを知った、職しよく員いん達の動どう揺ようが大きいのも事実です。囮おとり部ぶ門もんの職員ですら、西南君のチームに入る位なら、転てん属ぞくか辞職をしたいと言っているそうですし……」

「やれやれ。でも西南君が航路指定しないんだったら、効こう果か半はん減げんだわ…………こうなったら、いっその事、西南君を艦長にしちゃいましょうか？」

「またそんな無む茶ちやを……まあ悪い考えではありませんが、艦長昇しよう格かく基き準じゆんはどうするのですか？　昇格に必要な就しゆう業ぎよう時間はどうしようもありませんよ」

「私直ちよく属ぞくの特とく殊しゆ業ぎよう務む班はんなら、補ほ佐さを付ければ問題は無いはずよ。それに使用予定の『守かみ蛇だ怪け』に部外者を近付けさせない口実にもなるし。補佐に霧恋ちゃんを乗せれば、軍連中も文もん句くは言えないでしょうしね」

「とはいえ、ＧＰはやはり世せ二に我わ系けいの強い組そ織しきです。アイリ様のゴリ押おしだけでは、西南君達に批ひ難なんが集中する恐おそれがあります。西南君の場合、少しでも軋あつ轢れきを生まない方ほう策さくをとる必要があるでしょうから、美兎跳の清掃部門を経けい由ゆさせましょう」

「確たしかにあそこは、第二の情報部って言われるくらい力のある所だけど……」

　清掃部門は、保ほ守しゆ点てん検けん管理も兼かね、ＧＰ関係の施し設せつ艦船であればありとあらゆる場所へ掃そう除じに入る。ゴミや埃ほこりだけでなく、各種高レベル放ほう射しや性せい物ぶつ質しつ危き険けん物の除じよ去きよ洗せん浄じよう、活躍の場が砲ほう身しん炉ろ心しんにまで至いたる清掃職員は一級の技ぎ術じゆつ職である。清掃員は直ちよく接せつ機き密みつと接せつ触しよくするわけではないが、見聞きした事こと柄がらから、かなり幅はば広ひろく高度な情報を有しているのである。そして生活面での管理を行う清掃員達に、いろいろな人間関係の悩なやみや相談を持ちかける者も多く、新兵の頃ころから世話になった者達も多い。故ゆえにどんなに偉えらくなっても、清掃員のオバちゃんオジちゃん達に頭が上がらない隊員は多いのだ。

「……いいの？　ただでさえ貴女あなたは、私や瀬戸様寄よりって思われているのに」

「西南君は私の生徒ですよ。必要があればそれを為なすだけです。それに自分がのけ者にされたって知れば、あの娘この事ですから、毎まい晩ばんアイリ様の枕まくら元もとで、泣きながらグチグチ文もん句くを言いますよ」

「そ、それはちょっときついわね」

「ホホホ。アイリ様と美兎跳、それと私の連名、そして実験期間を西南君が卒業するまでに限げん定ていすれば、批ひ判はんは出ませんでしょう」

「その期間があれば、卒業までに正式な艦かん長ちよう昇格基準をクリアー出来るわね」

「そしてそれだけの期間があれば、状じよう況きようもかなり変わっているはずです」

「フフフフ……楽しくなって来たわ。じゃあ、あとは霧恋ちゃんと守蛇怪のクルーの手配ね」

　アイリの言葉が終わらない内に、美守は通信用のモニターを起動させた。

「……正まさ木き霧恋講こう師しを校長室に……ええ、できるだけ早く……お願いしますね」

　そう手て短みじかに言うと、美守は寝ねっ転がったままのアイリに一礼すると、転送ゲートでＧＰアカデミーへと向かった。




　数十分後、ＧＰアカデミーの校長室で、美守と霧恋はソファーに向かい合って座すわっていた。霧恋の様子は病院での西南以上に、憔しよう悴すいした感じだった。もちろん彼女の肉体的な損そん傷しようは、一時間もすれば完治した。だがそれよりも、もっと深しん刻こくなのは心の傷きずだ。

（西南ちゃんに、見られた）

　返り血を浴びた姿すがた──あの状況では仕方ないとはいえ、一番見られたくない相手に、見られたくない姿を見せてしまった。もちろん西南がＧＰに居いれば、いつかは命のやり取りに遭そう遇ぐうする。だがそれは、それなりの経けい験けんと段だん階かいを経へて、辿たどり着く場所であって欲ほしいと考えていた。

「はあ……」

　それは何度目のため息だろう。霧恋はため息をつく度たびに、萎しぼんで行く風船のようにうな垂だれて行った。

（ホホホッ）

　美守はそれを愛いとおしそうに見つめていた。その萎んだ風船に空気を入れるのは簡かん単たんだ。だがもう少し、その可愛かわいらしい様子を見ていたかった。

　──良い娘が入って来たのよ。しなやかな若わか竹たけのような娘でね。

　数年前に、珍めずらしく瀬戸が嬉うれしそうに美守に言った。霧恋と初めて会ったのは、その一年後、特とく殊しゆな加速空間で十年ほど、霧恋が教育訓練を受けた後だった。

　──若い頃ころの船ふな穂ほ様に似にている。

　最初の印象で、美守はそう思った。もちろん霧恋が柾まさ木き家けの眷けん族ぞくだと知っていたし、アイリや水穂からも、ある程てい度どは聞いていた。だが霧恋は今まで出会った誰だれよりも、船穂に似ていたのだ。

（瀬戸様が浮うかれるはずね）

　船穂というのは、樹じゆ雷らいにとって楔くさびのような存そん在ざいだ。あまり目立たないが、それが無ければ全すべてがバラバラになってしまうような、そんな存在なのだ。それは瀬戸や鷲羽わしゆうのような非ひ凡ぼんな才さい能のうと同じくらい……いや、それ以上に、重要なモノなのである。

（さて、そろそろ意地悪は止やめておきましょう）

　美守は、一つの辞令プレートを霧恋の前に差し出した。

「……転てん属ぞく、ですか？」

「ええ。是ぜ非ひ貴女を、という推すい薦せんがあってね」

「……そうですね、少し距きよ離りを置くのも悪くないかもしれませんし……」

　霧恋の言葉に、美守は笑いを堪こらえるのに必死だった。

「内ない容ようを良く確かく認にんしてご覧らんなさい」

「えっ？…………配属艦、守蛇怪！　艦長が西南ちゃん!?」

　霧恋は狼ろう狽ばいと言っていいほど、戸と惑まどった表ひよう情じようで美守を見た。その要よう因いんとなったモノは樹雷の次期主力艦、守蛇怪でも、艦長の肩かた書がきでもない。西南の名前そのものであった。

「で、でも、美守様……あ、あの」

「西南君は歩き出しましたよ！　貴女はどうするの？」

「えっ？　わ……私は……」

「今回の配属で、形の上とは言え、西南君は貴女の上官になるのよ。それに西南君には、もともと蓄ちく積せきした力があります。ボンヤリしていると置いて行かれてしまいますよ」

　美守の叱しつ咤たに、霧恋の手が震ふるえ出した。だがそれは歓かん喜きの、生き生きとした生命の鼓こ動どうであった。飽ほう和わ状じよう態たいとなったそれは、もう一押しで爆ばく発はつし、走り出すだろう。

「ああ、言い忘わすれていました。西南君の補佐には、貴女の他ほかにもう一人、雨音・カウナック先生が付く事に決定しています。他に、クルーとして珀蓮さん、火か煉れんさん、翠すい簾れんさんに玉蓮さんが配属される事になっていますが…………どうします？」

　美守は、それはそれは楽しそうに微笑ほほえんだ。

　意図が見え見えな配属、情じよう報ほう開かい示じ、そして誘ゆう導どうは、瀬戸かアイリの常じよう套とう手しゆ段だんである。もちろん彼女達のやり方はもっと巧こう妙みようで悪あく辣らつだ。だが美守のそれは、ストレートで厳きびしさと優やさしさに満ちていた。

　ドン！　霧恋は叩たたき付けるように机つくえに手を置き、

「拝はい命めいさせていただきます！」

　そう、叫さけんだ。

「結構」

　美守のその言葉をきっかけに、二人は破は顔がん一いつ笑しようした。

「ありがとうございます。美守様」

　霧恋の、その表情は、まさに春のお日様のようだった。




　西南の乗る艦かんがタラントに襲おそわれたという報告を、珀蓮達から受けた時、一番動どう揺ようしていたのはエルマであった。

「西南様の傷きずはすでに修しゆう復ふく治ち療りようを終え、アカデミー本星の衛えい星せい軌き道どう上じようにある、高度治療衛星にて療養中だそうです」

「よし、すぐに行こう！　おいエルマ？」

　雨音はボンヤリしているエルマの肩かたを揺ゆすった。

「えっ？」

「西南の所へ行くわよ」

「わ、私は…………その資し格かくがありません……」

「何を言ってるの？　ちょっと大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああっ、すみません。ちょっと驚おどろいて……でも、いきなり大おお勢ぜいで押しかけても、ご迷めい惑わくでしょうし、私はアイリ様の所へ行きます」

「では私達も、ここで待機しておりますので、何かあったらお知らせ下さい」

「分かった……じゃあ、行って来る！」

　雨音はソファーにかけてあった上着を摑つかむと、居い間まから飛び出して行った。それと入れ替かわりに、アイリがやって来て、ＮＢを通じての中ちゆう継けい大会となったのだった。

　美守が乱らん入にゆうして来て、アイリが連れ去られた後、エルマは理事長室のある艦の自室で、仕事も手が付かない様子で呆ほうけていた。と、その時、通信用モニターが起動し、

『エルマ、居る？　暇ひま？　こっち来て！』

　いつものように、アイリは人の返答を待たずに通信を切った。

「いつまでも呆けてはいられないわね」

　アイリのテンションの高さに押されるように、エルマは立ち上がった。そしてアイリの下へ向かおうと、何気にドアを開けた目の前に、アイリは立っていたのだ。

「きゃああああああああ！」

「ほら叫んでないで、行くわよ！」

　アイリは飛び退のこうとしたエルマの手を摑つかむと、強ごう引いんに引ひっ張ぱり始めた。

「あああああああ、ど、どこへ行くんですか？　そんなに引っ張らないで下さい！」

「いい物見せてあげるから！」

　アイリは艦下部にある小型艇てい発着場へ向かうと、軽自動車程の大きさの、二人乗りの宇う宙ちゆう艇へエルマを乱らん暴ぼうに放ほうり込こみ、自分も運転席へ飛び乗った。

「痛いたたたた……もう、無む茶ちやしないで下さい！」

「急ぐのよ。私だってまだお尻しりが痛いんだから、ちょっと位我が慢まんしなさい」

　よく分からない論ろん理りでまくし立てると、アイリは乱暴に宇宙艇を発進させた。

「急ぐって……どこへ行くんですか？」

「それよりエルマ。貴女あなた、本当に西南君の船に乗らないの？」

「えっ？　でも…………私は、こちらでやる仕事もありますから」

「雨音ちゃんや、霧恋ちゃんも乗るって決めたのに、貴女だけ乗らないなんて、面おも白しろくないじゃない？」

「雨音さんと霧恋さんが居るなら、必要はないと思いますが？」

「珀蓮ちゃん達も乗るのに？」

「それは、命令ですか？」

「違ちがうわよ」

「でしたら、今回は、ご遠えん慮りよいたします。もちろんそれ以外のバックアップのお手伝いはいたしますが……それより、これからどこへ行くんですか？」

「私の第一工こう房ぼうよ」

「えええええっ!?」

　哲てつ学がく士しの第一工房というのは、特に重要な研究ばかりを行い、哲学士本人が直ちよく接せつ指し揮きをする総そう本ほん山ざんである。そこは一国の中ちゆう枢すう以上に重要で、機き密みつ性せいが高い場所で、アイリの高位秘ひ書しよといえど、滅めつ多たに入る事は出来ないのだ。

「さあ、もうすぐよ」

　その時、右手に見えていたアカデミー本星が歪ゆがみ、見えなくなった。と、次の瞬しゆん間かん、再ふたたび景色けしきは通つう常じようへと戻もどった。だが目の前には、先さき程ほどまでは無かった、蜂はちの巣に似にた宇宙ステーションが見えていた。

「あれがそうなのですか？　それにしては少し小さいように思えるのですが」

　それは全長約一キロ程ほどの物だった。哲学士の研究は多た岐きに亘わたり、途と轍てつもなくスペースを必要とする。その総本山が一キロ程度であるはずがない。

　二人の乗った小型艇は、蜂の巣穴の一つへと入って行った。

「ここはただのゲートよ。それより付いて来て」

　小型艇を降りた二人は、アイリの先せん導どうで、歩き始めた。そこは何の変へん哲てつもない、ただの通路に見えたが、途轍もない数のチェック機き構こうと転送ゲートの集積したモノであった。たった五十メートルの通路では、数百に及およぶ転送が繰くり返され、そのチェックを通り抜ぬけた者だけが、突つき当たりにある転送ゲートで、目的の場所へと行けるのだ。

「これは！」

　突き当たりのゲートをくぐったエルマが感じた違い和わ感は、超ちよう長ちよう距きよ離り転送時に感じるモノだった。そして転送が終しゆう了りようしたエルマの眼がん前ぜんに在あったのは、小しよう規き模ぼだが超精せい密みつ機器を組み立てるドックと一隻せきの小型艦かんだった。

「これは？」

「西南君達が乗る艦よ」

「西南さんが乗る艦って、アイリ様の第一工房で造つくっている艦なんですか!?」

　アイリはエルマの問いに答えず、そのまま真正面にある階かい段だんを下りて行った。そこは開放型の移い動どう型オペレーションルーム、天てん井じようの無い円えん盤ばんのような場所だった。

「お待ちしてました。アイリ様」

　オペレーターの女性が一人、アイリに気付いて駆かけ寄よって来た。

「天女……様？」

　エルマはその女性の顔に見覚えがあった。それは美み希きの事じ件けん後、ある湖の東あずま屋やで西南と一いつ緒しよに居た女性だった。

「クスッ。確たしかエルマさんとは初対面だったと思うけど……そうか、貴女もあの時、瀬戸様達と覗のぞいていたのね」

「えっ！　あっ……あの……。申し訳わけありません！」

　エルマは真っ赤になって頭を下げた。

「いいのよ。西南ちゃんを心配してくれたんですもの。それにせっかくの助すけっ人とに邪じや険けんな事はしないわよ」

「……助っ人？」

「この艦、急に納のう品ひんが早まってね。みんな最終チェック作業で徹てつ夜や続きで、もうクタクタなの。それで、アイリ様に補ほ充じゆうを頼たのんだんだけど……」

「えっ!?」

　エルマは天女に釣つられるようにアイリの顔を見た。

「ホッホッホ！　確たしか船には乗れないけど、それ以外のバックアップはする、って言ったわよね？　言ったでしょ！　言った言った！」

「はいは～～い。ではでは早さつ速そく」

　アイリと天女は、呆ぼう然ぜんとしているエルマの両りよう腕うでを同時にガシっと摑つかむと、オペレーター席の方へと連れて行った。

「ほら、手伝いが来てくれたから、貴方あなたは少し寝ねてらっしゃい！」

　天女がそう言うと、その席に座すわっていた珀はく嶺りようは、ユラユラっと力なく立ち上がり、

「お、お願い……します」

　まるで幽ゆう霊れいのような表ひよう情じようでそう言うと、床ゆかに開いた穴あなへと吸すい込まれて行った。

「じゃあＧＰ用装そう備び品ひんを重点的に行うわよ、よろしくね」

　天女とアイリは、先さき程ほどまで珀嶺が座っていた席に、エルマを座らせると、両りよう隣どなりのイスへと座った。チェックは殆ほとんどプログラム上で行うため、作業自体は常じよう時じ忙いそがしいというわけではない。基き本ほん装備品の運用、トラブル時の自動対たい応おうとメンテナンス、その手順を状じよう況きように応じてチェックして行くのだ。とはいえ、一工程を数万回繰くり返す、地味で長い作業でもあった。エルマは覚かく悟ごを決めたように、作業行程のチェックを始めた。

「なっ！……この艦は、一体……」

　エルマはそこに表ひよう示じされているスペックを見て、啞あ然ぜんとなった。それはＧＰ主力級戦艦の十分の一のサイズでありながら、それに匹ひつ敵てきする能のう力りよくがあったからだ。もちろん『皇おう家けの船』という、規き格かく外がいの化け物が存そん在ざいし、哲てつ学がく士しの第一工こう房ぼうで製せい作さくされている事を考えれば、能力的にはさほど驚おどろくには値あたいしない。驚くべきは、それが完全に量産を目的として完成していたからだ。維い持じコストから試算すれば、ＧＰ主力級戦艦一艦と、この艦五艦が同じコストなのだ。

「この艦はね。樹雷の次期主力戦艦として開発された物なの。コードネームは『守蛇怪』というの」

「樹雷の!?　でもそれを何な故ぜ、西南さんに？」

　もちろんそんなトップシークレットを、自分に見せる意図も含ふくめ、聞いたのだ。

「そんなにおかしい事かなぁ？　コマチ・京キヨウ、タラント・シャンク……そうそう、リョーコ・バルタとも遭そう遇ぐうしてたわね」

「それは！」

「これだけそうそうたるメンバーと遭遇するのよ。それなりの艦を用意するのは、当然でしょう？」

「そう……かもしれませんが。それでも、アカデミーではなく、樹雷の次期主力艦の投入というのは……」

「西南君の力を一番、目まの当たりにしているのは樹雷、瀬戸様ですもの。それに樹雷にだってメリットはあるわ。西南ちゃんの運の悪さって、いろいろなトラブルを引き寄よせるから、汎はん用ようタイプの新型艦かんのテストにはうってつけだもの」

「なるほど……確たしかにそうかもしれませんね」

「後は宣せん伝でんかな？　樹雷ほどの大国って、新戦力の配備には結けつ構こう、気を遣つかうのよ。他国の潜せん在ざい的な警けい戒かい感を、蓄ちく積せきさせる原げん因いんにもなるしね」

「適てき当とうに情じよう報ほう漏ろう洩えいさせて、慣ならして行くと？」

「……てな理由を付けて、結局、面おも白しろがっているだけなのよ、あのクソババア！　それより、この艦に興きよう味みが出てきたんじゃない？　乗らない？」

　それまで黙だまっていたアイリが、嬉き々きとして話しかけて来た。

「えっ……でも……」

　困こん惑わくするエルマを、天女が突っついた。

「あまり真ま面じ目めに考えない方がいいわよ。誰だれが西南ちゃんとくっつくか、瀬戸様達と賭かけをしているだけなんだから」

「えっ!?　わ、私もですか？」

「ああっ！　バラしたわね天女ちゃん！」

「乗せようとする動機が不ふ純じゆんですもの。もちろん、私としてはエルマさんのような人が大おお勢ぜい、西南ちゃんの周りに居いてくれるのは大だい歓かん迎げいだけどね」

「自分だけ好印象を与あたえようとして、ずるいわよ！」

「アハハハ！　普ふ段だんのアイリ様を見ている人に、今さらどう繕つくろうんです？」

「この小こ娘むすめ！　最近ちょっと生なま意い気きよ！」

　アイリと天女は、口くち喧げん嘩かをしつつも、その言い合いの激はげしさと同様に、素す早ばやい動きで手を動かしていた。

「クスッ……何だかよく似にてらっしゃいますね、お二人」

「まあ孫とお祖ば母あちゃんだからね」

「お祖母ちゃんって言うな！」

　さすがに触ふれられたくない話題であったらしい、アイリはいきなり手を止め、立ち上がりながら怒ど鳴なった。

「はいはい。でもちゃんと作業はして下さい、アイリ様。この艦は、私の大事な弟の命を守る艦なんですからね」

「弟って、西南さんの事ですか？」

「清きよ音ねと入れ替かわって面めん倒どう見てたのなら、息子むすこでしょ息子！」

「じゃあアイリ様は、ひいお祖母ちゃんですね」

「ひ、ひいっ！…………違ちがうもん。ひいお祖母ちゃんじゃないもん」

　墓ぼ穴けつを掘ほったアイリは、逃にげ出すように作業に没ぼつ頭とうし始めた。それを見た天女は満足げにＶサインを出した。

「勝った」

「お二人の様子は、水穂様とはまた違う感じですね」

「ん？　そうね水穂伯お母ば様さまは、瀬戸様の部下だから特に厳きびしいのよ。お互たがいに樹雷とアカデミーの重役という、立場の違いもあるしね」

　その会話を一つの区切りとして、三人はしばし作業に集中した。エルマもアイリの秘ひ書しよである経けい験けん上、こういった作業は慣なれていた。三人はピアノの競きよう演えんをするが如ごとく、リズミカルにキーボードの操そう作さを行っていた。

「思ったより搭とう載さい武ぶ器きが少ないんですね……もちろん、一つ一つの威い力りよくは凄すごいですが」

　作業が一いち段だん落らくし、少し余よ裕ゆうが出始めた頃ころ、エルマはアイリと天女のどちらにともなく聞いた。二人は台本でもあるかのように、絶ぜつ妙みようの間合いで交こう互ごに答え始めた。

「あくまで囮おとり艦だしね。とりあえず高い機き動どう性せいと、命中精せい度どで相手を動けなくする事ぐらいは出来るけど、戦せん闘とう以上に重じゆう要よう視ししているのは、搭乗員の身を守る事よ」

「なるほど……」

「それに西南ちゃんの能のう力りよくは、確かに凄すごいモノだけど、長期間に亘わたってどれほどの効こう果かがあるのかは、まだ分かってないわ。海かい賊ぞく達だって、対たい策さくを考えるでしょうしね。艦の性能だけで言えば、もっと凄い艦だって造つくれるけど、西南ちゃんにとって重要なのは高い信しん頼らい度どだもの。大量生産用の艦を使うのもそのためよ」

「でもメインコンピューターは、ちょっと変わっていますね。そのなんと言うか……」

「あまり効こう率りつ的じゃない感じ？」

「えっ!?　ええ、有あり体ていに言えば……。面白い反はん応のうをするというか、その……」

　エルマは、守蛇怪のメインコンピューターの反応を、具体的に表ひよう現げんするのに戸と惑まどっていた。何がどうと明めい確かくに説明は出来ないが、応答の感覚が妙なのだ。

「……まるで子こ供どものような」

「ええ、そう！　そうです！　それも何だか……動物寄よりの……」

「アハハハハ！　そうそう！　可愛かわいいでしょ？　機体は量産品だけど、メインコンピューターだけは試作品なの。これは皇おう家けの樹きを模もしているのよ」

「皇家の樹!?　皇家の船のコンピューターってこんな感じなんですか？」

「皇家の樹はコンピューターじゃないわ。ちゃんとした人じん格かくを持っている……いえ、人間を凌りよう駕がした神のような存そん在ざい、高位次元生命体よ」

「高位次元……生命体。噂うわさには聞いていましたが、本当に？」

「ええ、もっともこれには皇家の船の持つパワーは無いけどね。不確定な要よう素そは多いけど、アイリ様が、西南ちゃん達ならこっちの方が合うんじゃないかって、ね」

「しかし皇家の船といえば、超ちようトップシークレットなんでしょう？　それを研究なんて出来るんですか？」

「出来るわよ。友達になればね」

「友達ですか？　高位次元生命体ですよ？　神様と言ってもいいくらいじゃないですか」

「そうね。昔の私も同じような事を考えていたわ。遙よう照しよう君と出会うまではね」

「遙照様といえば、行方ゆくえ不明になった現げん樹雷皇のご長男ですよね？　まあその辺りは、いろいろと複ふく雑ざつな事じ情じようがあると、先せん輩ぱいには聞いています……とりあえず一通りの資し料りようは見せていただきましたが……」

「じゃあ知っているわね。私がアイライの出身だって」

「はい」

「細かな話は省しよう略りやくするけど、形けい骸がい化かしたアイライに、明確な神が欲ほしくてね。まあぶっちゃけ、皇おう家けの船の始祖樹である津つ名な魅み様に聞いて、同格の三女め神がみの一柱が手に入ればなぁ～～って思ってたの。んで、当時アカデミーに留りゆう学がくして来た、あいつ……遙照君の案内役を下心満まん載さいで引き受けたのよ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？……私にそんな話をして」

　ゴシップ誌しに売れば、大金が付きそうな話を、嬉き々きとして話すアイリに、エルマは困こん惑わく気味に答えた。だがアイリはアッケラカンとした調子で続けた。

「大丈夫、大丈夫！　で、諸もろ々もろあって、首しゆ尾び良くあいつの『船穂』ちゃんに会ってね……信じられる？　あいつ自分の船に母親の名前を付けてるのよ。マザコンよマザコン！」

「アイリ様、話が脱線してます！　だいたいお祖じ父いちゃ……じゃない、遙照様が船穂様の名前を自分の船に付けたのは……」

「分かってるわよ！　当時、日ひ陰かげ者もの扱あつかいだった船穂様を認にん知ちさせたい、って気持ちからだもの。でもマザコンに違ちがいはないわ」

「そのマザコンと、恥はずかしいくらいのラブストーリーを展てん開かいさせてたくせに。しかも未成年で水穂伯お母ばを産んで、アイライ鎖さ国こくの原げん因いんを作ったのはどなたでしたっけ？」

「アハハハハ！　私よ私！　銀ぎん河がアカデミー理事長にして哲てつ学がく士し、柾木アイリよ！　何か文もん句くある？」

　アイリの肩かた書がきは、ほぼ無む敵てき。水み戸と黄こう門もんの印いん籠ろうみたいなモノだ。それを持ち出されて、居い直なおられたら何も言えない。だが……、

「皇家の船の話をしてるんじゃなかった？」

　居直ったアイリを天女は、あっさりとかわした。

「ああ、そうか……。まあそれであいつの船に会ってビックリ。可愛くって可愛くって可愛くって可愛くって可愛くって可愛くって！　もう容よう赦しやが無いくらい可愛くってね」

「はあ……可愛いですか？」

「信じられないかもしれないけど、あの子達って、戦いが嫌きらいなの」

「えっ？　銀河最強と言われる皇家の船が、ですか？」

「それって、西南君にも言えるんじゃない？」

「えっ？」

「西南君が巻まき込こまれた事じ件けんを、客観的に見てご覧らんなさい。数百の海かい賊ぞく、数百の犯はん罪ざい者しや、ウィドゥー、タラント……そんなあの子を、他の人はどう思うかしら？」

「それは……皇家の樹きもそうだと？」

「皇家の樹が、もしただのコンピューターなら、樹雷は銀河征せい服ふくどころか、宇う宙ちゆう征服だって可か能のうでしょうね。でもあの子達は、そんな事を望みはしないし、船の持ち主達もそれを強きよう制せいはしないわ」

「皇家の船が本気になれば、海賊達の一いつ掃そうも可能だと？」

「銀河を、そこにいる人ごと消しよう滅めつさせる気があればね」

「そんな無む茶ちやな！」

「皇家の船というのは、そういう存在なの。主な役やく割わりは抑よく止し力りよくね。でも西南君は違ちがう……銀河を破は壊かいする事こと無なく、海賊を引き寄よせる……」

「!!」

　それは海賊にとって、西南が皇家の船以上に危き険けんな存そん在ざいと成りうるという事だ。その事に気付いたエルマは血相を変えた。

「西南ちゃんが宇宙に居るという事は、そういう事なのよ」

「…………霧恋さんが、西南さんを地球に帰そうとしたのは、その事を心配していたんですね……それなのに私は、無む責せき任にんに……」

「あまりネガティブに考えても仕方ないわよ。敵てきが多いという意味なら、あのクソババアなんか凄すさまじいモノよ。私だって何度、ひと思いに、って思った事か……」

　いろいろと嫌いやな記き憶おくが蘇よみがえったのであろう、アイリは一人ブツブツ言いながら、手を震ふるわせ始めた。

「まあアイリ様を含ふくめ、誰だれかさん達はただの自じ業ごう自じ得とくだけど、それでも自分の身を守る力と、それを持つ時間的な余よ裕ゆうがあったわ。でも西南ちゃんにはそれが無い……それを考えて欲ほしいの」

「ええ……そうですね」

「ごめんなさいね。結局、貴女あなたに無む理り強じいするような言い方になって。でも可愛かわいい弟のためなら、何でも利用するわ」

「可愛い弟のためなら？」

　エルマの脳のう裏りに、あの湖で見た、西南と天女の光景が蘇る。

「ええ。あの子が、心から笑ってくれるなら、何でもするわ」

　天女のそれは、本当に優やさしげで悲しげな笑えみだった。

（……あっ！）

　エルマはその笑みに、胸むねをえぐられるような思いがした。そしてそれは、美希の事じ件けんを知らされた後、西南を寮りようまで送って行った時の事を思い出させていた。

（あの時、私……西南君が、何か大きなものを欠けさせたままで、ただ動いているだけの人形に見えたんだっけ）

　──希望も許ゆるされず、欲よく望ぼうすら押おし殺そうとしていた西南。

　──ＧＰに居たいという、たったそれだけの事ですら、多大な対たい価かを払はらわなければならない西南。

　──自分の中に開いた、人一人が埋うめるにはあまりに大きな不運という穴あなを、それでもコツコツと埋めようと決心した西南。

（あの悲しい欠落を……楽しい事で埋めてあげたい！）

　激はげしい渇かわきにも似にた欲よつ求きゆうを、エルマは感じていた。







　あれから一週間、入院中の西南は実に平和な毎日を送っていた。

　目標を見つけ、モヤモヤとした心の内を全すべて雨音に吐と露ろした事で、精せい神しん的な安定を得た事と、雨音が一度来たっきりで、他ほかの騒そう々ぞうしい見み舞まい客きやくが無かった事で、環かん境きよう的にも穏おだやかだったからだ。ただ唯ゆい一いつ気がかりだった、霧恋については、事件調ちよう査さ中の当事者間の連れん絡らくは禁きん止しされていたため、外部との通信は遮しや断だんされ、霧恋と話す事はおろか、彼女の状じよう況きようを知る手だてすら無かった。

「焦あせってもしょうがないか。……正直言って、今、霧恋さんと会っても、何をどう話せばいいか分からないものなぁ……ん？」

　毛もう布ふを握にぎる手に、軽い引き攣つったような違い和わ感を覚える。

「……それにしても凄すごいよなぁ」

　西南は裾すそをまくり上げ、全く傷きず跡あとの分からなくなった腕うでと足を見た。火傷やけどと穴の開いていた傷は、西南の経けい験けん上じよう、普ふ通つうに動けるには三ヶ月はかかるモノだった。それがたった一週間で、僅わずかな違和感を感じる程てい度どに治っているのだ。

「傷自体は数時間で、あらかた治っちゃうんだから、本当に凄いよな……だけど……」

　西南にはタラントに受けた場所とは全く別の位置に、傷を修しゆう復ふくするためのシールが複ふく数すう貼はられていた。それは例の運の悪さで、入院中に負ってしまった傷の治ち療りようによる物だった。そのあまりの頻ひん繁ぱんさと、西南の自じ己こ判はん断だんと応おう急きゆう手当の手て際ぎわの良さに、医者も看かん護ご師しも呆あきれたのか面めん倒どうになったのか、修復シールの束を西南の病室に常じよう備びし、

「後は自分でやりなさい」

　そう言ったのだった。

「結局、お医者さんや看護師さんには迷めい惑わくかけちゃったな」

　だが悪い点ばかりではない。今まで気付かなかった、病院施し設せつの危き険けん箇か所しよや注意点を知るにはいい機会だったと、施設管理を行う人達には、いたく感かん謝しやをされ、多くの差し入れを受けたのだった。

　その日、最後のメディカルチェックを受け、大食堂で昼食を終えた西南は、病院内で着用していた服からＧＰアカデミーの服へと着き替がえた。着替えが終わり、久ひさしぶりに着た制せい服ふくの感かん触しよくを確たしかめている時、来客を知らせるコール音が鳴った。

「どうぞ」

　西南の声と同時に、ドアの開く音が聞こえ、衝つい立たての向こうから美守の姿すがたが現あらわれた。

「美守校長！」

　西南は姿し勢せいを正し、敬けい礼れいをした。そのキビキビとした動きと、力のある眼まな差ざしに、美守は満足げに頷うなずいた。

「元気そうですね。メディカルチェックの結果も良好で、安心しました」

「いろいろとご迷惑をおかけして、申し訳わけありませんでした」

「こちらこそ、美兎跳が変な事に巻まき込んでしまったわね、ごめんなさい」

「海かい賊ぞくを引き寄よせたのは、たぶん俺おれですから……その結果……」

「後こう悔かいはいくらしても何も生みません。それよりその経けい験けんを、これからどう生かすかの方が重要です。その事を貴方あなたは良く知っているはずですね」

「はい」

「よろしい。山やま田だ西南君。貴方は現時点において退たい院いんの許きよ可かが下りています。よってすぐさま次の任にん務む地ちへの移い動どうを命じます。詳くわしい情じよう報ほうはＮＢに転送しておきましたから、それの指し示じに従したがうように」

「すぐに、ですか？……あの……」

　西南は、一度雨音の家へ行き、霧恋の様子を知りたかったのだ。

「仕事というのは、そういうものですよ。後の手続きはこちらで行いますから、貴方はすぐさま、現げん地ちへ向かいなさい」

「分かりました！　すぐ任務地へ移動いたします！」

　西南は再ふたたび背せ筋すじを伸のばし、敬礼をしながら言った。

「よろしい。がんばりなさい」

　ニッコリと笑えみを浮うかべる美守に背を向けた西南は、ＮＢを抱かかえるとそのまま病室を出て行った。

　主治医や顔見知りになった看護師達に挨あい拶さつを終え、西南はＮＢに誘ゆう導どうされるままに、まず医療衛えい星せい内にある転送ゲートへと向かった。そして多くの人々が行き来する、定位置間ゲートを横目に、行き先指定の出来る転送ゲートの方へと向かう。

「ん？」

　人通りのない通路で、突とつ如じよ止まった西南を、ＮＢは不ふ思し議ぎそうに見上げた。

「旦だんさん、霧恋はんの事が気になるんか？」

　立ち止まり、黙だまり込んでいる西南に、ＮＢが心配そうに声をかけた。

「もちろん気になるんだけど……」

　西南はちょっと表情を崩くずして微笑ほほえみ、窓まどの外に見える宇う宙ちゆうと、美しく輝かがやくアカデミー本星を見つめた。

「……初めて宇宙に上がった時の事を思い出してたんだ」

「地球からアカデミーに来た時の事でっか？」

「信じられるか？　地球じゃ、こんな光景を実じつ際さいに見られるのは、ほんの一ひと握にぎりの人間だけで、それにはもの凄すごいお金がかかるんだ」

「せやけど、ここでは当たり前の光景や」

「…………ある日、雨音さんにパンフレットをもらって、冗じよう談だん半分でそれに記入してさ、目が覚めたらＧＰの輸ゆ送そう艦かんに乗せられていて、目の前に美兎跳さんが居いて……その時も、今と同じように、霧恋さんとなかなか連れん絡らくが出来なくて……」

「なるほど。確たしかになんや共通点が多いな。今回も雨音はんが見み舞まいに来て、旦さんがＧＰに残る決心をして、美兎跳はんやないけど、九く羅ら密みつ美守校長が来て…………そういや、霧恋はんとは、アカデミーの入国審しん査さで再さい会かいしたんやったな」

「うん」

「じゃあ、またすぐ会えるやろ」

　そう言うＮＢを西南は不思議そうに見た。

「……それにしても、ずいぶんまともな感じになったな……お前。看かん護ご師しさんに変な事をしやしないかって心配してたんだけど……」

「ワ、ワイかて迷めい惑わくしとんのや。何や妙みようなプログラムぎょうさんインストールされて……まさか旦さん、ワイを初期化しよう言うんか？」

「あまり酷ひどいようだったら、それも考えたんだけど……俺がいじって変な事になったら嫌いやだし、今のような感じだったら、問題無いしな」

「なんやったら、言語設せつ定てい変えよか？　旦さん好みの女にも変形出来るで。ええ女やったら、少々のヤンチャは大目に見てくれるかもしれへんで」

「これで慣なれちゃったからなぁ……それにそんな事したら、いろいろ誤ご解かいされそうだ」

　特にＮＢを構こう成せいしている素そ材ざいを使った、いろいろな意味で有名なエロ女じよ優ゆうが居るなら尚なお更さらである。

「確かに、いきなりコアが砕くだけるようなパンチを食くらうのは危き険けんやさかいな……でもその気になったらいつでも言い、いろいろとおもろい機き能のうもあるさかいな」

「そうだな……」

　苦く笑しようしながら再ふたたび、西南は窓まどの外の景色けしきを眺ながめた。

「…………迷まよっとるんか？」

「確かく認にんしてるんだ……自分にその覚かく悟ごがあるかって」

「ここはな、『迷いの通路』って言われとるそうや」

「迷いの通路？」

「この病院は高度治ち療りよう用や。ここに運び込こまれるのは、旦さんのように肉体的精せい神しん的に、重じゆう傷しようを負った人間ばかり……せやから、退たい院いんして再び任務地に向かう時、ここで迷うそうや」

「もしかして、美守様がここを使えって指し示じしたのか？」

　それは西南に、最後の選せん択たくをさせようという事だった。

「……まあな。向こうへの到とう着ちやく時じ刻こくにはまだ余よ裕ゆうがあるよって、納なつ得とくが行くまで考えたらええ。あんな目に遭おうたんや、逃にげたかて誰だれも文もん句くは言わへん」

「逃げる気なんか無いよ」

「へっ？」

「俺、ここが好きだ。でも俺がここに居なければ、誰かが巻まき込まれて傷きず付つく確かく率りつは、ぐんと減へると思う。だから俺が確認しているのは、ここに居たいっていうワガママを、押おし通す覚悟があるかどうかって事なんだ」

　この通路で悩なやむのは大抵が、自じ己この安全のため、自己保ほ身しんのためだ。だが西南の悩みの中に、自分が傷付く事は入ってはいない。

「ほんま難なん儀ぎな人やなぁ」

「ハハッ、そうだな」

　西南は再び、外を見るとグッと拳こぶしを握にぎり締しめた。

「行こう、ＮＢ！」

　西南はまっすぐゲートの方を見つめ、そう言った。

　　　　×　×　×

　転送ゲートをくぐった先にあったのは、幾いく重えにも厳げん重じゆうなガードの付いた扉とびらと窓のない通路だった。その場所がどこかを示しめす標ひよう識しきはおろか、それを類るい推すいするためのプレートすらなかった。

「厳重なチェックやなぁ」

　ＮＢは十個こ目のドアのロックを解かい除じよしながら、うんざりしたように言った。

「ドアもそうやけど、通路にも凄すごい数のセンサーや、転送ゲートが仕し掛かけられとる」

「転送ゲート？　病院にあったヤツじゃなくて？」

「異い物ぶつ排はい除じよ用のゲートが八十ばかり、通路に仕掛けられとったんや。まあ人には感知できんけどな」

「異物排除？」

「爆ばく発はつ物ぶつやナノマシンを排除するんや。それだけ、これから行く所の機き密みつ性せいが高いっちゅうこっちゃな」

「そんな所へ行って何をするんだろ？」

「ワイに転送されたデータは、目的地への道順だけやからなぁ。まあ行ってみれば分かるやろ」

　ピッ！　ロック解除音と共に開いたドアの向こうには、広い空間が広がっていた。

「おっ！　どうやらこれが最後のゲートやったようやな」

　ドアをくぐると、そこは小しよう規き模ぼの艦かん船せんドックだった。そして本来、艦船が置かれている中央部分には、縦たて横よこ百メートルほどの立方体のコンテナが置かれていた。

「うわ……何だ、これ？」

　それは通つう常じようのコンテナとは明らかに違ちがう、真っ白で継つぎ目の無い物だった。巨きよ大だいな壁かべがそそり立っているようで、何やら凄い違い和わ感があるのだ。

「高度封ふう印いんコンテナやな……大型精せい密みつ部品なんかの壊こわれ物や、特注品なんかの特別な物を運ぶ時に使うんや。たぶん……」

「あっ、あそこに人が居いるから聞いてみようか？」

　西南はコンテナ近くに、三人の人ひと影かげを見つけた。

　　　　×　×　×

「なあアラン、やっぱり止やめないか？」

「なにせ、あの山田西南と同じ艦だからなぁ」

「何を言ってるんだ？　俺達にはもう後が無いんだぞ！」

　コンテナを見上げて話しているのは、アラン、バリー、コーンであった。

「だけどよ、あのタラントとも遭そう遇ぐうしたんだぞ」

「だからこそだ！　いいか？　給料その他の条じよう件けん面には問題は無い……いや、それどころか破は格かくと言ってもいい。他ほかの部ぶ署しよで、安月給でヒイヒイ言いたいのか？　それにＧＰをクビになったら、借金の追い込みは今以上にきつくなるぞ」

「そりゃそうだけどよ。でも……死ぬよりはましだろ？」

「おいおい。多た額がくの借金を抱かかえて、食うや食わずの生活がしたいのか？　ファンクラブの連中に怯おびえて逃にげ回っていた、あの頃ころと同じ思いがしたいのか？」

「そりゃ……嫌いやだけどさ」

「考えてみろよ。遭遇すれば全ぜん滅めつと言われていた死神タラントと遭遇し、殆ほとんど全員が無事に生せい還かんしたんだぞ。ヤツの恐きよう怖ふ伝説はもう過か去この物、伝説は崩ほう壊かいしたんだ！」

「それだって軍の戦艦だからじゃないのか？」

「この艦のスペックは知ってるだろ？　噂うわさじゃあ、対ダイダロス用撃げき滅めつ艦だって話だ」

「本当か？」

「アランの言う通り、普ふ通つうの艦じゃないのは確たしかだよな」

「それに以前も話したな？　出会うのがリョーコ様や、新たなアイドルと成りうる海かい賊ぞくだったらどうなる？」

「どうなるって……新たなファンクラブを創そう設せつして……」

「そうだ！　そうなれば借金なんかすぐに返せる。借金さえ無くなれば、いつまでも、ここで危き険けんな仕事をする必要なんて無いだろう？」

「そうか！　危あぶない海賊と出会う前に逃げ出せれば……」

「またあの贅ぜい沢たく三ざん昧まいの栄光の日々が！」

「いや待て待て。今度はうまくやろうぜ。欲よく張ばりは禁きん物もつだ」

「フッフッフッフ。おっ、噂うわさをすれば影！　こちらに歩いてくるのは、あの山田西南君じゃないか」

　アラン達はクルッと西南の方を向くと、

「おお！　山田の西南君じゃないか」

　ふんぞり返って言った。

「あっ、アランさん！　お久ひさしぶりです」

　スッと、西南は姿し勢せいを正し敬けい礼れいをした。

「ふむふむ。敬礼も少しはサマになって来たじゃないか。だが、いいかい西南君、よく聞きたまえよ」

「はい」

「最初に君をここまで送って来た時は、確たしかに君は、お客さんだった。お客さんだから大事に扱あつかったし、雑ざつ用ようだってさせるわけにはいかなかった」

「だが今回は違ちがう。お前は一番下っ端ぱだから、俺達のパンツも洗あらってもらうぜ」

「もちろん、リョーコさんが来た時に話す順番も俺達が先だ。分かったな！」

　アランに続き、バリーとコーンも横おう柄へいな態たい度どで話し始めた。

「……ええ、まあ……でも何でリョーコさん？」

「上官命令は絶ぜつ対たいだ！　疑ぎ問もんを持つ事は許ゆるされんのだよ」

「了りよう解かいしました」

　西南が敬礼をした時、大きな咳せき払ばらいが聞こえて来た。

「コホン、揃そろっとるようだな」

「何だ？　今は新兵の心得を教えている所……ハウッ!!」

　声の主の方を見たアランは、それが元ＧＰ長官、九羅密美み瀾なみだと気付き、真っ青になって直立不動の体勢となった。

「お久しぶりです！」

　西南は美瀾の方を向いて敬礼をした。

「元気そうで何よりだ。美兎跳がいろいろと迷めい惑わくをかけたな」

「いえ、こちらこそ、美兎跳さんを巻まき込むような形になっちゃって、申し訳わけありませんでした」

「とにかく無事で何よりだ。だがまさかこんな短期間で、こういう形で再さい会かいするとは思ってもいなかったがな」

「実じつ務む研けん修しゆうは半年程先ですからね」

「ん？　ああ、まあそういう事だな。さあ、そろそろ搭とう乗じようの用意が調ととのったようだぞ」

　と、美瀾はコンテナの方を見上げた。

　コンテナの側そく壁へきにいきなり小さな穴あなが空き、移い動どう用ようのプレートに載のった珀蓮達が下りて来た。

「おおおおおおおおおお！」

　固まっていたアラン達は、美び貌ぼうの珀蓮達を見てどよめきのような歓かん声せいを上げた。もっとも一度、学生寮りようで同じような事があった西南は、この再会をさほど驚おどろく様子もなく受け入れていた。

「ようこそ。お待ちしておりました」

　ＧＰ清せい掃そう部ぶの儀ぎ礼れい用制せい服ふくを着た珀蓮達は、キビキビとした動きで敬礼をした。

「出で迎むかえご苦労！」

　アラン達は西南を押し退のけるように、珀蓮達の前へ飛び出し、そして四人をなめ回すように見つめた。特に途と轍てつもない美貌を誇ほこる玉蓮に、アラン達の視し線せんは釘くぎ付づけとなり、魂たましいが抜ぬかれたように呆ほうけていた。

「…………こっ、こここっ、これはいきなり運が向いて来たかぁ！」

「ようこそ。貴方あなた達三名は、あちらのプレートから搭乗して下さい」

　その嫌いやらしい視線を遮さえぎるように、玉蓮の前へ出た珀蓮は、アラン達をたしなめるような視線でそう言った。

「西南様はこちらからどうぞ」

　火煉と翠簾は、キョトンとしているアラン達の横を回り込こみ、後ろで見ていた西南の両りよう腕うでを抱かかえると、自分達が乗ってきたプレートの方へと引ひっ張ぱって行った。

「……な、何で西南だけあっちなんだ？　あいつは俺おれ達より、下っ端だぞ！」

「そっ、そうだそうだ！」

　口々に不満を漏もらすアラン達に、美瀾は大きな咳せき払ばらいをし、

「上官命令は絶対だ。疑問を持つ事は許されんのだよ」

　美瀾は先程のアランが、西南に言った口調を真ま似ねて言った。

「彼女達の階級章を見てみるがいい」

「えっ？…………ああああああああああああ！」

　美瀾に言われ、珀蓮の階級章を見たアラン達は、一歩飛び退くように直立不動で敬礼をした。彼女達の階級はアラン達よりはるか上の、上級技ぎ術じゆつ士官の物だったからだ。

「しっ、失礼をいたしました！」

「では搭乗を開始して下さい」

　珀蓮の言葉を受け、そのまま回れ右をしたアラン達は、逃にげるように反対側に着ちやく艇ていしていたプレートへと向かった。

「では美瀾様、失礼いたします」

　珀蓮と玉蓮は美瀾に敬けい礼れいをすると、火煉と翠簾に両腕を抱えられている西南の方へと歩き出した。

　　　　×　×　×

「こんなに早くチャンスが転がり込んで来るとは」

　搭とう乗じよう用ようプレートに向かうアランは、嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「チャンス？」

「彼女達を見ただろ？　どれもアイドルになるに十分の……いや、その中の一人は、あの雨音・カウナックと同等の寒気がするような美女！　新たなアイドル海かい賊ぞくを発はつ掘くつするまでもない！」

「そうか！　彼女達のファンクラブを創そう設せつすれば……」

「ウハウハだ！」

　アラン達は狂きよう喜き乱らん舞ぶ、移い動どう用プレートに飛び乗った。







　西南達が乗った移動用プレートは、ポッカリと空いた穴としか言いようのない、入り口から中へ入って行った。ある意味、超ちよう未来の科学と形けい容ようするに相応ふさわしく、その入り口はスッと塞ふさがるように閉とじ、壁かべとの区別がつかなくなった。
















「西南様、あれが西南様の乗る『守蛇怪』です」

　珀蓮が指さす先には、縦たてに半分に切った円えん錐すい形けいのような形をした船が固定されていた。それは発泡スチロールのケースに入った宇う宙ちゆう船せんのオモチャ──そう形容するのがピッタリだった。

「何な故ぜこんなコンテナに入れられているんですか？」

「守蛇怪は量産前の試作品で、つい先程完成したばかりなんです。詳くわしくは私の口からご説明は出来ませんが、この艦かんの設せつ計けい製せい作さく者しやはアイリ様です」

「えっ？」

　西南は反はん射しや的にＮＢの方を見た。

「何やその目は？」

「あっ、いや……ちょっとね、心配になって」

「それならプラグイン外して、ええ女に変形したろか？」

　西南とＮＢの様子を、珀蓮達は笑いを堪こらえながら見ていた。

「クスッ……。西南様、少なくとも性せい能のうは良い、という事ですわ。それにクルーも優ゆう秀しゆうな方ばかりですから、ご安心を」

　珀蓮は、西南とＮＢの言い合いを止めるように言った。

「そ、そうですね」

「なあ珀蓮はん、玉蓮はんでも火煉はんでも翠簾はんでもええ！　パーソナル貸かしてぇ。キャラクターデータさえ入れなんだら問題ないやろ？　ワイがどれだけ優秀か、旦だんさん見返したいねん！」

「分かった分かった！　俺が悪かったよ」

　西南は珀蓮達にしがみつくＮＢを引き剝はがした。それと同時に、移動用のプレートは守蛇怪の艦内に入って行った。

　　　　×　×　×

　まるで高級ホテルのスイートルームのような部屋に通された西南は、六畳じようはありそうなクローゼットで、珀蓮に指し示じされた制せい服ふくに着き替がえた。そしてそれを待つように入って来た珀蓮達は、西南の細かな身み繕づくろいを整え始めた。

「あの……ところで、俺はこの艦で何をするんですか？」

「どうぞこちらへ」

　珀蓮は何も答えずに、部屋の奥おくにある机つくえへと西南を連れて行った。

「ここへお座すわり下さい。それから身体からだを動かさないように」

「は、はい」

　西南は不ふ思し議ぎそうに、そのイスに座ると、西南を含ふくむ全体にシールドが張はられ、床ゆかに開いた穴あなに、イスごと吸すい込まれて行った。

「えっ??」

　薄うす暗ぐらいチューブの中を数秒ほど移動した後、西南は突とつ然ぜん明るい光に包まれ、守蛇怪のブリッジに到とう着ちやくした。

「こ、ここは？」

　辺りを見回す西南は、下方前方に、敬けい礼れいをしているアラン達三人と目が合った。

「………せ、西南！　お前、何そんな所から出て来てるんだ！　そこは艦かん長ちよう席だぞ！」

「全く、緊きん張ちようして待ってれば、お前かよ！」

「本当に、驚おどろかすなよ！」

　アラン達は口々にそう言うと、

「ほら、見なかった事にしてやるから、さっさと降りて来い。ほれほれ」

　アランはコンソール部分に片かた肘ひじを突つき、手て招まねきをした。

「間ま違ちがいではありませんよ」

　と、その時、前方の五席あるオペレーター席の両りよう端はしから、珀蓮と翠簾の座った席がせり上がって来た。

「!!」

　アラン達は直立不動となり、珀蓮達に敬礼を行った。

「山田西南様は、本日付をもち、守蛇怪の艦長に任にん命めいされました」

　珀蓮はそう言うと、翠簾と共に西南に向かって敬礼を行った。

「ええええええええええええ!?」

　アラン達、そして西南も同時に驚きの声を上げた。

「ほ、本当だアラン、あの階級章は艦長の物だぞ」

「ここでは俺達が一番下っ端ぱ？」

　動どう揺ようするバリー達に、アランはキリッと表ひよう情じようを引き締しめ、

「…………か、艦長に敬礼！」

　バリー達と共に敬礼をした。

「は、はあ」

　反はん射しや的に敬礼を返した西南は、まだ事の経けい緯いが吞のみ込めず、啞あ然ぜんとなっていた。

「ほら、しっかりしなさい！」

　と、西南の居る艦長席の斜ななめ横後方のボックスに、雨音を乗せたシートがせり上がって来る。

「……あ、雨音先生!?」

「もう先生じゃないでしょ、艦長」

　雨音は西南に敬礼をすると、ニッコリと笑えみを浮うかべウィンクをした。

「ま、急にそう言われても、実感が湧わかないか。もっともそういう反はん応のうを期待して、アイリ様も美守様も黙だまっていたんだけどね」

「俺が、艦長って……いくら何でもいきなり過すぎます！」

「詳くわしい事は後で教えてあげるわ。でもいきなりはいつもの事でしょ？」

「それは……」

　────仕事というのは、そういうモノですよ。

　その時、西南は病室での、美守の言葉を思い出した。

「それにしても、あっと言う間に立場が逆ぎやく転てんしちゃったわね。私も……彼女もね」

　そう言うと、雨音は西南越ごしに、反対側にあるボックスを見た。

「……彼女？」

　西南がそれに釣つられて振ふり向くと、シートに座った霧恋がせり上がって来た。

「霧恋さん！」

　その唐とう突とつな再さい会かいに、西南は緊きん張ちよう気味に霧恋の顔を見た。もちろんそれは霧恋も同様で、彼女の表情も緊張していた。

　見つめ合う二人を、周りの者達は辛しん抱ぼう強く待っていた。もちろん事情を知らないアラン達には、珀蓮と翠簾が静かにオペレーター席で待機するように命令していた。

「な、何だか……あの時みたいですね」

「……そうね」

　それは西南が先程『迷まよいの通路』でＮＢに話した、入国管理所で霧恋と再会した事を意味していた。西南だけでなく、霧恋もその事を思い出していたのだ。その会話をきっかけに、どちらからともなく微笑ほほえみ、その場の空気が和やわらいだ。そして霧恋は、キリッとした表情で立ち上がると、

「情じよう報ほう管理官として着ちやく任にんいたしました、正木霧恋です。よろしくお願いいたします山田西南艦長！」

　西南に向け敬礼を行った。

「よろしく」

　西南も少しぎこちなく敬礼を返した。

「ほら、二人共いつまで見つめ合ってるの？　そろそろ出航の時間よ」

　雨音は後ろから西南の背せ中なかを突つっついた。停てい滞たい気味の二人をかき回す雨音も、あの時と同じだ。

「あああ！　そうだわ、いけない！」

　霧恋は慌あわててシートに座すわると、出向の準じゆん備びを始めた。

「え、えっと……俺はどうしたら……??」

「艦長はそこにどっかと座ってなさい。細かな事は全部私達がやるから」

　雨音は西南の上着の裾すそを引ひっ張ぱり、シートに座らせると、霧恋と同じように出航のチェックを始めた。

「艦長の初期認にん証しよう登録を行います」

　霧恋の声と共に、西南の周りにスキャン用のプレートが現あらわれる。それは学生寮りようで行われる点てん呼この際さいに使われるのより、もっと高度なモノだった。

「スキャン終了、守蛇怪に登録完かん了りようしました。守蛇怪起動プログラムスタート」

　と、その時、西南の耳に子こ供どものような動物のような笑い声が、微かすかに聞こえて来た。

『アハハハハ』

「[image: !!?]」

　ハッと、振ふり向いた西南の後方に、球形をしたオーロラのような光が現れた。虹にじ色いろの光は複ふく雑ざつな形に消えては現れ、まるで樹じゆ木もくのような形を成していたのだ。

（この雰ふん囲い気きは……まるで瀬戸様の……）

　西南は瀬戸の船の、ブリッジを思い出していた。

「エンジン、第一から第六まで起動、予定出力値ちまで上じよう昇しよう。第一、第四を通つう常じよう稼か働どう域いきまで上昇させます」

「各ブロック、起動順調です。第一次起動完了」

「メインキーのロック解かい除じよします。艦長、復ふく唱しようをお願いします」

「は、はい！　メインキーのロック解除！」

　西南の声と共に、守蛇怪を押おさえ込こんでいた、天てん井じようにまで達する巨きよ大だいな白い柱が光の粒つぶとなって消えて行った。

「メインキー、ロック解除確かく認にん。キーアンカー、ロック解除します。艦長、復唱を」

「キーアンカー、ロック解除！」

　コンテナの床ゆか部分に、所々配置されていた丸いプレートがせり上がり、そこを中心に床が砕くだけて行った。床の破は片へんが光の粒となって消えて行く中を、守蛇怪はゆっくりと降こう下かして行った。

「守蛇怪起動完了！　オールグリーン、異い常じようなし！」

『無事起動完了したようね』

　メインスクリーンにアイリ、そして瀬戸、水穂、天女、珀嶺、エルマ、美瀾、美守、美兎跳、それに守蛇怪の最終チェックを行った技ぎ術じゆつ者しやが映うつし出された。守蛇怪のクルーは全員立ち上がり敬礼をした。

「これよりＧＰ囮おとり部ぶ門もん所しよ属ぞく、特とく殊しゆ任にん務む艦かん『守蛇怪』は第一次訓練航行に出発いたします」

『よろしい。出港を許きよ可かします。気をつけて行ってらっしゃい』

　霧恋の報告に、アイリは満足げに頷うなずくと、敬礼を返した。そしてアイリに続き、そこに居た全員が敬礼で見送ってくれたのだった。







　発進口への通路まで降下した守蛇怪は、甲かん高だかい唸うなりを上げ始めた。それは、その小さな艦体に似に合あわぬ力強いものだった。

「エンジン、各ブロック異常無し」

「守蛇怪航行予定航路上に障しよう害がい物ぶつ無し！」

　雨音の、そして霧恋の報告と共に、全員の視し線せんが西南に集中する。

「ハア………」

　西南は気持ちを落ち着かせるように、深いため息をつくと、

「守蛇怪、発進！」

　力強くそう言った。

「守蛇怪、発進します！」

　と、何の衝しよう撃げきも無く、突とつ如じよ、外の景色けしきが凄すごい勢いきおいで流れ始め、数秒後、守蛇怪は瞬またたく星と漆しつ黒こくの宇う宙ちゆうへと抱いだかれたのだった。








【天地無用！ＧＸＰ　第五巻・了】









　　あとがき







　前ぜん略りやく………と、いうわけで、いきなり突とつ入にゆう！




　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　　　　あとがき劇げき場じよう　その２




　実家……社しや務む所しよ……柾まさ木き家けと、立て続けに着信拒きよ否ひ＆会話拒否を食くらった西せい南なは、魎りよう皇おう鬼きにちょっとした愚ぐ痴ちを聞いてもらっていた。もちろん魎皇鬼が嫌いやそうな素そ振ぶりを見せれば、すぐさま話を切り上げるつもりだったが、幸い、魎皇鬼は尻尾しつぽを振り振り、時々、西南の愚痴に合いの手を入れながら、嬉うれしそうな表ひよう情じようで、ずっと西南の話し相手をしてくれていた。

「ありがとう、魎皇鬼ちゃん。じゃあ、そろそろ切るね」

『ミャア、ミャア！』

　魎皇鬼は飛び跳はねながら、西南に答えた。

　通信を切った西南は、ちょっと不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「…………気のせいかな？　魎皇鬼ちゃんが、何を言っているのか朧おぼろ気げにだけど、分かるような気がするんだけど……」

　魎皇鬼の言葉が一種の高速言語で、しばらく聞いていれば、だいたいの意味が理り解かい出来るのだという事を、西南が知ったのは、もう少し後の事だった。もっとも短期間で知る事が出来たのは、生体強化された聴ちよう力りよくのおかげだったのだが……。

「そうだ！　ついでだから海かいの近きん況きようでも聞こうかな？　あいつはまだ自分の素す性じようを知らないから、会話には気をつけなきゃな」

　そう思い立った西南は、すぐさま海の家の電話番号を入力した。愛らしい魎皇鬼のおかげで、気分転てん換かんが出来た西南だったが、

『はい、正まさ木きで～～す』

　海は西南以上に、ハイテンションだった。もっとも、これがいつもの海の話し方なのだが、久ひさしぶりだと少し面食らってしまう。

「……久しぶりだな。俺おれだよ海！」

『おお、その声は西南か!?　ハハッ、元気そうだな』

「その声？　ああ、そうか……」

　西南は、相手側からは映えい像ぞうが見えない事を思い出した。

　相手側の電話機にはカメラは付いていない。なのに映像が見られる事を不思議に思った西南は、以前エルマに聞いてみた事があった────それによると通話時の反はん響きよう音おん等で、形や素そ材ざい、色すらも判はん別べつし、ＣＧ処しよ理りで映像化しているらしいのだ。ただし地球の受話器の性せい能のうでは、音のノイズが酷ひどく、それだけでは完全に映像を再さい現げんしきれない。だから地球の衛えい星せい軌き道どう上じようにある、保ほ護ご区く観察用プローブからの超ちよう高度映像を参考にして、補おぎなっているとの事だった。

「うん、まあ俺は、相変わらずだよ。……それより学校の方はどうだ？　俺が急に居いなくなって、みんなどう言ってる？」

『どうって……まあ、先生から説明受けた時は、西南を受け入れる学校があるなんて、信じられないって、みんな驚おどろいてたな』

「はは……驚くのはそっちですか」

『西南が居なくなったおかげで、毎日が実に平へい穏おんで、退たい屈くつなくらいだ。……ああ、そうそう、西南がそっちで何かやらかして、強きよう制せい送そう還かんされたらどうしよう？　って、それだけが心配だって言ってたぞ』

「うっ……わかった。出来るだけ迷めい惑わくかけないようにがんばるよ。それでさ、俺ん家ちの様子はどうかな？」

『順風満まん帆ぱん、商売繁はん盛じよう。おじさんもおばさんも、吉よし子こちゃんも忙いそがしそうだったな。それより、姉あね貴きとうまくやってるか？　せっかく近くに住んでるんだから、チャンスはモノにしろよ、ハッハッハ………、んがっ!!』

　ボゴッ！　鈍にぶい音と共に、海の頭に月つき湖この踵かかと落おとしが決まった。

　突つっ伏ぷしたまま、頭を抱かかえて痛いたみに耐たえている海の後ろでは、月湖がちょうど海の頭の在あった位置に足を上げたまま、美しい脚きやく線せん美びを見せて立っていた。だが見えているのはそれだけではなく、西南からは月湖のスカートの中が丸見えであった。

『チャンスはモノにしろとか、下品な事、言うんじゃありません！……全く誰だれと話してるの、海？』

『………せ、西南』

『えっ!?』

　西南が宇う宙ちゆうに行った事を知っている月湖は、西南側からは映像が見えている事に気付いた。真っ赤になりながら、慌あわてて足を下ろしてスカートの乱みだれを直し、海から受話器を取り上げると、まだ痛みに耐えている息子むすこを乱らん暴ぼうに押し退のけた。

『も、もしもし……西南ちゃん？』

　月湖は恐おそる恐る、確認するように尋ねる。

「……お、お久ひさしぶりです……」

　西南は真っ赤になって、困こまったように答える。

　月湖にとって西南は、海の友達で、息子のようなものではあったが、以前、霧きり恋こを焚たき付けるためにした、旦だん那な様さま発言にハマってしまい、ちょっぴり男だん性せいとして意い識しきし出していたのだった。

　そして霧恋と姉し妹まいと言ってもいい位に若わか々わかしい月湖は、西南に、女性として意識させるに十分の魅み力りよくを持っていた。

　さらに異い性せいを意識しだした月湖の下着は…………まあそう言う事だ。

『…………………………………（スカートの中、見た？）』

「…………………………………（見えました）」

　二人の沈ちん黙もくは、その事実を確かく認にんし合ったモノだった。





終わり　　　　　　



　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊




　本文中でも西南が、美み瀾なみに語っている通り、この巻かんよりアニメ版ばんＧＸＰとは、エピソードの時期が変わります。実じつ務む研けん修しゆうよりも半年ほど前まえ倒たおしで『守かみ蛇だ怪け』一号艦かんに乗る事となりました。もちろん大おお筋すじに変へん更こうはありませんが、これまで以上に、細かなエピソードが追加、変更されると思います。




　さて、次巻はリョーコ・バルタとネージュ・ナ・メルマスの話が中心となります。クルーとその家族を、タラントに人ひと質じちにとられ、西南暗殺を命じられたリョーコ。樹じゆ雷らいで出会った謎なぞの少女、ネージュ。

　さらに西南は、ある人物の意外な姿すがたを知る事となります────というわけで、次巻でまた。
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